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海 人 草 の 純 有効 成分 サント 


ニン ミ を 最も 果 的 に し 、 
最高 度 の 駆虫 を …… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 亡 虫 薬 マ ク 
ニン SS は 、 そ の 高い 廊 虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや ゃ す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン SS は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実 区 固 虫 を と る こと が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
で 、. 高 い を も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 革 虫 に 最適 で す 。 
価格 も 特に 低 康 な の で 、 学校 、 工場 
等 で 非常 な を えて いま す 


(包装 ) 人 一 分) 80 円 ・6 円 
団体 用 2 (大 人 100 人 
学童 用 BQ 0 
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昭和 33 年 8 月 (1958)】 


肺 吸虫 症 の 度 内 反応 に 関す る 研究 
V. 石 敵 酸 分 画 法 に よる 各 分 画 特 に 多糖 体 分 画 の 抗原 性 に つい て 


宗 


千葉 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


大 島 


国立 公衆 衛生 院 衛 生 生物 学部 寄生 
(昭和 32 年 9 月 13 日 受領 ) 


まえ が き 

著者 等 は 第 IV 報 に お いて , 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 の 
V. B.S. 抗原 の 活性 因子 は セ フ ァ ン 膜 を 透過 し な いこ 
と 及び , 30,000 回 転 30 分 間 の 超 遠 心 で は 沈 し な 
いこ と を 明らか に し た 。 

本 篇 で は 肺 吸虫 成虫 (ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 , Parago- 
nimus westermami) 虫 体 か ら , 石 炭酸 抽出 法 に ょ り 得 
られ た 2 つの 分 画 即 ち 石 談 酸 不溶 部 分 (多糖 体 分 画 ) と 石 
炭酸 可 溶 部 分 (蛋白 体 分 画 ) の 2 種 の 抗原 を 用 いて 肺 吸虫 
症 流 行 地 の 集団 た に 皮 内 反応 を 実施 し , その 抗原 性 に つい 
て 検討 し た 。 そ の 結果 は 後者 の 蛋白 分 画 抗原 に は V.B.S 
抗原 (横川 ら , 1955) 放 1 と 略 * 同様 な 抗原 性 が 認め られ た 
が , 前 者 の 多糖 体 分 画 に は , 友 内 反応 の 活性 因子 は 証明 
出来 な か つた 。 以 下 そ の 成績 に つい て 報告 する 。 包 閉 者 
等 が こと ゝ に 用 いた 石炭 酸 抽出 法 で は 蛋白 部 分 は 殆 ん ど 深 
解 さ れ , 多糖 体 部 分 は 不溶 解 部 分 と し て 残る の で 両者 の 
分 離 が 比較 的 容易 で , 多糖 体 の 精製 法 と し て は すぐ れ た 
も の と され て いる 。 然 し 蛋白 体 の 精製 法 と し て は 必ず し 
も すぐ れ た も の と は 云え な い の で , 著者 等 も 看 白 体 分 画 
法 と し て は , 別 の 方 法 に ょ り 検 討 し て いる の で , 本 篇 で 
は 主として 多糖 体 分 画 に お ける 友 内 反応 の 抗原 性 の 有無 
に つい て の 検討 に 重点 を お いた 。 

実験 方 法 

石炭 酸 抽 出 法 : 

酸 し て は 主として Palmer 及び Gerlo- 
ugh (1940) の 方 法 に ょ つた が , Mayer (1955) 赴 2 の 肺炎 双 

* MUNEO YOKOGAWA & ** TOMOO OSHIMA : 

Intradermal test for paragonimiasis. V. Analysis 

of the antigenicity of the V. B. S. antigen (Ve- 

ronal Buffered Saline extract of adults of P. weste- 
rmani) with phenol method. (*Department of Para- 

Sitology, School of Medicine, Chiba University & 


**Division of Parasitology, Institute of Public 
Health, Tokyo.) 


球 多糖 体 製 法 を 人 し た 。 

虫 体 乾 燥 粉末 564 mg に 10cc の 冷 エ チル ・ エ ー テ ル 
を 加え 一 10°C で 10 分 間 tissue grinder で た 後 
遠心 し 上 を 乾燥 し 553 mg の 貝 体 燥 粉末 を 
得 た 。 これ に た 90 石 炭酸 10cc を 24 
時 間 宣 温 で 振 湯 器 に か け て 抽出 後 , 5,000 回 転 20 分 間 遠 
心 し その 上 石 炭酸 可 溶 部 分 ) と , 物 ( 石 
溶 部 分 ) と に 分 ける 操作 を 2 回 反復 し た 。 以下 は Table 
に 示す 如く で ある 。 

洗 物 ( 石 酸 不 部 分 ) : 

沈 決 物 を 冷 ニ チル ・ エ ー テ ル で 2 回 洗 準 し た 後 , 滅 圧 
乾燥 し 147.0 mg の 乾燥 粉末 を 得 た 。 こ れ に 200 倍 重 量 
の V.B.S. 液 ( ペ マ ョ ナー 緩衝 食塩 水 ) (Ph 7.4) を 加え を , 
寒 温 で 24 時 間 抽出 し た 後 , 5,000 回 転 20 分 間 遠 心 沈 濾 
し , 18 cc の 上 注 を 得 た 。 

この 4 容 の 冷 チル ・ ア ルコ ー ル を 加え を な が 
ら よ く 所 し , 更に 酸 ツ ダ を 1 の に 加え て 一 
夜 低温 に 放置 し , その を と り , 20cc の 
に 溶解 させ た 。 本 溶液 は , Biuret 反応 士 , Molish 反応 
, 10 倍 の 紫外 線 吸 を みる と 250~260 
mz に 強い 吸 政 帯 が 認め られ た 。 (Fig. 1 : a) 即ち 本 溶 
液 に は 告 少 量 の 令 白 部 分 が 含ま れ て いる こと が 明らか と 
な つた の で 更に 本 溶液 16 cc に 14 cc クロロ ホル 
ム 10cc 及び プ タ ノ ー ル 2cc を 加え 振 導 器 に 20 時 間 か 
け て 蛋白 部 分 を 除去 し ょ ぅ と 試み た 。 こ の 混合 液 を 遠心 
る と き は , クロ ルム 及び プ タ ノ ー ル 層 と 水溶 
液 と の 聞 に 薄い 白色 の 中 間 層 が 現われ る が , この 薄い 所 


の 中 間 層 が み ら れ な く な る , 人 復 ク ロロ ホル ム ふと 


許 1Johns Hopkins School of Hygine and Public 
Health cis ける Microbiology の 実習 教材 (1953) 
に よる 。 

2 肺 吸虫 (成虫 ) の 虫 体 を ニー テル 処理 後 ベ 
ル 生理 食塩 水 で 抽出 す る 。 
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Table 1 Method of fractionation with phenol 


Adults of Paragonimus vwestermani 


frozen and dried 


(564 mg. ) 


homogenized with 10 ce,. of cold Ether 
for 10 minutes at -10'C. 


centrifuged 
L 


Supernatant Sediment 


at -~5°C. for 12 hours 


Frozen and (553 mg) 
equal part of Ethyl Alcohol extracted with :10 coof 90% Phenol for 
24 hours a&t room temp. 
(repeated two times) 
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と し た 。 こ の 際 の 上 清 に 更に 1.5 
量 の テ = チル アル コー ル を 加え て 再び 沈 江 
を お させ, これ を 50~80 と し 
た 。 こ の 各々 の 沈 肖 物 を 蒸溜 水 た 溶 解 さ 
せ , それ ぞ れ の 水深 部 分 を セ フ アン 膜 
で 透析 し た 後 凛 結 乾 燥 し た 。 テ チル アル 
コー ル 50 に は 石炭 酸 に 可 深 な 
多糖 類 も 多少 は 含ま れ て いる と 考え られ 
る が , 50~80 は 主として 白 


centrifuged 体 よ な る と 考え られ る 。 従 つ て ら 
a i Supernatant Sediment を き き の 多糖 体 分 画 に 対 し て 者 邊 体 分 画 
と 考え た 。 
多 休 分 画 と 蛋白 分 画 と の 抗原 性 の 
centrifuged forzen and 0 比較 


Supernatant Sediment Supernatant Sediment 


dissolved in 


frozen and dried 


P.S.F; 1: 20 mg. 
dialyzed 


extracted with Veronal Bicarbonate 
Buffered Saline (Ph.7.4.) 
for 24 hours 


抗原 性 の 比較 に は 少く と も 10 名 以上 
か ら な る V.B.S. 抗原 に ょ る 肺 吸虫 症 皮 
内 反応 陽性 者 群 或 い は 陰性 者 妊 に つい て 


centrifuged Supernatant 


4 parts of Ethyl Alcohol 


frozen and dried 


2.: 20 mg 
centrifuged 
2 Parts of Ethyl Alcohol for Supernatant Sedinent 


12 hours in refrigerator PATLP, 1 
{1/100 part of Sodium Acetate added ) 


and 
1/100 part of Sodium Acetate 


dissolved dist. water 


sediment 行っ た 。 即 も V.B.S. 抗原 及び 試験 抗原 
を 被験 者 の 同 側 の 上 肝 必 側 部 の 皮 内 に 同 
一 © 量 宛 (0.01~0.02cc) 注射 し , 直後 及 
び 15 分 後 の それ ぞ れ の 膨 疹 の 大 き さ を 
計測 し て , その 腫 服 差 を と り , その 相関 
関係 を 検討 し た 。 即 ち 相 関係 数 並び に 


centrifuged 
hed with Chl f' d 
と し た 場合 の 仮説 の 危険 を も と に 
frozen and dried centrifuged し て 吟味 む e 
2: 14.2 
Nolfsh reacts repeated four times washing V.B.S. 抗 原 は 抽出 前 の 虫 体重 量 の 


Biuret react: ~ 


water soluble layer 
| 


プ タ ノ ー ル で 前 回 と 同様 の 操作 で 洗 湊 す る こと が 必要 で 
ある 。 即 ち 2 回 反復 洗 し た も の で は 『F 1 の に お け 
る 如く 人 千 250 一 260 mz に 吸 政 帯 が み ら れ る 。 そこ で 更 
た 2 回 反復 洗 浴 し , 最後 の 水深 部 分 に 2 容 の 准 ニ チル ア 
ルコ ー ル と 1 タ の 割 に 酷 酸 ソー ダ を 加え 一 夜 氏 温 に 放置 
し た 後 心 , その を 燥 し た 結果 14.2 
mg の 齋 燥 粉末 を 得 た 。 本 物質 は Molish 反応 寺 , Buret 
反応 は 陰性 で あつ た 。 然 し 紫外 線 吸 履 で は Fi 近 . 1 の c の 
如く 250~260 mz に 吸 政 帯 が 僅か に 認め られ た 。 従 つ 
て 本 物質 は 和仁 極 め て 少量 の 看 白 体 が 含ま れ て は いる が , 
多糖 体 が その 主 成分 で ある と 考え られ る 。 

蛋白 体 の 精製 に は Morgan 及び King (1943) 及び 久 
保田 (1955) の 方 法 を 参照 し た 。 上 薄 に これ と 等 量 の ェ チ 
アル コー ル を 加え て を お こさ せ , これ を 50 


Chloroform and 
Buthanol soluble 
layer 


1 万 倍 術 釈 液 を 使用 し て いる が , 各 分 画 
抗原 の 濃度 に つい て は 未だ その 基 浴 と す 
べき も の が な い の で , 先ず その 喜 燥 重量 の 1 万 倍 の 稀釈 
液 に お ける 抗原 性 を 検討 し , 本 濃度 で 活性 の み ら れ な い 
場合 は 更に 避 燥 重量 の 1,000 倍 稀釈 液 を 試み た 。 
実験 成績 


1) 多糖 体 分 画 抗原 (石炭 酸 不 溶 部 分 ) と V.B.S. 抗原 


の 比較 : 

多糖 体 分 画 の 1 万 倍 稀釈 液 と V.B.S. 1 万 倍 稀 家 抗 原 
と を 肺 吸虫 症 流 行 地 の 小 中 学生 135 名 の 被験 者 の 同 側 の 
上 部 の 皮 内 に 注射 し , 15 分 後 の そ れ ぞ れ の 服 
を と つて , その 相関 関係 を 調べ た 。 その 結果 は Fig.2 
に み ら れ る 如く , 多糖 体 分 画 抗 原 と V.B.S. 抗原 と の 間 
に 相関 は 認め られ な か つた 。 多糖 体 抗原 の 濃度 を 高く し 
1,000 倍 稀釈 液 を 用 いて みて も 『F 和 所. 3 に 示す 如く V.B. 
S, 抗原 と の 相関 は 全く 認め られ な か つた 。 この こと ば は 
Fig. 4 の 如く , V.B.S. 抗原 と 1 万 倍 稀 多 糖 体 分 画 抗 
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Fig.1 Ultraviolet absorption curves of phenol 
soluble substance of Paragonimus westermant 
P. I.F. 1 
b -4-4- washed two times with chlorofo- 
rm and buthanol 
washed four times with chloro- 
form and buthanol 


etqantosuI Touegg 
の 


(000*ot:t) 


: 10 ndividuale 
Individual 


10 


1 2 3 


V.B.3 Antigen (1:10,000) 


Fig. 2 Comparison of the increase of the 
diameters of the wheals caused by intra- 
dermal injections of V. B.S. antigen ‘and 
phenol insoluble antigen. : 


原 , 及び 1,000 倍 稀 釈 多糖 体 分 画 抗 原 に ょ る 反応 結果 を 
腫 服 差 別に 頻度 分 布 を と る と 人 千明 ら か に な る 。 即ち V.B. 
S. 抗原 で は 既に 報告 し た 如く , 特 暴 反応 と 非 特 罰 反 応 
を す る の ある こと が , 2 を す る こと に より 
明 さ れる が , 多糖 体 抗原 で は 1,000 倍 和希 釈 液 で も 10,000 
倍 稀 釈 液 で も , この 2 峰 性 の 曲線 は 全く 認め られ な い 。 
従っ て 石炭 酸 不 溶 部 分 より 精製 し た 多糖 体 分 画 に は 肺 吸 
虫 症 皮 内 反応 の 活性 因子 は 全く 含ま れ て いな い と 蓋 え 
る 。 
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Fig.3 Cmparison of the increase of the 
diameters of the wheals caused by intra- 
dermal injections of V. B. S. antigen 
and phenol insoluble antigen. 
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Fig.4 Comparison of tne increase of the dia- 
meters of the wheals caused by intraderemal 
injections of the three kinds of antigen on the 
581 indivuals in the endemic areas of paragoni- 
miasis Takata city, Niigata Prefecture, Japan. 


石炭 酸 可 深部 分 (蛋白 体 分 画 ) と V.B.S. 抗原 の 比較 : 
石 談 酸 可 深部 分 を エチ ル ・ ア ルコ ュ コー ル で 沈 濾 させ た 50 
と 50 ~80 の 1 万 倍 稀 液 を 作製 し 
と これら の 抗原 と V.B.S. 抗原 の 1 万 倍 稀釈 液 と を , 前 回 
と 同様 流行 地 の 被験 者 18 名 の 上 攻 内 に 注射 し , その 有 環 具 
差 を 比較 し た 。 そ の 結果 は Fig.5 に 示す 如く 50 
物 及 び 50~80 共に V.B.S. 抗原 と 強い 相関 
係 の ある こと が 明らか に され た 。 即 ち V.B.S. 抗原 に よ ょ 
る 反応 陽性 者 と それ ぞ れ の 抗原 と の 相関 関係 数 及び と 
仮定 し た と き の そ れ ぞ れ の 険 率 を 計算 する と , 


0.D. 
500 a 
| 335 
400 
\ 
° 
100 
. % 
100 
% 
100 
50 3 
50 
ト 
10 
| 
に 
. 
2 
$2 . . 
: 
(a) 
. 


1 
“ 
6 
2 eo ® 
1 
£ 


V.B.S.Antigen(1:10,000) 


Fig.5 Comparison of the increase of the 
diameters of the the wheals caused by intra- 
dermal injection of V. B. S. antigen and 
phenol soluble antigen. 


950% ethyl alcohol sediment of phenol soluble 
substance (P.S.F, 1) 

050—80% ethyl alcohol sediment of phenol 
soluble substance (P.S.F. 2) 


y:0.78 0.84 


危険 : Pr{l t |>2,132} =0.10 Pr{l t |>3.182} =0.05 
と な り , 何れ も V.B.S. 抗原 と の 強い 相関 が ある こと が 
分 る が , 5080 の 方 が 50 物 よ り 更 に V. 
B.S. 抗原 と 強い 相関 を 示す と 肥 え る 。 
考 
菌 体 或 い は 虫 体 の 多糖 体 押 出 法 と し て は , その 目的 や 
その 性 状 に 応じ て , 三 塩 化 義 酸 , 石 談 酸 , 尿素 , グリ シ 
ン , デ ェ チレ ング ゲ グリ コー ル , ホル マリ ン 等 を 用 いる 方 法 
或いは 加 茸 法 等 が あり , Per Oeding (1954) は これ ら の 
方 法 を 詳し く 比 較 検 討 し て いる 。 
著者 ら が 石 談 酸 分 画 法 を 選ん だ 理由 は 原材料 が 比較 的 
少量 で あつ た こと , 及び 前 述 し た 如く 石 談 酸 は 蛋白 部 分 
を 殆 ん ど 溶 解 し , 多糖 体 は 不溶 解 部 分 と し て 残る の で , 両 
者 の 分 離 が 比較 で ある と 点 た ある 。 し 本 
は 多糖 体 の 精製 に は 秀 れ た 方 法 で も 蛋白 分 画 法 と し て は 
令 白 体 が 石炭 酸 に ょ り 或 る 程度 変性 を 受け る お それ の あ 
る こと 及び 体 を アル コー ル に より せしめ る と き 
その 大 部 分 が ざ 状 の と し て あら われ , 性 な 
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状態 と な り 収 量 が 少な く な る の で , 必ず し ゃ 適当 な 方 渋 
と は 思わ れ な い 。 然 し 本 実験 の 結果 は , 著者 ら が 予想 し 
て いた 如く , 不 溶 部 分 ょ より の 精製 分 画 多 体 
分 画 に は , 上 友 内 反応 の 抗原 と し て の 活性 因子 は 全く 含ま 
れ て いな いこ と が 明らか に され た こと は 興味 ある 点 で あ 
る 。 こ れ に 反し て 石 談 酸 可 溶 部 分 より の アル コー ル に よ 
る 精製 分 画 で は , 50 物 及 び 50~80 の 何 
れ に る 活性 因子 の ある こと が 認め られ た が , 特に 50~80 
巡演 小物 の 方 が V.B.S. 抗原 と の 相関 が 強かっ つた 。 

以上 の 事実 か ら 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 の 活性 因子 は , 恐 
らく 蛋白 体 は を 主 と し た 物質 より な る も の と 
考え て 間違い な いと 思わ れる 。 


肺 吸虫 成虫 の 虫 体 か ら 石 酸 抽出 行い , 石 
酸 可 深部 と , 不溶 部 分 と か ら 精 製 し た 物質 , 即ち 多糖 体 
分 画 抗 体 と 蛋白 体 分 画 抗 原 と を 用 いて 多数 の 肺 吸虫 症 流 
行 地 の 被 験 者 に 皮 内 反応 を 実施 し , その 抗原 性 に つい て 
V.B.S. 抗原 と 比較 し た 結果 次 の こと が 明 ら か と な つた 。 

1) 石炭 酸 不 溶 部 分 , 即ち 多糖 体 を 主 成分 と する 物質 

こ は 上 友 内 反応 の 活性 因子 は みとめ られ な か つた 。 

2) 石炭 酸 可 溶 部 分 , 即ち 蛋白 自体 より な る と 考え ら 
れる 分 画 に は , V.B,S. 抗原 と 強い 相関 関係 が み ら れ た 。 
即ち 皮 内 反応 の 活性 因子 は 蛋白 体 歌い は 蛋白 質 を 主 と し 
た 物質 より な る こと が 朋 ら か と な つた 。 
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人 体 に 3# け る Pransnitz-Ktistner に 関す る 実験 , 寄 
生 学 雑誌 , 6 (5) , 449-457. 一 9) 横川 , 大 島 
(1656) : 肺 吸虫 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 , 各種 分 画 
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事 ,8-9. 一 10) 横川 宗雄 , 大 島 夫 , 須川 豊 , 平 野 多 , 
中 川 紫 子 (1955) : 肺 吸虫 症 の スク リー ニン グダグダ テス ト 
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横川 野 林 (1956) : 肺 吸虫 症 の 補 体 結合 
反応 , 日 本 医事 新報 , 1703, 27-35. 一 12) 横川 宗雄 , 
大 島 (1957) : 肺 症 の 皮 内 反応 に 関す る 研究 
(IV). V.B.S. 抗原 の 及び 超 心 処 理 , 寄生 学 
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Summary 


Polysaccharide (Phenol insoluble) and protein 
(Phenol soluble) antigens were prepared from the 
adults of Paragonimus westermani by Palmer and 
Gerlough’s Phenol method as shown in Table 1. 

The antigenicities of the both of the antigens 
were compared respectively with those of the 
V.B.S. antigen by intradermal injection on the 
individuals in the endemic area of paragonimiasis. 
The antigenicity for skin test was found in the 
phenol soluble substances (Protein Antigen), P.S.F. 
land P.S.F. 2, as shown in Fig. 5, but not found 
in the phenol insoluble substance (Polysaccharide 
antigen), P.LF. 2 as shown in Fig. 2, 3, and 4. 
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卵 変 性 に 関す る 研究 
(3) 油 及び 二 硫 化 素 に ょ る 各種 処理 条件 に ける 変性 卵 の 出現 様式 


沢 十 四 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 32 年 11 月 5 日 ) 


筆者 (柳沢 ,1955) は 既に 各種 薬剤 処理 卵 出現 する 
変性 卵 の 分 類 及び 変性 程度 と 変性 形態 と の 関連 た に つい て 
報告 し , 更に 之 等 変性 卵 の 分 類 が 他 の 薬剤 狼 理 た ょ る 貝 
卵 変性 の 表現 に ゃ 使用 し う る こと を 述べ た (柳沢 , 1958) 。 
今回 は 薬剤 側 理 の 種々 の 条件 に 於 ける 変性 貝 卵 の 出現 様 
式 を 量 的 に 観察 し , 併せ て 従来 行わ れ て 来 た 仔 虫 形成 率 
に よる 薬剤 将 果 の 現 方 法 と 比較 検討 し た の で , こ ぇ に 
報告 する 。 


材料 及び 実 法 

用 いた は 豚 子宮 内 受精 卵 で , 子宮 部 より 
採卵 後 蒸 潤 水 に て 遠心 水洗 し 実験 た 供し た 。 使 用 せる 薬 
剤 は 井 子 油 (東京 化成 製品 以下 M. oil と 略 す ) 及 び 二 破 
化 炭 素 (日 本 曹達 製品 CS:) で ある 。 

薬剤 は 使用 に 当り 4 倍 量 の 花王 エマ ル ゲ ン 井 408 と 混 
和 し , 蒸溜 水 に て 適宜 稀釈 し て 薬剤 の 均一 な 落 濁 液 を 調 
製 し た 。 稀釈 液 の 濃度 は 薬剤 自身 の 稀釈 倍率 を 以 て 示 
し ,M. oil で は 1,250 XxX より 2 倍 間 に て 40,000 x 
CS, で は 62.5 Xx より 同様 2 倍 聞 隔 に て 4,000 x 迄 の 各 
種 稀釈 液 を 使用 し た 。 又 対 照 実験 に 用 い た 虫 卵 処理 液 
は , 実験 群 の 最高 濃度 に 於 ける エマ ル ゲ ン 単 独 稀 札 液 を 
使用 し た 。 

虫 卵 の 方 法 は 2 種 薬剤 の 各種 液 40 cc を 管 
に と り , に 虫 卵 を 加え て 所 振 混和 し , 処理 時 間 6 日 , 
14 日 , 処理 温度 10°, 20°, 30°C の 条件 の も と で 処理 を 
行っ た 。 後 虫 卵 を 蒸溜 水 に て 4 回 遠心 水洗 し , 瓦 
養 法 て 30°C で し た 。 養 開始 後 12, 20, 30 日 の 
各 時 期 に 100 = 以上 の 貝 卵 を 筆者 の 分 類 法 (柳沢 , 1955) 
に 従 つ て 分 類 観 察し , その 百分比 を 以 て 出現 率 と し た 。 

TOSHIO YANAGISAWA Studies on denaturated 

ascaris eggs (3) Modes of occurrerice of denaturated 

ascaris eggs exposed to oil of mustard and carbon 


disulphite m vitro. (Department of Parasitology, 
National Institute of Health, Tokyo) 


今回 は 細分 類 せ る 変性 卵 を 下記 の 如く AB,C の 三種 
変性 卵 た 大 別 し た 。 即 ち 単細胞 変性 卵 を A, B 2 種 に 
分 類 し , A 種 変性 卵 に 題 粒 化 , 転位 , 胞 形成 , 強度 装 縮 
及び 崩壊 を , B 種 変性 卵 に 上 記 A 種 卵 以外 の 単細胞 変性 
卵 を 含む も の と し た 。C 種 変性 卵 は 多 細 胞 変性 卵 で 不 等 
分 割 球 卵 , 及び 分 割 球 及び 用 の 変性 を 示す 貝 卵 全部 を 包 
括 し た 。 

変性 現 様式 を 仔 虫 形成 率 にょ ぁ 従来 の 表現 法 と 
比較 する 為 に 仔 虫 形成 率 (30 日 培養 ) ょ より 次 の 三種 の 濃 
度 を 仮設 し 表現 た に 便 な らし め た 。 即 ち 無 効 濃度 ( 仔 虫 期 
卵 >80 有効 濃度 ( 仔 虫 期 <10%), 中 間 度 (10 
虫 期 卵 80 の 三種 濃度 で ある 。 

実験 結果 

三種 変性 卵 及び 仔 期 卵 の 各種 条件 に 於 ける 出現 
様式 は 第 1 図 (M. oil) 及び 第 2 図 (CS2) , 第 一 表 に 示す 如 
く で ある 。 各種 虫 卵 の 出現 率 は 特に 記さ な い 限 り 30 日 
培養 結果 に 於 て 表現 , 比較 し た 。 

1. 各種 処理 条件 に 於 ける A 種 変性 卵 出現 様式 

a. 薬剤 濃度 と 出現 率 : 一 般 に 高 濃度 程 そ の 出現 率 は 
高く , 濃度 の 減少 に 伴い 出現 率 も 減少 する 。 M. oil 即 
理 群 で は 最少 有効 濃度 で 60 必 以 上 の 出現 を 示し , 中 間 
濃度 で 何れ も 40 必 以 下 に 減少 し た 。 CS。 処理 群 で は 最 
少 有効 濃度 で 既に 著しく 減少 する 場合 (処理 時 間 6 日 , 
処理 温度 109C の 場合 , 以下 6 日 一 10°C と 略記 ) も あつ 
た 。 し か し 最高 無効 濃度 で は 両 薬 剤 共 , 総 て の 処理 条件 
の も と に A 種 卵 の 出現 率 は 5 必 以 下 で あつ た 。 従っ つて A 
種 変性 卵 の 出現 様式 を 薬剤 濃度 と 関連 し て 見 た 時 , 高 濃 
度 に 高い 出現 率 を 示す シグ モイ ド 曲 線 た に 類似 する 出現 様 
式 と 思わ れ た 。 : 

b. 処理 温度 と 出現 率 : A 種 卵 の シゲ モイ ド 類 似 曲 線 
は 処理 温度 の 上 昇 と 共に 右 方 即ち 移 薄 溶液 側 に 移行 し て 
出現 する 。 和 処理 温度 10C と 20°C と の 間 の A 種 卵 出現 
率 の 差 は 20°C と 30°C の それ と 比較 し て 後者 間 の 差 は 


(6 ) 


= 
) 
| 


昭和 33 年 8 月 (1958)] 
100 
8o¢ 
; 
60 
100 
80 
60 
uo 
20 
100 
30 
80 
出 
現 60 
率 
uo 


1,250x 2,500x 5,000x 10,000x 20,000x 


薬剤 濃 倍率 ) 
1 図 各種 処理 条件 に 於 け る 油 処 理 
卵 , 仔 虫 卵 の 出現 状況 (6 日 処理 上 ょ りう り 処理 温 
度 10°, 20°, 30°C, 曲線 上 の 数 字 な 培養 日 数 ) 


40,000x 


前 者 聞 の 差 よ り も 著 し か つ た 。 即ち M. oil-6 日 -10°C, 
同 -20°C, 同 -30°C の 出現 率 を 10,000 メ x 液 で 比較 する と 
-10°C, -20°C で は 殆ど 10 必 以 下 の A 種 卵 出現 率 で ある 
が , 30°C に 於 て は 62 必 の 高 率 を 示し た 。 同様 の 現象 は 
M. oil-14 日 の 10,000X 液 , CS の 1,000X 液 た に 於 ける 
各 理 温度 の A 種 卵 出現 率 を 比較 する こと に よ つ て を も 示 
され た 。 

c. 時 間 と 出現 率 : M. oil1 に 於 て は 処理 時 
聞 の 延長 は A 種 卵 の 出現 を 高め ある が 前 記 温 様 
な 著しい 影響 は 認め られ な か つた (第 1 表 )。 し か し CS:- 
6 日 -10°C, 同 -14 日 -10°C, の 二 者 及び CS:- 6 日 -20°C, 


250x 500x 


第 2 図 各種 処理 条件 に 於 ける 二 硫 化 記 素 処理 
変性 卵 , 仔 虫 卵 の 出現 状況 (6 日 処理 上 図 より 
処理 10°, 20°, 30°C) 


1,000x 2,000x li,000x 


同 -14 日 -20°C の 二 者 を 夫々 500x で 比較 する と 明らか 
こ に 6 日 , 14 日 の 処理 時 間 の 差 を 示す 傾向 が 認め られ る 。 
し か し 仔 虫 形成 率 より は 6 日 及び 14 日 の 差 は 全く 観察 
する 事 は 出来 な か つた 。 

d. 培養 日 数 と 出現 率 : A 種 卵 は 日 数 の 延長 に た 
つて その 出現 率 は 滞 次 増加 し , 且つ シグ モイ ド 上 曲線 へ の 
類似 性 が 強く 示さ れ た 。 こ の 現象 は 同時 に 観察 し た 仔 由 

_ 期 卵 出現 様式 と , 濃度 に 於 て 逆 の 出現 率 を 以 て 全く 振 似 
し た 。 
2. 各種 処理 条件 に 於 ける 組 種 変性 卵 出現 様式 
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第 1 表 油 及 び 二 硫化 炭素 に ょ る 卵 , 仔 卵 出 現状 況 (14 日 処理 30 日 
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* 処理 温 庶 , 数 字 は 出現 必 を 示す 


a. 薬剤 測度 と 出現 率 : A 種 卵 と 時 り , B 種 卵 は 或 る 
: で 最も 多く 出現 し , 高い 濃度 及び 低い 濃度 に 
於 て は 出現 率 減 少 す る 傾向 が 認め あら れ た 。 即 ち 両 薬剤 奴 
理 群 共に B 種 卵 は 最少 有効 測度 に 最も 多く 出現 し た 。 
“CS:;-20°C の 処理 群 で は 中 間 濃 度 に 最も 多く 出現 し た が 
此 の 時 の 仔 貝 形成 率 は 30 必 以 下 で 中 間 濃度 で も 比較 的 
有効 な 濃度 と 云う 事 が 出来 る 。 叉 M. oil-20°C の 処理 
群 に 於 て は , 他 の 条件 に 於 ける 様 な 明 腰 な 最高 値 を 示す 
: 濃 度 は 認め られ な か つた 。 

次 に A 種 卵 と B 種 卵 の 薬剤 濃度 に 対応 し た 出現 様式 を 
2 薬剤 に つい て 比較 する と , M. oil で は B 種 卵 の 出現 
. 曲 線 の 山 は A 種 卵 の 出現 曲線 下降 部 の 堪 方 に 低く 出現 す 
る が , CS;, で は 右 方 た 比較 的 高 率 に 出現 し た 。 

b. 処理 温度 と 出現 率 : 出現 曲線 の 山 は 処理 温度 の 上 
- 昇 に 伴 つ て 右 方 , 即ち ょ り 稀 薄 液 た 出現 し た 。 CS。 処理 
群 で は 処理 時 間 6 日 , 14 日 共に B 種 卵 出現 の 山 は 処理 温 
度 10°, 20°, 30°C の 夫々 に 於 て 500 x, 1,000 x, 4,000 
Xx (又は より 移 薄 液 ) に 出現 し た 。M. oil 処理 群 に 於 て 
も CS, の 場合 と 同様 の 傾向 が 認め られ る 様 で ある が , 
-M. oil-20°C の BB 種 卵 出現 曲 線 の 山 が 不明 瞭 な 為 に CS 

の 場合 の 如く 明確 に は 示さ れ な か つた 。 

c. 処 理 時 間 と 出現 率 : 6 日 及び 14 日 の 処理 時 間 の 
・ 差 に よる 卵 出現 の 差 は 殆ど 認め られ な か つた 。 


d. 培養 日 数 と 出現 率 : 一 般 に 12, 20, 30 日 と 培養 日 
延長 する に つて 出現 は 低下 し 行っ つっ た 。 M. oil 
理 群 で は 培養 日 数 の 比較 的 短い 場合 に 見 られ た 出現 曲線 
の 山 は 日 数 長く な る に 伴っ て 不明 と な る が 
CS, 処理 に 於 て は 30 日 培養 に 至る 明 上 出現 曲 
線 の 山 は 残存 し た 。 

3. 各種 処理 条件 に 於 ける C 種 変性 卵 出 現 様式 

C 種 卵 は M. oil 卵 於 て は 明 に (最高 50~60 
) 出 現し , CS: 処理 群 に 於 て は 各種 濃度 に 豆 り 殆ど (4 
ー~5 巡 以下 ) 出現 し な か つた 。 従 つっ て 此 の 種 変性 卵 に 関 
し て は M. oil 処理 貝 卵 た 対し て の み 人 述べ る 事 に する 。 

a. 薬剤 濃度 と 出現 率 : C 種 変性 卵 は 中 間 濃度 に 於 い 
て 最高 の 出現 率 を 示す 山 型 の 出現 曲線 を 示し た 。 従 つて 
A, B 両 変性 卵 の 出現 の 山 ょ り 右 方 に 最高 値 の 山 が 出現 
する 。 又 中 間 濃度 が 二 っ の 濃度 に 豆 る 場合 (M. oil-20°C) 
に は 此 の 一 つの 中 間 濃 度 に 高い 出現 率 を 示し た 。 

b. 温度 と 出現 率 : 温度 に ょ る 中 間 右 
方 移動 と 全く 相 伴 つて C 種 卵 出 現 曲 線 の 山 の 移 動 が 行わ 
れ た 。 

c. 処理 時 間 と 出現 率 : 6 日, 14 日 の 処理 時 間 に ょ る ・ 
影響 は 全く 認め られ な か つた 。 

d. 養 日 数 と 出現 率 : 前 記 A, B 両 種 如き 
日 数 に と ょ る 出現 率 の 増減 率 は 殆ど 認め られ な か つた 。 
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検 討 
A 種 変性 卵 の 出現 様式 は 薬剤 の 高 濃度 液 に 高 率 に 出現 
する シグ モイ ド 曲線 を な す も の と 思わ れる 。 の 
曲線 は 培養 日 教 の 延長 に 伴っ つて より シグ モイ ド 曲 線 に 近 
似 す る 傾向 が 観察 され た 。 A 種 変性 卵 の か ゝ る 出現 様式 
と , 之 に 含ま れる 変性 形態 より 推察 し て , 此 の 変性 卵 群 
は 変性 過程 に 於 ける 極 相 的 な 一 群 で あぁ り 且 つ 非 可逆 的 な 
変性 卵 と し て 取り 扱わ れ う る も の と 想像 され る 。 

B 種 変性 卵 は 培養 の 延長 と 共に 減少 する 事 は 既に 述べ 
た 通り で ある が , 薬剤 の 有効 濃度 範 囲 に 於 いて は A 種 変 
性 卵 の 減少 に 伴 つ て B 種 変性 卵 は 増加 し た 。 更 に M. oil 
の 場合 に は C 種 変性 卵 の 培養 日 数 と ょ る 出現 率 の 変動 は 
比較 的 少な く 有 効 濃 度 に 於 ける B 種 変性 卵 の 大 部 分 は A 
種 変性 卵 と 移行 する も の と 思わ れる 。 

C 種 変性 卵 分 の 出現 は 既に 和泉 (1954) 及 
び 筆 者 ら (1956) が 特に 子 油 及 び NaN; の 卵 
に 於 て 多数 出現 する 事 を 報告 し て いる 。 今回 の 実験 結果 
こよ り 此 の 変性 卵 の 量 的 な 出現 様式 が 明瞭 に 示さ れ た 。 
C 種 変性 卵 は 其 の 出現 様式 より 考え て B 種 変性 卵 と 密接 
な 関係 を 有する 事 が 推察 され る 。 即 もち B 種 変性 卵 は M. 
oil, CS。 の 両 薬剤 に 於 て 共に 最少 有効 濃度 に 最も 多く 出 
現す る が , 中 間 濃 度 に 於 て は , M. oil 秋 理 の 場合 に 約 
10 以 下 の 出 現 し か 示さ な か つた 。 対し CS; 和 
理 の 場合 に は 中 間 濃 度 に 於 て B 種 変性 卵 は 猫 相 当 の 高 率 
(最高 70 最低 10 必 の 出現 を 示し て 居 た 。 る 事実 
と C 種 変性 卵 の M. oil 処理 卵 た に 於 ける 出現 , CS: 処理 
卵 た 於 ける 非 出現 の 事 祭 と を 考察 し , CS: に 於 ける BB 種 
変性 卵 は M. oil に 於 ける B 種 変性 卵 と C 種 変性 卵 と の 


和 に 相当 する も の と 推察 され よう 。 か ょ る 推測 より M. . 


oil に 於 ける C 種 変性 卵 は CS, に 於 ける B 種 変性 卵 と な 
る べき 卵 の 一 部 が 其 の 薬剤 ( 電 子 油 ) の 特 指 的 な 変性 機構 
に より 分 を 出現 せしめ た も の で あろ うぅ と 思わ れ 
る 。C 種 変性 卵 が 培養 日 数 こと ょ っ て 其 の 出現 率 た 大 き な 
変動 の 認め られ な か つた 事 は A, B 両 変性 卵 と 景 る 所 で 
あぁ る 。C 種 変性 卵 の か か る 現象 は C 種 変性 卵 の 規定 が 多 
細胞 変性 卵 全部 を 包括 し た 為 , 発育 時 期 の 早 な る 多 細 胞 
変性 卵 や 同一 発育 時 期 で も 変性 程度 の 早 る 卵 も 叉 含ま れ 
て 居る 為 で ある と 思わ れる 。 従 っ て 此 の 種 変性 卵 を 更に 
変性 程度 より 分 類 す れ ば 培養 日 数 と ょ る 出現 率 の 変動 が 
認め られ る 様 に な る と 思わ れる 。 

A, B 両 変性 卵 の 出現 曲線 相互 の 位置 は M. oil 処理 


と CS, と で 夫々 っ て 居る 事 が 観察 され た 。 ち 


M. oil 処理 た 於 て は B 種 卵 の 最高 値 を 示す 山 は A 種 卵 
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出現 曲線 の 左 方 に 低く 出現 し , 一 方 CS。 処理 群 に 於 て は 
B 種 卵 の 山 は A 種 卵 出現 曲線 の 右 方 に 比較 的 高く 示さ れ 
た 。 現象 は M. oil 群 に 出現 する C 種 卵 の 出現 
に 影響 を 受け て B 種 卵 出 現 曲線 の 山 が A 種 卵 の それ の 左 
方 に 出現 し た か の 様 に ゃ 解釈 され る 。 し か し BB 種 卵 出現 
曲線 の 山 は 両 薬剤 共に 最少 有効 濃度 又は 之 た に 近い 測度 に 
出現 し 仔 躍 形成 率 と 比較 的 一 定 の 関係 を 有 し て 居る が , 
A 種 の 出現 曲線 の 泊 する 濃度 は , M. oil で は 
中 間 度 に あり , CS。 処理 群 (CS:- 6 日 -10°C, 同 -20°C, 
CS,-14 日 -10°C) で は 最少 有効 ある と 泊 
の 差 た 帰せ し め ら れる と 思わ れる 。 

CS, 処理 群 に 於 いて 今回 使用 し た 濃度 の 最高 稀釈 液 は 
4,000x で あり 濃度 範囲 の 不足 に と ょ り 30°C 外 理 温度 に 
於 て は 最少 有効 及び 中 間 , 最高 無効 濃度 を 
する 事 が 出来 な か つた 。 し か し A 種 卵 の 出現 曲線 の 下降 
傾向 及び B 種 卵 の 上 昇 傾向 より 判断 し て 最少 有効 濃度 が 
4,000x に 存在 する 事 は 充分 推定 され る 。 更に 10°C, 
の A, 両 変性 の 出現 様式 より 中 間 及 び 最 高 無効 
が 夫々 8,000X 及び 16,000x に ある 事 も 或 る 程度 推 害 
され ょ よう 。 双 1” の a 項 で 述べ た 如く CS: の 処理 時 間 
の 差 は 10°C, 20°C 両 於 いて 仔 形成 率 ょ り 
は 認め られ な か つた 。 し か し A 種 卵 出現 率 を 500Xx 液 に 
於 て 比較 する 時 は 明瞭 に 処理 時 間 に ょ る 変性 効果 の 差 を 
認め ある 事 が 出来 た 。 

従来 寄生 虫 卵 の 殺 卵 効果 を 検討 する 場合 に は 薬剤 私 理 
後に 卵 の を 行い , 仔 虫 形成 率 ( 卵 ) 或 は 出 仔 
率 卵 ) 効果 の 判定 を 行っ て 来 た 。 か る 効果 
の 判定 方 法 は 観察 する 仔 虫 の 形態 的 明確 さ , 或 は 人 体 を 
の 感染 源 と し て の 重要 性 等 の 観点 に 立つ 妥当 な ー つ の 判 
窪 方 法 と 思わ れる 。 し か し こと の 様 な 方 法 に ょ っ て は 錦 旬 
剤 の 殺 卵 機構 の 特性 或 は 仔 虫 形成 率 た に 差 の 鈴 め られ な い 
場合 の 比較 等 は 不可 能 で ある 。 之 は 従来 の 方 法 が 殺 卵 剤 
の 消極 的 効果 即ち 発育 阻害 効果 の 一 面 よ り 検 討 さ れ た の 
に 過ぎ な い 為 と 云え よう 。 剤 の 効果 の も 一 つ 
の 立場 は 変性 を 受け た 虫 卵 その も の に 依っ つて 表現 する 立 
場 で あっ つて, 形成 率 或 は 其 の 出 率 に する 表現 
法 を 消極 的 素 現 と すれ ば 変性 卵 た 依る 表現 法 は 積極 的 表 
現 法 と 云う 事 が 出来 る 。 従 つて 殺 卵 効果 の 判定 に は 叶 の 
二 者 に 落 目 観察 する 事 が 望ま し い 。 穫 者 は 此 の 様 な 立場 


. よ り 変 性 卵 の 再 分 類 を 行い これ を 希 卵 効果 の 云 は ゞ 積極 


的 な 判定 に 利用 する 事 を 試み , その 試み が 充分 利用 可能 
で ある 事 を 知 つ た 。 し て 効果 の 判定 一 方 に 
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て 仔 虫 形成 率 を その 指標 と する と と も に , 同時 に 上 記 王 
種 変性 卵 の 分 類 を 併記 する 事 に と ょ り そ の 効果 判定 を より 
つ 正 確 に 行う 事 が 出来 う る 事 を 確信 する 。 

要 

井 子 油 及 び 二 硫化 炭素 の 各種 処理 条件 (処理 温度 10°, 
20°, 30°C 処理 時 間 6 日 , 14 日 , 薬剤 嗣 度 CS,: 62.5 
メー4,000Xx, M. oil : 1,250x ー40,000X 日 数 12 
日, 20 日 , 30 日 ) に 於 ける 豚 申 虫 変性 卵 を 分 類 観察 し , 
其 の 出現 様式 を 検討 する と共に, 30 日 培 養 後 に 於 ける 仔 
虫 形成 率 と 比較 し た 。 

1. A 種 変性 卵 (単細胞 変性 卵 の 題 粒 化 ・ 転 議 ・ 胞 形 
成 ・ 強 度 装 縮 ・ 崩 壊 の 像 を 示す 卵 ) は 薬剤 の 高 濃度 域 に 
高 率 に 出現 し , 最少 有効 濃度 又は 中 間 濃 度 に 於 て 著しく 
減少 し , 無効 濃度 に 於 て は 5 履 以 下 の 出現 を 見 る た に 過ぎ 
な か つた 。 各 種 処 理 条件 の A 種 変性 卵 出現 様式 を の 影 響 
より 考察 し , A 種 変性 卵 の 出現 曲線 は 薬剤 濃度 と の 関連 
に 於 て シグ モイ ド 曲 線 に 類似 する 。 従っ て A 種 変性 卵 は 
変性 過程 の 極 相 的 変性 卵 群 と 思わ れる 。 

2. BB 種 変性 卵 (A 種 変性 卵 以外 の 単細胞 変性 卵 ) は 
最少 有効 漠 度 に 最高 の 出現 率 を 示す 山 型 の 出現 曲線 と し 
て 出現 し , 培養 日 数 の 延長 と 共に 減少 し , 大 部 分 は A 種 
変性 卵 に 移行 する も の と 推測 され る 。 

3. C 種 変性 卵 ( 総 て の 多 細 胞 変 性 卵 ) は M. oil 処 
理 た 出現 し , 卵 は 殆ど 出現 し な い 。 
の 変性 虫 卵 は M. oil の 中 間 濃 度 に 最高 値 を 有する 山 型 
の 出現 曲線 を 示し 培養 日 数 こと ょ る 変動 は 小さ い 。 

4. 帝 卵 効果 の 判定 に は 変性 卵 及び 仔 虫 期 卵 の 出現 様 
式 を 共に 検討 する こと に より , その 効果 を より 明確 に 判 
定 す る 事 が 出来 る 。 

5. 剤 の tro 試験 に ける 効果 を 左右 す 
る 処理 条件 即ち 処理 温度 及び 処理 時 間 に つ き 検 討 し , 処 
理 温度 の 影響 は 処理 時 間 の それ より も 大 な る こと を 認め 
た 。 高温 部 10°C の 差 は 低温 部 10C の 差 ょ より 効 果 増 減 
率 が 大 で ある 。 処理 時 間 の 6 日 及び 14 日 の 差 は 殺 卵 効 
打 に 大 き な 影 響 を 与 を な か つた 。 

稿 を 終る に あたり 御 指 導 , 御 校 義 を た まわ つた 予 研 寄 
生 虫 部 長 小 富 博 士 に 対し 深 甚 な る 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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Summary 


The modes of occurrence of denaturated ascaris 
eggs exposed to Mustard oil (C;Hs;:CS)} and carbon 
disulphite (CS;) under various conditions were in- 
vestigated. Denaturated eggs were divided into 
three groups: Group A comprised granulated, 
bubbled, severe-shrinked, abnormal-localized, and 
cytolized egg cell at one-cell stage. Group B did 
all eggs at the same stage other than those in 
group A. All denaturated cleavage eggs were com- 
prised in group C. Frequency of these eggs ap- 
pearing in each concentration of reagents was 
expressed in percentage of them after the culture 
period at 30°C and compared with that of larval 
egg in the same concentration. 

(1) Eggs in group A appeared in an effective 
concentration (10 % <larval egg %) with high fre- 
quency which was followed by rapid decrease in 
minimum effective or median effective (10% larval 
egg % ペ E80%) ones. In ineffective concentrations 
(80% <larval egg %) they fall to only 5% or less. 
Frequency curves of group A obtained in plotting 
percentages appearing as the function of con- 
centration, approximated a sygmoid one. Judging 
from the effects of exposure temperature and 
culture period upon the curve ef group A, eggs in 
this group were seemed to be irreversibly denatu- 
rated ones. 

(2) The most frequent occurrence of group B 
appeared in minimum effective concentration, at 
both sides of which it decreased. The frequency 
of eggs in this group at each corcentration decreased 
as the culture period was long. This decrease in 
the curve of group B would be due to converting 
most of these eggs to those in group A. 

(3) EFEggs in group C were not recognized in 
those exposed to carbon disulphite but ‘in those 
exposed to Mustard oil. The most frequent oc- 
currence of this group was seen in media effective 
concentrations, at both sides of which decreases 
were found. Frequency curve of group C was 
hardly affected by difference in culture periods. 

(4) Ovocidalactivity in chemicals were clearly 
demorstrated by means of comparing larval egg 
formation with mode of occurrence in denaturated 
eggs under a given condition. 

(5) Factors influencirng ovocidal activity when 
eggs were exposed to chemicals mm vitro, viz. 
temperature and period of exposure, were studied. 
The former had greater effect on the activity than 
the latter. 
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土壌 中 の 検 査 法 に 関す る 研究 
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言 

近 感染 予防 対策 の 一 環 と し て の 栽培 が 
促進 され る に し た が つて , 土壌 中 の 卵 が に 重 
要 性 を お びる に いた つた 。 

土壌 及び 議 中 の 寄生 貝 卵 検査 に は 一 般 に 集 卵 法 , と 
くに 高 比重 液 を 使用 し た 浮 海 法 が お こ な わ れ て いる 。 こ 
れ は 法 で は 土砂 等 の 物 が 多く , 検 鏡 際 し て す 
こぶ る 困難 を 感ずる ば か り で な く , た め あめ に 検出 率 が 著 し 
く 低 下す る か ら で あ る 。 


浮 海 法 に ょ る 寄生 虫 卵 の 検査 に と 用 いる 浮 海 液 と し て は 
当然 虫 卵 の 比重 より も 高度 の それ を 有する こと が 不可 欠 
の 条件 と な る 。 卵 の 比重 に つい て は Sawitz (1942), 
中 条 (1950) ら の 報告 が ある 。 中 条 は 上 災 虫 卵 の 成就 卵 , 未 
成就 卵 の 比重 を 測定 し て 成就 卵 1.140~1.110, 除 蛋白 
成熟 卵 1.1101.070, 未熟 卵 1.145 1.115, 除 
未 卵 1.1301.090 と 報告 し て いる 。 従 つて 浮 液 
の 比重 は 最も 重い 不 受精 卵 よ りゃ も 更に 高い 比重 が 必要 で 
あり , 諸氏 の 貞 虫 卵 の 比重 測定 成績 を 考慮 する と 少く も 
1,200 以上 を 必要 と する 。 

浮 法 に 関し て , 学 の 比重 と 共に 重要 な の は 
時 間 で ある 。 学 海 時 間 が 短 か す ぎれ ば 虫 卵 の 検出 素 は 低 
下す る べき は 勿論 で ある が , 長 時 間 に な りす ぎ て も ゃ 高 比 
重 液 を 使用 する た め に , た と を ば 液 の 表面 に お ける 結晶 
の 析出 , 液 の 蒸発 と にょ る 液 面 の 低下 な ど が 卵 の 採取 を 困 
難 と する 等 の 不都合 が 起り 得る 。 

郊 海 液 の 種類 と し て は 従来 種々 の も の が 使用 され て い 
る 。 すなわち Caldwell (1930) , Brown (1927), Spindler 
(1929) , Otto (1934) , 西村 (1952), 片山 (1955) ら は 宣 ク 
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ロム 酸 ッ ー ダ 液 を , 筑 木 (1952), 小林 (1954), 角 (19544 
和泉 (1951) ら は 硫酸 マグ ネ シ ウ ム 液 を , Sawitz (1942), 
和泉 ら (1952) は 硫酸 亜鉛 液 を , Caldwell et al. (1930), 
和泉 ら (1955) は 麻 糖 液 を , 角 (1954), 佐久 間 (1951) は 水 
館 を , 更に 児玉 (1952) は 塩化 カル シウム 液 を 使用 し て い 
る 。 

し か し , 上 記 諸 氏 の 成績 は 土壌 中 の 貞 虫 卵 た つい て 洋 
上 させ た も の を カバ ー・ グ ラス で 皇 捉 し て 算定 し た も の 
で , 虫 卵 それ 自体 の 浮上 状態 を 直接 観察 , 算定 し た も の 
で は な い 。 

こ ょ は は 土壌 中 の 卵 検査 法 の 検討 を 行う 
あたり , 以上 の 浮 海 液 の ぅ ち 比 較 的 検出 率 が 高く かつ 
一 般 に 行わ れ て いる 硫酸 マグ ネ シ ウ ム 水 溶液 を えらび, 
これ を 使用 し た 場合 の 最適 条件 を 決定 し ょ うと 試み , こ 
れ に 関す る 基礎 実験 と し て , まず 貝 卵 そ れ 自 体 の 浮上 状 
態 を 直接 顕 徴 鏡 下 で 捕捉 , 算定 し , 耳 つ その 結果 に 関し 
て 若干 の 検討 を 試み た 。 

実験 材料 及び 方 法 

1. 卵 材料 : 場 か ら 採 取 し た 新鮮 な 豚 の 子宮 
下部 約 2 cm 内 の 貝 卵 を 使用 し , これ を 中 山 (1956) の 方 
法 に ょ っ て 処理 し て 用 いた 。 即 ち 豚 腸 汁 中 に 5 日 間 浸 漬 
し , 卵 の 白 膜 が 中 の 人 の それ に 形態 的 に 
ほ き 一 致し て いる の を た し か め て , これ を 実験 材料 と し 

2. : 比重 1.200, 1.220, 1.240, 1.250, 
1.260 及び 1.270 の 硫酸 マグ ネ シ ウ ム 液 を 用 いた 。 即 ち 
に 硫 苦 を て 解 させ , 冷却 後 ボ ー 式 浮 実 
測 し な が ら 所 定 の 比重 液 を 作り , 更に 実験 直前 に ふた ふ 
び 実 測 し て 比重 の 正確 を 期し た 。 

3. 実験 方 法 : 上 記 の 如く 処理 し た 中 卵 を 比重 1.120 
の 液 混和 し , その 混和 液 1 滴 中 の 卵 ほ 
200 個 内 外 に な る ょ うぅ に 調製 し た 。 混和 液 を 注射 器 に 吸 
入 し て , その 1 滴 を cm, さく 6cm の 小 試 験 の 
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に と り , それ に 上 記 の 各種 苦 液 を 管 状 
に な る まで 毛細 管 ぜ ピペット を 用 いて 注 加 し , これ を 直接 
検 鏡 し , その 貝 卵 の 浮 浴 状況 を 観察 , 算定 し た 。 倖 この 
際 , 虫 卵 温和 液 に ょ る 液 比 重 の 低下 は み ら れ な か つた 。 
検 鏡 に あ た つ て は , 予め 集 光 器 及び し ぼり を 取り は づ 
し た 顕 微 鏡 た に , 厚 目 の ボー ル 紙 に 試験 管 の 入る 穴 を あけ 
た 支持 板 を 取り つけ , これ に 試験 管 が 垂直 に な る よう に 
さ し こ ん で 浮上 し て きた 貝 卵 を 直接 , 顕微 鏡 下 で 算定 出 
来る よう に 工夫 し た 。 人 欠 顕 徴 鏡 の 倍率 は 20 倍 と し , 焦 
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第 1 図 虫 卵 算定 用 実験 装置 
1. 対物 レン ズ 2. 支持 板 3. 載 物 本 
4. 試験 息 5. 反射 鏡 


は 浮上 する 水泡 の び に し て 常に 
表層 液 面 と な る よう ぅ に 調節 し た 。 

観察 は 硫 苦 液 注 加 完 了 直 後 よ り 開 始 し , 5 分 間隔 ( 観 
察 時 間 が 60 分 以上 に わた る 場合 は 60 分 以上 は 10 分 間 
隔 ) で 観察 し , 最長 200 分 た に た わた つて 行い , 各 観 察 時 間 
毎 に 液 浮上 し た 卵 を 算定 し た 。 

実験 は 同一 比重 の も の に つき 同時 試験 管 3 本 づつ の 同 
一 条件 標本 た に つい て お こなつ た 。 成 績 は 各 時 間 毎 に 3 本 
の 浮上 虫 卵 教 の 和 を 求め て , その 和 が 最高 に と な つた 時 の 
値 を 100 と し て , それ に 対す る 各 時 間 毎 の 比率 を 求 
め た 。 

な お , 観察 時 の 温度 は 室温 26°C, 液 の 温度 
24~25°C, 温度 6#ー75 % で あつ た 。 

実験 成績 

まず 比 宣 1.270 の 液 に と よる 浮上 教 の 時 間 変 

動 を 5 分 毎 に 観察 し た 。 い ま 該 比重 液 使用 時 に お ける 最 
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高 浮上 虫 卵 数 (40 分 値 ) に 対す る 各 時 間 毎 の 浮上 躍 卵 教 
の 比率 を 求め て みる と , 第 1 表 で みる ご と く , 浮 海 時 間 
40 分 で 最高 値 に 達し 以後 60 分 物 殆 ん ど 同一 の 値 を 示し 

に 。. 一 元 配置 法 (高橋 ・ 土 肥 , 1951) に より 推計 学 的 検討 
を お こなつ て みる と , 40 分 値 と 30 分 値 と で は 分 散 比 Fs 
=0.09< 1, 40 分 値 と 25 分 値 で は 分 淫 比 Fs=4.4<Fi 
(0.05) =7.7 で 危険 率 5 必 以 下 で は いづ れ ゃ も 有意 の 差 は 
認め られ な か つた 。 し か る に 40 分 値 と 20 分 値 で は 1 
以下 の 危険 率 で 有意 の 差 が 認め られ た (分散 比 Fs= 
53.5>Fi(0.01) =21.2) 。 

次 に 比重 1.260 の 硫 苦 液 を 使用 し た 場合 に は , 第 2 球 
及び 第 2 図 に 示す ご と く , 液 比 重 1.270 の 場合 と 同様 40 
分 で 浮上 虫 卵 数 が 最高 に 達し , 以後 60 分 まで ほ さ 同一 
の 値 を 示し た 。 た ヾ し , 各 時 間 毎 に 比重 1.270 の 場合 と 
比較 する と , いずれ も わ づ か に 低 率 で , 特に 浮 浴 時 間 20 
分 より 35 分 に か け て 両者 の 浮上 率 の 差 が 比較 的 大 きか 
つた 。 郊 浴 時 間 40 分 値 と 35 分 値 と で は 有意 の 差 は 認め 
られ な か つた が (Fs=6.67 < F4 (0.05) =7.7) , 40 分 値 
と 30 分 値 と で は 1 履 以 下 の 久 険 老 で 有意 の 差 を 認め る 
と と が で きた (Fs=73.56 > F} (0.01) =21.20) 。 
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第 2 図 各種 比重 液 に よる 卵 曲線 


さら に 液 比重 1.250 で は , 第 3 表 及 び 第 2 図 に 示す ご 
と く , 洋 海 時 間 45 分 で 浮上 虫 卵 数 は 最高 に 達し た 。 液 
比重 1.270 及び 1.260 に 比 し て 各 時 間 共 わ づ か に 低 率 で 
ある が , 浮 海 時 間 15 分 ょ より 35 分 に か け て 前 者 と の 浮上 . 
率 の 差 が 比較 的 大 きか つた 。 浮 海 時 間 45 分 値 と 40 分 値 
と で は 有意 の 差 は 認め られ な か つた が (Fs==0.27< 1), 
35 分 値 と で は 5 必 以 下 の 危険 老 で 有意 の 差 を 認め る こ 
と が で きた (Fs=18.39>F4(0.05) =7.71) 。 
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液 比重 1.240 で は , 第 4 表 及 び 第 2, 3 図 に 示す ご と 
く , 前 3 者 に 比 し 各 時 間 と ゃ 低 率 で , 郊 海 時 間 10 分 よ 
り そ の 差 が 大 きく , 学 上 虫 卵 が 最高 数 に 達する に 要する 
時 間 も 閉 し く 延 長 し て 110 分 を 要 し た 。 以 後 150 分 まで 


ほ き 同一 の 結果 を 得 た 。 
液 比重 1.220 で は , 第 5 表 及 び 第 3 図 に 示す ご と く , 
浮上 虫 卵 が 最高 数 に 達する の に 150 分 を 要 し た 。 更 に 浮 - 
時 間 170 分 以上 と に な る と 浮上 卵 は 逆 に 減少 

る 傾向 が み ら れ た 。 

液 比 重 1.200 で は , 第 6 表 及 び 第 3 図 に 示す ご と く , 
浮上 虫 卵 が 最高 数 に 達する の に 要する 時 間 は さら に 延長 : 
し て 160 分 で あつ た 。 浮 海 時 間 180 分 以上 た に な る と 液 比 
1,.220 の 場合 と 同様 に , 浮上 卵 の 減少 する 傾 . 
向 が み ら れ た 。 

接 

卵 を 浮 に ょ り 検 査 する 場合 その 上 時 間 
関す る 従来 の 報告 は , さき に も 述べ た と お おり, 浮上 し た 
虫 卵 を カバ ー・ グ ラス で 採取 し , これ に 捕捉 され た 貝 卵 
を 鏡 検 する 方 法 に ょ つて いる が , この 場合 に は 浮上 し て 


第 1 表 液 比重 1.270 に ょ る 浮上 虫 卵 数 


i No. 1 No. 2 No. 3 平 均 
実 数 実 数 実 数 総 数 

5 104 38.7 40 78 222 35.4 
10 170 63.2 65. 49.2 139 55.8 374 58.2 
15 214 79.6 92 69.2 171 68.7 477 74.2 
20 226 84.0 105 78.9 209 83.9 540 83.9 
25 260 96.7 119 89.5 231 92.8 610 94.7 
30 267 99.3 127 95.6 234 94.0 628 97.7 
35 264 98.1 133 100.0 242 97.2 639 99.4 
40 267 99.3 127 95.6 249 100.0 643 100.0* 
45 269 100.0 127 95.6 245 98.4 641 99.7 
50 265 98.5 117 88.0 249 100.0 631 98.4.- 
55 268 99.9 122 91.7 243 97.6 633 98.4 
60 264 98.1 125 94.0 245 98.4 634 98.6: 

第 2 表 液 比重 1.260 に ょ る 浮上 虫 卵 数 
No. 1 No. 2 No. 3 平 均 
時 間 
実 実 数 実 数 総 数 

5 40 20.8 44 18.5 49 38.5 133 23.6. 
10 86 44.8 149 62.6 68 49.3 303 53.6: 
15 138 74.4 95 68.8 410 72.6. 
20 154 80.2 191 80.3 115 83.3 460 81.4 
25 160 83.3 199 83.5 118 85.5 477 84.4 
30 178 92.7 TF 91.2 126 91.3 521 92.2 
35 188 97.9 229 96.2 137 94.9 548 97.0 
40 192 100.0 236 100.0 135 97.8 565 100.0 
45 188 97.9 238 100.0 138 100.0 564 99.8 
50 188 97.9 235 98.7 135 97.8 558 98.8 
55 192 100.0 235 98.7 135 97.8 562 99.5 
60 188 97.9 232 97.5 136 98.6 556 98.4 
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第 3 表 液 比 重 1.250 に よる 浮上 虫 卵 数 


‘No. 2 


実 数 


No. 3 


51 
97 


202 
217 
251 
263 
271 
278 
275 
276 
275 


w 


OT 
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表 4 液 比重 1.240 


に よる 卵 数 


cw 


3 
5 
2 
1 
2 
8 
5 
8 
1 
5 
5 
1 
.6 
.0 
0 
9 
2 
.5 
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00 

00. 
97. 
97. 
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96 


pororwok 


る 採取 され ず に みお と され る 貝 卵 の ある こと も 考え られ 
る の で , これ で は 必ず しゃ も 貝 卵 の 浮上 状況 その も の を 指 
示す る も の と は 考え られ な い 。 そ こ で 穫 者 は 浮上 虫 卵 を 
算定 きる ょ うぅ な 特種 の 装置 を 工夫 し て 他 の 物 
を 次 を ず 環 虫 卵 の み の 各 種 比重 液 中 ポ お ける 浮上 状況 に つ 
いて 検討 し た の で ある 。 

その 結果 に よれ ば , 筆者 の 使用 し た 管 藤 の も の に あつ 
て は 使用 硫 苦 液 の 各 比 和 量 の も の と も , 同一 標本 の 液 表 面 
に お ける 浮上 卵 つき, を 時 間 的 に 継続 観察 を 続 
ける と 浮 滋 調 始 後 比較 的 早期 (5 分 以内 ) た あつ て は , そ 


の 数 に 閉 し い 変 動 が み ら れ た 。 こ の 変動 は 主として 注 加 
直後 に お ける 液 の 流動 に も と づく も の と 思わ れる 。 
さき に も 述べ た ご と く , 硫 苦 液 比重 1.250 より 1.270 
の 範囲 内 で は 浮上 虫 卵 数 が 最高 に た 達する に 要する 浮 海 時 
間 は 等 し く 40 分 内 外 で あつ た の に 対し て , 液 比重 1.240 
の それ に よる と き は 貝 卵 の 最高 値 に 達する に 要する 浮 浴 
時 間 は 著しく 延長 し た 。 し た が つて 比重 1.270, 1.260 
及び 1.250 の 各 40 分 の 貝 卵 浮上 率 聞 に つい て は , 一 
元 本 置 法 に よ ょ り そ の 差 の 有意 性 を 検討 し て みて を る も 3 者 間 
で 危険 5 必 下 で され 差 を 認め られ な い が , 比重 


( 14 ) 


346 | 
No. 1 | 平 均 
実 数 実 総 数 
174 
95 331 
142 108 419 
112 487 
118 502 
133 576 
140 615 
143 635 
142 642 
144 641 
140 637 
142 639 
} No. 1 No. 2 
実 数 実 数 
5 35 21 
10 54 47 
15 78 69 74 
20 88 97 120 
25 91 111 151 
30 102 121 162 
35 113 124 170 
40 122 129 i181 
45 125 124 183 
50 124 126 186 
55 126 134 187 
60 134 138 184 
70 139 145 191 
80 137. 156 200 
90 142 150 191 
100 144 194 
110 144 203 
120 141 158 193 
・ 130 140 158 199 
140 139 159 200 | 
150 139 157 193 
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第 5 表 液 比重 1.220 に よ ょ る 浮上 忠 卵 数 


No. 2 


実 数 


No. 
実 数 


73 
122 
140 


99.0 
98.3 
100.0 
96.3 
95.9 


95.3 95.3 
92.2 93.2 


co 


92.8 
92.8 
98.9 
100.0 
96.4 
96.8 
95.0 
94.9 
94.9 


1.240 液 の 40 分 虫 卵 沙 上 率 は 同 +.250 液 の それ に 対し て 
検定 結果 5 以 下 の 険 で 明らか に 有意 の 差 が み と 
め ら れ た 。 (Fs==16.39>F4(0.05) =7.71) すなわち もち , 使 
用 液 比 重 が 1.250 より 1.240 に た 低下 する と , 40 分 以内 
の 時 間 に あ つ て は 虫 卵 汐 上 率 が 閉 明 に 減少 する こと が わ 
か つた 。 

豚 箇 虫 卵 に と 硫酸 マグ ネ シ ウ ム の 各種 比 軍 液 を 注 加 し て 
液 中 に 何ら 座 雑 物 を 変え な い 場 合 に お ける 浮上 虫 卵 を 直 
接 微 鏡 下 で 観察 , 算定 し て , 時 間 と 浮上 卵 
の 関係 に つい て 検討 し た 。 

液 比重 1.270, 1.260, 1.250 の 3 者 に つい て その 浮上 
出 卵 致 の 時 間 的 変動 を 検討 する と 3 者 間 に は 有意 差 が み 
と め ら れず , 長 さ 6 cm, 日 径 1 cm の 小 試験 管 を 使用 し た 
場合 に は , 何れ る 約 40 分 で 浮上 虫 卵 数 は 最高 に 達し た 。 

し か る に , 液 比重 が 1.240 に 低下 する と 浮上 虫 卵 数 


が 最高 値 に 達する に 要する 時 は 更に し て 110 
分 を 要 し , 40 分 で は 85.4 し か 浮上 せ ず , 明らか に 
1,250 以上 の 高 比 重 液 を 使用 し た 場合 より る 効果 が 低 か 


こと の 傾向 は 液 比 重 が 更に 低下 する 時 は , 更に 閉 明 で , 
最高 値 に 達する に 要する 浮 海 時 間 は 比重 1.220 で は 150 
分 , 比重 1.200 で は 160 分 で あつ た 。 

以上 の 成績 より , 如 上 の 条件 下 に お いて は , 硫 苦 浮 
法 に ょ る 遇 虫 卵 の 検査 に は , 使用 液 は 比重 1.250~1.270 
と し , 浮 洲 時 間 は 40 分 が 妥当 で ある と 結論 され る 。 


稿 を 終る に あたり , 終始 御 御 指 導 と 御 校 を 項 
いた 予 研 寄 生 虫 部 長 小 宮 義 孝博 士 に 深 基 な る 謝意 を 表す 
る と 共に , 種々 御 助 言 を 戴 い た 予 研 寄生 虫 部 石崎 達 博士 
な ら び に 小林 昭夫 博士 に 厚く 謝意 を 表し ます 。 

論文 要 17 回 日 本 寄生 学会 東日本 支部 大 
会 に 於 て 発表 し た 。 
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VB 74 25.0 24.7 16 5.8 163 18.8 1 
10 104 35.0 41.2 35 12.6 261. 
15 147 49.7 47.3 53 19.1 340 39.3 MM 
20 177 59.8 178 60.1 80 28.8 435 50.2 EE 
25 202 71.3 205 72.3 130 46.8 537 62.0 
30 229 78.0 226 77.0 159 57.2 614 70.9 人 
40 248 83.8 252 85.1 212 76.3 712 82.2 a 
45 250 84.5 259 87.5 214 76.9 723 83.5 Wn i 
50 261 88.2 268 90.5 218 78.4 747 86.3 
55 259 87.5 275 92.9 225 81.2 759 87.6 
60 269 90.9 280 94.6 226 81.3 775 89.5 a る 
70 278 93.9 283 94.9 230 82.7 791 91.3 
80 272 91.8 283 94.9 236 84.9 91.3 
93.9 286 96.6 242 87.1 93.1 
100 280 64.6 292 99.0 88.5 94.5 
110 288 97,3 294 99.3 251 90.3 96.2 
120 282 95.3 290 98.0 258 95.8 a 
130 287 97.0 294 99.3 258 96.8 i 
140 292 296 100.0 275 99.7 ¢ 
150 291 295 99.7 278 100.0 
160 296 296 100.0 268 99.5 1 
170 285 290 98.0 269 97.5 RE 
200 283 264 | 91.9 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 4 号 


6 表 比重 1.200 に よる 浮上 虫 卵 数 


No. 2 


実 数 


Ne. 8 
実 数 ・ 


99.3 
99.7 
96.6 
95.2 
84.8 
85.9 


15 


100.0 
99.3 98.1 
95.9 100.0 
99.3 99.1 
93.1 98.6 
96.5 95.9 
89.7 93.9 
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15 68 23.5 65 24.6 32 22.1 340 38.5 
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癌 35 198 68.3 170 64.4 88 60.7 664 75.2 
Re 40 218 75.2 184 69.7 91 62.7 712 80.6 
; 45 228 78.6 206 78.0 107 73.8 723 81.9 
0 50 249 85.9 210 80.0 110 75.9 741 83.9 
0 55 252 86.9 212 80.3 115 79.3 743 84.1 
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Summary 

'To lay a foundation towards floatation technique 
for the recovery of ascaris eggs from soil, the 
effects of specific gravity of suspension medium 
used upon the floatation time of eggs were studied 
in this paper. 

Number of eggs floating on its surface of media 
with various specific gravities ranging from 1.270 
to 1.200, were counted directly by means of micro- 
scopical observation at five minutes intervals just 
after placing the media into the test tubes (1 cm 
diameter, 6cm length) containing pig ascaris 
uterine eggs. 

Results obtained were as follows : 

In all cases of specific gravities of 1.270, 1.260 
and 1.250, it requires 40 minutes to attain maximum 
number of eggs floating. In the case of 1.240, 40 
minutes was required to reach 85.3 % of maximum; 
which required 90 minutes to attain. It was found 
that specific gravities of media as low as 1.220 and 
1.200 resulted in a delay of floatation time, Vviz. 
150 and 160 minutes were required respectively to 
reach each maximum. 

Results obtained indicate, therefore, on the above 
conditions, that specific gravity. of suspension 
medium applied in floatation technique by magne- 
sium sulphate should be 1.250-1.270 and time 
required for floatation of eggs in this method 
should be at least 40 minutes. 
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PCP-Na (Sodium pentachlorophenate) 
の 宮入 中 効果 試験 


飯島 利 導 保阪 幸男 


佐々 木 孝 秋山 


出 梨 県 立 医 学研 究 所 


(昭和 32 年 11 月 5 日 受領 ) 


言 
山梨 県 に お いて は 日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 で ある 宮入 
の , 従来 石灰 を 使用 し て 来 た が , 1954 年度 
より Santobrite (79 Sodium pentachlorophe- 
nate, Monsanto) に 切り 換え た 。 その 後 , 国産 PCP-Na 
の 量産 化 に 伴い 之 を 使用 し て いる 。 国産 PCP-Na の 宮 
入 只 殺 員 効果 試験 は 岡部 (1952) , 津田 ら (1952) に 依り 既 
に 行わ れ て いる が , 著者 ら は 之 等 PCP-Na の 内 外 の 製 
上 品 に つき 殊 に 土質 と 撤 布 量 の 相対 的 関係 より 見 て その 適 
正 撤 布 量 の 規 空 を 目的 と し て 現地 試験 を 行 つ た 。 
実験 方 法 
本 試験 は 1954 年 4 一 5 月 の 聞 に 行っ つた 。 試 験 地 は 次 の 
如く 有 病 地内 に 4 ヵ 村 5 ヵ所 を 選 窪 し た 。 
村 名 ) 
中 巨摩 郡田 富村 忍 地内 
中 巨摩 郡 御 影 村 野牛 内 
北巨摩 郡 竜 岡 村 下 条 東 割 地 内 
北巨摩 郡 崎村 外 河原 地内 1 土 地 
7 II 土地 
こと これら の 試験 地 は 何れ も 溝 所 で ある が , 試験 地 毎 に 上 
流 より 20 で , A, BC, D, E, FF, G の 各地 区 に 
区 分 し , 各地 区 の 境界 に は 土 を 訪 っ て 水 の 流通 を 阻止 し 
使用 薬品 は 次 の 通り で ある 。 
1. Santobrite (79% Sodium pentachlorophenate) 


土地 
土地 


i Monsanto 
2. PCP-Na (50, 60, 70, 80, 90 % 


TOSHIHIKO IIJIMA, YUKIO HOSAKA, TAKASHI 
SASAKI & SUMIO AKIYAMA: Studies on moll- 
uscicidal effect with PCP-Na (Sodium pentachloro- 
phenate) against Oncomelania nosophora, an inter- 
mediate host of Schistosoma japonicum. (Yamanashi 
Prefectural Medical Research Institute, Kofu) 


(何れ も 


Sodium pentachlorophenate 
保 ヶ 和 学 
3. PCP-Na (86% Sodium pentachlorophenate) 
三井 化学 
薬品 使用 量 は 第 1 表 に 表示 し た 通り で ある が , 之 等 は 
水溶 性 で ある の で 各地 区 毎 に 撤 布 全量 を 約 147 の 水 に 溶 
解 し 如 以 っ て 均等 に 布 し た 。 PCP-Na の 布 
量 は Santobrite 1 平方 串 当 り 0.5g を 規定 量 と し , 夫 
々 の 純度 に 応じ 補正 し て 冠 め た 。 
効果 判 填 は 薬品 撤 布 後 第 3 日 , 第 6 日 , 第 12 日 , 第 
1 ヵ月 の 4 回 行い この 際 原 則 と し て 各地 区 夫々 .1 平方 
内 の 採集 し , 内 が 少 な い 場 合 に は 採集 を 拡 
大 し た 。 生死 の 鑑別 は 貝 を 圧 濱 し , その 際 体 の 収 繕 の あ 


も の を 生 と し , の な いも の を 死 と し た 。 , 薬品 


布 前 に 区 毎 に 1 平方 の を 採集 し , この 
百分率 を 以 っ て 対照 と し た 。 
本 実験 の 実施 中 , 薬品 の 流失 或 は 実験 地区 内 に 沙 汐 す 
る 程 の 降雨 は な か つた 。 


1. 規定 量 半 量 (Santobrite 1 平方 0.25g 及び 
に 相当 する PCP-Na の 補正 量 ) を 搬 布 し た 場合 

第 2 表 に 示す と お り , 御影 村 試験 地 に ぉ いて は 薬品 撤 
布 後 第 3 日 , 最低 7.41 (E 地 区 ), 最高 84.91 
区 ) の 帝 中 効果 が 認め られ , 第 6 日 は 最低 , 最高 は 夫々 
82.98 地 区 ), 96.30 (D 地 区 ), 第 12 日 夫々 93.55 
地区), 97.50 (C 地 区 ), 第 1 ヵ月 夫々 71.43 
(G 地 区 ), 100 祥 (D 地 区 ) の 殺 只 効果 が 認め られ , 一 方 塩 
崎村 の 試験 地 に あつ て は 最低 及び 最高 死 減 率 は 第 3 日 に 
あつ て は 3.23 祥 (C 地 区 ) 及び 17.05 祥 (A 地 区 ), 第 6 日 
20.00 (D 区) 及び 77.78 区 ), 第 12 日 55.56 
(A 地区 ) 及び 89.89 (G 地 区 ), 第 1 ヵ月 38.60 
地 区 ) 及び 96.23 タ (G 地 区 ) で あつ た 。 
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第 1 表 各 実 験 地 に 於 ける 薬品 撤 布 量 


面 積 薬 品 量 
地区 名 (平方 ) 薬 品 名 
御影 村 塩崎 村 LI 田 富 村 竜 岡村 塩崎 村 
A 100 Santobrite 25g 25g 50g 50g 100g 
Cc 60% ヶ 33 65 65 133 
D 70% ” 55 55 114 
E 4 80% ” ヶ 25 25 ヶ 50 ヶ 50 ヶ 100 ヶ 
F 90% 227 227 44 44” 88 7 
G 86% ” 24% 47 47 947 
第 2 表 規定 量 ( 許 ) 半 量 を 用 いた 宮入 具有 殺 中 成績 
実 士 地 薬 品 撤 後 の 死 
薬品 前 後 3 日 目 後 6 日 目 布 後 12 日 目 布 後 1 ヵ月 目 
名 質 名 拾 死滅 率 死滅 率 拾得 死滅 率 死滅 率 死 
る 4.65 21 1 4.76 47 39 82.98 40 39 107. 101 
50 4.00 46 30 29 96.67 48 48 100 
6.90 27 7.41 37 33 89.19 30 30 100 
F 44 40 10 25.00 36 34 94.44 32 45: ~ 
G 40 1 2.50 20 10 50.00 41 4 100 7 
平均 285 21 7.37 9%,56 219 WO' 402 
塩 砂 B 108 1 0.93 109 3 る 0 8 838.56 CR 76 71 93.42 
108 1 0.93 93 $3 322 78 69 88.46 
崎 D 69 5 7.24 80 5 6.25 80 16 20.00 Si ME hE 56 34 60.71 
FR 8 1 1.08 102 6 5.88 108 68 62.96 38 26 68.42 59 47 79.66 
二 土 G 119 1 0.84 9i 4 4.40 63 49 77.78 49 44 89.89 53 51 96.23 
平均 658 12 1.82; 644 45 427 43 


誕 規定 量 :Santobrite 1 平方 当 り 0.5g 及び PCP-Na の と れ に 相当 する 補正 量 


2. 規定 量 (Santobrite 1 平方 呈 0.5g 及び これ に 相 
当 す る PCP-Na の 補正 量 ) を 撤 布 し た 場合 

第 3 表 に 示す と お り , 田 富 村 試 験 地 に 於 いて は 薬品 撤 
布 後 第 3 日 に 最低 7.14 (D 地 区 ), 最高 48.39 必 (A 地 
区 ) の 殺 中 効果 が 認め られ , 第 6 日 は 最低 , 最高 夫々 40.00 
2 (B 地 区 ), 92.86  (F 地 区 ), 第 12 日 夫々 81.63 
(B 地 区 ), 100% (C, F, G の 各地 区 ), 第 1 ヵ月 夫々 
63.64 (C 地 区 ), 100 E, F の 各地 区 ) の 効 
果 が 認め られ , 竜 岡村 試験 地 に あつ て は 最低 及び 最高 死 
は 第 3 日 夫々 9.38 地 区 ) 及 び 62.50 地 区 ) 


(19 ) 


第 6 日 50.85  (G 地 区 ) 及び 95.71% (E 地 区 ), 
12 日 79.55 (G 地 区 ) 及び 100 (A 地区 ), 第 1 ヵ月 
58.33 (B 地 区 ) 及び 95.45 (EE 地区 ) で あつ た 。 

3. 規定 量 倍 量 (Santobrite 1 平方 瞭 1g 及び これ に 
相当 する PCP-Na 補正 量 ) を 撤 布 し た 場合 

第 4 表 に 示す と お り , 撤 布 後 第 3 日 の 最低 及び 最高 死 
は 夫々 59.55 (G 地 区 ), 94.23  (① 地 区 ), 第 6 
日 夫々 24.14 ) 及び 62.07 (C 地 区 ), 第 12 
日 夫々 62.11 必 (F 地 区 ) 及び 83.72 タ (C 地 区 ), 第 1 
ヵ月 は 最低 94.34  (D 地 区 ), 最高 98.77 (F 地 区 ) で 


351 
| 


352 [寄生 学 雑誌 ・ 7 巻 ・ 4 
第 3 表 規定 量 を 用 いた 宮入 上 只 殺 中 成績 

区 薬品 布 前 後 第 3 日 目 布 後 第 6 日 目 後 第 12 日 目 布 後 第 1 ヵ月 

名 


15 55.56 45 44 97.78 39 


31 .15 48.39 27 39 100 
田 填 B 21 0 0 34 16 47:06 35 14 40.00 49 40 81.63 40 39. 97.50 
0 0 12 27 21 77.77 上 只 発 見 出来 ず 11 7 63.64 
0 0 37 28 26 92.86 35. 35 100 35. 35--100 
土 G- 30 0 0 36 9 16.07 36 32 88.89 22 20 90.91 
平均 162 0:62. 194 1443 73.71 204 103 
A 0 0 09 94 83 88.30 48 48 100 37 89.19 
B 95 0 0 50 .18 36.00 73 50 42 86.00 48 28 58.33 
1 1.05 49 21 42.86 388 
D 65 0 0 34 7 20.59 30 29 96.67 38 32 84. 21 
E 59 0 0 M0 34 34 100 44 42 95.45 
F 50. 16- 32.00 70 7 10.00 905:22 4 47 42.. 0:88 
G 67 2 2.99 64 6 9.38 390: 50:85 44:.35:- .79.55 69 64 92.75 
平均 484 19 3.98 388 361. 283 262- 
第 4 表 規定 量 倍 量 を 用 いた 宮入 上 只 殺 中 成績 
実 土 薬 品 布 後 の 入 死 率 
区 薬品 布 前 布 後 第 3 日 目 布 後 第 6 日 目 布 後 第 12 日 目 布 後 第 1 ヵ月 目 
5 6.10 54 30: 55.56 74. 61.:82.43 80 79 98.75 
塩 5 5.88 2 93 47 ...50.54 46 29 63.04 52 50 96.15 
崎 1 1.64 69 65 94.23 53. 69 36 72.46 53 50' 94.34 
村 3 66 22 92' 65 70.65 56. 55 98:21 
G 32 89..53...58.55 58 -44.. 75,86 75 72. 96:00 
平均 566 31 5:48 574 82.75 411 A185 45.,74 543 371 68.32. 442:: 
あつ た 。 まつ て お り 又 搬 布 後 第 1 ヵ月 に お いて 前 者 は 平均 95.77 


者 察 及 び 結 論 

1. 規定 量 半量 を 用 いた 場合 は 両 試験 地 共 殺 中 効果 の 
発現 時 期 に 著しい 差異 が 認め られ , 且 地 区 毎 に 効果 の 差 
が 。 こ れ は 各地 区 の の 程度 の 如何 , 
或 は 溝 中 の 堆積 物 の 多 究 等 の 影響 に 依る も の と 思わ れ 
る 。 更 に 又 同 量 を 用 いた 御影 村 , 塩崎 村 の 両 試験 を 比較 
する に , 前 者 は 圭 士 地 で あり , 後者 は 砂 土 地 で ある が , 
撤 布 後 第 12 日 に お いて 御影 村 は 平均 96.8 必 の 死滅 が 認 
め ら れ た の に 対し , 塩崎 村 は 平均 72.83 の に 


の 効果 が 認め られ た の に 対し 後者 平均 74 , 
両者 に 明らか な 有意 差 ( 第 12 日 0.5 , 第 1 
月 0.1 の 危険 率 ) が 認め られ る 。 の みな ら ず , 後者 に あ 
っ て は 第 1 ヵ月 に お いて 最低 38.6 必 か ら 最 高 96.23 履 
と 各地 区 間 の 変動 が 極め て 大 きい 。 之 は 土質 及び 潮岬 内 
の 堆積 物 の 多 寮 が 縮合 的 に 影響 し た も の と 思考 され る 。 
以上 に より PCP-Na 撤 布 に 当 つ て は , 土質 的 条件 が 
好適 で あり , 且 そ こ が 整 地 で ある 場合 は 規定 量 半 量 で 序 
分 効果 を 履 め 得る が , これ に 反し た 場合 は 効果 は 著しく 
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低 潤 する 可能 性 の ある こと が 推測 され る 。 

2. 規定 量 を 撤 布 し た 場合 に と おい て ゃ も , 田 富村 , 意 岡 
村 の 両 試 験 地 共 第 3 日 で は 各地 区 間 に 大 き な 差 異 が 認め 
られ る 。 然 し 第 6 日 以後 は 急 浜 に その 差 が 減少 し , 第 12 
日 に その 効果 は 最大 に 達し 以後 姿 定 する 。 こ の 時 期 に 至 
れ ば 土質 , 凌 光 内 の 堆積 物 等 の 影響 も 比較 的 少な く な つ 
て いる 。 

従っ て PCP-Na の 施用 に 当っ つて は Santobrite に 的 
算 し て 1 平方 呈 た に 対し て 0.5g の 撤 布 量 を も つて 規定 量 
と し て 支障 な いも の と 思 老 され る 。 然 し この 場合 地形 の 
如何 に 依っ て は 予め 溝 光 内 の 堆積 物 を 除去 する 等 事前 準 
備 も 時 と し て 必要 で あろ 5 。 

3. 規定 量 倍 量 搬 布 は 塩崎 村 に お いて 行 つ た が , とこ 
は 土地 で あり 内 に 堆積 物 を 有 す 等 最悪 の 条件 で 
あっ つた に も ゃ かく ょ わら ず 薬 効 発現 は 極め て 速やか で , 撤 布 
後 第 3 日 に し て 既に 平均 82 必 の 死滅 が 認め らち られ た 。 第 
6 日 第 12 日 に 一 呈 死 湊 率 が 低下 し た の は 試験 地 の 溝 
畠 が 石垣 で あり , 降雨 と 共に 薬品 に 侵さ れ ぬ 宮入 内 が 洋 
楽 内 に 移動 し て 来 た も の と 推測 され る 。 た だ し 第 1 ヵ月 
に 至り 再び 死滅 率 は 上 上 昇 し 平均 97 に 達し た 。 か く の 
如く 薬品 撤 布 量 が 多い 場合 は 砂 土 宮 の 如く 薬品 が 地 中 に 
し 名 い 条件 に も か くわ ら ず 人 千 PCP-Na の 相当 量 が 
残存 し 殺 中 効果 が 発現 する こと が うぅ うか が を る 。 

この 様 に 土質 条件 或 は 撤 布 予定 地 が 不 整 地 で ある 場合 
は 規定 量 倍 量 の 薬品 布 を ば 最も 適 あぁ ろう 。 

要 約 

1. Santobrite に 比 し て 本 邦 産 PCP-Na 製品 も 殺 只 
効果 に 優劣 を 認め な い 。 従 つ て 本 邦 産 PCP-Na 撤 布 量 
は Santobrite 規定 量 (1 平方 0.5 g) の それ を 補正 し 
た 量 を も つて 規定 量 と する こと に よ ょ つて, その 撤 布 を 行 
えば 可 な り 卓 越し た 殺 上 中 効果 を 期待 する こと が 出来 る 。 

2. 使用 薬品 量 が 規定 量 以 下 の 場合 は , 土地 条件 良好 
の 場合 に は 目的 を 達し 得る が , 条件 が 悪い 場合 ( 土 四 が 
砂 , 評 土 質 の 場合 , お ょ び 堆 積 物 の 昧 積 等 の ある 場合 ) 
に は その 効果 は 極め て 不 容 定 と な る 。 

3. 規定 量 搬 布 の 場合 に は 撤 布 後 第 6 日 頃 よ り そ の 効 
果 は 均等 化し , 第 12 日 に は 最高 に 達する 。 以後 1 ヵ月 ま 


で は は ほ は ば 一定 に 保 た れる 。 叉 この 場合 時 と し て 撤 布 予 守 
地 の 堆 積 物 の 等 事前 が 必要 で ある こと も ある 。 

4. 規定 量 の 倍 量 を 使用 すれ ば 薬効 の 発現 は 極め て 束 
や か で , 土地 条件 の 影響 は 殆ど 認め られ な い 。 


原稿 の 校 開 と 有益 な 御 批 判 を 賜 わ つ た 国立 予防 衛生 研 
究 所 小宮 義孝 博士 , 静岡 大 学 伊藤 二郎 填 士 に 深謝 を 捧 : 
げ びる 。 

本 論 要 昭和 29 年 14 回 日 本 寄生 学 会 東 
本 支部 大 会 に 於 いて 発表 し た 。 
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Summary 


Field test was conducted for the molluscicidal 
effectiveness of Santobrite (Sodium pentachloro- 
phenate made in U.S.A.) and PCP-Na made in 
Japan against Oncomelania nosobphora, an inter- 
mediate host Schistosoma japonicum. 

The molluscicidal effect of both compounds was: 
proved to be almost the same. 
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秋 山 


日 本 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主 で ある 宮入 中 の 殺 滅 に PCP- 
Na (Sodium pentachlorophenate) が 卓 効 を 示す こと 
は 多く の 研究 者 に より 明らか に され , 現在 国内 有 病 地 に 
於 いて は 宮入 中 殺 内 に は 殆ど PCP-Na が 使用 され て い 
る 。 然 し PCP-Na は 薬効 の 高い 反面 , 魚類 , 農作物 等 
に た 対す る 薬害 作用 る 又 甚大 で , 本 剤 使用 上 の 悩み の 一 つ 
と な つて いる 。 又 撤 布 地 の 状 況 の 如何 に 依っ て は , その 
流失 の た め 薬 効 の 失わ れる こと も ゃ も 履 * で ある 。 この た め 
一 部 の 地域 の 特殊 事情 に 対応 し た 新薬 剤 乃至 は PCP-Na 
の 形態 或 は 撤 布 方 法 の 履 良 が 望ま れ て いる 。 

以上 の こと を 考慮 し て 私 た ち は , 殺 上 中 法 の 検討 と な ら 
ん で 新た な 導 内 薬 に つい て の 検討 を 行 つ て いる が , こ ょ 
で は 二 , 三 の Phenol 誘導 体 の 殺 員 効果 に 関す る 知見 に 
つい て 報告 する 。 


実験 方 法 
本 実験 た に 使用 し た 薬品 は 次 の 4 種類 で あり 何れ も 三井 
化学 株 式 会 社 の 提供 に 依っ た 。 
1. Phenol, 2-cyclohexyl-4, 6-dinitrodicyclohexyl 
amine salt 100 
2. Phenol, 2,4-dinitro-6-phenol 100 
3. Pentachlorophenol copper salt 100 


Sodium pentachlorophenate (PCP-Na) 86 % 

本 実験 た に 於 ける 殺 上 中 効果 の 判定 は McMullen 法 に 依 
つた 。 即 ち 使 用 薬品 は PCP-Na を 除き 水 に 不溶 性 で あ 
る の で , Acetone に 溶解 し , 夫々 1, 2, 4, 6, 8, 
10, 20, 40, 60, 80, 100 万 倍 溶液 と し , これ ら を 経 約 
15 cm の 大 型 シャ ー レ に 濾紙 を 敷き , これ に 各 5 cc 宛 注 
加 し , Acetone を 蒸発 せしめ た 後 水 に 軒 換 し た 。PCP- 
Na は 上 記 の 処理 を 水 で 行 つた 。 


SUMIO AKIYAMA & TOSHIHIKO IIJIMA: Stu- 
dies on molluscicides. (1) Molluscicidal effect of se- 
veral phenol derivatives on O. nosophora. (Yama- 
nashi Prefectural Medical Research Institute, Kofu) 


二 , 三 の Phenol 導体 の 殺 中 に つい て 


山梨 県 立 医 学研 究 所 
(昭和 32 年 11 月 10 日 受 領 ) 
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叉 , PCP-Copper salt の 次 解 に 当 つ て は A: Acetone 
に 溶解 し , BB: 同 薬 品 10 mg に 対し Ammonia 1cc を 
加え 後 水 で 稀釈 する の 2 法 を 用 いた 。 

次 いで 薬液 を 浸潤 せしめ た シィ ャ ー レ ー の 中 央 部 に 生 只 
10 克 宛 を 放ち 毎日 活動 状況 を 観察 し 且 移 動 せ る 内 を 中 
央 部 に 集合 せしめ た 。 

は 第 4 日 目 に 行 つた 。 生 死 の 判定 は 只 を 
し た 際 の 中 有無 に 依り , の あぁ ある も の を 生 と 
し , な いも の を と し た 。 

実験 は 同一 方 法 で 3 回 行っ た 。 

実験 中 の 室温 は 26 一 35°C で あつ た 。 

成 
本 実験 の 成績 は 第 1 表 に 示す と お り で ある 。 
1. Phenol,2-cyclohexyl-4, 6-dinitrodicyclohexyl 
amine salt に 依る 殺 中 成績 も 

本 薬剤 は 最も 薬効 高く 4 万 倍 は 100 必 の を 示 
し , 6 万 倍 よ り 潤 炊 低 下 を 示し 10 万 倍 で 43.3 必 , 20 万 
倍 以 上 の 稀釈 度 で は 薬効 は 認め られ な か つた 。 

2. Phenol, 2,4-dinitro-6-phenol に 依る 成績 

2 万 まで は 100 率 を 示す が , 4 万 倍 で 59.9 
, 10 万 倍 で 26.6 必 と 急 浜 に 低下 し , 20 万 倍 以 上 で は 
薬効 は 認め られ な か つた 。 

3. Pentachlorophenol copper salt (A) に 依る 殺 上 中 

成績 
2 万 倍 100 の 率 を 示し , 4 万 で 73.3 
6 万 倍 で 66.6 必 , それ より 急 浜 に 薬効 低下 し 10 万 倍 以 
上 は 殆ど 薬効 は 認め られ な い 。 
4. Pentachlorophenol copper salt (B) に 依る 
成績 
4 万 倍 ま で の 死滅 率 は 100 で ある が , 6 万 倍 以 後 は 
急 浜 に 薬効 の 低下 する の が 認め られ た 。 
5. PCP-Na に 依る 殺 上 中 成績 
前 記 各 種 薬 剤 と 同様 4 万 倍 和 の 薬効 は 100 履 で あり , 
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1 表 薬品 宮入 率 と の 関係 


薬 品 名 112 1:4 1:8.1:101:20 


Phenol, 2, 4-dinitro-6.phenol 30 30 18 12 6 8 0 1 0 0 1 

供 試 宮入 各々 30 =, 数 字 は 具 を 示す 。 薬 品濃 単位 は 万 。 


2 表 各種 薬品 の 宮入 上 効 果 


薬 品 名 1 : 
Phenol, 2-cyclohexyl-4, 6-dinitro 111.000 
dicyclohexyl amine salt 
Phenol, 2, 4-dinitro-6-phenol 48,000 
Pentachlorophenol copper salt (A) 75,000 
Pentachlorophenol copper salt (B) 56,000 
PCP-Na 65,000 


6 万 倍 で 59.9 必 の 死滅 が 認め られ , 以後 低下 し 20 万 倍 
以上 で は 薬効 は 認め られ な い 。 但 し 本 試験 は や ゝ 高温 の 
下 (2635°C) に お ける 成績 で ある の で , ふつ うぅ 実際 に 
殺 中 施行 時 の 気温 ( 約 18~25°C) の 下 に お いて は , その 
薬効 は 以上 の 成績 より も ゃ や > 下 廻 る こと が 考え られ る 。 

な お 上 記 温 度 下 に お ける 各 薬 品 の LD;s。 は 第 2 表 に 示 
す と お り で ある 。 


考察 及 結論 

本 実験 た に 用 いた 各種 薬品 の 殺 中 効果 の 比較 を 行う に , 
最も 効果 的 で あつ た の は Phenol, 2-cyclohexyl-4, 6-di- 
nitrodicyclohexyl amine salt で 最も 薬効 の 低 か つ た の 
は Phenol, 2, 4-dinitro-6-phenol で あつ た 。 

phenol, 2-cyclohexyl-4, 6-dinitrodicyclohexyl amine 
salt は 極め て 薬効 の 高い 反面 , 価格 が 極め て 高価 (kg 当 
り 5,000 円 以上 ) で あぁ る た め 実 用 た に は 不適 で ある と 考え 
られ る 。 

Phenol, 2, 4-dinitro-6-phenol ; は 薬効 も 低く 上 且 , 高価 
(kg 当り 3,000 円 以上 ) で あり 実用 価値 は 全く 認め られ 
な い 。 

PCP-Na と 同 程度 の 薬効 を 示す PCP-copper salt は 
価格 の 点 も 出来 る (kg 当り 400 円 前 後 , に 
対し PCP-Na は kg 当り 300 円 ) 。 叉 本 剤 は 非 水 溶性 
で あり 流失 の 危険 性 も PCP-Na に 比 し 道 か に 少な い の 
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で , 今後 殺 上 中 事業 を 実施 する に 当り , 従前 PCP-Na を 
も つて の 行い 得 な か つた 聞 域 一 例え ば 湿地 , 地 
河川 近接 地 等 に 施用 し 得る と 考え られ る 。 こ れ に つい て 
は 今後 人 試験 に た 依っ つて 確か め た い 。 
要 約 

二 , 三 の Phenol 誘導 体 を 試作 し McMullen 法 に 依 つ 
て 宮入 上 中 殺 中 の 室内 試験 を 行 つ た と ころ Phenol 2-cyc- 
lohexyl-4, 6-dinitrodicyclohexy1 amine salt に 高い 殺 具 
効果 が 認め られ た 。 然 し 本 剤 は 高価 で ある の で 実用 不適 
と 認め られ る 。 

PCP-copper salt は PCP-Na と 効果 の 優劣 が 認 
め ら れず ;。 価格 の 点 よ り る 実用 価値 を 有する 。 

PhenoL, 2, 4-dinitro-6-phenol は 薬効 も 低く 価 で 
あり 実用 価値 は 全く 認め られ な い 。 


御 校 関 と 有 林 な 御 批判 を 賜 つ を 国立 予防 衛生 研究 所 小 
宮 義 孝博 士 な ら び に 試薬 を 提供 され た 三井 化学 工業 株 式 
会 社 に 謝意 を 表す る 。 

本 論文 の 要 堅 は 昭和 32 年 第 17 回 日 本 寄生 虫 学 会 東 日 
本 支部 大 会 に 於 い て 発表 し た 。 
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Summary 

Molluscicidal effect of four compounds of phenol 
derivative, (1) Phenol,2-cyclohexyl-4,6-dinitro- 
dicyclohexyl amine salt, (2) Phenol,2,4-dinitro 
6-phenol, (3) Pentachlorophenol copper salt, (4) 
PCP-Na, was tested experimentally on Oncomelania 
nosophora with McMullen’s method and the results 
were as follows : 
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1) LD;。 of each molluscicide was as follows: 
Phenol, 2-cyclohexl-4, 6-dinitrodicyclohexyl amine 
salt 1: 111,000, Phenol, 2, 4-dinitro 6-phenol 1: 
48,000, Pentachlorophenol copper salt (A) 1 : 75,000, 
Pentachlorophenol copper salt (B) 1 :56,000, PCP- 
Na 1:65,000. 

2) Of the above four Phenol derivatives 2-cyclo- 
hexyl-4, 6-dinitro-dicyclohexyl amine salt was found 
the most effective, but is not suitable for practical 
use, because of its high price. Pentachlorophenol 
copper salt showed almost the same effect as that 
of PCP-Na, and is considered to be practically 
applicable because of its low cost. 
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群島 の 寄生 相 
(1) 抹 , 浮 及び 検便 法 に よる 腸 寄 生 の 検出 状況 


佐 々 学 * 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 東京 医科 歯科 大 学 公衆 衛生 学 教室 


鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


内 山 


鹿児島 県 名 瀬 保健 所 


厚生 省 鹿 児島 検 名 瀬 支所 


(昭和 32 年 11 月 15 日 受領 ) 


奄美 群島 は 亜 詩 帯 区 に 位置 し て 現在 の 日 本 領土 の 西南 
端 に あたり , 人 口 も る 20 万 あま り に 達する 重要 な 地域 で 
ある 。 寄生 学 的 と も フィ ラリ ア 症 ゃ 症 な どの 
し い 流 行 地 と し て 注目 され て 来 た 。 こ と の 地方 は 従来 か ら 
医療 施設 や 環境 御 生 の 改善 が 黄 だ お くれ て お り , 気 候 的 
に る ゃ 亜 の 様相 を 示し て いる の で , お そら く の 日 
本 に お いて は 最も の 浸 し 土地 で あろ うぅ 
と 推定 され る 。 

我々 は 1957 年 7 月 に 奄美 大 島 の 名 瀬 周辺 の 浦上 , 大 
熊 , 朝日 小学 校 及び 古 仁 屋 近 辺 の 阿 鉄 , 嘉 鉄 の 各部 落 を 


*MANABU SASA, **HIROSHI TANAKA, ***YASUO 
ABE, ****AKIRA SUGIURA, *****HIROSHI UCHI- 
YAMA, *****KUMAICHI IZUMI & ******ISSEI 
TAKIKIKU : Epidemiological studies on the hu- 
man parasites at Amami-Oshima Island. (1) 
Distributions of the main intestinal helminthic 
infections detected by direct smear, floatation and 
testtube cultivation methods of fecal specimens. 
(*Department of Parasitology, Institute for Infec- 
tious Disease, Univirsity of Tokyo, **Department 
of Public Health, School of Medicine, Tokyo 
Medical and Dental University, ***Department of 
Parasitology, School of Medicine, Kagoshima Uni- 
versity, ****Department of Clinical Research, In- 
stitute for Infectious Dlsease, University of To- 
kyo, *****Kagoshima Prefectural Naze Health 
Center, & ******Naze Branch Office of Kagoshima 
Quarantine Station. ) 
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東京 伝染 研究 所 臨床 研究 部 


能 
鹿児島 県 名 瀬 保健 所 


対象 に 集団 検便 を 行い , と くに を ひろ 
く 併 用 し て 釣 貝 類 及 び 葵 線 虫 の 検出 に 重点 を お いて 調査 
研究 を 行 つ た の で , その 結果 を こ ゝ に 報告 する 。 
本 研究 に 多大 の 御 援助 を を た 鹿児島 県 衛生 部 , 県 立 大 
鳥 病 院内 園 院 長 ほ は か 職員 の 方 々 , 鹿児島 検疫 所 及び 同名 
瀬 支 所 , 名 瀬 市 役所 , 名 瀬 動 物 検 疫 所 , 名 瀬 保健 所 職員 
の 方 々 , 及び 検査 の 一 部 を 担当 され た 鹿児島 大 学 学生 , 
新山 孝二 , 楠木 正志 , 中 川 和 洋 ら の 諸氏 に 深 碁 な 謝意 を 

る 。 
検査 方 法 


検便 法 は 佐々 ら (1957) が 応仁 従業 員 約 3 万 人 に っ つき 実 
施し た , 培養 の 併用 法 に 概ね 従 つ た が , 一 部 
の 地区 た つい て は な いし 養 法 を 省略 し た 。 は 
18mm ヵ カバー グラ ス 2 枚 法 , 浮 海 は 飽和 食塩 水 法 を 用 
いた 。 培 養 に は 原田 (1951) の 原理 を 応用 し た 佐々 (1957) 
ら の 集団 濾紙 培養 検査 法 を 用 い , 中 試験 験 管 ( 径 18 mm 
長 さ 170 mm) に 長 さ 150 mm, 幅 25 mm の 濾紙 片 に と 約 
0.5g の 便 を ぬ つ た を も の を 挿 入 し , 水 3cc を 入れ , ポリ 
ェ エチ レン 有 片 を 輪ゴム ふ で と め て ふた を する 方 法 を と り , 塞 
温 (28“~35°C) で 7~10 日 間 保 存 後に 判定 し た 。 こ の さ 
い に は まず 千代 田 ポ ヶ ケット 災 微 鏡 を 装備 し た 携帯 用 アン 
キロ スコ ュ コープ を 用 いて 試験 管 の 底 か ら 虫 の 有無 を し ら べ 
陽性 例 は ピペット で 約 0.2cc を 底 か ら と り , 全 視 野 を 


と の 研究 シリ ー ズ は 東大 伝 研 寄 生 虫 研究 部 , 鹿児島 大 学 , 医科 歯科 大 学 公衆 衛生 学 教室 , 鹿児島 県 名 
瀬 保健 所 厚生 省 鹿児島 検疫 所 名 瀬 支 所 な どの 協同 研究 で , 主として 次 部 省 特別 研究 費 「 奄 美 大 島 に 3 け 
る 風土 病 の 研究 」 に その 経費 を 仰い だ も ゃ も の で ある 。 
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各地 区 に た is ける 検査 法 別 検出 成績 
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場所 検査 数 

大 585 172 142 221 130 175 238 
上 670 — 393 404 454 
朝日 小 423 97 91 135 140 
阿 鉄 149 69 56 82 29. 54 .65 28 91 98 105 
鉄 179 40 39 54 19. 24 35 32 95 117.., 119 


検 鏡 し て 種類 を 判別 し た 。 

な お , 今回 の 濾紙 培養 法 の 実施 に あ た つ て , 我々 は 新 
に 標本 作製 の 現場 か ら , 成績 を 判 空 する 研究 宏 ま で 長 距 
離 を 移動 させ る 方 法 に 成功 し た 。 そ れ は 従来 の 方 法 の ま 
まだ と , 便 を 仕込 ん で か ら 水 を 約 3 cc 入れ る た め あめ, 移動 
に さい し 便 が 流れ て し まい , 検査 不能 と な る 。 そ こ で 現 
場 で 便 を ぬっ た 届 紙 を 試験 管 に 仕込 むさ い に , 単に 燥 
を 防ぐ に 必要 な だ け の 水量 , 約 0.5cc を 加え る に 止め , 
数 日 後に 研究 宏 た 輸送 し , こく で さら に 3cc の 水 を 追加 
する 方 法 を と ょ と つた 。 こ の 輸送 法 の 採用 で 油 紙 培養 法 の 応 
用 面 を 今後 さら に 広め られ た と 考え る 。 

成 

1. 主要 寄生 虫 の 検査 法 別 検出 成績 

今回 の 調査 対象 と し た 5 地区 た つき , 各 検 査 渋 別 の 主 
要 生 の 検出 成績 を 示し た の が 第 1 ある 。 3 
うち , 大 熊 で は 培養 法 を , 浦上 , 朝日 小学 校 で は 塗 抹 法 
を 省略 し た 。 従っ つっ て, , 培養 の 3 法 ゃ 実施 
し た の は 阿 鉄 , 喜 鉄 の 両 部 落 の み で ある 。 な , 便 量 の 


不足 等 の た め 全 検査 法 の 実施 出来 な か つた 例 は 集計 か ら 
除い た の で , 総 検査 数 は 各地 区 と も これ より も 多い 。 
これら を 通 覧 する と , と 虫 は 法 検出 され 
な い 。 浮 両 法 を 併用 し た 3 地区 た つい て 集計 す 
る と , 検査 数 913 の うち, 両 法 の いずれ か で 陽性 の 元 は 
陽性 数 237 (63.3 で , 法 の 方 が 検出 率 が ょ 
は 338 例 の ぅ ち 178(52.7 , 235 (69.6 %) 
で 浮 の 方 が 検出 率 が 高い 。 
銘 虫 に つい て は , 3 法 と ゃ 実施 し た 阿 鉄 , 喜 鉄 の 両 部 
346 名 の ぅ ち , 224 例 が 陽性 で , 60(26.8 ), 
186 (86.2 , 養 215 (94.0 が 検出 され , この 
に 検出 率 が 高 か つ た 。 浮 海 法 と 培養 法 を 併用 し た 4 地区 
に つい て は , 多 の 検出 数 818 例 の ぅ ち , 法 陽 性 
数 754(92.2 , 160(74.8 で , 培養 法 の 方 が 
ずっ と 鋭敏 で ある が , 少数 は 堪 養和 休 件 な どの 関係 で 検出 
され な い 場 合 の ある こと が 示さ れ た 。 虫 は で 
は 1 例 も 検出 され ず , 合計 14 例 の うち 義 抹 5 (35.8 ) 


第 2 表 年 別 主 要 寄生 虫 陽性 数 


大 熊 ( 浴 ・ ) 浦 上 ( 阿 鉄 ( 浴 ・ 浮 ・ 鉄 ( 浮 ・ ) 
数 回 数 回 数 回 数 回 

5—9 72 40 24 54 4 
10—19* 69 20 32 i124 16 72 82 
20—29 97 29 38 70 396 
30—39 37 34 70 73 14 33 64 
40—49 609 19 27 48 63 6 32 .59 
60 以 上 。 73 33 30 65 71 16 24 60 24 1 3 
計 580 211 238 £69 661 102 275 395 147 80 62 108 200 55 35 139 
% 36.5 41.8 64.8 15.4 41.5 59.7 54.3 42.3 73.4 27.5 17.5 69.5 


(略号 。 数 : 検査 数 , 回 : 虫 : 虫 , 釣 : 多 , 抹 法 , : 浮 法 , : 法 ) 
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第 1 図 各地 区 に 3 ける 年 齢 別 陽性 率 及 びそ の 90 導 信頼 限界 ; 第 2 表 ょ 


y り 計算 , 横線 は 総 平均 値 ( 点 線 ) と その 90 必 信 頼 限界 を 示す 
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培養 13 (94.0 ) で , は る か 
に 方 が 検出 率 が 高 か 
つた 。 

即ち , これ ら 3 法 は いずれ 
も ゃ 一長一短 で ある が , 少く と 
も この 地方 で は は 
が 検出 され な いと いう 大 
な 欠点 が あり , 2 法 だ け を 億 
用 する と したら, , 
な ど を 対象 に 抹 法 を , 多 , 
線 虫 な ど を 対象 に 法 を 
実施 する こと が 合理 的 と 推定 
され た 。 

な お , この ほか に , ナ 
ナ 条 虫 が 少数 検出 さ 
れ た 。 様 虫 が 1 例 も 見 
され な か つた こと る も 注目 され 
る 。 

2. 主要 虫 の 地区 別 , 
年 齢 別 陽性 率 

各地 区 た と つい て 年 齢 層 別 に 
, 虫 , の 数 を 
表示 し た の が 第 2 素 で , この 
陽性 率 と , その 90 必 信頼 限 
措 を 計算 し 図示 し た の が 第 1 
図 で あぁ る 。 

全体 と し て , は 3 を 
し た 地区 で は 凡そ 70 
培養 法 を 行わ な か つた 浦上 で 
も 約 60 を 示し , 著しく 高 
率 な こと が 注目 され る 。 
は 地域 に ょ り 検 出 率 に 大 差 が が 
あり , 浦上 の 15.4 が 最低 , 
阿 鉄 の 54.3 が 最高 で ある 。 
は 鉄 が 27.5 低い 
ほか , ほ は ゞ 42 を 示し て か 
な り 高い 。 

年 齢 層 別 に みる と , 釣 虫 は 
年 齢 が す ぇ ふむ に つれ て 高 率 に 
な る 傾向 が 甚だ 明瞭 で , 各地 
区 と を も 20 歳 な いし 30 歳 合 以 
後 は 90 〆 以上 の 陽性 率 を 示 
し て いる 。 は いずれ も 
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100 
か ら 1 
100 
れ 
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入 3 表 学童 の 主要 寄生 虫 学年 別 陽性 率 (朝日 小学 校 ) 


法 検 査 法 
学 年 | 検査 数 回 検査 数 Ad Na 虫 計 線 
2 年 73 21.9 52.0 21.9 46 23 
3 64 23.5 26.6 54.8 0 
4 年 67 .19.4 53.8 32.8 
5, 6 年 74 190 74.6 St 


られ な い 。 


生 虫 と も 近似 の 傾向 が うか ヾ われ た 。 


児 よ り 5~9 歳 台 が 高く , 青年 層 で 一 度 下 降 し , 壮年 層 
た に 再び 山 が み ら れ る よう ぅ な 傾向 を 示す 。 暫 虫 に つい て は 
4 歳 以 下 が 低 い ほ か , 概ね 各 年 齢 層 に は 顕著 な 差 が 認め 


学童 期 の 年 齢 層 に つい て この 関係 を と くに くわ し くみ 
る た め に , 朝日 小学 校 (主として 浦上 , 大 熊 両 部 落 の 児 
を 容 ) に つい て , 及 び 養 法 で えら れ た 主要 
生 の 陽性 率 を 示し た の が 第 3 ある 。 こ とれ に 
よれ ば , 多 虫 は 幼稚 園 (5 歳 ) か ら 5・6 年 (1011 歳 ) に 年 
が す ふむ に つれ て 陽性 率 が 高く な り , 鍋 虫 は 5 歳 が と 
くに 高く て 38.8 必 を 示す ほか は ほ ヾ 20 必 を 示し て いる 。 
罰 虫 は 全体 と し て 64 に 達する 高 率 で ある が . 
年 齢 別 の 推移 は 明か で な い 。 即 ち , 前 項 で 論じ た 全 年 齢 
層 の うぅ うち , と くに 変化 の は げ し い 学 童 期 に つい て る も 各 寒 


と くに 


3. 培養 法 で 検出 され た 両 種 多 及び 虫 の 年 分 


諸 種 寄 生 虫 の う ち , マビ ー= (Ad) と アメ リカ 多 
(Na) の 鑑別 は 培養 法 に ょ っ つて フィ ラリ ア 型 効 虫 た 育て 
た 上 で は じ め て 可能 と な り , また 今回 の 調査 で 工 線 虫 
(Ss) の 検出 に も この 方 法 が 最も すぐ れ て いる こと が 明 ら 
か に され た 。 こ れ ら の 検出 成績 を 全 年 齢 層 に つい て 示し 
た の が 第 4 表 , 第 2 図 で あり , 学童 に つい て は 第 3 表 に 
あげ た 。 

第 2 図 を みる と , 3 地区 と も Ad, Na の 両 種 に つい 
て 幼 年 期 か ら 青 年 期 に か け て 次 第 に 陽性 率 が 上 昇 し , 凡 
そ 20 歳 馬 以上 の 成人 に つい て は ほ き 同 水 準 の 高い 率 を 
示し て いる こと が 明らか に され て いる 。 また, 全般 的 に 
Ad の 方 が Na より 陽性 率 が や ヽ 高 い 。 即 ち , この 両 種 
た ついては, 分 布 の 型 が ほ 同じ で あつ て , 経 
日 感染 を 上 と は 全く っ た 型 を 示す こと が 
上 明か と な つた 。 第 3 図 の 学童 期 の 所 見 も 近似 の 結果 が み 


第 4 表 培養 法 に よる (Ad), アメ リカ 多 (Na), 線 虫 (Ss) の 年 齢 別 陽性 数 


阿 鉄 鉄 
年 般 検査 数 Ad Na Ss 検査 数 Ad Na Ss 検査 数 Ad Na Ss 
0~4 73 1 0 0 16 2 0:: 19 
5~9 14 1 20 6 82 
10~19 6 14 6 32 16 
.20~29 40 6 14 8 9 5 2 
50~59 | 62 :49.. 38 2 28 
60 以 上 69 49 48 7 
計 640 328 263 26 106 
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2 図 アメ リカ (破線 ) と ダビ = 虫 ( 実 
線 ) の 年 齢 別 陽性 率 ( 境 養 法 に ょ る ) 


第 5 表 主要 寄生 虫 の 性 別 陽 性 率 


虫 多 ダビ = アメ リカ 
場所 地域 検査 数 み ) (%%) (%) (%) (%) 


浦上 男 320 11.6 41.3 65.8: 46.3 34.1 
女 350. 18.8 41.1 69.0 52.0  . 44.2 

鉄 59 44.0 40.6 67.8 50.9 39.0 

男 32. 00.3 54.3. 2:2 


られ , 両 種 と も 概ね 年 齢 の すま きむ に つれ て 高 率 と を な る 傾 
向 が み ら れ る 。 

府 線 虫 に つい て は 検出 数 が 少 い と いう ぅ 事情 を 考慮 に 入 
れる 必要 が ある が , 年 齢 別に ょ る 陽性 率 の 傾向 に 有意 な 
み ら れ ず , 少く も 貝 類 の 年 齢 分 布 と は た 型 を 
示す も の か も し れ な い 。 
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4. 主要 虫 の 男女 別 陽 性 
今回 調査 を 行 つ た 4 地区 と つい て , 主要 寄生 虫 の 性 別 
の 陽性 率 を 示し た の が 第 5 で ある 。 

と これ を みて 先ず 気がつく こと は , 全 地 区 で 女 の 方 が 男 
より 被 検 者 数 が 多い こと で ある 。 また, 上 虫 に つい て は 
浦上 , 阿 鉄 , 大 態 の 3 地区 で , 多 虫 に つい て は 4 地区 と 
も 女 の 方 が 陽性 率 が 高く , 貫 虫 に つい て は 有意 な 差 は み 
られ て いな い 。 堪 養 法 の 成績 は マビ = 多 虫 で は 浦上 , 阿 
鉄 で リカ み 虫 で は 浦上 , で いずれ も の 方 が 
陽性 率 が 高い 。 

こと この よう な 差異 が どの よう ぅ な 原因 で 生じ た か を 結論 す 
る に は 慎重 を 要する 。 一 部 は 偶然 の 結果 で ある か る も し れ 
な い が , 男子 に は 漁業 者 が 多く , 農業 者 は むし ろ 女 子 の 
方 が 多い と いう よう な 男女 聞 の 生態 的 な 差 に も と づく 雄 
薬 機会 の 相違 も 考慮 に 入れ る べき 問題 の ー つ っ で あろ うぅ 。 


まとめ 


1. 我々 は 1957 年 7 月 に 奄美 大 鳥 の 名 瀬 市 浦上 , 大 
熊 両 部 落 及 び 朝 日 小学 校 , 瀬戸 内 町 の 阿 鉄 , 嘉 鉄 の 両 部 
落 の 農 漁 民 , 計 2,006 名 について, 直接 抹 , 飽和 食 
塩水 浮 法 及 び 紙 用 い 腸 内 寄生 を 対象 に 
検便 を 行っ た 。 

2. 検査 法 別 に は に つい て は 浮 よ り 
や ょ 検出 率 が 高く , 統 虫 に つい て は その 逆 で , 多 虫 に つ 
いて は , , 培養 の 順に 著 明 に 検出 率 が 高 か つ 
た 。 虫 は 浮 で は 検出 され ず , 法 に 比 し 
法 は は る か に 高 率 な 検出 を みた (第 1 表 ) 。 

3. 地区 別に みる と , 銅 虫 と 綿 虫 で は 著しく 差 が あつ 
て , 前 者 で は 最高 54.3 履 ( 阿 鉄 ) , 最低 15.4 (浦上 ) を 
示し , 後者 で は 最高 42.3 ( ) , 最低 17.5 ( ) 
で あつ た が , 多 虫 は 全 地 区 と も 約 60~73 必 の 高 率 を 示 
し た (第 2 表 ) 。 

4. 年 齢 別に みる と 多 虫 で は 全 地 区 と る も 幼年 者 に は 陽 
性 率 が 低く , 年 齢 が すゝ む に つ れ て 高く な り , 20 歳 台 な . 
いし 30 歳 台 以後 は 全 地 域 と も 凡そ 90 を こえ を , 極度 の 
侵 衣 を な し て いる こと が 明らか に され た 。 学童 に つい て 
も この 傾向 が 認め られ た 。 環 虫 と 縮 虫 で は 4 歳 以下 が 低 
率 で ある ほか , 各 年 齢 層 と ゃ も 著 明 な 差 が な く ,。 た ヾ 貞 虫 
に は 青年 期 た 低 率 な 現象 が 認め られ た (第 2。 3 表 及 び 第 
1 図 ) 。 
5. ヅ ビ 多 と アメ リカ ヵ の 養 法 に ょ る 検出 成 
績 を みる と , 陽性 率 は や 前 者 に 高い が , 両 種 と も 高 鹿 
に 侵 て お り , 年 分 布 は ほ 同型 で 幼年 か ら 年 
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期 に 向っ て 明らか に 増加 し , 成人 で は ほ き 定常 の 高い 陽 
性 率 を 示す こと が 認め られ た (第 4 表 , 第 2 図 )。 

6. 男女 別 の 陽性 率 を みる と , , , と も 
著 差 が な いか , 或 は 女子 の 方 が 高 率 な 場合 も ある こと が 
示さ れ た 。 

Summary 


A survey of intestinal helminthic infections of 
2,006 inhabitants of Amami Oshima Island (located 
close to Okinawa) was made by applying the three 
methods simultaneously, the direct smear, floata- 
tion and test-tube cultivation. 


The ratio of positives obtained by each method 
to the total number of positives in each of the 
main parasites were as follows: Ascaris, direct 
smear 75.0%, floatation 93.3%, cultivation 05% ; 
Trichuris, 52.7%, 69.6%, 0% ; hookworms, 26.8%, 
86.2%, 94.0% ; Strongyloides, 35.8%, 0%, 94.0%, 
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respectively. Test-tube cultivation was proved to 
be the best in detecting hookworms and Strongy- 
loides infections. 

The ratios of hookworms were about 70% in all 
of the areas examined. Results of cultivation 
showed that Ancylostoma duodenale was more pre- 
valent than Necator americanus, though their mixed 
infection was very common,. The ratios of As- 
caris, Trichuris and Strongyloides differed remark- 
ably by the localities. 

Age distribution of hookworms was remarkable 
in that the ratio increased by the age groups up 
to the adult stage, being higher than 90% in 
groups more than 20 years’ old. The age dis- 
tribution patterns off Ancylostoma and Necator 
were essentially similar. Less significant differ- 
ences were seen.in the ratios of other helminths by 
age groups. 
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肺 吸 の 生 理 
ッ エ ステ ルマン 肺 吸 貝 (Paragonimus westermani Kerbert, 1878) の 組織 化学 
特に 質 , 核酸 及び ォ オォ スラ マラ ア ター の 分 布 


千葉 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
(昭和 32 年 11 月 25 日 受領 ) 


まえ が き 

ウッ ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 (Paragonimus westermani Ke- 
rbert, 1878) の 形態 発育, 病理 等 に 関し て は , 既に 数 多 
く の 先 人 の 研究 に と ょ っ つて 凡そ その 全角 が 明らか に され て 
いる が 本 吸虫 の 生理 と いう ぅ 観点 か ら の 研究 は 未だ 余り な 
され て いな い 。 肺 吸虫 は 腸管 その 他 に 寄 生 す る 吸虫 類 と 
景 な つて その 生活 環境 を 主 と し て 肺 臓 と い ぅ 特殊 な 部 位 
に 有 し て お り , 典型 的 な 場合 に は 可 成 り 厚 い 線 維 性 肉 症 
組織 で 囲ま れ た に 2 貝 は 3 虫 時 と 1 (人 体 
肺 吸虫 症 で は 1 中 1 虫 が 多い ) が 数 年 乃至 十 数 年 の 長 
時 日 に 豆 つ て 寄生 し , 産卵 等 の 重要 な 生理 機能 を 継続 し 
て いる こと が 明らか に され て いる か ら , この 様 な 特殊 な 
生活 環境 に 順応 し て 審 生 を 続け る た め に は 貝 体 の 代謝 生 
理 に は 或 は 特殊 な 機構 が 存在 する の で は な いか と 思わ れ 
る 。 然 し 征 ら この 様 な 観点 か ら の 研究 は 極め て 明 く 未だ 
不明 の 点 が 多い 。 先 きた 著者 ら (1957) は 肺 吸虫 の 虫 卵 卵 
襲 の 形成 に 際 し て は 卵黄 腺 (Vitelline gland) が 主要 な 役 
割 を 演ずる 事 及び その 形成 過程 を 主 と し て 組織 化学 的 観 
察 か ら 明 ら か に し て 報告 し た 。 荻 本 (1956) は 最近 大 平 肺 
吸虫 (Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939) を 材料 と し て 
容 物 に 体 と 同様 に 糖 し て グル コー ス 及 び 
各種 の アミ ノ 酸 を 検出 し , 虫 相 内 容 物 も 赤 虫 体 の 栄養 に 
役立つ て いる も の で あろ うぅ 3 と 推論 し て いる 。 

著者 あら は こよ に ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 成虫 を 材料 と 


HIROYUKI YOSHIMURA & MUNEO YOKOGAWA: 
Physiological studies on the lung fluke. III. Hi- 
stochemical distributions of polysaccharides, nucl- 
eic acids and phosphatases in Paragonimus wester- 
mani Kerbert, 1878. (Department of Parasitology, 
School of Medicine, Chiba University, Chiba, Ja- 
pan.) 
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し て 組織 化学 的 観点 か ら 貝 体 の 物質 代謝 に 最も 重要 と 考 
れる 糖 核酸 及び フォ ス フ ァ ター の 分 布 を 追究 
し 之 等 物質 の 臓器 内 分 布 と その 臓器 の 機能 的 役割 に つい 
て 考察 を 試み た の で こ ゝ に その 概要 を 報告 する 。 
実験 材料 と 実験 方 法 
材料 は モク ズ ガ = より 分 離し た メタ セル カリ ア (20 箇 
乃至 50 箇 ) を 経 日 所 に 与え た 犬 及 び 猫 を 6 ヵ月 
誤 検 し , 肺 臓 の 虫 結 節 か ら ゃ られ た 成熟 し た 虫 体 を 多数 
使用 し た 。 固 窪 は 下記 の 組織 化学 的 染色 の 目的 に 応じ て 
行い と し て ペラ ラフ ィ ン た に ょ る 連続 し て 各種 
朱 色 を 行っ て 比較 観察 し た 。 
組織 化学 的 染色 の 種類 , 
(1) 糖 反応 (PAS 色 ) 
ヵ ル ノア 液 固 定 , PAS 染色 及び 嘩 液 試験 に よる グ 
リコ ゲー ン の 決定 , 
(2) 核酸 (RNA 及び DNA) 染色 
カル ノア 液 及び 緩 箇 フォ ル マ リ ン 液 固定 , 
a. メチ ル 緑 ・ ペ イロ ニン 色 。 
b. フォ イル ゲン 核酸 反応 。, 
c. トル イジ ン 青 に よる 核酸 メタ クロ マジ ー, 
(3) フォ スプ ファ ター ゼ 
冷 ア セト ン 固 定 , 
アル カリ 性 並 に 酸性 グリ セロ フォ ス フ ブフ ァ ター ゼ , 
(4) 対照 標本 
へ マト キシ リン , オ ジン 色 及び デイ ラフ ー 
ルド へ マト キシ リン 単 , 
実験 成績 の 要 
(1) 糖 質 
角 (Cuticule) 及 び 角 皮下 層 (Subcuticular 
tissue) : 
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Table 1 The results of the histochemical reactions in Paragonimus westermani 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 巻 ・ 4 号 


Carbohydrates 


Glycogen Polysaccharides 


Phosphatase 
Alkaline Acid 
P-ase P-ase 


Nucleic acid 
RNA DNA 


Cuticule — 
Subcuticular tissues 


(Bacement membran and 
muscle cell) 


Reticular tissues 


Oral sucker pharynx 
and oesophagus 
Intestine 


Excretory bladder and 
ductuli 


Vitelline gland 
Ovary 

Oviduct 

Uterus 

Egg in the uterus 
Testis 

Vas defferens 


+ + ま キ + 


+ トキ + 


+ + 


+ トト + 


+ 


| + 

+ 上 ++ ++ + 


ー : Negative, : Weak positive, : Positivee サ : Strong positive 


角 部 は グリ ュ ゲ ー ン は 認め られ な い が , PAS 楽 
色 に 淡 梁 し , 嘩 液 反応 で 消失 し な い 。 角 質 下 層 で は 
特に 筋 細胞 内 に は 極め て 豊富 と グリ ュ コゲ ー ン l 題 粒 が 
認め られ る 。 且 赤 液 反応 で 消失 し な い 性 に 
まる 多糖 類 を も 証明 され る 。 

縮 状 組織 (Reticular tissue) : 

貝 体内 臓器 (腸管 , 生殖 器官 等 ) を 支持 する 本 組織 
は 極め て な る 線維 様 く は 内 中 了 に ょ っ て 
多く の 小 巴 腔 様 の 間際 を 形成 し て いる が , この 部 に 
グリ コゲ ー ン が 極め て 豊富 に 充満 し て いる 。 即 ち 線 
維 様 中 隔 部 に 沿っ て 多数 の 大 小 不 同 の l 題 粒 が 集 衝 し 
有 に 分 し て いる 事 が 認め られ る が , 特に 
腸管 及び 生殖 器官 に 隣接 し た 部 位 に は 豊富 に 存在 
し , 体 の 表層 部 に 移行 する に 従っ つて 減少 する 傾向 が 
認め あら れ た 。 

卵 (Vitelline gland) : 

本 腺 組 織 の 糖 質 の 分 布 状 態 に つい て は 既に 著者 ら 
(1957) の 報告 し た 通り で ある 。 グリ コゲ ー ン の 豊富 
な 存在 及び それ 以外 の 糖 質 の 認め られ る こと は , 本 
腺 組 織 虫 の 卵 に 関与 する の 物質 の 存 
在 と 共に 軍 要 な 意義 が ある も の と 指摘 し た 。 

腸管 (Intestine) : | 

腸管 上 た は グリ コゲ ー ン 粒 が に 認め られ る 。 


腸管 壁 細胞 に は や グリ コゲ ー ン が 認め られ 
る 。 多糖 類 は 両者 共に 極め て 僅か に 証明 出来 る 。 
卵巣 (Ovary) 及び 附属 器官 (accessory organs) : 
卵巣 の 辺 縁 部 の 細胞 群 は 胞体 に 逐 し い 小 形 円 形 細胞 
の 集 囲 か ら な り 未 分 化 な 卵巣 組織 で ある 。 こ れ ょ より 
中 心 部 に 移行 する に 従 つ て 胞体 は 核 と 共に 増大 し 析 
円 形 の 光 第 に 分 化し た 大 型 の 細胞 が 疎 に 配列 する 。 
グリ コゲ ー ン は 前 者 の 未 分 化 な 細胞 に は 殆 ん ど 認 
め ら れ な い が 次 第 に 中 心 部 の 成就 分 化し た 細胞 に 移 
行 す る に 従っ つて 増加 する 。 特 に 中 心 部 の 大 形 細胞 内 
に は 可 成 多数 の 微細 l 題 粒 を 容 す る も の が 出現 し て い 
る 。 グ リコ ゲー ン 以 外 の 多糖 類 も 赤 略 * 之 れ と 類似 
し た 成績 を 示し て いる 。 卵 形成 腕 , 子宮 起 始 部 及び 
輪 卵 上 に た は 微細 な グリ ュ コゲ ー ン 粒 が 僅か ら 
認め られ る 。 
子宮 (Uterus) : 
子宮 上 皮 細 胞 及 び 子 宮 筋 細胞 内 に は グリ ュ コゲ ー ン 征 
粒 が 僅か に 認め られ る 。 


子宮 内 貝 卵 (Egg in the uterus) : ; 
卵殻 の 完成 さ れ た 貝 卵 で は 特に 卵黄 細胞 (Yolk 
cell) 内 に 極め て 豊富 に た グリコ ュ ゲー ン が 吸 め られ る 。 
グリ コゲ ー ン 以外 の 多糖 類 も 赤 卵 黄 細 胞 の 核 の 周辺 
部 に 輪状 に 中 等 度 陽 性 に 認め られ る 。 卵 細胞 自体 の 
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グリ コゲ ー ン は 疎 に 認め られ る 。 

(Testis) : 

毎 丸 組織 は その 外 廊 部 は 極め て 未 分 化 な 小形 の 精 祖 
細胞 が 志 に 配列 し 中 心 部 に 移行 する に 従 つ て 次 第 に 
分 化成 熟し , つ ゝ 精細 胞 え と 配列 す る 。 精 祖 細胞 及 
び 精 原 細胞 等 に グリ ュ ゲ ー ン は 認め られ ず 廊 余 の 多 
糖類 反応 が 中 心 部 に 近い 精 原 細胞 の 或 る も の に 僅か 
に 出現 する 。 成 熟し た 精細 胞 に は も ゃ は や 何れ の 糖 質 
も 認め られ な い 。 

9 核酸 (RNA 及び DNA) 

外皮 及び 角 下層 : 

皮 に 角 被 に は RNA, DNA 共に 存在 し 
な い 。 角 友 下 筋 細胞 に は RNA は 極め て 豊富 に 胞 
体内 に 認め られ 一 方 核 内 に 限っ て DNA も 之 
に 証明 され る 。 

状 組 織 : 

RNA は 極め て 淡 染 し 特に 網 工 に 沿っ て 僅か に 認め 
られ る が DNA は 全く 存在 し な い 。 

腺 : 

本 腺 組 織 た と RNA が 特異 的 に 豊富 に 存在 する こと 
及び 核 内 に DNA の 認め られ る 事 に つい て 
は 前 述 し た 糖 質 反 応 に お ける 成績 と 同様 に 既に 著者 
ら (1957) が 報告 し た 通り で ある 。RNA が 本 種 吸 貝 
の 貝 卵 卵殻 の 主 成分 を な す 蛋 白 体 の 礎石 と な る こと 
は 指摘 し た 如く で ある 。 

巣 : 

RNA と DNA の 分 布 に は 可 成 り 特 長 的 な 像 が み ら 
れる 。 即 ち 卵 巣 被膜 直下 に 相 接し て 存在 する 小型 の 
原 卵 細胞 で は 特に RNA 及び DNA が 極め て 蜜 に 
認め られ る の に 対し て や 中 心 部 の 分 化し た 胞体 並 
に 核 の 増大 し た 細胞 群 で は RNA は 次 第 に 減少 し 
DNA も 赤 閉 し く 疎 と な る が 一 方 核 小 体内 の RNA 
は 著 明 に 濃密 に 認め られ る 様 に な る 。 輸 卵 管 上 皮 に 
は 僅か 征 ら RNA 及 DNA 共に 認め られ る 。 

子宮 : 

子宮 上 皮 細 胞 に は 極め て 疎 に RNA が 存在 し , 一 
方 子宮 壁 筋 細胞 に は 可 成 り 密 に RNA 及び DNA 
が 存在 する 。 

子宮 内 虫 卵 : 

卵細胞 及び 卵黄 細胞 共に 可 成 り 濃密 に RNA l 題 粒 
が 認め あら れる が 特に 後者 に 豊富 で ある 。 両 者 の 核 質 
内 に は 密 に DNA が 認め られ る 。 

: 
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辺 縁 部 の 未 分 化 な 精 祖 細胞 ょ り 中 心 部 の 精細 胞 に 
至る まで DNA が 特 早 的 に 強 陽性 に 認め られ る 。 
RNA は や ょ 発育 し た 精 原 細胞 の 胞体 た 貴 に 出現 す 
る が 成就 し た 精細 胞 に 至っ て 却って 減少 消失 し 
DNA の み が 分 布 す る 。 
(3) フォ ス フ ァ ター ゼ 
角質 外皮 及び 角質 下層 : 
角 皮 層 で は 「 ア ルカ ヵ カリ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ 」 も 「 酸 
性 フォ ス フ ァ ター ゼ 」 も 共に 弱く 認め られ る 。 角 上 度 
下 基 底 膜 及び 角 皮 下 筋 細胞 に は 両 反応 と も 中 等 度 陽 
性 に 認め られ る 。 
組織 : 
両者 フォ ファ タ ー ゼ と も を も 細 く 出現 する 。 
消化 器 : 
「 ア ルカ リ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ 」 は 日 吸盤 より 順 頭 , 
食道 , 腸管 に 至る 何れ の 部 位 に お いて も , 中 等 度 陽 
性 に みとめ られ る 。 れ に 対し て 「 性 フォ スプ 
ター ゼ 」 は 前 者 に 比べ て 極め て 強い 陽性 反応 が 認め 
られ る 。 
両者 の 忌 に は 「 ア ルカ リ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ 」 が 極 
め て 強く 出現 する 。 一 方 「 酸 性 フォ ス フ ァ ター ゼ 」 
は 微弱 で ある 。 
卵黄 : 
「 ア ルカ ヵ カリ 性 及び 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ 」 共 に 陽性 
で ある 。 こ れ よ り 導 か れる 導管 記 に も 強い 反応 が 出 
現す る 。 本 組織 の 「 プ フォ ス フ ァ ター ゼ 」 の 分 布 に つ 
いて は 既に 著者 ら 1957) が 詳細 に 記 人 述 し た 。 
卵巣 : 
両 反応 共に 弱い 。 
子宮 : 
子宮 上 皮 細 胞 に は 特に 「 ア ルカ ヵ カリ 性 フォ ス フ ァ ター 
ゼ 」 が 強く 出現 し 特長 的 で ある 。 に 反し て 「 酸 性 
フ オ ス フ ァ ター ゼ 」 は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な いか , 或 い 
は 極め て 弱い 。 
子宮 内 虫 卵 卵 : 
久 細 胞 及 び 卵 黄 細 胞 共 に 「 ア ルカ ヵ カリ 性 フォ ス フ ァ タ 
ー ゼ 」 の み が 可 成り 強く 出現 する 。 
: 
両 フ ォ ス ファ ター ゼ 共 に 認め られ る が 酸性 フォ ス フ 
ァ タ ー ゼ の 方 が 閉 明 で ある 。 
以上 之 等 の 諸 成 績 を 一 括 し て 示し た も の が 第 1 表 で あ 
る 。 
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者 

肺 吸虫 の 代謝 生理 を 検索 する 研究 方 法 の 一 つと し て 著 
者 ら は 組織 化学 的 方 法 に ょ っ て 代 対 系 物質 の 最も 重要 と 
老 え られ る 糖 質 , 核酸 及び フォ ス フ ァ ター ゼ の 臓器 内 分 
布 を 調べ て 概略 上 述 の 如き 成績 が えら れ た 。 

即ち 糖 質 で は , 主として グリ コゲ ー ン が 虫 体 の 主要 器 
た る 生殖 器 臓器 や 腸管 等 の 支柱 組織 で あぁ る 状 組織 
内 に 極め て 豊富 分布 し て いる こと を 明らか に し た 。 先 
き に 桂 田 (1911) , 沢田 (1925), 山口 (1955) ら は 日 本 住 血 
明 虫 に つい て 之 れ と 同様 な 所 見 を 記載 し て いる 。 肺 吸虫 
に お ける グリ コゲ ー ン の 区 積 叉 は 貯蔵 部 位 が 主 と し て 本 
組織 で ある こと は , 絶え ず 主 要 器 官 で ある 生殖 器 了 系 臓器 
と の 間 に こ 代謝 が 行わ れ て いる も の と 老 え られ る 。 人 徳 こ れ 


ら 主 要 臓 器 の 周辺 部 の 綱 状 組織 に 特に 濃密 に 認め られ た 、 


と と は , 上 上 述 し た 通り で あつ て この 推定 を 裏 が き し て い 
る 。 本 組織 内 の 豊富 な グリ ュ ゲ ー ン は 恐らく は 毎 常 腸管 
内 に 多数 に 認め られ る 血球 の 存在 か ら 推 し て , 宿主 より 
摂取 し た 血球 基 の 他 の 液状 成分 (体液 ) 内 グリ ュ ゲ ー ン に 
由来 する と 思わ れる が , 腸管 可 を 通 つ て 本 組織 内 に 暫定 
的 な 貯蔵 を 行い , 重要 臓器 の 生理 作用 に 際 し て 動員 され 
消費 され る も ゃ の で あろ うぅ 。 其 の 他 比 較 的 多量 に 証明 され 
る 組織 は 角質 下 筋 細胞 , 卵巣 , 卵黄 腺 , 子宮 内 貝 卵 ( 特 

こ に 卵黄 細胞 ) で ある が , 角 走 下 筋 細胞 内 の ゲ グリコ ュ ゲー ン 
は 当然 虫 体 の 特有 な 運動 に 際 し て 主要 な ェ エネ ルギー 源 と 
な り 得 る で あろ うぅ し , 卵巣 及び 貝 卵 内 卵黄 細胞 で は 之 等 
細胞 の 発育 , 分 化 に 軍 要 な 役割 を 果して いる と 思わ れ 
る 。 卵黄 腺 内 の グリ ュ ゲ ー ン に つい て は 既に 著者 ら 
(1957) の 報告 し た 如く , 虫 久 の 卵殻 形成 に 複雑 な 動き 
を 示す こと を 推論 し た 。 グ リコ ュ コー ゲン 以外 の 多糖 類 の 意 
聞 に つい て は 未だ 不明 の 点 が 多い が , その 分 布 は 概ね グ 
リコ ゲー ン の 分 布 部 位 と 並行 し て 認め られ た 。 

次 に 核酸 で は , RNA は 特に 卵黄 腺 に 極め あて 豊富 に 認 
め られ, つい で 角 下 細胞 , 卵巣 , 丸 , 卵 内 卵 
黄 細 胞 及 び 卵 細胞 に 証明 され た 。 卵 黄 腺 内 の RNA が 本 
吸虫 の 卵殻 形成 に 関 純 する で あろ うぅ と 著者 ら (1957) は 推 
論 し た 。 生 殖 器 官 及び 虫 卵 内 の 卵黄 細胞 内 に 認め られ 
る RNA は 同時 に 存在 する グリ ュ ゲ ー ン と 共に 之 等 器官 
並 に 卵細胞 の 発育 , 分 化 に 関与 する と 思わ れる 。DNA 
は 特に 吾 丸 組織 と 卵巣 と に 共に 極め て 豊富 に 証明 され た 
が , DNA の turnover が 細胞 の 分 裂 に 関係 し て いる 点 
か ら 意 味 が ある と 考え られ る 。RNA が 組織 化学 的 若く 
は 細胞 化学 的 観点 の みな ら ず , 生化 学 的 観点 に 於 いて も 
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免疫 令 白 の 形成 と い ぅ 立場 か ら 最も 主要 な 位置 を 占め 3 
こと は 今や 疑う 余地 が な い 。 肺 吸虫 症 の 免疫 学 的 診 剛 
の 一 つと し て 用 いら れ て いる 皮 内 反応 の 抗原 の 活性 縮 
が , 著者 の 一 人 横川 ら (1956) た にょ っ つて 蛋白 体 で あろ 尺 
推定 され て いる 事 は 肺 吸虫 症 の 免疫 発生 と いう 観点 か 5 
みて も , 極め て 興味 ある 点 と 思わ れる 。 

最後 ヒ に フォ ス フ ォ ター ゼ の 分 布 に つい て は , 特に 取 
カリ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ が 排 び 排 管 , 腸管 等 
内 卵黄 腺 及 び 子 宮 強い 陽性 を 示し た 。 つ 
被 , 角 下 筋 細胞 , , 咽頭 食道 に 弱 陽 性 
め ら れ た 。 Rogers (1947) に よれ ば 条 虫 類 の 角度 太 び 
銅 虫 の 中 腸 上 皮 に , 強い アル カリ 性 フォ ス フ ァ ター 
存在 する 事 は 当該 位 が 含水 の 吸 に 関 する 
で ある こと に 意義 を 見 出し て いる 。Bullock (1949) 誠 
中 腸 上 皮 に 於 ける 本 酵素 は グル ュー ス 及 び 脂 肪 の 吸 履 k 
関 る も の と 思 殿 し , (1945) も 赤 日 本 住 血 
つい て , 拘 雌 管 に 面 す る 貝 体 の 角 皮 に 強い 反応 を 証明 し 
この 部 が 栄養 の 吸 政 に 関係 する も の と 老 を えて いる 。 導 
等 の 肺 吸虫 と た ょ る 所 見 で は 上 述 の 如く 排 洪 器 官 及 び 虎 
に 強い 反応 を 見 出し た が , この 部 位 が 虫 体 の 代 講 産物 
排 江 作用 に 重要 な 器官 で ある こと は 疑い な い 。 腸 忌 
更に 排 洪 作用 の みな ら ず 諸 種 の 栄養 の 吸 政 に 関与 す 移 
と は 常時 腸管 内 た 血球 を 多数 に 容 し , 更に ズ ダ ン 可 北 
の 大 な 脂質 球 が 認め られ る こと か ら , 糖 質 び 脂 
吸 に ゃ 関与 する と 考え られ る 。 他 方 酸 プ ォ スプ 
ー ゼ で は , 特に 吸盤 , 咽頭 及び 食道 部 周辺 及び 腸管 鐘 
最も 強い 反応 が えら れ た が , 上 述 の 如く この 部 が 栄 准 9 
の 及び 排 関係 の ある 器官 で ある 点 か ら 同 様 
理 機能 に 意義 を 有 し て いる を も の と 思わ れる 。 松 下 (1957 
は の 側線 の 部 に 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ が 強く 
出現 する 事 に 注目 し , 人 体 に 於 ける 肝臓 及び 腎臓 に 克 
る と 同じ 様 に 含水 炭素 , 脂肪 の 合成 或 は 分 解 更に 不 貢 
物 の 排 洪 等 に 関 純 す る も の で あろ うぅ と 述べ て いる 。 4 
器官 及び 虫 卵 内 の 両 種 フォ ス フ ァ ター ゼ は 之 等 組織 細 
の 発育 , 増殖 に 意義 が あり , 特に 前 者 に 於 て は 本 来 
機能 の 発現 に 重要 で あろ うぅ と 思わ れる 。 

結 

ッ エ ステ ルマン 肺 吸 貝 成虫 を 材料 と し て 貝 体内 の 草 
核酸 及び フォ ス フ ァ ター ゼ の 分 布 を 組織 化学 的 
究 し て 概略 炊 の 如き 結果 が 得 ら れ た 。 

1) 状 組織 に 卵黄 腺 , 子宮 内 卵 の 卵黄 
角度 下 筋 細胞 内 に は グリ ュ コゲ ー ン が 極め て 豊富 に 認め 5 
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Explanation of photographs 


Glycogen granules in the vitelline gland. (PAS. stain.) 

Glycogen granules in the reticular tissues. (PAS. Sstain.) 

Polysaccharides (containd glycogen) in the ovary. (PAS. stain.) 

Ribonucleic acid in vitelline gland and the ovary. (Methylgeen-pyronin stain.) 
Ribonucleic acid in the ovary. (Methylgreen-pyronin stain.) 。 


Feulgen nuclear reaction in the testis. 
Lipid substances in the vitelline gland and in the intestine. (Sndan black stain.) _ b 


Alkaline phosphatase in the uterus, reticular tissues and intestine, 
Acid phosphatese in oral sucker, 


to 


Abbreviation : Vit.=Vitelline gland. r.t.=reticular tissues. Int.=intestine. 
Ov. =ovary. Tes.=testis. Ut.=uterus. O.s.=oral sucker. 
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2) グリ コゲ ー ン 以外 の 糖 質 ( 所 調 多 糖類 ) は 角 皮 下 筋 
細胞 , 卵黄 腺 , 卵巣 , 内 丸 , 子宮 内 虫 卵 の 卵細胞 及び 卵 
鞭 細 胞 に 認め られ た 。 

3) 核酸 の 分 布 で は RNA は 卵黄 腺 , 卵巣 , 内 丸 , 子 
宮内 虫 卵 の 卵細胞 及び 卵黄 細胞 に つい で 角 皮 下 筋 細胞 , 
腸管 上 皮 細 胞 , 子宮 上 友 細 胞 に 可 成 り 豊 富 に 認め られ た 。 
方 DNA は 等 諸 組織 の に 存在 する が , 特に 
丸 , 卵黄 に 豊富 に 証明 され た 。 

4) アル カリ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ は 腸管 上 皮 細 胞 , 排 
洪 管 に 排 , 子宮 上 細 胞 及 び 黄 強く 出現 
し た 。 一 方 酸性 フォ ス フ ァ ター ゼ は 日 吸盤 咽頭 , 食道 周 
辺 部 に 強く 出現 し , つい で 腸管 上 皮 細 胞 , 角 皮 下 筋 細胞 
及び 卵黄 認め られ た 。 

5) 之 等 の 諸 成 績 か ら 糖 質 , 核酸 及び フォ ス フ ァ ター 
ゼ の 分 布 に は 臓器 特異 性 が 認め られ , 肺 吸 虫 の 代謝 生理 
特に 体 の 発育 , 産卵 , 栄養 の 吸 及び 排 等 に 相 
関 て いる も の と 考え られ る 。 
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忠 学 雑誌 ,) 6 (6) , 48 一 56. 一 24) 横川 宗雄 (1956) : 肺 
吸虫 の アレ ルギー, 寄生 虫 学 雑誌 , 5 (2), 298-299. 
ー25) 横川 宗雄 ・ 大 島 因 夫 (1956) : 肺 吸虫 症 の 皮 内 
反応 に 関す る 研究 (TII) , 各種 分 画 抗原 の 比較 , 第 16 
回 日 本 寄生 虫 学 会 東日本 支部 大 会 記事 , 8-9. 一 
26) 横川 宗雄 ・ 大 島 須 豊 ・ 平 野 多 開 ・ 中 川 
(1955) : 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 スク リー ニン グダグダ テス 
ト の 実用 価値 に た ついて, 日 本 医事 新報 , 1634, 19-23. 
ー27) 横川 宗雄 ・ 粟 野 林 (1956) : 肺 吸 虫 症 の 補 体 結合 
反応 , 皮 内 反応 と 補 体 結合 反応 と の 関係 , 日 本 医事 
新報 , 1703, 27-35. 


Summary 


Histochemical studies on the lung fluke, Para- 
Lontmus westermani Kerbert 1878, were carried 
out as the one of the physiological studies of the 
lung fluke. 

The results obtained are summarized as follows 
and shown in table 1 and photograph 1. 

1. Glycogen are richiy found in the reticular 
tissue, vitelline glands, yolk cells in the eggs and 
subcuticular muscle cells. 

2. Polysaccharides except glycogen are observed 
in the ‘subcuticular muscle cells, vitelline glands, 
ovary, testis, ovum and yolk cells in the eggs. 

3. Ribonucleic acid is found abundantly in the 
vitelline glands, ovary, testis and yolk cells, and 
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it is shown weakly in subcuticular muscle cells, 
epithelium of the intestine and uterus, 

Desoxyribonucleic acid is strong positive in the 
testis and ovary. 

4,. Alkaline phosphatase are detected most pro- 
minently in the epithelium of the jntestine, ex- 
cretory canal and excretory sack, uterus and 
vitelline glands. 
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Acid phosphatases are shown most strongly in 
the oral sucker, pharynx and oesophagus. 

5. The authors discussed about the relatiors 
between carbohydrates, nucleic acids and phos- 
phatases proved histochemically in various organs 
of the worm anrd their roles which would be played 
in the metabolic process of the worm., 
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肝臓 ヂ デス トマ 症 の 臨床 的 観察 


道 


名 古屋 大 学 医学 部 解剖 学 教室 
(昭和 32 年 12 月 6 日 受領 ) 


は じ め に 
三重 県 名 地方 に 肝臓 デス トマ 症 の て いる こと 
は , すでに 武藤 昌 知 , 越 尾 正義 (1921), 三重 県 衛生 課 
(1921) , 浅岡 竜太 郎 (1923) ら に ょ つて 詳細 に 報告 され , 
最近 で は 加藤 俊一 (1955) が 木 長良 , 三 川 の 合 
流 点 附近 の 水 都 及び これ に つづ く 支 , 下流 域 に お ける 和 住 
民 の 肝臓 ボス トマ の 感染 濃度 を 調査 し , 三重 県 の 長島 村 , 
伊 細 島 村 , 七 取 村 , 楠 村 , 木 苗 岬 村 に お いて は 相 等 の 感 
泉 者 の ある こと を 報告 し た 。 私 は 今回 七 取 村 の 肝臓 デス 
トマ 症 患 者 の 臨床 集団 検診 を 行 ぅ 機会 に 恵まれ , 2, 3 の 
知見 を えみ を た の で , その 概要 を 述べ て みた い 。 
疫学 的 所 見 
七 取 村 は 提 輩 川 と 多 度 川 と に か こま れ た 水田 と 縦横 に 
走る 堀割 (小川 ) か ら な る 指 斐川 の 河 線 面 よ りゃ も 低い 部 落 
で (第 1 図 ) , 部 落 民 は 大 部 分 川 骨 寄 り に 住み , 半 農 半 


第 1 図 三重 県 共 名 郡 七 取 村 平面 図 

光 の 者 が 多く , 度々 の 溢水 の た め 生 活 程度 は 低く , 最近 
に お いて は 昭和 28 年 9 月 , 13 号 人 台風 の 折 に は , 多 度 川 
が 決 壇 し て 。 浸水 実に 2 ヵ月 に 及 ん だ 住家 が あつ た と い 
5 。 面 積 は 5.71 平方 km, 戸数 は 430 戸 , 人 口 は 2,350 
名 で ある 。 集団 検便 を うけ た も の は その うぅ や ち 878 名 で , 
36.6 当っ つて いる 。 

1. 頻度 

MICHIO ISHIKAWA: Clinical observation of 


clonorchiasis (Department of Anatomy, Faculty of 
Medicine, Nagoya University) 


1) 肝臓 デス トマ 症 の 

住民 の 肝臓 デス トマ 症 の 頻度 は 第 1 示す よう で , 
即ち 受検 者 総数 878 名 の ぅ ち 肝 臓 ヂ デス トマ 貝 卵 陽性 者 は 
135 名 (15.7 で , 和男 が 女 よ りや や 多く, 70 歳 代 
も 多い 。 この うぅ ち 特 に 注目 され る の は 10 歳 以 下 の 年 細 
者 に も 5 例 , その ぅ ち 1 例 は 生後 1 年 未満 の も の で あっ 
た こと で あ 

2) 有 積 世帯 の 頻度 

有 積 世帯 の は 第 2 示す よう で , 即ち 265 世 
の うぅ ち , 家族 に 肝臓 デス トマ 患者 の ある 世帯 は 74 世 身 
(27.9 タ ) で , その 約 半 数 の 38 世帯 は 同一 家族 に 数 名 9 
肝臓 デス トマ 患者 が あつ た 。 相 等 の 有 積 感染 が み ら れ 
2. 原因 

肝臓 デス トマ の 第 1 中 間 宿 主 が マメ タニ = シ , 第 2 中 間 
宿主 が 淡水 魚 で ある こと は 丸 論 の な いと ころ で ある が , 
よ ょ し 患者 が 淡水 魚 を 生食 し な く て も , その 調理 の 仕 訪 , 
例え ば 不 充 分 な 淡水 魚の 焼付 け 等 に ょ よ つ て は , 感染 只 と 
な りう ぅ うる こと は 充分 想像 で きる 。 又 生 水 が 感染 源 と な り 
うる か どう か は 学者 の 意見 が いろ いろ で ある の で , この 
方 面 も 併せ て 調査 じ た 。 

1) 感染 者 の 摂取 し て いる 淡水 魚の 種類 

感染 者 60 名 の 摂取 し て いる 淡水 魚の 種類 は 第 3 表 に 
示す よう で , フナ が 最も 多く , ヒガ イ が 最も 少 い 。 

2) 感染 者 の 淡水 魚 生 食 調査 

感染 者 60 名 の ぅ う ち 淡 水 魚 を 好 ん で 生食 する も の は 4 
名 (71.7 %), 生食 する も の は 13 名 (21.6 ), 全 * 
し な いも の は 4 名 (6.7 タ ) で あぁ つた 。 

3) 感染 者 の 好 ん で 生食 する 淡水 魚の 種類 

43 名 の 感染 者 の 好 ん で 生食 する 淡水 魚の 種類 は 第 # 
示す よう で フナ が 最も 多い 。 

4) 飲 

感染 60 名 の ぅ ち 水 道 使用 者 は 16 名 (26.7 , 
井戸 使用 者 は 44 名 (73.3 , この ち 河 水 を 飲む 
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第 1 表 肝臓 デス トマ の 


受検 者 総数 


感染 者 総数 


5 
12 
32 


+ 


で, 
は 
て が 
2 
っ 
第 2 表 肝臓 デス トマ 症 の 有 積 世帯 数 べ て 水槽 中 で 洗 准 され , ここ で 大 部 分 は 調理 され る 。 (第 
24 12 昭和 28 年 人 台風 13 号 の 水 ょ っ て 浸水 を うけ た も の 
の 3 1 は 感染 者 60 名 中 41 名 (68.3 で あつ た 。 
、 れ 9 5 1 
上 33 7 
肝臓 デス トマ 感 138 名 に つい て みる と 2 感 
は と の 共存 が 15 例 (10.9 ) , 多 と の 共存 が 9 
中 (6.5 虫 と の 共存 が 5 例 (3.6 で あり , 3 
が 感染 で は 回 , 虫 共存 が 4 例 (2.9), 多 , 虫 共 
i 第 3 表 感染 者 の 摂取 し て いる 淡水 魚の 種類 (感染 者 60 名 ) 
" 感染 者 数 。 54 43 37 37 37 26 17 11 10 
表 に 第 4 表 感染 者 の 好 ん で 生食 する 淡水 魚の 存 が 2 例 (1.4 ), 上 貝 , 多 虫 共存 ぶ 1 例 (0.7 必 ) と な 
種類 ( 好 生 食 者 43 名 ) っ て いる 。 ; 
臨床 的 所 見 
+ ょ 43 虫 卵 保有 者 60 名 た に つい て 症状 その 他 の 検索 を お こ な 
全く 感染 者 数 38 35 18 つた 。 そ の 成績 は 泊 の ょ う で ある 。 
88.4 81.4 . 40.5 1. 症状 
1) 自覚 症状 
第 4 の ある も の は 2 名 で あつ た 。 し か も 井戸 は すべ て 掘 抜き 感染 者 60 名 の 自覚 症状 は 第 5 表 に 示す よう で , 比較 
井戸 で , 地下 6~7m を 直径 約 20 cm の 鉄管 で 掘 抜き 的 多く み ら れ る の は 腹痛 (28.3 履 ) , 全身 意 憶 (21.6 %), 
地下 水 が 地 上 に 湧出 する の を 縦横 各 約 1m 高き さ 約 1m 腰痛 (21.6 ) な ど で あ る が , 無自覚 性 の も の が 相 等 に 
), 水槽 に て り , 満水 する 水 を 井戸 端 の 水槽 た 受け 多い 。 
本 入れ る 。 水 槽 中 に は 必ず 放 魚 する 習慣 が ある 。 食 器 は す 2) 他 覚 所 見 
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第 2 図 


第 5 表 自覚 症状 (感染 者 60 名 ) 


状 例 数 
食 欲 3 5.0 
食 減 9 15.0 
便 秘 8 13.3 
下 1 
便秘 , 下痢 交互 1 
腹 16 28.3 
右 肩 8.3 
肩 13 21.6 
13 21.6 
9 15.0 
脈 1 
振 2 3.3 
18.3 
1 
1 1:7 
総 数 60 100 


感染 者 60 名 の 他 覚 所 見 は 第 6 青 た 示す ょ うぅ で , 比較 
的 多く み ら れ る の は 舌苔 , 肝臓 部 圧痛 な ど で あ る が , 他 
覚 所 見 の 少 い 軽症 の も の が 多い 。 

2. 白血球 百分比 : 

白血球 百分比 の 正常 範囲 は 球 3 分 節 球 


( 40 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 4 号 


筆 6 表 他 覚 所 見 (感染 者 60 名 ) 


所 例 数 
栄養 不良 4 6.7 
頻 脈 1 
5.0 
腫 2 3.3 
17 28.3 
肝臓 部 圧痛 16 26.7 
10 16.7 
腹 水 1 
総 数 60 100 


45~55 , 単 球 3 リン 球 好 塩 基 
好 酸 球 2 3 で ある , 本 患者 54 名 の 
球 百分比 を 検索 し , 正常 値 と 比較 し て , 第 7 表 に 示す ょ よ 
う な 成績 を えた 。 即 ち , 好 酸 球 増加 の も の が 36 名 (66.7 
%) み ら れ た 。 こ の うち 6 名 (11.0 ) は 11 以 上 の 好 
酸 球 増 多 を 示し た 。 


第 7 表 白血球 百分比 (感染 者 54 名 ) 


球 球 球 球 球 球 
増 加 13 5 1 30 0 36 
正 党 32 23 25 24 54 18 
減 少 9 26 28 0 0 0 
総 計 54 54 54 


54 54 54 


3. ウロ ビリ ノー ゲン 反応 

新鮮 尿 約 5.0 cc に 試薬 10 滴 を 加え , 5 一 10 分 後に 判 
定 し た 。 色 は を る も の は 陰性 (一 ), 紅 色 
を 旦 す る も の は 疑 陽 性 ( 士 ), 淡紅 色 を 量 す る も の は 陽性 
( 十 ), 紅色 を 呈す る も の は 中 等 度 陽 性 () , 深紅 色 又 は 
紫 紅 色 を 量 す る も の は 強 陽性 ( 圭 ) と し た 。 

感染 者 56 名 の ウロ ビリ ノー ゲン 反応 は 第 8 
す よ う で , 陽性 者 は 14 名 (25.0 ) あつ た 。 


策 8 表 . 尿 ウ ョ ビリ ノー ゲン 反応 (感染 者 56 名 ) 


例 数 2 3 9 29 13 


” 3.6 5.3 16.1 51.8 23.2 


| | 
| | 
| 
a 
‘ 
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0 
ーー 
| | 
| 


(1958'] 


昭和 33 年 8 月 
考 察 

小林 晴 浴 郎 1910) が 肝 吸 虫 の 第 2 中 間 和 宿主 は 角 科 魚 族 
で ある こと , 又 , 武藤 昌 知 (1918) が 第 1 中 間 宿 主 は マメ 
= Parafassarulus (Bithynia) striatulus var. japo- 
cus で ある こと を 発見 し て 以来 , 肝 吸 虫 の 全 発 育 環 は 
な っ つた 。 

本 症 の 感染 経路 に つい て は 小林 晴 治郎 (1912) は 淡水 魚 
の 生食 に よる と 主張 し , 又 , 武藤 昌 知 (1919) は 生魚 又は 
死 魚 か ら 離し た 成熟 被 包 幼虫 が 水 を 介し て し 得 
る こと を 立証 し た 。 即 ち 本 症 の 感染 経路 に は 魚の 生食 感 
染 , 水 感染 の 2 様 の 経路 が ある が , 実際 問題 と し て 重要 な 
こと は , これ ら の 32 欄 の 経路 の うぅ ち 何 れ を 重要 視 す べき 
か と いう こと で ある 。 長 野 寛治 1951) は この 問題 た に つい 
て , 追試 観察 し て , 自然 の 状態 に お いて は 水 を 介し て の 
感染 は 一 定 の 条 御 の 下 で は 起り 得る と 考え られ る が , 普 
通 の 場合 に は 起り 難い と 述べ て いる 。 併 し 私 の 観察 で は 
(1) 全く 魚 を 生食 し な いも の に る ゃ も 感染 者 が あつ た こと と, 
(2) 10 歳 以下 , 1 例 に お いて は 生後 1 年 未満 の も の に お 
いて , 魚の 生食 を 好ま な いも の に お いて る も 感染 者 が あつ 
た こと , 3 世帯 の 集積 感染 が み ら れ た こと , (4 和 ) 感染 
者 の 家庭 の 調理 場 の 状態 , 即ち 食器 な どの 洗 湊 を 放 魚 し 
て いる 水槽 中 で 行う 習 順 の ある こと な ど を 併せ 考え る と 
き , 自然 の 状態 に お いて も 水 感染 は 相 等 に ある も の と 梓 
像 され る 。 

本 症 は 免疫 拭 得 が 可能 で ある か どう か に つい て は 篤 原 
庄三郎 , 武 衣 叶 知ら (1921) の 詳細 な 研究 が ある 。 即 ち 武 
藤 は 20 匹 の 猫 の 肝臓 デス トマ 寄生 と 猫 の 年 齢 と の 関係 
を みて , 工 便 内 虫 卵 の 陽性 且つ 多数 ある の は 一 般 に 若い 
猫 で ある の に 反し て , 陰性 で ある の は 5 匹 の ぅ ち 生 後 8 
ヵ月 の 1 底 を 除く 外 4 匹 は 皆 高 今 で あり , し か る 4 匹 の 
うち 1 生後 8 年 を 経た も の を し , 臓 に は 
寄生 に ょ る 古い 変化 が あつ た が 虫 体 は 1 条 も な か つた と 
述べ て いる 。 な お 氏 等 は 肝臓 ヂ デス トマ アル コー ルル 抽出 液 
を 抗体 元 と し て , 肝臓 デス トマ 患者 血 消 に つい て 補 体 結 
合 反 応 を 検査 し , 肝臓 デス トマ 病 の 古い も の は 明らか に 
補 体 結合 反応 は 陽性 で ある けれ ども ゃ も, 軽症 で 新しい も の 
は 陰性 で あり , これ は 猫 の 敬 便 検査 の 成績 と ょ く 一 致し 
て いる と 述べ て いる 。 私 は 本 症 の 頻度 を 年 齢 別に 観察 し 
た が , 高齢 に と な る に し た が つて も 本 症 は 余り 増加 し て い 
な い 。 こ の 事実 は , 双 原 ・ 武 藤 ら が いう ぅ , 本 症 は 或 一 定 
の 旬 疫 織 得 が ある の を 想像 させ る 。 

本 症 の 臨床 症状 に つい て は 井上 閉 次 郎 (1900, 1903) は 
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(1) 軽症 , 即ち 肝臓 ボス トマ が 寄生 し て いて も 症状 を 旦 
さ な い の, (2) 中 等 症 , 食 思 不振 , 腹部 膨 下 
痢 , 浮腫 , 肝臓 肥大 を 呈す る も の , (3) 重症 , 即ち 門 脈 
才 血 症状 を 呈す る も の と に 分 類 し た 。Otto (1935) は 本 症 
は 肝臓 デス トマ 卵 の 集 塊 が 胆道 の 通過 を 阻害 する た め 胆 
を 基 する こと を 重要 視 し た 。 肝臓 デス トマ の 
素 に ょ る 症状 , 即ち 心 , 頻 肢 振 , テ 
様 な ど を あげ て いる 。 宮川 米 次 (1927) 
は 本 症 の 最も 主要 な る 症状 は 肝臓 及び 肝臓 の 肥大 , 腹水 
腫 , 消化 機能 障 黄 , 貧血 及び 夜 を あげ て い 
る 。 Bercovitz (1931) は 本 症 の 夜 盲 症 は ビタ ミン A 吸 上 政 
障 和 喝 に ょ る も の と し た 。 私 は 本 症 56 名 に つい て 井上 
の 分 類 と し た が つて 観察 し た が , 重症 は 1 例 , 中 等 症 17 
例 , 軽症 38 例 と な り , 無自覚 隆 の 軽症 例 は 全体 の 約 
を 占め た 。 

本 症 の 血液 所 見 に つい て は Craig & Faust (1951) る 
述べ て いる よう に 好 酸 球 増 多 が み ら れる 。 Bercovitz 
(1931) は 本 症 は 好 酸 球 増 多 の 他 に 白血球 増 多 を 示す と 未 


べ , 白血球 数 31,000, 又 好 酸 球 48 必 と いう 症例 を 報告 - 


し て いる 。 私 も 好 酸 球 の 増 多 (最高 30 を みた 。 リ 
ン >* 球 の 増 多 し て いる も の が 多く みう けら れ た 。 

本 虫 の 主要 審 生 部 位 は 肝臓 内 輪 腸 管 で , まず 胆道 の 病 
変 を 起 し , 次 で 肝 肛 実 質 細 胞 に 変性 を 起 し , さら に 隣接 
する 肝臓 内 門 脈 枝 を 圧迫 し て 門 脈 系 統 に 衝 血 , 郊 腫 , 腹 
水 を お こし , つい に 肝 硬 度 に 陥る こと が ある 。 こ の た め 
本 症 に お ける 肝 機 能 検査 は 臨床 上 重要 な こと で ある が , 
高橋 忠雄 (1950) も 述べ て いる ょ うぅ に, 肝臓 の 生理 的 機能 
の 大 多数 は 正常 の 数 分 の 1 の 残存 肝 組 織 と こと ょ っ て 全く 支 
障 な く 遂 行く され る 。 こ の 生理 的 余 午 は 多く の 限局 性 肝 疾 
思 に お いて , し ば し ば その 肝 機 能 検査 成績 に ょ る 病 型 判 
断 に 錯誤 を 来 す 。 肝 障 磁 が あつ て ゃ も , 肝臓 の 蛋白 , 糖 な 
どの 代 爾 機能 は 比較 的 晩期 まで 正常 に た た も た れる が , ウ 
ロビ リノ ー ゲ ン の 尿 中 の 増加 は 比較 的 早期 た に あら われ 
る 。 こ の 意味 に お いて , 私 は 肝 機 能 検 査 と し て 一 般 に 通 
ずる 簡易 な 方 法 と し て 尿 ウロ ビリ ノー ゲン の 定性 を 行い 


第 9 表 各種 症例 の 尿 ウ ョ ビリ ノ フー ゲン 反応 


(56 ) 

重症 0 0 0 1 0 
中 等 症 2 3 0 5 
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本 症 に お いて 25.0 の 陽性 率 を みた 。 山 形 (1952) 

の 33.0 に 比較 する と や や 低 率 で は ある が , 本 症 に お 

いて は 相 等 高 率 な ウ r ビ リノ ー ゲ ン 尿 を 証明 し た 。 な お 

症状 別に 観察 する と 第 9 表示 す よ ょ よう で , 義 状 増悪 に し 

た が い , ウロ ビリ ノー ゲン 尿 の 出現 が 多い 傾向 が ある 。 
び 

私 は 三重 県 七 取 村 の 肝臓 ヂ デス トマ 症 患 者 の 臨床 集団 検 
診 を 行い , 次 の 結果 を を た 。 

1) 受検 便 者 878 名 中 肝臓 デス トマ 貝 卵 陽性 者 は 138 
名 (15.7 ) で , 男 が 女 よ りや や 多く , 70 歳 代 が 最も 多 

2) 検便 を うけ た 265 世帯 の うち, 家族 に 肝臓 デス ト 
マ 患 者 の ある 世帯 は 74 世帯 (27.9 履 ) で , その 約 半 数 の 
38 世帯 は 同一 家族 に 数 名 の 本 症 患 者 が あり , 相 等 の 有 有 
積 感染 が み ら れ る 。 

3) 感染 者 の 好 ん で 生食 し て いる 淡水 魚 は フナ が 最も 
多い 。 

4) 飲料 水 は 主 に 掘 抜 井戸 を 使用 し , 井戸 端 の 水槽 中 
に 貯水 し , 放 魚 し , 調理 は そこ で 行わ れる 。 

5) 肝臓 デス トマ の 混合 感染 は 貞 虫 と の 共存 が 最も る 多 


6) 症状 は 無自覚 性 の も の が 多く , 自覚 症状 と し て は 
腹痛 , 全身 癌 憶 , 腰痛 な ど が 多い 。 

7) 他 覚 所 見 と し て は , 吾 苔 , 肝臓 部 圧痛 な ど で あ る 
が , 所 見 の 少 い 軽症 の も の が 多い 。 併 し 1 例 は 腹水 を 証 
衣 し た 重症 例 で あつ た 。 

8) 血液 所 見 に 好 酸 球 増 多 を 示す も の 66.7 で あつ 


9) 氷 ウ ロビ リノ ー ゲ ン 陽 性 者 は 25.0 選 で あつ た 。 


書き 終る に の ぞ み , 御 校 賜 わ つた 戸 教授 た に 深く 
感謝 いた し ます 。 な 3s, 本 研究 た 対し て 御 助 言 を えた 名 
古屋 市 立 東 市 民 病 院 戸 谷 博士 , 並び に 御 協 力 を え 公衆 
保健 協会 に 対し 厚く 御礼 押上 げ ま す 。 

本 論 の 要 日 本 消化 機 病 学会 東海 地方 会 第 13 回 
例会 に 発表 し た 。 
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Summary 

Mass-examination for clonorchiasis undertaken 
in Nanatori village in Mie Prefecture, . led. to the 
following results. 

1) Out of 878 persons examined, 138 (15.7%) 
were positive for Clonorchis sinensis eggs. The in- 
cidence in male was slightly higher than that in 
female. The highest incidence of all age groups 
was observed in seventies-year-old group. 

Out of 265 families examined, one or more cases 
of clonorchiasis were seen in 74 families, half of 
which had several cases of this disease in one 
family. Familial aggregation of the infection was, 
therefore, likely to be seen. 

The most frequent association of Clonorchis has 
been Ascaris lumbricoides. 

2) High incidence of clonorchiasis in this area 


い 
\ 
) 
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(1958) 


was thought to be attributed to the customs of 
eating the fish intermediate host of clonorchiasis, 
Cyprinus auratus uncooked, drinking water of the 
wells and cooking the food near the vessel in which 
water of wells was pooled and the fishes were fed. 

3) Although no remarkable symptoms were ob- 
served in the most of cases, subjective (stomache, 
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小型 大 平 肺 吸虫 (excysted metacercaria) 
の 白 へ の 感染 試験 
大 阪 府立 大 学 学部 獣医 学科 病理 学 教室 ( 任 一 色 四郎 教授 ) 
(昭和 32 年 12 月 12 日 受領 ) 
言 中 に と り 出 し , その 脱 後 運動 な る もの) 一 定数 を 


小型 大 平 肺 吸虫 Paragontmus iloktsuenensis 
と 略記 ) の 被 encysted metacercaria (以下 enmc 
と 略記 ) は その 形態 が 他 の 肺 吸虫 PP. westermanii, P. 
夫 々 と と 略記 ) の それ に 比べ て 
諾 分 小さ く , P.o. の 内 膜 に 相当 する も の が な い の で こ 
還 半 し を 完全 に 分 離す る こと が 至難 で ある と され て いる 。 こ 
ふか 従来 は 動物 試験 を 行う 際 に , 普通 本 虫 の 好 寄 
部 位 で ある = の 肝 その まま 投与 し て いる 。 従 つ 
その ( ・ 脱 虫 ) 一 定数 を 実験 動物 に 試食 
し め た 成績 が な い 。 

方, PP.z. の 脱 excysted metacercaria (以下 
xmc と 略記 ) は 概して 運動 が 活 病 で , 水 に 対す る 抵抗 
も 強い た め , 本 の 濃厚 浸 淫 の 河 で は ヵ = の 
束 死 その 他 に よ ょ つて exmc が 流水 中 に 遊離 し , 水 を 介 
し て の 人 体感 染 も 可能 で あろ うぅ と 想像 され て いる 。 従 つ 
て exmc の 感染 力 有 無 を 検討 する こと は 公 又 衛 生 上 極 
ぁ て 重要 で ある と 思う ぅ 。 以 上 の ょ うな わけ で 穫 者 ら は 本 
xmc の 一 定数 を 白 削 た に 投与 し , 試食 幼虫 数 に 対す る 寄 
E 虫 数 (感染 率 ) た つい て 若干 の 検索 を 行 つ っ た 。 こ に そ 
2 大 要 を 記載 し て 御 参 老 に 供し た いと 思 ぅ 。 

検査 材料 と 方 法 ・ 

mc は 本 邦 に お ける 有 4. の 模式 的 産地 と 考え られ て 
る 大 阪 府 新海 川 河 日 附近 産 の クロ ベン ヶ ケイ Sesarma 
ehaani (以下 S.8. と 略記 ) に 寄生 し て いる も の を 用 い 
=-。 即ち , exmc は 好 寄 生 部 位 の 肝臓 より 生理 的 食塩 水 

TAMOTSU TOMIMURA, AKIRA ARAKAWA & 

TADASUKE ONO : Experimental infection of rats 

with excysted metacercariae of Paragonimus ilokts- 

uensis (Chen, 1940) isolated from Sesarma dehaani 

(Department of Veterinary Science, College of 


Agriculture, University of Osaka Prefecture, Sakai, 
Osaka, Japan). 
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毛細 ビ ピペット (乳頭 付 ) に と り , 教室 飼育 の (生後 4, 
5 ヵ月 , 体重 g) の 内 奥深 くに 注入 し , 確実 
に せしめ た 。 試 食 白 削 日 を 追っ つて タク ロロ ホ ルム 麻 
酢 致 死 誠 検 し , 感染 の 有無 , 虫 体 の 介在 部 位 お ょ び 数 を 
調べ た 。 次 に 肺 吸虫 陽 隆 白 削 の 諸 臓 器 は 原液 10 倍 稀釈 
ホル マリ ン 水 に て 固定 , パラ フィ ン 包 埋 , ヘマ トキ シリ 
ン ・ エ オジ ン 薬 色 を 施し て 組織 内 に お ける 産卵 の 有無 を 
確か め た 。 な お , 検 虫 出 体 は 加 圧 下 に 70 必 アル コール 
固定 ヘマ トキ シリ ン 薬 色 の 永久 標本 を 作成 し て 子宮 内 
卵 の 有無 を 検査 し た 。 
検査 

exmc 2 ~35 = (平均 13.5 =) を 試食 感染 せしめ た 
般 30 頭 の うち, 陽性 者 は 僅か 10 頭 (33.3 ) で あぁ つて , 
感染 白 削 試食 り ま で の 経過 日 数 に 従っ つて 並べ る 
と 第 1 通り で ある 。 

表示 の ょ うに 陽性 者 10 頭 の ぅ ち 寄 生 虫 数 の 最も 多 か 
つた の は 30 号 の 3 , 23 号 の 2 あり , 残 
り 8 頭 は いずれ る 単数 寄生 で あぁ つた 。 10 頭 に お け 
る 試食 幼虫 数 に 対す る 寄生 虫 数 , 即ち , 感染 率 は 最高 
が 1 号 の 33.3 , 次 で 30 号 の 15.0 , 最低 は 24 号 の 
3.2 少 で あつ た 。 

學 に 虫 体 の 介在 部 位 お ょ び 数 は 第 1 図 の 「 る 」 で 示し た 
通り で ある 。 即 ち , 24, 16 号 で は 肝臓 (内 臓 面 に 附 着 ), 
20 号 で は 肺 臓 ( 右 中 葉 と 下 葉 の 間 ), 23 号 で は 2 令 の 3 
ち 1 隻 腹 (横隔膜 食道 列 ), 他 の 1 胸 
( 右 下 葉 腹面 附近 ) , 19, 13 お よ ょ び 2 号 で は いずれ る 胸腔 
(19 号 は 右上 薬 腹面 , 13 号 は 左 薬 背面 , 2 号 は 右 下 葉 背 
面 附近 ), 4, 1 号 で は 肺 臓 (4 号 は 右上 葉 と 中 葉 の 間 , 
1 号 は 左 葉 背 面 肺 実 四 内 に 侵入 し っ つ あ り ), 30 号 で は 
3 うち , 2 ( 左 背面 上 部 お ょ び 右 上 
面 附近 ) , 他 の 1 は 肺 臓 ( 右 中 ) の 実 ょ り 夫 々 検 


昭和 33 年 8 月 


(1958) 


第 1 表 小型 大 平 肺 脱 虫 (excysted metacercaria) の へ の 感染 成績 


9- る 0.45 0.53x0.48 ー 6 
0.51 0.65 Xx0.57 + 9 
* 死滅 虫 休 


出さ れ た 。 な お , 検出 虫 体 は 経過 日 数 と と も に 増大 の 傾 
向 を 示し (第 2 図 ), 経過 日 数 28 日 まで の 虫 体 で は , 子 
宮内 に 卵 の 産生 を 見 て いな い が , 29 日 以後 で は 総 て 証明 
され 。 30 日 以後 の 例 で は 主 と し て 肺 肪 膜 組織 内 あぁ るい は 
縦 隅 膜 組織 内 で の 卵 産 下 が 所 見 され た 。 し か し , 30 号 以 
外 は 肺 臓 に 定型 的 な 虫 四 腫 の 形成 が 認め られ な か つた 。 
論 議 

米良 (1951) は 戸 .o. と 戸 .w. の enmc, exmc の 生物 
学 的 性 密 な ら び に 食塩 水 た に 対す る 抵抗 力 な ど た に つき 詳細 
な 研究 を 行い さら に 対照 と し て 食塩 水中 に と り 出 し た 
Pz. の exmc を 用 い 健 康 白 削 (3 頭 ) へ の 感染 試験 を 試 
みた , その 結果 , 脱 胃 直 後 の exmc は 良く 感染 する が , 
食塩 水 (0.5 一 1.0 〆, 20~25°C) に 24 時 間 放 置 し た も の 
は た と ぇ 運動 が 活 滞 で あつ て を も, その 感染 力 は 閉 し く 低 
下す る と 述べ て いる 。 和 緒言 に も 述べ た よう に , 従来 P.z. 
の enmc ある い は exmc の 一 定数 を 実験 動物 に 径 日 投 
与 し , 試食 幼虫 数 対す る て 詳細 な 検索 
を 行 つ た 報告 は 殆 ん ど な い 。 従 つて この 点 を 十分 比較 老 
察し 得 な い が , さき に 穫 者 ら が 本 試験 と は 別に 本 虫 の 
enmc を 用 い 白 削 へ の 感 当 試 験 を 行 つ た 成績 (Sd. の 肝 
臓 を スラ イド グラス 軽 く 圧 平 し , ルー ペ (Xx15) に て 
enmc の 寄生 数 を 確認 し た 後 , 被 本 を 傷つけ る こと な くさく 
肝臓 を その まま シャ ー レ に 移し , 空腹 白 削 た 試食 せしめ 
た ) と 比較 すれ ば 第 2 表 の 通り で ある 。 表示 の よ ょ うに, 陽 
性 者 各 10 頭 に お ける 試食 幼虫 対す る 生 , 
exmc の 場合 , 最高 33.3 , 最低 3.2 (平均 8.3 
enmc の 場合 は 最高 86.7 履 , 最低 20.0 (平均 43.3 


(45 ) 


), また 陽性 者 1 頭 当 り の 平均 生 虫 夫々 1.3 
お よび 6.5 創 で 前 者 の 感染 率 は 後者 に 比べ 閉 し く 低い 』 
う で ある 。 に , 本 虫 の 白 体内 に お ける 発育 に 関し 
は , 既に 宮崎 (1944, 1945) の 記載 が あり , 同氏 は 本 虫 2 語 議 
感染 後 約 27 日 に て 路 成 就 の 域 に 達する こと お ょ よび 30 日 
の は 肺 臓 に 極 く 初期 の が 認め られ , さ 
に 40 日 月 に な る と 定型 的 な が 形成 され る と 
重要 事項 を 明らか に し て いる 。 従 つ て 29 日 齢 の も の 9 
子宮 内 に 初め て 卵 の 形成 が 認め られ た 点 は 宮崎 の 成績 3 
略 一 致し て いる 。 し か し , 筆者 ら の 所 見 で は 陽性 者 1 
頭 中 , 8 頭 が 単数 寄生 で あり , 3 令 寄 生 の 百 削 30 号 殿 
は , 感染 後 35~55 日 を 経過 し た も の で も 肺 臓 に 定型 
な の 形成 が 認め られ な か つた 。 

最近 , 穫 ら (1957) は P.o. の 幼 成 虫 (15~24 日 ) 
ー4 令 健康 白 腹 有 に 移植 し , 体内 に お け 3 
虫 体 の 生物 学 性 な ら び に 感染 内 へ の 
状況 な ど に つき 詳細 な 検索 を 行 つ た 。 そ の 結果 , 幼 成 
2~4 令 を 移植 し た は 肺 臓 に 的 な 虫 の 
成 が 認め られ た が , 1 隻 移植 例 で は いずれ る 検査 期間 r 
に の 形成 な ら び に 内 へ の 排卵 が 認め られ な 7 ヵ 
つた 。 以 上 の よぅ な 諸事 実 か ら , 筆者 ちら は P.z. お よび 
P.o. 感染 白 肛 お ける 貝 の 形成 に は , 少 3 
も 2 令 あ る い は それ 以上 の 貝 体 の 寄生 が 必要 で ある と 
えて いる 。 

小型 大 平 肺 吸虫 の exmc を 用 い 白 削 へ の 感染 試験 を 1 
い , 大 体 炊 の よう ぅ な 結果 を 得 た 。 
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昭和 33 年 8 月 (1958)】 
10 20 27 28 29 45 ~ 
第 2 図 検出 虫 体 の 大 きき 
第 2 表 小型 大 平 肺 吸虫 ezxmc の 白 展 へ の 感染 成績 と enmc の それ と の 比較 
陽性 者 1 頭 当 り の 陽性 者 10 頭 に 拓 け る 
試食 数 感染 数 寄生 虫 数 試食 幼虫 数 に 対す る 寄生 
最多 最少 平均 白 数 最多 平均 最高 最低 平均 
exmc 35 30 10 33.3 2 33.3 3.:2 8.3 
enmc 15 15.. 45.5 10 10 100.0 13 3 6:5 86.7 20.0 43.3 


1) 30 頭 の exmc2~35 (平均 13.5 っ) を 
投与 し , その 10 頭 (33.3 ) に 感染 させ る こと が で き 

2) 陽性 者 10 頭 に お ける 試食 ezxmc に 対す る 寄生 虫 
数 (感染 率 ) は 最高 33.3 , 最低 3.2 8.3 で 
あっ つた 。 

3) 陽性 者 10 頭 中 , 8 頭 は 単数 寄生 で あり , 一 定 の 日 
数 を 経過 し た も の で る も 肺 臓 に 定型 的 な 貝 腫 の 形成 が 認 
め ら れ な か つた 。 

本 研究 は 日 本 寄生 虫 学会 第 26 回 総会 (昭和 32 年 4 月 
8 日 ) に ぉ いて 発表 し た 。 
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Summary 


The authors have already reported a survey on 
the incidence of larval lung-flukes, Paragonimus 
loktsuenensis, in Sesarma dehaani collected from 
Shin-yodo River in Osaka Prefecture. 

The present experiments were conducted in order 
to determine if the excysted metacercariae isolated 
from the liver of the crabs are as infectious for 
rats as encysted ones, and the following results 
were obtained. 

1) Only 10(33.3%) of 30 rats fed with 2 to 35 
(Av. 13.5) excysted larvae were found to be 
infected. 

The rate of the recovery of metacercariae from 
the body cavity of rats, namely, the maximum 
rate of infection was 33.3%, the minimum 3:2% 
and the average 8.2% 

2) All of 10 rats which were fed with the liver 
of the crabs harbored the encysted larvae without 
the damage of their cyst wall, were found to be 
infected : their maximum rate of infection was 
86.7%, the minimum 20.0% and the average 
43.3%. 

3) It is confirmed that the rate of infection of 
the excysted metacercariae is very lower than that 
of the encysted ones. 
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腸管 寄生 4 種 ( , 東毛 , の 感染 
及び 症状 に 及ぼ す 相 互 作 用 に つい て 


達 * 


久 津 晴彦 * 安 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


労働 科学 研究 所 
(昭和 32 年 12 月 13 日 受領 ) 


言 

便 内 生 卵 検査 で 普通 に ょ く 検 出さ れる の は 多 
上 虫 東洋 毛 様 線 虫 , 団 虫 の 虫 卵 で ある 。 こ れ ら は 同一 
人 か ら 一 種類 だ け 検 出さ れる こと も ある し , 数 種 一 紅 に 
検出 され る こと も ある 。 上 上 記 4 種 だ け で 考え て みて る も 各 
種 貝 卵 同 時 検出 の 種類 (組合せ) は 4 種 全部 検出 か ら , 3 , 
2, 1 種 だ け 検 出す る も の , 及び 全く 貝 卵 を 検出 し な い 
場合 も 合せ て 16 通り ある 。 

こと の 様 な 混合 感染 を 取扱 つて 起 っ つっ て くる 疑問 は , 1) 朱 
種 虫 体 同 志 の 感 染 相 互助 長 , 又は 抑制 , 2) 感染 機転 の 相 
・ 違 に よ ょ る 混合 感染 の 起り 方 の 難易 な どの 要因 が 実際 に 
混合 感染 の 起り 方 の 頻度 に どの ょ うに 影響 を 与え て いる 
だ ろう か と いう こと で あろ 5 うぅ 。 前 者 は 内 的 要因 で あり 後 
者 は 外 的 要因 で ある が , 何等 か の 方 法 で これ ら の 影響 が 
証明 され れ ば 興味 ある 問題 で ある 。 

と ころ が 文献 を みる と 人 間 を 対象 と し た 此 の 種 の 研究 
は 見 当ら ず 僅 か に 鈴木 (1935 a, b) の 動物 実験 に よる 多 
と の 交叉 感染 , 堀田 ら (1935) の 同じ く と 
の 交叉 感染 , 松島 (1935) の 同じ く と の 感 
の 報告 バ み られ る だ け で ある 。 こ れ ら に よる と 若干 相互 
章 に 影響 が 認め られ て いる 。 

し か し 最近 た に 於 て は 表題 と や ゝ 趣き を 異 に する が , 氷 
吉 (1952) が ダビ = と アメ ぇ リカ ヵ 多 に 相互 抑制 が あ 
る と 発表 し て いる 。 

私 達 は この よう な つい て の 種 間 の 相互 の 影 


*TATSUSHI ISHIZAKI, *HARUHIKO KUTSUMIL, 
*SUMIKO YASUDA &** TATSUO SANO: Recipro- 
city of four intestinal nematodes on their infection 
and the condition of their host. (*Department of 
Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, 
**Institute for Labour Science, Tokyo) 


が る も し 実在 する な ら ば , 条件 を 吟味 し た 集団 を 対象 と し 
て 行っ た 検便 内 虫 卵 の 検査 成績 は 或 程 度 相 互 間 の 影響 を 
表現 する の で は な か ろう か と 老 え た 。 

感染 の 外 的 要因 の 均一 性 の た め に は 同一 区 域 の 農民 が 
よい し , 感染 の 難易 を 考慮 すれ ば 性 を 一 定 に し , 年 齢 も 
考慮 に 入れ ね ば な ら な い 。 更 に 既に 小宮 山 (1953) , 鈴木 
(1956) は 多 虫 の 家族 集積 性 を 認め , 林 (1957) は 釣 虫 に そ 
れ を , , 虫 に 認め ず , 口 (1956) は と 
細 虫 に 認め , 鍋 虫 に 認め な い 等 の 成績 が ある の で , 同一 
家族 か ら 幾 人 る も 被 検 考 が あつ て は な ら な い 。 

その 他 こ の 問題 を 論ずる た め に は 種々 の 要素 を 考慮 し 
な けれ ば な ら な いと 老 え る 。 し か し 私 達 は ひと ま づ 上 上記 
の 考慮 条件 に 合 つ た 対象 で 調査 し て みた 。 

対象 の 研究 方 法 は 初等 確率 論 の 概念 及び 推計 学 的 検定 
方 法 を 使用 し た 。 

調査 対象 と 調査 方 法 

調査 対象 : 昭和 30 年 8 月 上 旬 山形 県 酒田 市 北平 田地 
区 の 農民 男子 20~70 歳 合計 342 名 で ある 。 この 地方 は 
米 の 単 作 地 帯 で , 調査 対象 は 農業 専従 者 で ある 。 対象 選 
定 法 は 任意 抽出 法 に ょ っ た の で , 大 体 一 世帯 か ら 1 名 受 
検 し , 一 世帯 2 名 の 受検 者 は 皆無 で は な か つた が , 全く 
例外 的 で 数 例 に すぎ な い 。 

こと の 様 な 理由 か ら 調 査 対象 は 性 別 , 職業 に ょ る 差異 か 
ら 等 質 化 され , 又 家 族 集積 性 の 問題 か ら ゃ 除外 され て い 
る と 考え て よい で あろ 3 うぅ 。 ; 

年 齢 差 の 問題 は 感染 機会 と も 関連 し て 重要 な 要素 で あ 
る 。 こ の 問題 は 調査 成績 で 示す ょ ぅ に 各 貝 種 の 感染 者 の 
年 齢 構成 比率 が 相似 的 で あっ た こと か ら , 私 達 の 対象 を 
一 応 均 等 化 さ れ た も の と 考え る 。 

調査 方 法 : 受診 時 に 持参 し た 各自 の 区 便 を 厚生 省 寄 生 
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曰 検査 指針 (1955) に 基 ず き , 直接 塗 抹 3 枚 法 と 飽和 食塩 
水 浮 海 法 で 寄生 虫 卵 を 検索 し た 。 更 に 一 部 の 人 達 の 工 便 
を 培養 し て 多 虫 の 虫 種 を 判別 し た 。 

次 に 調査 し た 臨床 症状 は , 自覚 症状 と し て , 肢 量 , 動 
展 又は 息切れ , 腹痛 等 の 有無 。 他 覚 症状 と し て 血液 比重 
(硫酸 , 沈降 速度 1 時 間 値 , 網状 赤血球 数 
( 抹 禁 本 , Brilliant Kresylblan , Giemsa 後 染 
色 ), 好 酸 球 数  ( 抹 本 Giemsa ), 最大 血圧 及 
び 最 小 血 圧 ( 肘 動脈 ) 等 で あぁ る 。 

感染 か ら み た 腸管 4 種 寄 生 虫 の 相互 関係 

対象 342 名 の 検便 成績 を 各 虫 種別 に 集計 する と 次 の 如 
き 陽 性 者 数 を 得 た 。 釣 虫 卵 陽性 102 名 , 環 虫 卵 陽性 125 
名 , 東洋 毛 様 線 虫 卵 陽性 174 名 , 縮 虫 卵 陽性 78 名 で , 
全 虫 卵 た E つい て 陰性 の 者 70 名 で あぁ つた 。 混合 感染 の た 
め に 合計 数 は 実際 の 対象 より も 大 きく な つて いる 。 

表題 の 検討 を する 前 に 問題 に と た な る の は 対象 者 の 年 駒 分 
布 の 広い こと で ある 。 る も し 貝 種 に と ょ よ つ て は 感染 が 年 齢 要 
因 こ 支配 され る も の が ある と すれ ば , 検討 も 年 齢 別に し 
な けれ ば な ら な い 。 そ こ で 貝 種別 に 虫 卵 陽性 者 の 年 齢 分 
布 図 を 作 つ て みた 。 こ れ は 第 1 図 に 示 し た 通り で ある 。 


50 TT. 0 
Neg 
30F 
人 10 


第 1 図 寄生 虫 種別 感染 者 数 の 年 齢 分 布 
TT.0 = 東毛 , AS , HW 釣 
T.T= , Neg 陰性 者 


これ を 見 る と 4 種 の 虫 種 の いずれ を も , 寄生 者 の 年 秋 分 布 
は 王 に 相似 し て いる 。 こ の 結果 は 感染 に 年 齢 要因 が 影響 
し て いる と し て も 4 種 の 虫 種 共 に 同 程度 で ある と 考え ら 
れ , 集団 と し て 取扱 う 際 に 一 応 年 齢 を 考慮 し な く て も ょ よ 
い の で は ある まい か 。 

こと の 考え を 是認 する と , 先 に 述べ た よう に , 対象 は 性 
別 , 戦 業 , 家族 集積 性 の 影響 か ら 除 外し て ある か ら , 私 
達 の 対象 を この 研究 に 関す る 限り 等 所 化 され て いる と 見 
こと が 出来 。 

これ だ け の 考慮 を し た 上 で 表題 を 考え る と , 推計 学 的 
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検討 を する た め に は 帰 無 仮 説 を 立て ね ば な ら な い 。 そ こ 
で 次 の 仮説 を 立て た 。 
仮説 : 混合 感染 は 全く 偶然 の 結果 で あつ て , 各 虫 種 の 
感染 は 互い に 全く 独立 に 行わ れる 。 
この 仮説 を 認め た と する と , 調査 対象 の 人 達 の 中 の 葉 
と いう 人 の 械 便 か ら x 虫 卵 が 検出 され る 出現 確率 p は N 
が 充分 大 きい な ら 次 の 式 の よう に な る 。 
p (x) = 但し N= 人 数 性 者 数 
従っ つて 非 確 率 q は 
q (x) =1—p (x) =1ー- な る 。 
こと の 理論 か ら 各 貝 種別 に 出現 確率 及び 非 出 現 確率 を 求め 
る と 次 の 通り で ある 。 
負 : p (H) =102/342〒0.298, q(H) =0.702 
卵 : p(A) =125/342 0.365, q(H) =0.635 
東毛 : p(T) =174/342=0.509, q(T) 〒0.491 
: p(TT) =78/342=0.228, q(TT) =0.772 
この 確率 値 を も と に し て , 対象 の 中 の 茶 人 の 上 記 4 種 
寄生 虫 卵 全部 陽性 の 確率 を 計算 し て みょう 。 仮 説 に よれ 
ば 感染 は 互い た に 独立 で ある か ら , 4 種 寄生 虫 卵 全部 陽性 
の 確率 (p)) は それ ら の 貝 卵 の 出現 確率 の 積 で ある 。 
pi=p(H) p(A) Xx p(T) p(TT) =0.298x 
0.365x0.509X0.228=0.0126 
この 確率 は 対象 人 員 の 全部 に 朋 当 で ある か ら , この 確 
率 (p) と 対象 総数 と の 積 を 作れ ば 対象 全体 (集団 ) の 中 で 
の 4 種 寄生 虫 卵 全部 陽性 者 の 理論 値 (y) が 出 て くる 箸 で 
ある 。 
即ち X342 0.0126 342 4.3 
以上 述べ た 理論 は 4 種 寄生 感 の 起り 得る て の 
合せ 16 通り の 各々 に 有 当 で ある 。 但し この 場合 , 某 寄 
生 虫 卵 陰 性 の 組合 せ た 於 て は 非 出現 確率 (q) を 乗 ず る の 
で ある 。 
と この よう に し て 4 種 寄生 虫 卵 全 部 陽性 の 組 か ら 全 部 陰 
性 の 組ま で 含め て 16 通り の 感染 組合 せ の 各々 の 理論 例 
数 (理論 出現 値 ) を 求め る こと が 出来 る 。 
と ころ で , この 理論 値 は 仮説 を 真 で ある と し た 場合 の 
数 値 で ある 。 と ころ が 仮説 が 真 で ある か を 検 
に は この 理論 値 と 実測 値 を 比較 し て , その 差 が 有意 に な 
る か 否 か を し ら べ れ ば よい 。 但 し , この 場合 実測 値 相互 
も , 理論 値 相 瓦 も 互い に 関連 が ある の で 全部 一 括 し て ヵ 
イ 2 乗 検 定 を 行う べき で ある 。 そ こ で 自由 席 の 大 きい 場 
合 ヵ イ 2 (近藤 , 1949) を 行 つ て みる と , 第 1 
に 表示 し た 結果 に な つた 。 
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第 1 表 感染 の 組合 せ そ と その 実測 及び 理論 例 数 


多 実 理 カイ 2 定 
毛 測 論 (a—b)* 
虫 値 a 値 b b 
0.85 
+ + + 1.56 
103 3.44 
0.23 
1.42 
3.04 
4.09 
1.24 
5.96* 
102 125 174 78 342 343.2 Xx°=40.66 


(* 印 除 2* 23.71) 


これ を みる と 私 達 の 対象 の xX?=40.66, n=342, 自由 
度 これ を の くら べ る と p<0.01 と な 
つた 。 仮説 は 1 以 下 の で 定 され な けれ ば 
な ら な い 。 

この 結果 か ら 各 種 寄生 虫 間 の 感染 た は 相互 関係 を 向 定 
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出来 な いこ と に な る 。 そ こ で 第 1 表 を すこ し 吟味 し て み 
よう 。 表 中 で ( 差 ) */ 理 論 値 の 項 が 5 以上 の 組合 せ は 必ず 
4 種 全部 陽性 の 組合 せ , 多 虫 ・ 東 洋 毛 様 線 虫 ・ 縮 虫 組 , 縮 
虫 単独 組 で あつ て , 前 2 者 は 実測 値 が 理論 値 よ り 大 きく 
後者 は 小さ い 。 試 み に と この 3 組 を 除い て 計算 し て みる と 
x? 三 23.71 と な り ,。 この 場合 自由 度 13ー1=12 で 調べ て 
みる と , 0.05>p>0.10 と な る 。 これ か ら 考 を えら れる こ 
と は 特殊 な 組合 せ に 差異 が 大 きく 出 た た め に 全体 と し て 
の ヵ ゎ イ 2 乗 検 定 値 が 大 きく な つた こと で ある 。 

そこ で 私 達 の 成績 か ら 決 定 的 な こと は 何 も 言 えな い が 
上 記 の 吟味 か ら 矢 張 り 虫 種 と ょ つて は 相互 に 感染 に つい 
て 関係 が ある の で は ある まい か と いう 疑問 を 設定 し て る 
よい と 思わ れる 。 こ の 点 は 今後 更に 検討 され る べき で あ 


症状 発現 より みた 腸管 4 種 寄生 虫 の 相互 関係 


自覚 症状 : どの 貝 卵 も 陰性 だ つた 組 ( 無 感染 者 群 ) に み 
られ た 症状 出現 率 を 対照 と し て , 各 貝 種 の 単独 寄生 組 及 
び 2 種 混合 寄生 組 の 症状 出現 率 を 検討 し た 。 そ の 成績 は 
第 2 示し た 。 推 計 学 的 検定 に は ヵ イ 2 乗 検定 使用 

肢 量 : 無 感 染 者 組 で 比較 的 高 率 に 出 て いる の で , これ 
こ 対 し て 増加 の 傾向 を 認め た も の は 多 虫 ・ 東 洋 毛 様 線 虫 
混合 感 組 だ け で あつ た ( 10 <p<20 %) 。 

動 峰 及び 息切れ : 無 感 染 者 組 た に 比 し て 増加 し て いる の 
は 多 単独 感染 者 組 10 <p<20 , 東洋 毛 様 線 虫 


第 2 表 症状 ょ り 見 を 4 種 寄 生 虫 の 相互 作用 


無 感 染 虫 


た 22 25 


7 20 23 24 16 13 


20(29) 2(29) 7(35) 11(48) 8(34) 2(13) 3(24) 


17(24) 1(15) 48) 40: 29) 


36(38) 2(29) 8(40) 13(57) 11(46) 6(38) 5(40) 


1.054 1.053 1,053 1.053 


18:1 15.9 6.8 10.5 


4.1 3.4 3.5 5.1 3.4 


2.8 4.8 2.9 2.6 2.4 2.2 


自 25(36) 7(31) 6(24) 
動 切 10(15) 6(27) 3012) 
19(27) 8(37) 7(28) 
液 比重 1.053 1.053 1.052 
他 赤 沈 値 1 時 間 mm 7.8 8.0 13.6 
状 最 大 血 圧 mmHg 140 133 136 


最 小 血 圧 mmHg 86 83 82 


90 88 85 88 84 83 


( ) 内 は 百分率 
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独 組 (10 <p<20 で あぁ つた 。 

腹痛 : 無 感染 者 に 比 し て 多 ぐ の 組合 せ で この 症状 発現 
率 が 増加 し て いる の は 注目 すべ き で ある 。 増 加 の 閉 し い 
の は 多 虫 ・ 東 洋 毛 様 線 虫 組 (1 履く p< 5 %), 東洋 毛 様 
線 組 (1 p<5 ), 増加 し て いる の は ・ 東 洋 
様 線 組 (5 p<10 ) で ある 。 

多 虫 単独 組 は 東洋 毛 様 線 虫 単独 組 の 症状 発現 率 と 両者 
の 混合 感 梁 組 の 症状 発現 率 を 比較 し て も , 後者 の 症状 発 
現 大 きく , その 差 の 有意 性 の 険 は 10 <p<20 
ある 。 

他 覚 症状 : 前 項 と 全く 同様 に 無 感染 組 の 成績 を 基 に 測 
定 平均 値 の 増減 を 比較 し た 。 

血液 比重 平均 値 : 全 組 合せ が 殆 ん ど 同 値 で ぁ つ た 。 

赤血球 速度 1 時 間 平 均 値 : ・ 組 が 促進 し 
て いる よう に 見 える が , 血 洗 値 分 布 が 正規 型 で な く 指 数 
型 で ある た め F 検 定 (北川 , 増山, 1952) を 行う と 有意 に 
な ら な い 。 結局 全 組 合せ に 差異 が な い 。 

多い よう に 見 える 。 し か し 推計 学 的 検討 は 保留 する (分 
布 型 正規 な ら ず ) 。 

好 酸 球 数 均 値 : 無 感 た 比 し て 多 単独 組 , 
単独 組 , 虫 ・ 組 が 多い よう に 見 える 。 し か し 推 
計 学 的 検討 は 上 述 と 同様 の 理由 で 保留 する 。 

最大 血圧 平均 値 と 最小 血圧 平均 値 : これ は 年 齢 , 素質 
その 他 が 関与 する の で , 本 論 区 で は 検討 を 加え な い 。 人参 
老 ま で に 附 記 し た 。 

以上 の 他 覚 症状 を みて 目立つ こと は 多 虫 単独 組 , 東洋 
毛 様 線 虫 単独 組 及 び 両 者 の 混合 感染 組 に 於 て 各種 の 症状 
増加 が み ら れ る こと で ある 。 こ の 傾向 は 腹痛 の 項 で 閉 し 
い 。 腹痛 の 項 で は 上 記 単 感染 の 症状 出現 ょ り 
も 両者 の 混合 感染 組 の それ は , 更に 増加 し て 症状 の 相 加 
(或いは 相乗 と も 言 3 ) 作用 が 認め あら れ た 。 

この 成績 か ら 見 る と , 症状 発現 に つい て は 混合 感染 で 
は 貝 種 間 に 相 加 的 な 相互 関係 が ある と 考え を て よい と 思わ 
れる 。 

要 約 

農業 専従 者 で ある 男性 農民 20~70 歳 を 対 祭 と し て , 
任意 抽出 法 に ょ り 342 名 の 被 検 者 を 選定 し , 低 便 内 容 生 
査 (直接 抹 , 飽和 食塩 水 及び 自覚 症 
状 ( , 動 息切れ , 腹痛 ) と 他 覚 症状 比 
重 , 赤 洗 値 , 網状 赤血球 数 , 好 酸 球 数 , 血圧 ) を 調査 し 
た 。 こ の 対象 か ら , , 東洋 毛 様 線 虫 及び の 
. 検出 され た 。 
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1. 感染 に 及ぼ す 腸 管内 4 種 寄生 虫 の 相 。 検 
に 先立ち 年 齢 の 影響 , 家族 集積 性 の 影響 を 予め 除去 し た 
各 組 た に つき, 混合 感染 は 互い に 独立 た 行わ れる と いう 仮 
説 を 立て ,。 これ に 基き 各 虫 種別 に 対象 集団 の 虫 卵 出現 確 
率 及び 非 出 現 確率 を 計算 し た 。 こ の 理論 値 と 実測 値 の 差 
を 推計 学 的 に 検定 し た と ころ 1 以下 の 渡 険 率 で 仮説 は 
否 害 され た 。 各 組 の 内 容 を 吟味 し て みる と 感染 に 関し て 
相互 関係 あり と 考え た 方 が ょ いよ うに 思わ れる 。 

2. 症状 に 及ぼ す 腸 管 4 種 寄生 虫 の 相互 関 係 。 自 覚 症 
状 で は 動 峰 又は 息切れ , 腹痛 は 多 虫 単独 組 , 東洋 毛 様 線 
虫 単独 組 及 び 両 者 の 混合 感染 組 が 無 感 染 組 た と 比べ て 症状 
発現 率 が 大 で ある 。 又 混合 感染 に ょ つて 症状 相 加 が 認め 
られ た た 。 

他 覚 症状 で は 状 赤血球 数 虫 単独 組 及び 上 ・ 
罰 虫 組 た 増加 し て いる よう に 思わ れ た 。 又 好 酸 球 数 履 は 
多 単独 組 , 単独 組 , 多 , 組 多い よう ぅ に 思 
われ た 。 し か し 何れ も 推計 学 的 検討 は 行わ な か つた 。 


稿 を 終る に 当り 御 校 閣 を 賜 わ つ た 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 
に 感謝 を ささげ, 御 助 言 と 御 援 助 を 賜 わ つ た 東 
大 物 療 内 科 増 山 , 労働 科学 研究 所 大 島 士 , 楠 
その 他 の 方 々 に 謝意 を 表し ます 。 

本 論 六 は 昭和 32 年 9 月 筑 17 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 
支部 大 会 で 発表 し た 。 
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Summary 

Eggs of four species of nematodes (Necator 
americanus, Ascaris lumbricoides, Trichostrongylus 
onentalis and Trichocephalius trichiurus) were detected 
in this survey with several fecal examination 
technics on randomized 342 persons. 

All persons were divided into 16 groups such 
as positive for 4 species, positive for 3 species 
(four groups), positive for 2 species (six groups), 
positive for 1 species (four groups) and negative 
for all species. In every case no correlation was 
seen between the infection and the sex, age and 
tendency of famillial aggregation of infection. If 
the infection of four species of parasites were oc- 
cured independently one another, the expected 
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provability of detection of ova of each group 
should be equal to the multiplication of the ex- 
pected probabilities of infection of each species, 
In such manner, we have calculated each expected 
value (expected provability X342) to all groups, 
and compared them statistically with each observed 
value. The result proved that the hypothesis 
above mentioned could not be denied., 

Several clinical observation of these carriers 
were made. Necator and Trichostrongylus injured 
their hosts in point of subjective symptoms (pal- 
pitation and stomachache). Reticulocytes and 
eosinopholic leucocytes were seemed to be increased 
in the case of ascaris carriers, necator carriers 
and the case of its mixed carriers. 
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豚 卵 白 膜 を 中 の 人 卵 看 白 膜 に 
近似 し た 形態 と する た あぁ の 処理 法 に つい て 


中 山 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 32 年 12 月 13 日 受領 ) 


豚 子宮 下部 り り し た ま の 卵 は , 
便 中 の 催 虫 卵 と くら べ て , は る か に 膨 化 し た 粘着 性 の 
つよ ょ い 和 蛋白 膜 で 被 わ れ て いる 。 その た め に 周知 の ご と 
く , 虫 卵 相互 に 集 塊状 と な つた りり 実験 器具 に 附 着 し た り 
し て , 揮 作 上 に も 困る こと が 多い 。 

この ょ うぅ な 性 状 を も つ 豚 子宮 内 卵 を 中 
卵 の 代り に その まく 用 いて , 洗 導 試 験 , 粘着 性 試験 な ど 
の 物理 的 実験 た 使う こと は , 勿論 甚だ し く 不 適当 で ある 
と いわ ね ば な る まい 。 

また 中 の 人 卵 は , 1 個 1 個 採り 出し て 集め る 
の が 容易 な こと で は な く , それ な り に 工夫 され た 方 法 と 
し て 長野 (1954) の 報告 が ある が , し か し 多量 に 集め る と 
き に は 大 変 な 労力 と 時 間 と を 必要 と する 。 

以上 の よう ぅ な 不都合 を 避け る た め に は , どう すれ ば よ 
い の で あろ うか 。 こ ょ に お いて , 多量 均一 に 得 ら れる 豚 
銅 虫 子宮 内 卵 を あく まで 利用 し , これ に 一 定 の 処理 を 加 
えて 中 人 卵 た 酷似 し た 性 の も の に し , 人 
卵 の 代用 と し て 使い 得る よう に すれ ば , と いう 考え が 生 
じ て く る 。 も し この こと が ある 程度 可能 で ある な ら ば , 
実験 材料 と し て は 非常 に 便利 な わけ で ある 。 

た また ま 私 は , 貞 貝 卵 の 水中 沈降 速度 測定 の 実験 (中 
山 , 1956) に お いて , 豚 子宮 内 卵 を 人 工 腸 液 に 
すれ ば , その 蛋白 膜 は 非常 と よく 緊 繕 し て , 形態 的 に も 
物理 的 に ゃ 中 人 卵 た 酷似 し た 性 に な る と いう 
こと に 気がつい た 。 こ くに 属 め て 独立 の 報告 と し て , そ 
の 実験 方 法 の 大 要 を 述べ , 少し く 老 察 を 加え を えて みた い 。 


実験 材料 お よび 方 法 
( イ ) 卵 つい て ; 


KUNIKO NAKAYAMA : Treatment of the ova of 
Ascaris suilla to produce morphological resembra- 
nce to those of Ascaris lumbricoides in human fe- 
ces (Department of Parasitology, National Insti- 
tute of Health, Tokyo) 


豚 貴 虫 子宮 下部 2cm の 部 位 の 虫 卵 を 使用 する 。 貝 卵 
採取 に 際 し て は , 虫 体 を ょ く 水 洗 し , 豚 の 腸 内 容 物 な ど 
で され よ うに する 。 

卵 浸 液 に つい て ; 

その 艇 法 な ら び に 要点 は つぎ の 通り で ある 。 

2 クレアチン 溶液 ( に て する 。 
私 は ミク = 製薬 の も の を 使用 し た 。) を 作り , まず ガー ゼ 
一 枚 に て , つい で 決 紙 に て 妃 過 する 。 

) を 用 いて この の pH を 7.6 に 調整 する 。 
pH は 7.67.8 まで は 許容 範囲 で あぁ る 。 

( これ に 6 の 合 に 新鮮 腸 る 。 
は 5 一 10 の 間 ま で は 放 容 範囲 で ある 。 豚 胆 汗 自 体 に ゃ 
豚 世 ょ っ て 多少 の 濃度 差 が ある が , この 点 は 特に 考慮 す 
る 必要 は な い 。 私 は いろ いろ の を も の を 使用 し て みて 同じ 
結果 を 得 て い る 。 

(iv この 溶液 100cc に 対し て 約 2 万 単位 の ペ = シ リ 
ン を 加え る 。 こ れ は 殺 義 防腐 の た めで ある 。 こ れ を 加 を た 
な いと 3 一 5 日 で つよ ょ い 有 腐敗 が お こる 。 

(へ ) 法 に つい て ; 

材料 の 豚 遇 虫 卵 を 竹 串 の 先 で 非常 こと や わら か くさく 微細 に 
1 個 1 個 ほな ぐし な が ら , 漫 漬 液 に 入れ て いく 。 液 100 ce 
に て 大 体 の 体 より し た 子宮 内 卵 を 
入れ て よい 。 こ れ を 30°C の 遇 卵 器 内 に 保存 し , 5~7 
日 目 に 取り 出す 。 な お 容器 な ど は 減 菌 し た も の を 用 い , 
操作 も な る べく 無 莉 的 に 行 つ た ほう が よい 。 し か し 厳 窒 
な 意味 で の 無菌 操作 まで は 要求 され な く て も よい 。 

実験 結果 

と の 方 法 で 処理 し た も の , お よび その 他 の 方 法 で 人 処理 
し た も ゃ の の 各 形 態 を 写真 に 示し た 。 

見 られ る と お り に , この 液 で 処理 し た 豚 , 
お よび 中 人 卵 は と も に その 膜 が 非常 に 
縮 し て お り , 表面 は 大 体 滑 か で 軒 凸 が 少く , 全体 的 な 形 
態 に お いて ゃ も 甚だ 近似 し た も の に な つて いる 。 こ れ に く 
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第 1 各種 処理 
1. 葵 中 の 人身 卵 , 2. 液 処理 豚 卵 , 3. 無 処理 豚 


4.2 ホルマリン 処理 豚 , 5. 5 塩水 処理 豚 卵 
6.5 アル コー ル 処理 豚 虫 


第 1 表 各種 処理 虫 卵 の 膜 幅 仔 形成 能 
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し て いる 。 つ ぎ に 浸 漬 液 で 5 
日 間 し た 卵 を 3 回 水洗 
し て , これ を に し て 
30°C に 堪 状 し た と ころ , 20 
日 目 で すべ て の 貝 卵 内 容 は 仔 
と な つた 。 即 ちこ の 
を ほど こし て も , 貝 卵 は その 
仔 虫 形成 能力 を 失 つ て いな い 
わけ で ある 。 な お この 険 , 監 
縮 し た 蛋白 膜 の 状態 に 変化 は 
み ら れ な い 。 
各種 の 処理 を 行 つ た 貝 卵 の 
白 膜 幅 平均 値 よび その 
養 に ょ る 貝 卵 発育 状態 を 第 1 
表 に 示し た 。 こ の 実際 の 計測 
値 を な て も , 浸漬 液 で 処理 し 
た 豚 子宮 内 卵 は , 中 
の 人 畑 貝 卵 に 酷似 し た も の に 
な つて いる こと が 知ら れる 。 
考 

以上 の 実験 で 示し た よう に 
一 定 の 浸漬 液 で 処理 すれ ば , 
豚 子宮 内 卵 の 膜 を 非 
常に よく し て これ を 
便 中 の 人 上 銅 虫 卵 た 酷似 させ る 


ら べ て , 5 アル コー ル お よび 5 食 塩水 た それぞれ 5 こと こと が 可能 で ある 。 し か し 確か に 形態 的 に は そう ぅ で ある 
日間 浸漬 し た 豚 上 虫 卵 は , 多少 の 差 こ そ あ れ , と も に 蛋白 と し て も , 物理 的 性 状 の 面 か ら は どう で あろ うか 。 これ 
膜 が まだ 膨 化 し て いて 思 凸 る 著 明 で あり , むし ろ 豚 畑 虫 こつ いて は , 水中 沈降 速度 (中山, 1956) な ら び に 粘着 
子宮 か ら 採り 出し た ば か り の 無 処 理 卵 た 近い 状態 で あ 度 (中 山 , 1958) に 関す る 諸 実 験 を 行 つ て 比較 し て みた 
る 。 2 愉 ホル マリ ン 浸 漬 虫 卵 は 大 体 こ の 中 間 の 状態 を 示 。 と ころ , 禁 便 中 の 人 興 虫 卵 と の 間 に 有 意 差 は み ら れ な か 


卵 の 種類 膜 幅 平 均 値 


に ょ る 発育 状 


中 人 2.6 ミク ン ( 土 0.36) 

液 処 理 卵 2.5 ミク タク ョ ( 0.29) 

2 ホルマリン 処理 虫 卵 4.9 ミク ョ ( 0.16) 

豚 子宮 内 5% ア ルコ ュー ル 13.1 ミク ョ ( 2.12) 
9.3 ミク ョ ( 1.61) 


14 日 一 18 日 で すべ て 仔 虫 を 形成 する 。 


同 
同 
同 
同 
同 
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幅 の 測定 に は , 卵 の 長径 よび 短 径 に 相当 する 部 位 の 蛋白 膜 を , それ ぞ れ 2 カ ヵ カ所 4 ヵ 所 測定 し 
て その 平均 値 を と り , それ を 1 個 の 虫 卵 の 蛋白 膜 幅 と し た 。 な 3 蛋白 膜 に は 叫 凸 が ある の で , 測定 に は その 
凸 側 まで を 計 つ た 。 な 438 看 折 膜 幅 平 均 値 は 虫 卵 30 個 を 測定 し た ゃ の で , 標準 偏差 を 附 記 し た 。 
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昭和 33 年 8 月 (1958)] 
つた 。 即 ち 形 態 的 の みな ら ず 物理 的 に も 両者 は 酷似 し た 
性 状 で て あり, この よう な 結果 を 縮合 する と , 私 の 方 法 に 
ょ つて し た 豚 卵 は , 中 人 卵 の 代用 と し 
て 物理 実験 な ど に 充分 使い 得る も の で ある 。 む し ろ 下 記 
の よう な 利点 の た め に , 実験 に と ょ つて は 状 便 中 の 人 政 虫 
卵 よ り も , すぐ れ た 材料 と な る で あろ うぅ 。 

( イ ) 形態 的 , 物理 的 に 中 の 人 卵 た 酷似 し て 
。 

(r) 障 時 に 多量 の 材料 を 同一 条件 下 に 労力 少く し て 
得 ら れる 。 

(へ ) 不純 を ず 卵 だ け を 純粋 に 集め 得る 。 
(=) 培養 に と よ ょ り 完 全 に 仔 虫 まで 発育 する 能力 を 失 つ 
て いな い 。 

( ホ ) 緊 さ れ た 膜 は 虫 卵 内容 が 仔 虫 と な つ 
て を も 変化 する こと が な い 。 

つぎ に この 液 が どの な 機 序 に ょ っ つて 子 
宮内 の 膜 を させ る か , の 問題 が 存在 する 。 
漬 液 で 処理 し た 貝 卵 を , 3 回 水洗 し て の ち 今 度 は 水 に 浸 
潰し て 室温 に 放置 する と , 5 週 目 に は すべ て 内 容 は 仔 貝 
と な る が , 蛋白 膜 は 45 日 を 経過 し て も 臣 繕 し た まく ゝ で , 
その 形態 を 変え る こと が な い 。 また この 処理 卵 が 腐敗 変 
性 し て 虫 卵 内 容 が 衣 明 化す る よう に な つて を も, 蛋白 膜 は 
依然 と し て 藻 締 し た まき の 形態 を 保つ て いる 。 これら の 
こと か ら み て , 葉 締 され た 蛋白 膜 は つ ょ い 抵 抗力 を も つ 
て お り , この 蛋白 膜 緊 繕 の 過程 は 不可 逆 的 な 化学 変化 に 
よる と 老 を られ る 。 

蛋白 膜 に 以上 の よう ぅ な 化学 変化 を お こす 漫 漬 液 の 詳細 
な 作用 機 序 に つい て は , 本 題 の 目的 と する と ころ で も な 
い の で , 充分 に 検討 は され な か つた 。 し か し 一 応 な が ら 
推察 を 試み る た め に , 豚 胆汁 お よび ペン クレ ア チ ン を そ を 
れ ぞ れ 単 独 に 使用 し て みた 。 結 果 は いずれ の 場合 に も , 
併用 の 場合 に くら べ て 緊縮 度 は か な り 低 下 し た 。 ま た 豚 
胆汁 の 代り に 和牛 腸 汁 未 溶液 を 使用 し て みて も 成績 は は る 
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か に 劣 つ た 。 即 ち 豚 腸 汗 と ペン クタ クレアチン と の 相乗 的 な 
作用 は 否定 で き な い と ころ で あろ うぅ 。 
作用 機 序 の 問題 を さら に 興味 深く 掘り 下げ て いく た め 
に は , 浸 漬 液 中 の 有効 因子 の 追求 だ け で な く , 蛋白 膜 側 
に つい て も 知見 を 集め あめ, ひい て は 蛋白 膜 の 形成 分 化 た に 及 
ん で 論じ な けれ ば な る まい が , これ ら は いずれ を 今後 の 
研究 に 僚 ち た い 。 
要 約 

豚 腸 よび ペン クタ レア チン を 成分 と する 液 で 処 
理 す る こと に より 蛋白 膜 を 緊縮 し て 豚 遇 虫 子宮 内 卵 を , 
形態 的 な ら び に 物理 的 に 敬 便 中 の 人 貞 虫 卵 た 酷似 し た 性 
状 の も の に する こと が 可能 で ある 。 


稿 を 終る に 臨み , 御 指 導 , 御 校 開 を 賜 わ やわ つた 部 長 小宮 
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Summary 
Treatment of the ova of Ascaris suilla with a 
solution containing hog bile and pancreatin pro- 
duces to bear their morphological and physical 
resembrance to those Ascaris lumbricoides human 
feces. Such resembrance was produced with contract- 
ion of protein coat of the former. 
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アァ クタ マー に ょ る 橿原 条 虫 駆虫 に 関す る 研究 
特に 絶食 させ な いで 投与 し た 場合 の 効力 に つい て 一 
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現在 海外 に 於 て 条 薬 と し て 発表 され て いる 
Hexachlorophene (2, 2'-diphydroxy-3, 3’, 5, 5’, 6, 
6'-hexachlorodiphenylmethan), Butynorate (di-n-butyl 
tin dilaurate) 及び Dichlorophene (2, 2'-diphydroxy, 
5, 5’.dichlorodiphenylmethane) 等 に 見 られ る 共通 の 欠 
点 と し て あげ られ る こと は いずれ る 投薬 前 に 16~24 時 
問 の 絶食 期間 を 必要 と する こと で ある 。 一 方 我が国 に 於 
て を も 著者 (1957) に と より アク タマ ー Actamer (2, 2'-dip- 
hydroxy-3, 3', 5, 5’-tetrachlorodiphenylsalfide) が 
条 の に 著しい 効力 を 有する こと が 発見 され た が , 
その 駅 虫 試験 た に 於 て は 前 述 し た 記 虫 薬 同 様 24 時 間 の 絶 
食後 投薬 し て 100 の 結果 を を た 。 

と ころ が 発育 期 並 び に 産卵 期 に ある 鶏 に 16~24 時 間 
の 絶食 を 強制 する こと は 極め て 短期 間 で ある か ら 鶏 に と 
つて 大 し た マイ ナス に は な ら な いよ うに 老 え られ る が 決 
し て 好ま し いこ と で は な い 。 

今回 閉 者 は か まる 欠点 を な くす る 意 途 の も と に 絶食 さ 
せな いで 給 錠 後 , 人 為 的 に 橿原 条 を させ た に 
アク タマ ー を 投与 し て , その 娘 貝 効力 を 検討 する と 同時 
に アク タマ ー の 鶏 に 及ぼ すす 影響 に つい て 調査 し た 。 

人 千 今 まで に お こなつ た 一 連 の 鶏 条 虫 の 駅 虫 試験 に際し 
て アク タマ ー の 提供 を 受け た 大 阪 合同 株 式 会 社 及 び 田辺 
製薬 株 式 会 社 に 対し て 深 厚 な る 放 意 を 表す る 。 

料 材 及び 方 法 

1957 年 6 月 17 日 解 化 後 50 日 の ロック ホー ン 6 羽 の 
雄 雛 オオ ハリ アリ の 内 ょ り 採 し た 4 個 の 
虫 を 飯 粒 に 挿入 し て 投与 し た 。 そ し て 17 日 
後 の 6 月 24 日 芸 上 に 排 江 され た 離脱 片 節 の 調査 か ら す 


ISAMU SAWADA: On the experiment for the rem- 
oving of the chicken tapeworm, Raillietina kashiw- 
arensis by actamer. Anthelmintic eficacy when 
administered by capsule without previous starvat- 
ion. (Nara Gakugei University, Nara, Japan) 


べ て の 紗 が 橿原 条 虫 に 寄生 され て いる こと を 確認 し た 。 
7 月 4 日 各 緒 の 体 軍 測定 後 , 午前 11 時 30 分 た に チッ ク フ 
ー ド を 施 与 し , 1 時 間 後 の 12 時 30 分 に 鶏 の 体重 1 kg 
に つい て 300 mg の アク タマ ー を 投与 し , 更に それ より うり 
5 日 後に 第 2 回 目 を 第 1 回 と 同 量 投与 し た 。 そ し て 7 月 
19 日 , No.4, No.5 の 2 羽 を 属 殺 し て 小腸 を 切開 し , 
残存 寄生 条 虫 の 有無 を 調査 し た 。 

7 月 19 日 残り 4 羽 の 体重 を 測定 し , 第 1 回 , 第 2 回 
と 同じ 方 法 で 体重 1kg に つい て 500mg の アク タマ ー 
を 投与 し た 。 そ し て 10 日 後 の 7 月 29 日 に すべ て の 肥 を 
し て 小腸 内 の 残存 生 条 の 有無 を 調査 し , その 
生 率 を 対照 区 の それ と 比較 し て , アク タマ ー の 
効力 を 検討 し た 。 
更に 試験 の 際 の 同様 4 月 19 日 化 の 
ホー ン 6 羽 を 3 ず つの 2 群 に わけ , 6 月 25 日 A 群 に 
は 24 時 間 の 絶食 後 , B 群 に は 虫 試験 と 同じ 方 法 で , 
体重 1kg に つい て 500 mg の アク タマ ー を 投与 し , 
2 日 後 の 6 月 27 日 A, B 両 群 の 鶏 を 属 殺 し て 小腸 を 芯 
義 し た 。 そ し て 小腸 壁 の 出血 の 有無 及び 内 ぞう ぅ の 丸 常 の 
有無 を 調査 し , アク タマ ー の 鶏 に 及ぼ す 第 2 次 的 影響 を 


検討 し た 。 
虫 成績 


施 し た 橿原 条 虫 の 数 及び アク タマ ー の 投 
量 は 第 1 如く で ある 。 

第 2 回 目 の ア クタ マー 投与 後 10 日 を 経過 し て , No.4 
No.5 を 必殺 し て 小腸 内 の 残存 寄生 条 虫 の 有無 を 調査 し 
た 結果 は 第 2 表 の 如く で あつ た 。 No.4, No.5 の 尋 に 
残存 し て いた 5 条 の 条 虫 は いずれ も アク タマ ー の 影響 を 
受け て 虫 体 が 頸 部 か ら 切 断 さ れ て 排 溢 され , 小腸 壁 に 残 
存 し た 部 か ら 再 生 し た 条 虫 で あつ た 。 て その 
生 部 位 が 橿原 条 虫 本 来 の 寄 生 部 位 で ある 空腸 前 端 部 と は 
耕 り , 極め て 下方 の 回 腸 後 端 部 に 見 られ た 。 

閉 の 体重 1kg に つい て 300mg の アク タマ ー を 2 回 
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昭和 33 年 8 月 (1958)] 
アク タマ 鶏 の 体重 アク タマ ー の 投与 量 
し た し た アク タ 投与 時 No. (g) 500mg/kg 
No. の の 体 尾 Al 630 310 
(g) 投与 後 の A2 580 290 
日数 A3 620 310 
1 8 650 200 200 27 
720 Bl 600 300 
3 530 160 160 B2 550 280 
4 ” 780 220 220 ” B 3 620 310 
5 4 860 250 250 / 
6 800 230 230 如く で ある 。 2 日 後に 両 の し て 小腸 を 切開 し 
小腸 壁 を 調査 し た が 出血 及び その 他 の 媒 常 は 認め られ な 
アク タマ 居 殺 時 に 3 寄生 条 ・ は 認め られ な か つた 。 
No. . の 飼育 日 施 与 後 の の 数 き (%) 考 
4 10 27 ) 7 月 4 日 第 1 回 の アタ タマ ー 投 を し 
5 1 42 25 た 6 日 か ら 3 日間 6 羽 の の 調査 し た 際 , 排 片 
は 全然 認め られ な か つた 。 こ れ は 全 寄 生 人 条 虫 が 投与 し た 
第 3 表 アク タマ ー の 作用 を うぅ うけ て 一 部 の 条 虫 は 頭 館 を も 含め た 
鶏 の No. 体重 (g) アク タタ マー の 投与 量 (mg) 全 虫 体 が , 他 の 一 部 の 条 虫 に 於 て は 頭 節 の み を 小腸 壁 に 
残し て か ら され strobila の み が 排 され て し 
2 1050 500 まつ た の で , の 小腸 内 に 老 片 を も つた 体 が 
3 780 400 消し , 老 熟 片 節 の 排 江 が お こ な わ れ な く な つた を も の と 考 
6 1020 500 を られ る 。 i 
な ぜ な ら ば 若 し ア クタ マー の 作用 を 受け な い 条 虫 が 小 
に. 腸 内 に 一 条 で ゃ 残存 し て いれ ば , この 調査 期間 中 に 排 洪 
鶏 の 残存 寄生 寄生 素 条 虫 の 長き 片 節 が 認め られ る 箸 で ある 。 橿原 条 虫 は 著者 (1956) の 行 
No. 数 (%) (mg) 
つた 終 宿 主体 内 と 於 ける 発育 実験 に ょ り を に 
2 2 25 32~ 38 試食 させ て か ら 1315 日 で 成 条 虫 に 発育 する 。 本 実験 
3 2 25 56~123 で 排 汰 片 節 の 調査 を だ おこ な つた 7 月 6, 7, 8 日 は 擬 開 
6 1 25 17 尾 貝 を 試食 させ て か ら 29~31 日 を 経過 し て いる か ら , 


連続 投与 し た 結果 は 第 2 表 に 見 られ る 通り , 再生 幼 条 虫 
が 残存 し て いた の で , 更に 残り 4 羽 に 体重 1kg に つき 
500mg の アク タマ ー を 投与 し た 。 そ し て 10 日 後に 鶏 を 
必殺 し て 残存 寄生 条 虫 の 有無 を 調査 し た 。 そ の 結果 は 第 
3 表 , 第 4 表 の 如く で ある 。 

必殺 後 小腸 内 の 克 存 寄生 条 虫 を 調査 し た 結果 は 第 4 表 
に 見 られ る 如く No.4 を 除い た 他 の 3 羽 に は 1~2 条 
の 再生 条 虫 の を 認め た 。 て 4 羽 の 残存 し 
て いた 寄生 幼 条 虫 の 平均 寄生 率 は 18.7 % で あつ た 。 
アクタ マー の 鶏 へ の 影響 を 調査 する 目的 の も と に 行っ 
た 絶食 後 の A 組 , 直後 の 組 へ の 投与 は 第 5 


若 し ア クタ マー の 作用 を 受け な い 成 条 虫 が 残存 し て いれ 
ば 当然 離脱 片 節 の 排 洪 が 見 られ る 筐 で ある 。 

2) 第 2 回 目 の ア タタ マー 投与 後 10 日 目 に あたる 7 
月 19 日 に 属 殺 し た No.4, No.5 の 鶏 に 寄生 し て いた 
条 虫 は いずれ る も 3789 mm の 長 さ で あつ た 。 これ ら の 
残存 条 虫 は 明らか に 第 2 回目 に 投与 し た アタ タマ ー の 作 
用 を 受け て strobila が か ら され , 小腸 に 残 
つた 頭 節 か ら 再 生 し た 幼 条 虫 で ある 。 又 第 3 回 目 に 投与 
し て 10 日 後に 属 殺し た No.2, 3, 6 の 鶏 の 小腸 内 に 
寄生 し て いた 条 虫 も 32 一 123 mm の 長 さ で あつ た が , こ 
れ ら の 条 虫 も 前 者 同様 小腸 壁 に 残 つ た 頭 節 か ら の 再生 幼 
条 と 老 られ る 。 


まま 
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3) 第 3 回 目 の ア タタ マー 投与 後 10 日 目 に 鶏 を 司 殺 
し て 小腸 内 を 調査 し た 結果 は 第 4 表示 す 如 く , 4 羽 中 
3 羽 た と 1~2 条 の 再生 幼 条 虫 が 寄生 し て いた 。 こ れ ら の 
平均 寄生 率 18.7 を 対照 区 と し て 10 羽 の に 8 ず つ 
の 橿原 条 を 試食 させ て 7? 月 29 日 試験 群 と 同 
時 に 属 殺し た 際 の 本 条 虫 の 平均 寄生 率 51 必 に 比較 すれ 
ば は る か に 低 率 で , 多数 の 橿原 条 虫 が 頭 節 を も 含め て 守 
全 駆 虫 さ れ た も の と 考え て よい 。 但し 16 一 24 時 間 の 絶 
食後 に 3 回 連続 投与 し た 前 廊 虫 試験 (1957) の 際 の ょ うに 
100 必 全 は 不可 能 で あつ た 。 

4) 第 1 回 の アク タタ マー 投与 後 属 殺 し た 2 羽 の 鶏 並 び 
に 第 3 回 目 の 投 与 後 属 殺 し た 3 羽 の 鶏 中 No. 6 を 除く 2 
羽 計 4 羽 の 鶏 の 小腸 内 に 於 ける 橿原 条 虫 の 寄生 部 位 は 醒 
原 条 虫 本 来 の 寄生 場所 で ある 裕 腸 前 端 部 で は な く て , は 
る か 後方 の 直腸 の 前 端 部 附近 で あつ た 。 か ゝ る 丸 常 寄生 
部 位 に つい て は 次 の 如く 老 を えら れる 。Lapage (1956) は 
方 形 条 虫 及び 薩 溝 条 虫 の 寄生 部 位 は 虫 体 が 若い 時 代 に は 
十二指腸 の 前 端 部 附近 で ある が , 寄 生後 時 間 の 経過 と 共 
に 後方 に 移動 し , つい に は 小腸 の 後 端 部 に 位置 する に い 
た る と 述べ て いる 。 | 

る に 本 実験 に て は 虫 を に 試食 させ て か ら 
必殺 日 まで は 52 日 , し た が つて 成 条 虫 に 発育 し て 離脱 
片 節 を 排 江 する よう に な つて か ら は 僅か に 37~39 日 し 
か 経過 し て いな い 。 又 先 に 著者 (1957) の お こなつ た 駄 虫 
試験 の 際 , 擬 杏 尾 虫 投与 後 21~55 日 を 経過 し て か ら 小 
腸 内 に 於 ける 残存 条 虫 の 審 生 部 位 を 調査 し た が , これ 叉 
本 条 躍 本 来 の 寄 生 部 位 で ある 空腸 の 前 端 部 に すべ て の 条 
虫 が 位置 し て いた 。 一 方 同じ く 著 者 (1957) が 行 つ た 橿原 
条 躍 の へ の 感染 試験 た て 絶食 時 及 
び 和 を 十分 与え た 満腹 時 の 2 群 の に を 食わ 
せ た 際 の 両 群 の 小腸 内 に 見 られ た 本 条 虫 の 寄生 部 位 は 共 
に 空腸 の 前 端 部 で あつ た 。 
以上 の 諸点 か ら 考 える と , 本 叉 虫 実験 に た 於 ける 残存 幼 
条 虫 の 寄生 部 位 は Lapage の 述べ て いる 如き 時 間 的 経過 
に ょ る 移動 の 結果 と も 考え られ な いし , 又 満腹 状態 に 於 
て 擬 尾 貝 を 試食 させ た た め と る も 考え られ な い 。 前 原虫 
試験 (1957) に 於 て は 裕 腹 時 に アタ タマ ー を 投与 し た の に 
反し , 今回 は 満腹 時 に 投与 し た 関係 上 消化 管内 た 入っ つた 
アク タマ ー が 内 容 物 に 温 入 し て すべ て の 条 虫 に 一 様 に 作 
用 し な か つた よう に 思わ れる 。 即 ち 強 い 影 響 を 受け た 一 
部 の 虫 体 で は 頭 節 を も 含め た 全 躍 体 が 完全 に 叉 虫 さ れ た 
が , 影響 の 少 い 一 部 の 貝 体 に あつ て は , 頭 節 を 小腸 壁 に 
残し て 頸 部 か ら 切 断 さ れ , 間もなく し て 小腸 忌 に 残 つ た 
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頭 節 が 小腸 忌 か ら 遊 離し , 腸 の 内 容 物 の 移動 に と も ゃ なつ 
て 小腸 の 後方 へ と 押し や ゃ られ, 何 か の きつ か け で 遊離 頭 
節 が 再度 直腸 忌 に 多 落 し , その 場所 に 於 て 再生 虫 体 が 形 
成 さ れ た も の と 考え られ る 。 

5) 本 試験 に て は 100 完 全 虫 は 不可 能 で あ 
つた 。 こ れ に つい て は 今回 の アタ タマ ー 投 与 量 が 前 回 お 
こなつ た 腹 時 の 投与 量 に 比 し て 100~200 mg の 増量 
で あつ た が , 小腸 内 が 空腹 時 の 如く 裕 で は な く , 内 容 物 
が 充満 し て いた た め に 貝 体 へ の アク タタ マー の 影響 が 少な 
か つた 為 と 老 え られ る 。 し た が つて 満腹 時 に 於 て アク タタ 
マー を 投与 する 場合 に は も ぅ 少し 増量 し た な ら ば 100 
に 近い 完全 原虫 と いう こと も 可能 で ある と 老 え られ る 。 


者 

1) 人 為 的 に 橿原 条 虫 に 寄生 させ られ た ビッ ク ホ ー ン 
の 雄 雛 に 体重 1kg に つき 300~500mg の アク タマ ー を 
給 解 直後 投与 し て , その 選 虫 効力 を 検討 し た 。 

2) 1 回 の み の 投 で は すべ て の 条 の 部 か ら 
の 切断 は 可能 で あつ た が , 頭 節 を も 含め た 完全 原虫 は 不 
可能 で あつ た 。 

3) 3 回 の 投与 於 て は 大 部 分 の 条 は 完全 
され た が 少数 の 再生 幼 条 虫 の 寄生 が 認め られ た 。 

4) 給 後に アク タマ ー を 投与 し た 場合 に は 腹 時 
に 投与 し た 場合 の 如き 100 必 完 全 虫 は 不可 能 で あつ た 
が , 70 の 橿原 条 虫 を 完全 駆虫 する こと が 出来 た 。 

5) 1kg に つき 500mg の アタ マー を 空 
腹 時 並び に 満腹 時 に 投与 し て も 鶏 に は 何ら 媒 常 が 認め ら 
れ た 。 
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362-369. 一 9) 沢田 勇 (1957) : アク タタ マー に よる 有 
条 虫 駆虫 試験 , 寄生 虫 学 雑誌 ,6, 8-11. 一 10) 沢田 勇 
(1957) : D. D. D. S. 及 び Actamer に ょ る 橿原 条 貝 
駆虫 試験 , 寄生 虫 学 雑誌 。6, 208-210. 一 11) 沢田 
(1957) : 橿原 条 擬 の 感染 試験 , 医学 と 生 
物 学 , 42, 191-192. 


Summary 


The data presented in this paper shows that 
when actamer, 2, 2'-dihydroxy 3, 3’. 5, 5’-tetra- 
shloro-diphenylsulfide, is administered to chickens 
without previous starvation, it possesses anthel- 
mintic properties against the chicken tapeworms 
as well as administeration after 16-24 hours 
fasting,. 

(1) Actamar at the does of 300-500 mg per kg 
body weight was administered to two chickens 
experinmentally infected with Railletina kashiwa- 
1ensts twice consecutively at the intervali of five 
days and at postmorten examination on the tenth 
day after medication, small immature tapeworms 
which regenerated from scoleces, which had been 
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cut off at the necks of the tapeworms and had 
remained in the mucosae of the small intestinal 
walls of chickens, were merely parasitized at the 
rate of 25-50 per cent. 

(2) Judging from the morphologies of the 
parasitic immature tapeworms, ones which were 
exempted from removing the whole tapeworms 
including scoleces from chickens were cut off at 
their necks, and only strobilas without their 
scoleces were discharged. 

(3) Whenactamer at the same does mentioned- 
above was administered to four chickens three 
times consecutively, -the second time at the interval 
of five days, the third time at the interval of ten, 
-immature regenerated tapeworms were merely 
parasitized at the rate of 0-25 per cent in the 
small intestines of chickens. And the average rate 
of infection was 18.7 per cent. When the average 
rate of infection (18.7 per cent) was compared 
with that (51 per cent) of unmedicated control, it 
was found that actamar provides a taeniacidal 
activity in the vicinity of 70 per cent. 
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宮城 県 に お けり る 口 虫 の 分 調査 
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木 司 * 小 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 


(昭和 33 年 1 月 18 日 受領 ) 


日 症 は タイ , ビル マ , 中 国 な どの アジ ア の か 
ら 温 帯 こ にかけて ひろ く 分 布 し て いる 宏 生 虫 病 で ある が , 
終戦 前 後 よ り 北九州 の 一 部 に 多数 の 患者 が み ら れ る よう 
に な っ つて 本 邦 で も 注目 され 始め , 宮崎 ら (1952, 1954 a, 
b) を 中 心 に 研究 が 活 癌 と な つた 。 そ の 後 , 国内 の 諸 池 域 
か ら 本 症 の 患者 が 報告 され , また 地理 的 分 布 も 顎 日 虫 の 
研究 が 感 に 行わ れる と と も に 次 第 に 明らか に な りつ ょ ゝ あ 
つて 現在 に 至っ て いる 。 

東北 地方 , 特に 宮城 県 に お ける 顕 唱 虫 の 分 布 調査 は 著 
者 ら (1956) 及び 大 鶴 ら (1957) に こよ ょ る 報告 が ある が , 組織 
的 な 調査 は 全く 無く , その 分 布 や 浸 淫 状態 た 関し て は 殆 
ん ど 不 明 で ある 。 そ こ で これ ら の こと を 確 め , 本 症 の 了 予 
防 に 資す べく 本 研究 を 行 つ た 。 本 研究 は 1953 年 以降 , 
1958 年 3 月 に 至る まで の 成績 で ある 。 


調査 方 法 

本 邦 に お いて は ライ ギョ (宮城 県 で は カム ル チ イ : 
Obphicebhalus argus の み が 分 布 し て いる ) が 最も 重要 な 
人 体 へ の 感染 源 で ある の で , まず , ライ ギョ に お ける 本 県 
の 分 布 を 調べ , さら に 県 内 一 般 に 豆 つ て 有 球 品 貝 の 終 
宿主 で ある ネ ュ に お ける 分 布 を 検便 に と にょ っ て 調査 し た 。 

即ち , ライ ギョ で は 筋肉 を 薄い 刺身 に し て ガラ ス 板 に 
挟ん で 圧 平 し , 衣 過 光線 で 幼虫 の 有無 を 検査 し , 少し で 
も 疑わ し いも の が あれ ば 顕微 鏡 で 確 め た 。 肝臓 を 主 と し 
て 内 臓 も る 強く 圧 平 し て 同様 に 透視 法 を 行っ た 。 

終 宿 主 は 県 内 各地 24 ヵ 町 村 の 1 乃至 3 部落 ( 主 と し て 
農家 ) の 飼育 ネ ュ を 10 水 で し , 排便 を まつ 
*KAZURO YUDA, *DAISUKE AOKI, **NORIJI SU- 
ZUKI & **YOSHITAKA KOMIYA : On gnathostoma 
in Miyagi Préfecture *Miyagi Prefectural Health 
Laboratory, Sendai & **Department of Parasito 

logy, National Institute of Health, Tokyo. ) 


て 屋 を 採取 し て これ を 20 フォ オル マ リン 水 に 投入 し , 
直接 抹 法 及び 塩 酸 ・ ェ テル 法 に ょ る 標本 を そ 
れ ぞ れ 3 枚 値 以上 鏡 検 し た 。 

2) 日 本 : 

イ タチ の 種類 は 殆ど すべ て の も の が Mustela tatst 
tatsi と 推定 され る が 毛皮 を 取っ つた 後 の も の で ある の で 
確実 な 種 の 同定 は 出来 な か つた 。 検査 方 法 は 本 躍 成 虫 の 
寄生 部 位 で ある 食道 を 害 検 に と ょ よ つて 調べ た 。 

調査 成績 

ライ ギョ に お ける 有 束 顕 口 虫 分 布 調査 の 成績 は 第 1 
表 第 1 図 に 示し た 。 , 県 内 5 ヵ所 131 の 調査 で 
は 有 を 認め る こと は 出来 な か つた 。 


第 1 表 宮 域 県 産 ラ イ ギ ョ に 38 け る 


有 口 虫 の 感染 状況 

調査 地 調査 匹 数 平均 体重 感染 匹 数 
新 田 54 204.7 0 
落合 4 338.3 0 
矢 ノ 目 24 533.2 0 
65.9 0 
角 13 52.5 0 

計 131 0 


ネコ に お ける 有 束 顕 口 貝 分 布 調査 の 成績 は 第 2 表 , 第 
2 図 に 示し た 通り , 県 内 24 ヵ所 744 頭 の 検便 の 結果 , 
1956 年 10 月 に 至 つ て 仙 合 市 の 北方 に 当る 黒川 郡 大 和 町 
の 一 の 飼育 ネ (3 歳 , 8) の 中 に 卵 と 
られ る 貝 卵 を 見 出し た (第 4 図 ) 。 1 ヵ月 後 の 再 検便 で は 
貝 卵 を 認め ある こと が 出来 ず , 2 ヵ月 後に この ネ ュ を 廊 検 
に 附 し た が 幼虫 寄生 を 見 出し 得 ず , 置 内 部 に も 何等 の 異 
常 所 見 が 認め あら れ な か つた 。 

イタ チ に お ける 日 本 顕 口 貝 の 分 布 調査 成 績 (第 3 表 , 
第 3 図 ) は 県 内 8 ヵ所 89 頭 の 内 , 8 頭 (9 〆) た 日 本 顕 


本 研究 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 の 補助 た に ょ よ つ た を と と を 記し て 講 意 を 表す る 。 
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第 2 表 宮城 県 の ネ ュ っ に お お ける 
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口 虫 成虫 の 寄生 を 認め た 。 こ れ ら は すべ て 食道 の ほ き 心 


有 束 頸 口 虫 分 布 調査 成績 臓 の 高 さ の 部 分 に 痩 を 作り , 体 前 半 を 交 に 挿入 し , 後半 

調査 地 調査 頭数 感染 頭数 (%) は 食道 腕 に 才 出 し て いる の が み ら れ た 。 
大 45 0 考 
南 郷 34 0 大 稚 ・ 片 桐 (1957) は 東北 地方 の 有 頼 日 虫 の 分 布 に つ 
宝 江 39 0 いて , 山形 57 匹 , 福島 19 匹 の カム ル チ イ を , また 著者 
ら の 内 , 鈴木 ・ 小 宮 (1958) は 岩手 3 , 福島 15 の ヵ 
x ムル チイ の 検査 を 行っ つ て, いずれ る も 寄生 を 認め る こと の 
大 塩 7 0 出来 な か つた こと を 報告 し て いる 。 
生 出 30 0 さら に 鈴 木 ・ 小 宮 は この 関東 地方 並び に その 周辺 に お 
i i " ける 広汎 な 調査 に お いて も や は り カ ムル チイ に 寄生 を 認 
25 6 
七ヶ宿 46 0 第 3 表 宮城 県 産 イ タチ に 拓 け る 
崎 39 0 日 本 の 感染 状況 
0 調査 地 調査 頭数 感染 頭数 一 頭 の 寄生 数 
多賀 城 29 0 
石 巻 22 0 落 合 4 
田 12 0 
柳津 43 0 7 
落合 25 1? (4.0) 3 (81(91,82 (95,82) 
規 木 31 0 小野 田 2 0 
新 31 0 井 0 
沢 32 0 角田 11 0 
31 0 気仙 沼 15 0 

計 744 195(028) 計 89 8 


第 1 図 ライ ギョ の 口 


調査 地 と その 成績 


第 2 図 ネ ュ の 有 第 3 図 イタ チ の 日 本 
調査 地 と その 成績 調査 地 と その 成績 
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第 4 図 飼育 ネ っ = の 便 中 に 認め あちら れ た 
Gnathostoma sp, の 虫 卵 , (20 フォ ル 
マリ ン 水 に 採取 投入 後 , 約 1 ヵ月 経過 ) 


め ら れ な か つた こと か ら , 恐らく 東日本 た 扶 息 する ライ 
ギョ に は 有 日 生 の も の は 分 し て いな いと 考え 
る の が 妥当 で あろ うぅ 。 、 


方 , 本 の 終 宿主 で ある ネ ュ に 卵 の 排出 を 


, め た こと は , この ネ ュ に 顕 日 由 の 寄生 が 存在 し て いた こ 


と を る も 推定 せしめ る 。 も し , この が 有 で 
ある と 仮定 すれ ば , 第 二 中 間 宿 主 の 淡水 魚 そ の 他 に 有 来 
吾 口 虫 が 先行 寄生 し て いる こと を 前 提 と し な けれ ば な ら 
な い 。 こ の ネ ュ が 飼 わ れ て いる 附近 に は 二 , 三 の 池沼 が あ 
り , 1951 年 に 近く の 川 の 増水 泡 洪 と と も に 移住 し , 1955 
年 に は 急 泊 に それ が 増え て , 附近 住 必 の 食用 と な つた る も 
の ょ 如く で ある が , 著者 ら の 調査 で も 陰性 で あつ た こと と 
な どか ら , ネ ュ が ライ ギョ を 食し て の 感染 と は 考え に く 
い 。 従 つて この 口 虫 が 有 で ある と 仮定 する 限 
り , その 感染 は , 感染 野鳥 を 何ら か の 機会 た 食し た た め 
の 第 二 次 感 染 の 結果 で ある と 考え た 方 が 隠 当 で ある 。 し 


か し , 第 二 次 中 間 宿 主 で ある 野鳥 の 感染 状況 に つい て は 


現在 宮城 県 地方 に だ お いて は 未 調 査 で ある の で 確認 する こ 


と は 出来 な い 。 が , サギ , ヵ カ そ な ど が 附近 た に 隙 時 見 られ 


る こと, ライ ギョ に 寄生 の み ら れ な い 東 京 , 埼玉 , 恭 城 , 
新潟 の 諸 県 の サギ 類 そ の 他 に 寄生 を 認め て いる 。 一 方 , 
これ ら の 野鳥 が , 一 部 は 集 殖 地 附 近 で 越冬 する も の と は 
云え を , さら に 南方 諸 地 域 た 渡り を し て それ ら 流 行 地 で 感 
染 し , 再び 帰 来 する こと が 推定 され ,。 これ が た また ま 死 , 
或 は 何ら か の 機会 に ネ ュ が 食し て 感染 が 成立 する と いう 
仮定 は 充分 可能 な 訳 で , この 点 か ら 云 えば 上 記 飼 育 ネコ 
に 有 口 が 感染 し た と 考え る こと は 不可 能 で は な 
い 。 

た ヾ , 一 つ に は 選 中 に 見 出さ れ た 貝 卵 は 受精 卵 で ぁ つ 
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た こと か ら , 少く と も この ネ ュ に は 雌 , 雄 各 1 匹 以上 が 


寄生 し て いた こと に は 間違い が な い 。 そ れ が 1 ヵ月 後 の 


検便 で 陰性 と な り , また 2 ヵ月 後 の で は 生 を 
め る こと の 出来 な か つた 点 に 疑問 が 存する 。 (著者 ら は 
再 検便 で 陰性 の 折 , ネ ュ の 間違い と いう こと も 考え た の 
で , 同 地 区 の ネ ュ 及び 前 回 検査 洩れ の ネ ュ な ど を さら に 
検便 し て この ネ ュ で ある こと を 確 め た 。 ま た , 2 回 の 検 
便 と も , を 除い て は 多 マン ッ ン 頭 条 虫 の 
虫 卵 が 得 ら れ て いる 。) 

また 一 つ に は と ょ る 結果 , その 何ら の 
の 認め られ な か つた こと は , この ュ の 有 の 
感染 を 否定 する 有力 な 根拠 で も ある 。 (解剖 所 見 : 体重 
4.6 kg, 肺 は 淡紅 色 で 右 後 葉 端 に 栗 粒 大 の 暗 赤 色 結 節 3 
個 を 認め , 有 臓 に お いて 膝 材 や ゝ 著 明 で あつ た 以外 , 全 
く 媒 常 な く , 勿論 , 各部 に 頁 つ て 成虫 を 認め る こと は 出 
来 な か つた 。) 

以上 の 所 見 は , 一 時 寄生 し た 貝 体 が 宿主 より 凶 出 し て 
し まつ た と 老 え る より も , な し ろ ネ っ ュ が 日 本 顕 唱 虫 に 感 
楽し た イタ チ を 何ら か の 機会 に 食し, それ が 検 個 時 に た 
また ま 消 化 管 を 経て , 便 中 に 現われ た も の で は ある まい 
か と いう 推定 を 有力 な らち しめる 。 こ れ に よれ ば 1 ヵ月 後 
の 検便 で 虫 卵 を 認め あず, また 2 ヵ月 後 の 誠 検 で 寄生 を 認 
め ら れ な か つた と いう こと が 充分 合理 的 に 説明 し えら れ 
る 。 し か し , 22 っ の 測 の 結果 , 67.8X39.2xm で 
有 虫 の それ に 近い こと , 20 必 ホ ホルマリン 水 に 投入 . 
1 ヵ月 後に 全 虫 卵 が 発育 を 進め , 一 部 は 仔 虫 期 た 達し , 
子宮 始 部 に お ける 未 発育 の 虫 卵 (ネコ の 消化 管内 で 消化 
し な いと し て ) が み ら れ な か つた こと な ど は この 推定 を 
根拠 薄弱 な らし め て いる 資料 で も ある 。 

従っ て その いずれ で ある か を 決定 する の に は 目下 の 現 
状 で は 困難 で ある と 云わ ざる を 得 な い 。 

た ky, 上 記 の ょ うに , この 地方 で 感染 し た と 思わ れる 
顕 口 症 例 も な いし , ライ ギョ か ら も 未だ 本 虫 を 証明 し て 
いな いこ と か ら , 宮城 県 た は 現在 迄 の と ころ , 有 球 頭 ロ 
は 未だ 分 布 し て いな いと 推定 し て ほ 差 えな いと 
われ る 。 ; 

日 本 口 虫 に つい て は 吉田 (1931) に ょ る 関西 地方 に お 
ける 成績 を 始め と し , 日 本 顎 口 虫 の 研究 が 進む に つれ て 
熊本 , 福岡 , 佐賀 , 長崎 , 徳島 , 島根 , 鳥取 , 岡山 , 岐 
息 , 愛知 の 諸 県 の イタ チ よ り 見 出さ れ て いる こと が 報 ぜ 
られ て いる 。 また , 著者 ら の 調査 と 相 前 後 し て 大 和 折ら 
(1957) は 北日本 方 面 の 分 布 調査 で 新潟 182 頭 ; 青森 15 
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頭 , 岩手 39 頭 , 秋田 4 頭 , 宮城 90 頭 , 福島 22 頭 , 山 
形 27 頭 を 調査 し て いる 。 この 内 , 岩手 県 一 関 市 幣 栄 で 
捕 た 3 頭 中 の 1 頭 に の み 日 本 貝 雌 見 出し 
た こと を 報告 し て いる 。 著 者 ら の 調査 で は 大 鶴 ら の 成績 
及び 山 日 ら (1956) の 四国 に お ける 成績 に 比 し て 高 率 な 感 
染 を うけ て いる が , 中 部 日 本 地方 た 較べ て 東北 地方 で 
は 一 般 に 低い こと , 及び 県 内 8 ヵ所 の 成績 で も か な り の 
相 異 が 認め られ る こと か ら , イタ チ の 捕 科 場所 に ょ つて 
も 感染 状況 が 耕 る で あろ う こと は 充分 に 考え られ る こと 


で ある 。 が , この よう た な 分 布 の 地域 よる 相 異 に つい て 大 


ら は , 関西 , 中 部 本 地方 と , 北陸 , 奥羽 地方 
で は 稀 薄 で あぁ る か , 或 は 限局 分 布 を し て いる と 人 述べ て い 
る が , 本 邦 に お ける 組織 的 な 調査 が 未だ され て お ら ず , 
且 , 第 二 中 間 宿 主 の 判然 と し な い 現 在 , これ 以上 の 論議 
を する こと は 極め て 困難 な こと ょ 思わ れる 。 

要 約 

1953 年 以降 , 1958 年 3 月 に 至る まで 宮城 県 の 有 団 顕 
日 本 口 虫 の 分 布 状 況 知る た め に 本 調査 を 行 つ 
た 。 こ れ ら の 成績 を 要約 する と , 次 の 如く で ある 。 

1) 第 二 中 間 宿 主として 最も 普遍 的 な ライ ギョ ( ヵ ム ふ 
ル チ イ ) 131 克 の 筋肉 , 内 臓 を 圧 平 透 視 法 に ょ つて , ま 
た , 終 宿 主 と な る ネ ュ を 県 内 24 ヵ所 , 744 頭 を 検便 に 
ょ っ て 調査 し た と ころ , ライ ギョ に は 寄生 を 認め る こと 
は 出来 な か つた 。 し か し , ネ = ュ 1 頭 の 便 中 に 顕 口 虫 卵 を 
認め た 。 

2) ネ ュ に お いて 認め られ た 宮 口 目 卵 は 1 ヵ月 後 の 再 
検便 の 結果 で は 検出 され ず , 2 ヵ月 後 の 誠 検 で も 審 生 を 
見 出し 得 な か つた 。 , その 部 に 何ら の 所 見 が 
め 得 な か つた こと と か ら 推 定 す る に , この ネコ ュ が 自然 に お 
いて 野鳥 を 食し た た め の 第 二 次 感 梁 の 結果 で ある か , 詞 
は また 日 本 顕 口 虫 感染 の イタ チ を 食し て , それ が た また 
ま ネ ュ の 消化 管 を 通過 し た も の か は 現在 決定 する こと は 
出来 な い 。 

3) 以上 の こと か ら 県 に は 有 は 未だ 分 布 
し て いな いと いう 推定 を 行う こと は 可能 で あろ 3 。 

4) 日 本 台 口 虫 た に つい て は イ タチ 89 頭 の 調査 か ら 8 
頭 (9 必 ) の 寄生 を 見 出し た 。 こ れ は 本 県 た お いて 初め て 
の 記録 で あり , 東北 地方 に ゃ 日 本 分 布 し て 
いる こと を 明らか に し た 。 

本 論文 の 一 部 は 第 26 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 で 発表 し 
。 
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Summary 


From August 1953 until March 1958 the authors 
made epidemiological researches on Gnathostoma 
spmigerum and Gnathostoma nipponicum in Miyagi 
as follows : 

1) One hundred and thirty-one specimens of 
Ophicebhalus argus were examined and no larvae 
of G. spinigerum were found. In one fecal speci- 
men among 744 of domestic cats in Miyagi Pre- 
fecture ova of Gnathostoma sp. were recovered. 

2) The ova of this worm, however, were found 
disappeared after a month later. Two month 
later, this animal was dissected but no worm was 
found, 

3) Thus it was not certain that either this cat 
was actually habored this worm or the ova 
eventualy only passed the infestinal lumen as a 
result of taking some animal infested with this 
worm, 

4) From the above results it is considered that 
Gnathostoma spinigerum has not yet distributed in 
Miyagi Prefecture. 

5) Eighty-nine specimens of weasel Mustela stats?: 
tatsi from Miyagi Prefecture were examined for 
G. nipponicum and 8 (9%) among them were 
found infected with this worm, The maximum 
number infested per one host was 7. 
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は Tua Chid( タ イ ), ラン グー ン 腫 (ビル マ ), 
また は 長江 浮腫 (中 国 ) な ど と も 呼ば れ , ひろ く 難 帯 か ら 
温帯 と か け て 墓 延 し て いる が , 本 邦 で も 昭和 20 年 前 後 
に 福岡 県 と 佐賀 県 を 流れ る 筑後 川 の 下流 地帯 を 中 心 と し 
て 多数 の 患者 が 続出 する に 至っ つて 注目 を 惹き , これ と と 
も ゃ に 口 貝 に 関す る 多数 の 業 賢 が , 多く の 研究 者 に ょ つ 
て な され た 。 今日 で は 慎 者 は 九州 の みなみ で な く , 本 邦 各 地 
に お いて 見 出さ れ て いる 。 

関東 地方 で は 第 二 中 間 宿 主 と な る カム ル チ イ は 大 正 
末 , また は 昭和 の 初め に 東京 の 本 所 か 深川 に 。 一 説 に は 
千葉 県 小 具 川 の 農学 校 教 師 が 朝鮮 か ら ゃ ち 帰 り , それ が 
昭和 10 年 の 出水 で 逃げ だ し て 増え た の が 利根 水系 に 拡 
つた と ゃ も れ , 印 沼 に 朝鮮 より 朝鮮 イイ の 稚魚 を 
輸入 放流 し た 際 に ヵ ゃ ムル チイ が ま ざ つ て いた と も 云 わ 
れ , 阪神 , 奈良 郡山 , 佐賀 及び 福岡 その 他 関 西 以西 に 入 
つて きた も の と は 景 る る も の と され て いる が , いずれ に し 
て も 現在 で は その な 繁殖 力 と より 定着 , 且 募 , 
る と ころ の 河川 , 池沼 に み ら れ る よう に な つた 。 一 方 , 
患 者 も 関東 地方 に お いて 二 , 三 発生 し て いる が , これ ら 
の 大 部 分 は 大 陸 に お いて 感染 し た も の 如く で ある 。 

し か し , 一 方 北村 ・ 川 井 (1949) の 「 関 東 地方 産 ラ イ ギ 
ョ に よる 感染 例 」 と し て の 報告 が あぁ あり, 氏 等 は この 地方 
の ライ ギョ に も 有 球 日 貝 の 感染 の ある こと を 推定 し て 
いる 。 

関東 地方 に も , ライ ギョ に 寄生 し て 有 隷 顕 唱 虫 が 果 し 
て 分 布 し て いる か 否 か と いう こと は 単なる 学問 的 な 興味 
の み で な く , 本 虫 の 感染 患者 が 発生 する 可能 性 が ある か 


NORIJI SUZUKI & YOSHITAKA KOMIYA: Stu- 
dies on the geographical distribution of Gnatho- 
stoma spinigerum Owen, 1836 in the north-eastern 
parts of Japan (Department of Parasitology, Na- 
tional Institute of Health, Tokyo) 


関東 地方 並び に その 周辺 地域 の 淡水 魚 及 び 野 鳥 に お けり け る 
有 その 分 布 に つい て の 一 考察 
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小 孝 


どう か と いう 実際 上 の 問題 と も 結び 付い て いる 。 著 者 ら 
は この 見 地 か ら , その 感染 也 防 に つい て の 知見 を 得る た 
め に 本 調査 を 行い , 上 且 , 本 地方 へ の 分 布 の 可能 性 に つい 
て 考察 を 行 つた 。 
調査 方 法 

本 調査 は 1955 年 夏 以 来 , 1958 年 春 に 至る 期間 に , 関 
東 地 方 並び こそ の 周辺 で 捕 た ム チ イ 及び , 
三 の 淡 水 魚 等 の 筋肉 及び 内 臓 の 各部 分 と , サギ , タカ な 
どの 野鳥 筋肉 を 薄い 切片 こし , 二 枚 の 板ガラス に は さん 
で 圧 平 し , 透過 光線 で 有 虫 の 有無 を 検 し た 。 


調査 成績 
淡水 魚 : 関東 地方 並び に その 周辺 で 捕 棋 され た ライ ギ 
ョ (本 地方 で は ヵ カム ル チ イ の み が 分 布 ) 及び ドジ ョ ヤッ ツウ, 
ナマ ズ , フナ , コイ , ドン = 等 に お ける 成績 は 第 1, 2 
第 1 図 に 示し た 。 即 ち , カム ル チ イ で は 上 3 , 
福島 15 , 栃木 9 匹 , 群馬 48 , 茨城 343 , 埼玉 61 
, 千葉 98 , 山梨 5 , 静岡 5 , 578 を 検 
し た 。 ま た ナマ ズ で は 群馬 2 匹 , フナ で は 東京 1 匹 , 長 
野 6 匹 , コイ で は 長野 4 匹 , ドン ュ で は 長野 10 匹 , ド 
ジョ ウ で は 長野 , 東京 各 2 匹 , 埼玉 3 匹 の 検査 を 行 つ た 
が , その すべ て に 有 の を 認め る こと は 
出来 な か つた 。 こ れ ら の 内 , 東京 の フチ 1 匹 , ドジ ョ ウ 
2 , トノ サマ ガエル 1 と , 埼玉 の ドジ ョ ヤツ 3 は そ 
れ ぞ れ 後 記 の 有 球 串 口 虫 寄生 の サギ 胃 内 に お いて 未 消 化 
の まく ゝ 見 出さ れ た も の を 検 し た こと を 附 記 し て お く 。 
野鳥 : 産地 不明 の 鳥類 も ある が , 二 と し て 関東 地方 各 
地 よ り 集 あめ られ た 野鳥 180 羽 の 検査 の 結果 は 第 3 表示 
し た 。 こ れ ら 鳥類 の 内 に は 魚類 を 食し な い の で 有 球 顕 ロ 
虫 感染 の 可能 性 は 一 応 老 え られ な いと 思わ れる 鳥類 も 包 
含 さ れ て いる が , ミジンコ より の 直接 感染 , 或 は 現在 予 
期し 得 な い 別 の 感染 経路 より の 感染 な ど が , 場合 に ょ つっ 
て は 有り 得る か も し れ な いと の 概 定 も 考え られ る の で , 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 に ょ る と と ろ が 多大 で ある 。 記 し て 衣 意 を 表す る 。 
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ル チ (Ophacebhatus argus) 
に 3 ける 有 口 分 布 調査 


採 集 地 調査 数 
岩手 ( 川 ) 3 291.7 0 
福島 ( 宝 沼 ) 15 731.3 


栃木 ( 赤 麻 沼 ) 
岡 ( 小 具 川 ) 


第 1 表 


群馬 


茨城 


( 川 ) 
大 場 ( 大 場 川 ) 
合 計 . 578 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 


第 2 表 ライ ギョ 以外 の 第 二 中 間 和 宿主 に 3 ぉ ける 
虫 分 布 調査 


調査 宿主 名 検査 数 感染 数 


倉 ( 板 倉 沼 ) 

郷 * ドジ ョ ウ 3 0 

栃 * ドジ ョ ウ 2 0 

フ ナ 1 0 

トブ サ ャ が 0 

上 諏訪 (諏訪 湖 ) ドン ョ = 10 0 
a イ 4 0 
フ に 6 0 
ドジ ョ ウ 2 0 
31 0 


* 有 口 虫 感染 イイ サギ, チュ ウサ ギ の 
内 ょ り 得 られ た も ゃ の を 検 し た 


ーー 応 検査 の 対象 と し た 。 

表 に 示し た 通り , 東京 都 青梅 市 産 の チュ ウッ サギ 6 羽 の 
すべ て に ( 有 束 顕 口 虫 数 は それ ぞ れ , 8, 6, 4, 1, 1, 
1 令 寄 生 ), 同じ く 東 京都 産 の ササ ゴ ご イ 1 羽 ( 5 隻 寄生 ) 競 


第 1 図 関東 地方 並び た その 周辺 地区 の 淡水 魚 に た 3g 
ける 有 虫 分 布 数 字 は ム ル チ イ 調査 
数 , 括弧 内 は カム ル チ ィ 以外 の 淡水 魚 調 査 数 


岡 県 熱海 市 綱 代 の プイ サギ 27 羽 中 の 3 羽 ( そ れ ぞ れ 4, 
3, 2 隻 寄生 ) に 及び 埼玉 県 東 葛飾 郡 で 捕 横 され た チュ ッ ウ 
サギ 1 羽 及 び チ ュ ウ ダイ サギ 1 羽 に それ ぞ れ 25 隻 , 1 隻 
の 有 貝 虫 を 認め る こと が 出来 た 。 ま た , 県 
の オオ タカ ヵ (2 令 寄生 ), 関東 地方 の へ イタ ヵ (1 隻 ) ょ より 
も 検出 し 得 た 。 これ ら 幼虫 は すべ て 一 偏 づ ゝ 取り 出し 
て , 有 で ある こと を 確認 し た 。 な お 市 代 
産 の プイ サギ より 得 た 幼虫 を ネ ュ に 試食 せしめ , 2 ヵ月 
後 有 束 虫 生 1 と よっ つ て も 証明 し た 。 
以上 私 た ちの 調査 の 範囲 で は 関東 地方 並び と その 周辺 
こ お け る カム ル チ イ に は 有 頼 日 帳 の 幼虫 の 審 生 は 全 
く 認 め る こと が 出来 な か つた の で ある が , 同じ く 菊 地 
(1956) は 千葉 県 産 ラ テイ ギ ョ 68 克 県 産 23 , 大 
ら (1957) は 群馬 県 産 26 , 山形 県 産 57 , 福島 県 
19 , 新潟 県 産 297 , 長野 県 産 5 , 富山 県 産 67 
及び 福井 県 産 5 匹 を , また , 私 た ち 及 び 湯 田 ら (1949) は 
宮城 県 産 131 匹 の カム ル チ イ を それ ぞ れ 検査 し た が 遷 く 


( 65 ) 


397 
IWATE 
6 262.5 
3 426.7 \ 
~ 
| ( 郷 ) 46 225.6 
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( 浦 ) 32 392.3 
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田 2 189.5 22) < 61(3)\ 
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長野 
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表 関東 地方 並び た に その 周辺 に 3 
野島 の 有 口 虫 分 布 調査 


産 地 種 名 


東京 | 青梅 Egretta mtermedia intermedia 
(ちゆ うさ ぎ ) 

大 島 Corvus levaillantii japonensis 
(は し ぶ と が ら す ) 

—— Egretta ntermedia intermedia 

—— Bubulcus ibis coromandus 
(あま さ ぎ ) 

—— Batorides striatus amurensts 1 
(ささ どい ) 

埼玉 | 東 葛飾 Egretta intermedia intermedia 1 

—— Garrulus Japonicus 1 


葉山 Phalacrocorax capipillatus 
み 


湯河 原 Nyctcorax nycticorax nycticorax 
(どい さき さ ぎ ) 
Buteo buteo burmanicus 
(の すり) 
千葉 | Synthliboramphus antigquus 
市 川 falcata 
(よし が る も ) 
atra atra 
ばん) 
次 | Nycticorax nycticorax nycticorax 
—— Accipster gentilis fujiyamae 
たか) 
| 網代 Nycticorax nycticorax nycticorax 
—— Egretta mtermedia intermedia 
福島 Strtx uralensis hondoensis 


石川 | 穴水 Mlvus migrans lineatus 


—— Gallinago hardwickis 

じ し ) 
青森 | 八戸 Bombycilla garrulus centralasiae 
(きれ ん じゃ く ) 


—— Buteo lagopus 
(けけ あぁ し の すり ) 

—— Phastanus colchicus karpowi 
(と うら いき じじ ) 

—— galericulata 
(3 し どり D) 

—— Mergus merganser orientalis 
(か わあ いき) 

Bombycilla garrulus centralasiae 


る 
8 


1 4) 
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Egretia sp. 

Coturnix coturnix japonica 

Alauda 

Rostratula benghalensis benghalensis 
(た まし ) 


= 


© ©o© 


Bauteo buteo burmanicus 

| Nycticorax nycticorax nycticorax 
Egretta intermedia termedia 
Accipiter gentilis Suiiyamae 

東 | Accipiter nisus nisostmi 

(は いた か ) 


3 


( 当 


Accipiter nisus nisosimils 
Cyanopica cyanus japonica 
(3 な が ) 
Strix uralensis hondoensis 
Buteo buteo burmanicus 
Turdus dauma toratugumi 
(と らち つど み ) 
Streptopelia ortentalis orientalis 
(きじ ば と ) 
Dendrocopos major hondoensis 
(あか げ ば ら ) 
Accipiter gentilis fujiyamae 
migrans lineatus 


Mergus serrator serrator 

(うち みあ 
Otus asio semitorgues 

と こと の は ずく ) 
Rostratula benghalensis benghalensis 
Gallinago galinago 

(だ 
Strix uralensis japonica 

Clangula hy 

"が る ) 
Egretta garzetta garzetta 

(で 
Falco tinnunculus interstinctus 

(ちょ う げ ん 笑う ) 
Ralius aguaticus indicus 

(《 い な ) 
Anas crecca crecca 

(と が る も) 


to 


北海 


—— Bombycilla garrulus centralasiae 


札幌 Corvus levaillantii japonensis 
—— Milvus migrans lineatus 
—— Aythya ferina 
(ほし は じ ろ ) 
Rallus aguaticus mdicus 
—— Acrocephalus arundinaceus 
orientalis 
(jsis よ し きり ) 
Dendrocopos major hondoensis 
—— Ododytes nigricollis 
(は じ ろ か いつ ぶり ) 
—— Ododytes nigricollis 
Gavia arctica viridigularis 
は も む ) 
—— Halcyon coromanda major 
(あか し ょ う び ぴん) 
——- Scolopax rusticola rusticola 
(や まし ぎ ) 


【ー ミ ー ミ ー ミ ー ミ 


: の 寄生 は 


| 
地 | 
| 
| 
—— Egretta alba modesta 1 
(ちゆ うだ いさ ぎ ) 
(れん じゃ 
7 Larus crassirostris 1 地 | Vanellus vanellies 
(うみ ね と こと) (た ば ) 
Histrionicus histrionicus pacificus 不 
0 (し の り が る も ) 
| Synthliboramphus antiguus 13 
(うみ すず あめ 
3 
| 
首 
岩手 
道 
青森 4 0 
八戸 4 0 
| 新潟 
| 千 2 0 
| 山 ロ 2 9 
1.% 
| 新地 1 0 
8: 追 記 の 感染 島 の 調査 数 を 含む , 
= 
; 
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和 33 年 8 月 (1958)] 


陰性 の 結果 を 見 て いる 。 

ーー 方 , 既 記 の 如く , 北村 ら (1949) は その 患者 事例 より 
関東 地方 産 ラ イ ギ ョ の を し て いる が , 
ら の 症例 は 既往 礎 に 約 1 年 の 満 洲 在 住 期間 が あり , た と 
ええ, その間 に ラ イ ギ ョ 生食 の 覚え を が な く , また それ らし 
き 症 状 も な か つた と は 言え , 関東 地方 産 の ライ ギョ の 生 
食 に と よる と は 必ず し ゃ 断定 し 難い 。 むしろ 私 達 及び 他 の 
者 の 調査 の 結果 ょ より し て , 関東 地方 纏 びと その 周辺 に あ 
つて は , 有 口 の ライ ギョ へ の 感 未だ 存在 し な 
いか , も し 存在 し て も 極め て 称 な も の で ある と 見 た 方 が 
当 で あろ 。 

次 に , この 調査 に ただ おい て ござ デイ サギ その 他 の コウ , サギ 
目 の 鳥 に 有 口 幼虫 の を 認め た が , これ ら 
は 上 述 の 結果 を 参 軸 し て 考え れ ば , むし ろ 他 の 慕 延 地 で 
感染 し , 当地 方 に 飛来 し た も の と 考え た 方 が 良い と 思わ 
れる 。 落し , ゴイ サギ 等 は 一 部 で は 周年 棲息 する も の も 
ある が , 春期 各地 で 箇 殖 , 育 雛 し た 後 , 九州 地方 へ 移動 
し , さら に 遠く フイ リッ ピン , 印度 支那 , 中 国 , 人 馬 液 な 
どの 募 衝 地 に 渡る も の が ある こと が 分 つて いる か ら で あ 
る 。 な お , オオ タカ , ハイ タカ の 感染 事例 は これ ら 感 染 
サギ 類 を 食し た た め の 結 果 と 思わ れる 。 

こと この よう ぅ に 関東 地方 議 びと に その 周辺 の テラ イ ギ ョ に は 有 
を みる こと が 出来 な か つた が , 一 方 九州 , 四国 
地方 の それ に は 高 率 に 審 生 を 認め る こと , 即ち , この よ 
う な 地域 に よ ょ る 分 布 の 相 暴 に つい て は , 


1) 約 60 年 前 た 始め る て ライ ギョ が 本 邦 に 移入 され た 


場合 の 経路 の 相 異 が , た また ま 大 陸 で 感染 を 受け た ライ 
ギョ が 本 邦 南 部 に 移入 され て 生活 環 を 完成 し , 関東 地方 
の ライ ギョ は 別 の 経路 で 未 感 染 の も の が 繁殖 し た の か る も 
し れ な いと いう 推定 。 

2) 後記 の ょ うに , 何ら か の 機会 に 感染 し た ライ ギョ 
が 生活 環 を 成立 せしめ つ ふ ゝ , 北上 し つ ゝ ある と いう 推定 。 
3) 第 二 中 間 宿 主 と な る 野島 の 棲 息 数 の 差 よ りか ゝ る 
相 異 が 生じ た と する 推 宅 より の 異 っ た 三 つ の 説明 が 可能 
で ある 。 右 の うぅ うち, 3) に つい て な 説明 を 加 % れ ば , 本 
州 南 部 に は これ ら 野 鳥 が 多い こと か ら , それ だ け 終 宿主 
も 野鳥 を 食す る 機会 が 多く な る こと が 考え られ , 一 方 本 
州 南 部 に ょ り 多 く 楼 候 す る これ ら の 野島 が 南方 諸 地 域 の 
延 に 渡っ つた 場合 , 彼 の で ょ より 高い 感染 を て い 
る と 考え る こと が 可能 で あり , 右 の 二 つ の 事柄 か ら , 3) 
の 可能 性 の 推定 は さら に その 可能 性 を 増大 せ し られ 
る 。 . 

し か し , これ ら 推 定 の いずれ に つい て る 決定 を 下す こ 
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と は 現在 の 段階 で は 極め て 困難 で あろ うぅ 。 
有 の 分 布 に つい て の 察 


次 に , 人 間 が 有 に 感染 する と いう ぅ 可能 人 , 特 
に 関東 地方 の ょ うな ライ ギョ に 日 虫 の 感染 を みな い 地 
域 に お ける 人 体感 染 の 可能 性 に つい て 考察 を 試み る 。 

云う 5 ち まで も な く 人 間 は 固有 の 終 宿 主 た り 得 な い の が 本 
来 で あり , し か る も 幼虫 を 包 有 する ケン ミジンコ ュ を 飲む た 
め に 感染 する の で は な く , 第 二 中 間 宿 主体 内 の 幼虫 を 摂 
食す る こと に より その 感染 が 成立 する こと は 既に 明らか 
に され て いる 。 蓋 い 換 えれ ば , 第 二 中 間 宿 主 の 転換 現象 
に より (第 二 次 感 染 的 ) 感染 する も の で ある 。 そ し て その 
感染 様式 と し て 最も 普遍 的 な も の は ライ ギョ 中 の 幼虫 の 
摂取 に ある 。 

いま , 有 の 人 間 へ の 感染 可能 性 に 限っ つて 
ずる な ら ば , その 感 染 は 必ず し も ライ ギョ 等 その 中 間 宿 
主たる 魚類 が , 且 有 球 その 地 に 定着 
し て 生活 環 を 繰り 返し て いる 分 布地 で の み 起 る と は 限ら _ 
な い 。 上 記 鳥 類 か らち の 感染 を 始め , 募 延 地 を 含め て 他 地 
域 産 の 中 間 宿 主 を 人 間 が に する 機会 は 有 未 分 
布地 に お いて る も 充分 存する 。 が , ライ ギョ 生食 が 人 間 に 
有 球 感 の 機会 を 最も 多く 与え そる と いう 事実 を 考 
する な ら ば , 定着 の 既存 テイ ギョ に お ける その _ 
自然 感染 の 存在 が 人 体感 染 の も つと も ゃ も 重要 な 前 提 条 件 と 
な る 。 

か か る 見 地 か ら す れ ば 森下 ら 1956) の 及び 
覆 の ゎ カム ル チ イ に その 寄生 を 認め , 同時 に 人 体 か ら ゃ も 貝 
体 を 摘出 し て いる 事実 と ょ っ つて, 本 邦 で は 現在 , 有 球 顕 
口 虫 の ライ ギョ に お ける 分 布 は 愛知 , 岐阜 県 を 一 応 最 北 
と し て いる よう で ある 。 

幸い , 関東 地方 並び と その 周辺 の カム ル チ イ に は その 
寄生 が 認め られ な い の で , 差 い 当 つ て その 人 体 へ の 感染 
の 人 危険 は 殆 ん ど 存 在 し な い 。 し か し , 将来 に た お いて 或 は 


4 表 有 虫 分 布地 の ライ ギョ が 
自然 感 準 を うら ける に いた る 過程 


ライ ギョ の 移動 a2 


終 宿 主 ( ネ =, 
イヌ ) の 移動 


つつ | ギョ の 自 
b2 人 間 和 主 然 感 


野鳥 の 移動 


| 
a) 
1 
b) 


400 


その よう な 事態 が 生じ 得る 可能 性 を 全く 否定 は 出来 な 
い 。 い ま , 一 般 的 に 有 が ある 特定 に 分 布 
守 し て ゆく 過程 を 老 え て みる と , 第 4 ょ うな 3 
り の 過程 が 挙げ られ る 。 い まこ れ ら の 各々 の 過程 に つい 
て 簡単 な 考察 を 加え る こと と する 。 

a) に つい て の 考 究 : 

感染 テラ イ ギ ョ の 移動 は , ライ ギョ 自体 の 自律 的 移動 
(a1) と 人 為 的 な 移動 (a 2) と が 考え られ , 前 者 に は 水系 
に ょ よる 本 来 な つながり, よる つなが り , 溢水 
に よる つなが り が み ら れ る 。 その 強い 生活 力 か ら 推し 
て , か な り の 移動 に 堪え 得る こと は 予想 され る が , 本 
邦 の ょ うに 中 央 に 山脈 が 走り , それ より 河川 が 発し て 短 
い 和 距離 を 急流 で 海 に 注ぐ 地域 で は 自律 的 移動 に ょ る 分 布 
域 の 拡大 は 小さ い 。 後 者 の 人 為 的 移動 の 場合 に は 趣味 的 
な 移動 と , 商業 的 な 移動 と が 老 え られ る 。 本 邦 に 始め て 
移入 され た の も この 両者 に 基づく も ゃ の と いわ れ , 交通 機 
関 の 発達 し た 今日 , 意外 な 地域 に 運ば れる 可能 性 も ある 
が , 趣味 的 な 場合 に は 移動 数 が 少 い の で 一 応 除 外出 来る 
か と 思わ れる 。 商 業 的 に は 現在 か な り の 移動 が み ら れ , 
東京 の 魚 市 場 で は 食用 と し て の ライ ギョ の 入荷 が 履 * み 
られ る が , 移入 先 は すべ て 近県 (千葉, 共 城 県 ) で , 採算 
の 点 か ら 遠 方 , 特に 関西 方 面 よ り の 移入 は な い 。 一 方 , 
他 の 淡水 魚類 (幼魚 を 含め て ) の 移送 の 際 に これ が 紛れ こ 
も 予想 され る 。 ライギョ へ の 感染 が その 食性 か ら 
幼生 時 に 成立 する こと の 多い こと か ら , むし ろ こ の 方 に 
より 大 き い 可 能 人 性 が 有 さ れ て いる の で は な い の だ ろう 
か 。 

b) に つい て の 考 窒 : 

有 流行 地 各 か ら そ の 終 宿 主 で ある ネコ ュ , イ 
ヌ の その 感染 状態 の 調査 が 黄 次 報告 され つ ゝ ある が , 本 
邦 で も 最近 磯部 ( 光 ) (1952) の 福岡 , 佐賀 に お ける ネ ュ 37 
頭 中 35.1 祥 , イヌ 643 頭 中 4.0 履 , 岡部 ら (1952) の 久留 
米 周 辺 と お ける ネェ = 90 頭 中 14.4 履 , 佐賀 に お ける イヌ 
365 頭 中 2 頭 に , また 磯部 ( 親 ) (1656) の 熊本 に お ける ネ 
23 中 13.0 , イヌ 87 頭 中 6.9 それ ぞ れ 寄生 
し て いる こと を 誠 検 また は 検便 に ょ つて 認め て いる 。 こ 
れ ら の 内 に は 検査 頭数 の 少 い こと その 他 に よ ょ つて, これ 
を その ま ふ 各地 の ネ ュ , イヌ ぇ の 感染 率 と は な し 難い も の 
も ある が , い ず \ れ に し て も 有 球 宮 ロ 虫 分 布地 の ネ ュ , イ 
ヌ 等 の 終 宿 主 , 特に ネ ュ に 或 る 程度 高 率 に 感染 し て いる 
こと こと は 疑い 得 な い 。 

し か し , ネコ ュ , イヌ の 行動 範囲 を 考える と き , これ ら 
に 基づく 分 布 域 の 拡大 は ライ ギョ 同様 に 人 為 的 な 手段 が 
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無い 限り , 蘭 進 的 な それ を 除い て は 殆 ん ど 考 えら れ な い 
の で は ある まい か 。 む し ろ , ライ ギョ 移動 に よる 分 布 域 
拡大 の 方 が 人 為 的 な 移動 に 堪え 得る 生活 力 か ら 推し て よ 
り 大 で ある と 考え た 方 が 良い の で は な い だ ろ うぅ か 。 

c) に つい て の 考察 : 

著者 ら の 関東 地方 並び た その 周辺 地域 の 調査 , 大 稔 
(1956, 1957) の 奥羽 , 新潟 に お ける 調査 , 西田 (1957) の 
山 険 に お ける 調査 と よ つ て も , ライ ギョ に その 寄生 を み 
な い 地 域 に お いて 野島 に 有 球 口 虫 の を それ を 認め て いる 
こと が , その 可能 性 を 示唆 する 。 ゴイ サギ に 寄生 し て い 
た 幼虫 が 冬期 死ん だ 宿主 体内 で 1 ヵ月 以上 生き て お り , 
且 ネ ュ に 感染 し て 成虫 に な つた と いう 報告 (長尾 , 1956) 
も も 自然界 で は これ ら 野鳥 が 終 宿主 食 れ 
る こと も 有り 得る 訳 で ある 。 分 布地 で 感染 し た 幼虫 が 野 
鳥 の 体内 に あつ て , 国内 相 瓦 は も と より 外国 間 各 地 を 移 
動 し , これ ら が 終 宿主 に 感染 する と いう こと は , か な り 
の 偶然 性 に 支配 され る も の で は ある が , 過去 に お いて 
も , 今後 に お いて も , 充分 あり 得る と 考え られ よう 。 

た と えば , 著者 ら (湯田 ら , 1958) の 東北 地方 の ネ ュ = の 
必中 に 顕 口 虫 卵 を 認め た 事例 は , この ネ ュ が 野生 の 鳥 , 
また は イタ チ を 食し た の で あろ うぅ うこ と を 推定 させ る に 充 
分 で ある 。 こ の 事実 か ら こ の 経路 に こよ ょ る 可能 性 が 最も 考 
え 克 い が , 自然 界 で は , 野鳥 一 ネ ュ ー ミ ジン ュー ライ ギ 
ョ な る 経路 が 実際 に は 偶然 性 に 支配 され る 関係 上 極め て 
少 い こと を 示 中 す る よう で を も ある 。 

以上 , 有 の 分 に つい て 種々 その 過程 を 
し た が , その いずれ の 過程 を 考慮 し て みて を も 関東 地方 並 
びに その 周辺 の ライギョ に 有 が 分 布 す る 可能 性 
は , 近い 将来 , それ る も 最近 に み ら れ る と いう こと は 一 応 
考え られ な いこ と を 示す も の で は ある まい か 。 

た ヾ し , 将来 有 どの よう に 分 布 し て ゆく か 
と いう こと は 疫学 的 に 興味 ある 問題 で あつ て , 本 邦 へ の 
渡来 経路 の 道 を も 明らか に する も の で も あり , 今後 と い 
を ども さら に 検討 を 要する も の で あろ うぅ 。 

要 約 

1) 1955 年 夏 以 来 , 関東 地方 並び と その 周辺 に 棒 候 す 
る カム ル チ イ 578 , ドジ ョ ウ 7 ドン フ 
ナチ , コイ 4 , ナマ ズ 2 , トノ サマ ガエル 1 及 
び デ ご デイ サギ その 他 の 野鳥 180 羽 の 主 と し て 筋肉 を 圧 平 遂 
視 法 に ょ つて , 有 の を 確 め , その 分 
を 調査 し た 。 

2) その 結果 , カム ル チ イ 等 淡水 魚 に は 全く その 寄生 
を 認め る こと は 出来 な か つた が , 野鳥 の 部 (ゴイサギ, 
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チュ ウツ ウサギ, ササ ゴイ , チュ ウ ダ イ サギ 及び これ ら を 食 
する と 考え られ る オオ タカ , ハイ タカ ) に 自然 感染 を 証 
た 。 . 

3) 野鳥 の 感染 は 本 地方 の も の と いう より , 渡り その 
他 に よる 他 地 方 で の も の と いう 推定 が な され た 。 一 方 , 
ヵ カム ル チ イ 等 に その 寄生 を 認め られ な か つた こと は , 関 
東 地方 た に その 周辺 に は 現在 未だ 有 の 分 布 を 
認め る こと は 出来 な いか , も し く は あつ た と し て る も 極め 
て 稀 薄 な も の で ある こと を 示唆 する 。 

4) 関東 地方 並び と こそ の 周辺 有 の 分 
布 , 定 落 に 関し て は , 感染 野鳥 一 終 宿 主 : 生活 環 と いう 
経路 に こよ ょ る 可能 性 が も つと も 考え 易い 。 と は 云え , 近い 
将来 に た その 分 布 が 関東 地方 に まで 拡大 する 可能 性 は 極め 
て 少 い と 考え られ る 。 


稿 を 終る に 臨み , 本 研究 が 技術 的 援助 を 予 研 寄生 虫 部 
福島 健 , 熊田 三 由 の 両氏 に , 材料 の 草 集 に 目黒 寄生 虫 館 
亀 ヶ 谷 了 博士 , 小林 緑 研究 員 , 予 研 寄生 虫 部 石崎 達 博 士 , 
茨城 県 衛生 部 , 福島 県 経済 部 , 山梨 医 研 飯島 利 遂 技師 , 
館林 保健 所 新井 一 男 所 長 , 浦和 保健 所 大 竹 省 吾 所 長 , 栃 
木 保健 所 大 島 豊 三 所 長 , 真岡 保健 所 石川 秀夫 所 長 , 岩手 
療養 所 西村 武 技 , 函南 病院 勝 院長 を 始め , 予 研 寄 
生 虫 部 各位 の 御 援 助 た に よる と と ろだ が 多い 。 な 3 ぉ 鳥類 に 関 
し て 出 階 鳥類 研究 所 高島 春雄 氏 の 御 教 示 を 仰い だ 。 護 ん 
で と ょ に 御礼 を 申し 上 げ る 。 

本 の 要旨 第 27 回 日 本 寄生 学会 総会 に いて 
発表 し た 。 

(第 3 表 の 内 , 末尾 の 部 分 は 校正 終了 後 追 加 した) 
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Summary 


From August 1955 until June 1958, the authors 
made epidemiological researches on Gnathostoma 
shimigerum and the results obtained were sum- 
marized as follows : ; 

1) Five hundred and seventy-three specimens of 
Ophicephalus argus, 2 of Parasilurus asotus, 7 of 
Cyprinmus auratus, 4 of C. carpiwo, 7 of Misgurms 
anguillcaudatus, 10 of Odontobutis obscurus, 1 of 
Rana nigromaculata nigromaculata which were found 
to be the second intermediate host were examined 
and no Jlarvae of G. spmigerum were found., 

2) One hundred and eighty specimens of wild 
fowls (showed in Table 3) were examined and 
following 6 different species were found harboring 
this nematode. 

1. Egretta mtermedia mtermedia (Plumed egret) 

2. Egretta alba modesta (Eastern great white 

egret) 

3. Nycticorax nycticorax nycticorax (Night-heron) 

4. Butorides striatus amurensis (Amur green 

heron) 

5, Accipiter gentilis fujiyamae (Japanese goshawk) 

6. Accipiter nisus nisosimils (Hawk) 

3) These wild fowls infected with O. argus are 
considered to harbor these worms in their endemic 
areas of Kyushu and Shikoku, Southern islands 
of Japan or China, Formosa, Burma and Thailand, 
southern Asia, because they are the migratory ones. 

4) Various routes of natural infection of O. 
argus with this worm were discussed. 


' 
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佐 


内 部 寄生 性 映 虫 は , その 生活 環 上 で 自由 生活 か ら 寄 生 
生活 へ と , その 外 的 生活 環境 を 著しく 変換 する 。 こ の ょ よ 
う な 生物 に つい て 発生 に と も な うぅ 物質 代謝 系 の 変化 の 様 
式 を 明らか に する こと , 換言 すれ ば 自由 生活 期 の 物質 代 
放 系 と 寄生 生活 期 の それ と を 比較 研究 する こと は , 寄生 
現象 の も つ 生 理学 的 特 導 を 明らか に する 上 で の 一 つの 重 
要 な 基礎 と な る も の と 考え られ る 。 

発生 に こと も な うぅ 物質 代 放 系 の 変化 の 機構 を 明らか に す 
る た め に は , 生化 学 的 , 及び 組織 化学 的 な 面 か ら の 広汎 
な 研究 が 必要 で ある 。 従来 , 内 部 寄生 性 農 虫 類 の 物質 代 
放 変 化 に つい て は von Brand (1952) の 呼吸 代謝 に 関す 
る 研究 や Erasmus (1957) の 解 焼 酸 酵 素 に 関す る 研究 等 
が ある が , 犬 多 虫 に 関し て は , 個々 の 発生 段階 に つい て 
呼吸 代謝 の 研究 (von Brand ら 1938) を 組織 化学 的 研究 
(Glovannola, 1926 ; 山 唱 , 1958) ら が 散見 され る の み で 
ある 。 

筆者 は , 犬 多 虫 の 発生 に こと も な うぅ 物質 代 調 系 研究 の 一 
環 と し て 各 発 生 段階 の 虫 体 に つき , いく つか の 組織 化学 
的 研究 を 試み た 。 こ こ で は , ま づ 感 当 仔 虫 期 に つき , グ 
リコ コー ゲン, 解 酸 酵 素 の 分 布 と 消長 並び に 
Rogers (1939) が 排 と 考え た 黒色 粒 の 組織 化学 
的 性 状 に つき 報告 する 。 
材料 及び 方 法 

1. 下 : 犬 多 感 仔 虫 は , 犬 多 卵 含有 の 
常 の 瓦 培養 法 (28C) に より を た 。 養 後 4 日 目 に 
水中 に 遊 出 し た 仔 虫 を 集め , 蒸溜 水 で 洗 必 後 , 深き さ 4 
mm 程 に 蒸溜 水 を 充 し た シャ ー レ に 移し , その まま 28 
°C の 恒温 器 内 に 置い た 。 遊 出 仔 虫 は 遊 出 直 後 の 仔 貝 を 
1 日 仔 貝 , 以後 日 を 経る に 従 つ て 7 日 , 15 日 , 30 日 , 
ATUSHIGE SATO: Studies on the metabolism of 
5 Ancylostoma canium in its each developmental 
stage (1). Histochemical studies on the infective 


larva (Department of Parasitology, National In- 
stitute of Health, Tokyo) 


犬 多 虫 の 各 発 生 段 階 に 於 ける 物質 代謝 に 関す る 研究 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 1 月 18 日 受領 ) 
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60 日 , 90 日 , 各 仔 貝 と 名 ず け た 。 
2. 固定 包 埋 及び 組織 化学 的 反応 
A. : 結 乾燥 (中 島 ら , 1950 ; Glick ら , 
1956) 或 は Gendre 液 4C 2 時 間 固 定 の も の を パパ ラフ ィ 
ン 切 片 と し , Hotchkiss (1948) の PAS 反応 に よ ょ る 多糖 
類 染色 と , 嘩 液 消化 試 験 (37°C 30 分 ) に よる グリ コー ゲ 


ン の 検出 を 行 つ た 。 : 

B. 脂質 : 無 固定 或 は Baker の 4% formalin-Ca 4 
時 間 固 の 材料 を 冷 フ (Adamstone ら 1948 の 方 
法 を 筆者 が 改変 し た も の ) で 凍結 切片 と し た も の に つき 
以下 の 操作 を 施し た 。 脂 宮 は Lillie の Oil Red 4B 
(OR) 60 isopropanol 液 10 分 梁 色 か 或 は Chiffelle 
ら の 0.7% Sudan Black B (SB) propylene glycol 液 
5 分 染色 に ょ つた . 対照 と し て は Baker の pyridine 
抽出 試験 を 行 つ た 。 特 に 全体 標本 を う る た め に は , 貝 体 
を 10 Antiformin の 新鮮 溶液 で 20 分 処理 し , 3 回 遠 
心 水洗 後 , 固定 し , 組織 化学 的 反応 を 施し た 。 Anti- 
formin た に ょ り 貝 体 の 被 溶解 し た が 体 の 運 
動 性 に は 媒 常 は 認め られ な い 。 こ の 処理 にょ り 貝 体 の 薬 
貝 性 は 高まり OR 染色 で は 若干 の すぐ れ た 標本 を えた 。 
し か し 物質 の 微量 検出 に は 応用 し な か つた 。 

C. 酸性 解 炎 酸 酵素 : 冷 4 必中 性 formalin 2 時 間 同 
定 材 料 を 充分 水洗 後 , 章 結 切 片 と し Coupling Azo dye 
法 (Grogg & Pearse, 1952) に よ ょ りこ の 醸 素 の 検出 を 行 
つた 。Ssodium e-naphthy1 phosphate を 基 と し coupI- 
er は o-dianisidine の diazotate を 用 いた 。 阻 者 実験 
に つい て は 110°C 60 分 の 切片 に つき 正常 基質 
に よる 反応 , 或 は 正常 切 太 と つい て NaF を 1/100M 
ふく む 基 質 混 液 に ょ る 反応 を 試み た 。 基 質 混 液 独 理 は 20 
°C で 60 分 間 行 つた 。 

D. アル カリ 性 解 炎 酸 酵素 : 酸性 醍 素 と 同様 に し て つ 
くつ た 切片 を 用 い Couplirng Azo dye 法 に より 検出 し 
た 。 sodium ce-naphtyl phosphate を 基 4-benzoyl 


402 
- 


昭和 33 年 8 月 (1958)〕 
amino-2 : 5-dimethoxyaniline の diazotate で couple 
し た 。 了 実験 は 110°C 60 分 切片 に つき 正常 
基質 を 行 つ た 。 液 は 20°C で 30 120 
分 間 行 つた 。 

E. Rogers の いう 黒色 の 組織 化学 的 性 状 を 
する た め に , 無 固 定 氷 結 切 片 に 泊 の 諸 方 法 を 適用 し た 。 

i) Scott 原潜 を 筆者 が 簡素 化し た 方法 に ょ る 灰 化 
(Glick, 1949) 

ii) Policard 法 に ょ る Ca の 検出 (Lison, 1952) 

ii) von K6ssa 法 に ょ る 不溶 性 カル シウム 塩 の 検出 
(Pearse, 1954) 

iv) lithium carbonate 水溶 液 に と ょ る 尿素 , 尿酸 溶出 
試験 (Gomori, 1952) 

3. 一 般 形 態 : Mayer の Hemalum-Eosin Y 楽 色 
及び Mann の Methyl blue-Eosin Y 楽 色 を 用 いた 。 

実験 結果 

炭水化物 : 仔 虫 体内 に 存在 する PAS 陽性 物 質 の 大 部 
分 は グリ コー ゲン で ある 。 グリコーゲン は 腸管 , 体 筋肉 
管 (excretory column wall) 等 の 細胞 中 に 主 
に l 題 粒状 (一 部 は 拡散 状 ) に 存在 する 。 グ リコ ュー ゲン の 含 
量 は 仔 貝 の 令 と 共に 減少 する F 拉 . 7 一 11)。 こ の 減少 
の 様子 を 典型 的 に 示す と 考え られ る 貝 体 中 央 部 の 体 筋肉 
細胞 の グリ ュー ダン 粒 の 消長 は Table 1 の 如く で 
ある 。 即 ち , 仔 由 体 か ら ゲ グリ コー ゲン が 消失 する の は 60 
へ ~90 日 の 聞 で ある 。 この 日 数 が 恐らく 仔 虫 の 寿命 を 示す 
も の で あろ うぅ 。 

グリ コー ゲン 以外 の PAS 陽性 物質 は 内 腸管 
内 壁 , 排 洪 管 , 分 泌 腺 中 に 存在 する 。 

脂 暫 : OR 及び SB で 可 染 し Nile Blue sulfate で 赤 
染 す る 中 性 は , 腸管 , 体 筋肉 , 排 の 細胞 に 


Table 1 Reduction in the amounts of glycogen and 
neutral lipid in correlation with aging (28°C) 


The average number of glycogen and 


lipid granules in the somatic muscle cell 
( glycogen lipid 
‘day old) large small large small 
1 8 15 14 58 
7 9 68 
15 4 15 
30 2 27 
60 i 12 0 0 
90 0 0 0 0 


large: over 1.5g in diam. 
small: under 1.5 gk in diam. 


(71 ) 


主 に 題 粒 状 に 一 部 拡散 状 に 豊富 に 存在 する 。 この 外 SB 
この み 可 楽 す る 脂 綿 一 Pearse に よる と ester phospha- 
tid で ある が 一 が 神経 環 , 筋 組織 等 に 拡散 状 に 存在 する 。 
中 性 脂 賀 は 仔 虫 の 令 に 従 つ て 徐々 に 減少 する (Table 了 ) 。 
60 日 仔 虫 で は , すべ て の 仔 虫 が 中 性 脂肪 を 欠く 。 し か し 
SB に の み 可 脂 変動 が 認め られ な い 。 

酸性 解 炎 酸 酵素 : 切片 を 基質 混 液 で 処理 する 時 間 を 長 
くす る と , 多く の 組織 が 発色 する 。 即 ち 最 初 体 筋肉 細胞 
質 , 次 に 食道 腸管 に 発色 し , 処理 120 時 間 分 に 及ぶ と 排 
管 発色 し て いる 。 比 較 強い 発色 を 示す の は 排 
管 体 肉 , 腸管 の 細胞 ある (Fig. 13 & 14) 。 

アル カリ 性 解 火 酸 酵素 : 酸性 酵素 に 比 し 反応 が お そく 
100 分 炎 理 切片 で 腸管 , 排 洪 管 , 食道 分 泌 腺 等 に 検出 さ 
れ た (F 所 . 15 & 16) 。 酵 素 の 活性 度 の 定量 は 行わ な か つ 
た が , 酸性 醒 素 が アル ヵ リ 性 酵素 に 比 し 優越 し て いる よ 
う で ある 。 ア ルカ ヵ カリ 性 及び 酸性 酵素 活性 の 仔 貝 の 令 に 従 
うぅ 変動 は 認め られ な か つた 。 

Rogers の 黒色 題 粒 : 固定 前 の 貝 体 で は , その 腸管 細 
胞 綿 内 に 球 型 の 輝く 題 粒 と し て 認め られ る (Fig. 17)。 
この は に 安定 で , 灰 化 像 の 中 に 強く 白く く 
と し て 残る (F 18) 。 灰 像 マイ ピ ペッ ト で 
硫酸 の 微 滴 を 滴下 する と , この 題 粒 附 近 に 硫酸 カル シ ウ ツ 
の 針 状 或 は バラ の 花 状 の 結晶 が 形成 され る (Fig. 20) 。 
von K6ssa 法 で は , この は 黒色 に ぇ キ さ れ , 
チ ウ ム 液 処理 切 片 で も , そ の 新 色 性 は 変ら な い (Fig. 19) 。 
これ ら の 組織 化学 反応 は いずれ も この l 題 粒 が 少 ぐ と も 不 
溶性 みか ル シウム 塩 を 含む も の で ある こと を 示し て いる 。 
こと の 題 粒 は 15 日 以後 の 仔 虫 に 検出 され , 顕微 灰 化 像 の 
観察 か ら み て , 仔 虫 の 今 に 従い 集積 する 傾向 が ある 。 

以上 の 結果 を 表示 する と Table 2 の ょ うに な る 。 


グリ コー ゲン , 脂 : 感染 仔 は 被 て いて 所 食 
物 を 摂取 し な い の に か か わら ず , 長期 間 生 存する た め に 
は 多量 の 貯蔵 食物 を 持つ て いな けれ ば な ら な い 。 事 実 , 
感染 は いわ ゆる 栄養 と ょ ば れる も の を 多量 に 持 
つて いる 。Rogers ら (1938) は この 栄養 拓 粒 が 脂 綿 で あ 
り そ の 含有 量 が , 仔 虫 の 令 に 従 つ て 減少 する こと を 容 
察し て いる 。 し か し 氏 ら は 仔 虫 を 切片 と する こと な し に 
楽 色 し た の で 組織 化学 的 意味 で の 局 在 性 楽 色 性 は 厳密 で 
な い 。 は 冷 チイ と よる SB 色 を ほど 
こし て 検 鏡 し た 結果 , 栄養 振 粒 と いわ れ た も の の な か に 
は 脂 だ け で は な く SB に ま ら な い グ グリコーゲン と 
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Table 2 Results of histochemical reactions to the infective larva of Ancylostoma caninum. 


carbohydrate 


Tissue 
PAS glycogen 


Oil Red 4B Sudan Black B acid 


lipid phosphatases 
alkaline 


esophagus + 


+ + 


esophageal excretory 
gland 


— + 


esophageal bulb — 


esophageal intestinal 
valve 


intestine 


somatic muscle 


? 


excretory columns 


Excellent positive. 


われ る を 見 出し た 12) 。 即 ち SB 標本 と , 
乾燥 一 アル =ー ル PAS 反応 を ほど こし た 標 
本 と を 対比 する と SB 不 楽 題 粒 は その 分 布 及び 大 き さ か 
ら グ ゲ グリ コー ゲン 程 粒 に 相当 する と 老 え られ る 。 を も と より 
グリ コー ゲン は 用 いら れ た 固定 法 に ょ り そ の 検出 され る 
状態 が 異な る の で ある か ら , 両 切片 標本 を 直ちに 対比 す 
る の は 人 危険 で は ある が , 物 四 の 分 布 状 態 を よく 保存 する 
章 結 乾燥 法 の 切片 標本 か ら こ の 様 に 老 え る こと は 許さ れ 
る で あろ 。 

グリ コー ゲン の 分 布 に つい て は , 最近 山 唱 (1958) が , 
仔 貝 体内 に 組織 構造 が 明らか で な い ほ ど 全 体 的 に 漠 染 す 
る と 報告 し て いる が , 恐らく 固定 液 の 選択 及び Schiff 
徹 理 が 不適 当 で あつ た も の と 考え る 。 

若い 仔 に 多量 に 存在 する グリ ュー ゲン 及び 脂 仔 
今 に 従 い 少 す る が , 脂 消失 は グリ コー ゲン の 
それ より 急速 で ある 。 こ の こと は 周 蔵 脂肪 は , 一 度 グ リ 
コー ゲン に 代 っ つて 媒 化 され る こと を 示す も の で あろ う 5 。 
この 点 に つい て は 目下 更に 検討 中 で ある 。 仔 帳 体 に こ 
様 に 多量 の グリ ュー ゲン 及び 脂 暫 が 存在 する こと は , 仔 
虫 が 第 2 期 で 嫌気 優越 型 の 呼吸 を 行 つ て いた こと を 示す 
も の と 解 さ れる 。 

解 炎 琶 酵素 : 上 述 し た ょ うに , 仔 虫 体内 と グリ ュー ゲ 
ン 及 び 脂 暫 が 濃密 に 存 し , か つ 消 長 が ある こと は , この 
酵素 の 活性 度 と 密接 な 関係 が ある と 考え られ る の で ある 
が , 成虫 に 比 し その 活性 は 低い ょ うぅ で ある (佐藤, 1957) 。 
この こと は 感染 仔 路 が 食物 摂取 を 行わ ず , 専ら 貯蔵 物質 
の 消費 に と ょ っ て 生活 し て いる こと と 関連 し て いる の か も 
知れ な い 。 し か し 仔 貝 に 於 いて は 酵素 の 絶対 量 が 少 い た 
め に 組織 化学 的 検出 法 で は 低 活性 を 示す が , 相対 的 活性 


度 で 考え て みれ ば , この 時 期 の 仔 貝 の 解 炎 酸 酵素 活性 を 
直ちに 低 活性 と 考え る こと は 出来 な い 。 双 その 分 布 は グ 
リコ ュー ゲン 及び 脂 四 の 分 布 と よく 一 致し て お り , その 部 
所 で 糖 , 脂 代謝 に 関 し て いる の で あろ うぅ 。 最近 
Erasmus (1958) が 条 虫 で 解 火 酸 酵素 の 研究 を 行い , 成 遇 
と で は , その 適 pH が り , 老 に その 中 間 型 が 
存在 する と 報告 し て いる が , 釣 貝 仔 虫 の 場合 で は 酸性 酵 
素 が 優越 し て いる と いう 点 で 成虫 と 一 致す る こと は 興味 
深い 。 こ の 点 た に ついては, 更に 各 pH に 於 ける 活性 及び 
基質 を 代え て の 活性 の 定量 的 研究 を 行わ ね ば な ら な い 。 
黒色 粒 : Giovannola (1926), Rogers (1939) ら は 
仔 貝 体内 に 黒色 題 粒 が 存在 する こと を 報告 し て いる が , 
その 本 態 を 明らか に は し な か つた 。 委 者 は 組織 化学 的 に 
この l 征 粒 が ,Ca の 不溶 性 塩 を 含む も の で ある こと を 明 ら 
か に し た 。 こ ょ で 問題 に た な る の は Ca の 組織 化学 的 検出 
法 に 於 ける 特異 性 で ある が , こま ゝ に 用 いら れ た Policard 
法 は Ca に 対し 極め て 特 罰 的 な も の で ある (Lison, 
1952) 。 し か し , この 方 法 は 局 在 性 を 細胞 学 的 微細 な 点 
まで 精確 に し えな い 欠 点 が ある 。 こ の 点 を 補う ぅ ため, 顕 
微 灰 化 像 の 検 鏡 , 及び 銀 え メッ キ 法 等 を 併用 し た 。 そ し て 
いずれ も Ca の 存在 を 示し た 。 ょ つて 腸管 細胞 綿 内 の い 
わ ゆ る 黒色 題 粒 は 少く も Ca 塩 を 含む も の で ある と 考え 
て よい 。 こ の 和 馬 粒 の 生理 的 機能 は 不明 で ある が , 細胞 内 
に 鞭 積 され る 傾向 が ある こと か ら , 老 排 物質 と 思わ れ 
る 。 こ の 和 題 粒 の 生理 的 機能 及び その 化学 構造 を 明らか に 
する こと は , この 和 題 粒 に 類似 し た 所 の も の が 多く の 内 部 
寄生 虫 に 見 出さ れる (Chitwood ら , 1952) こと か らし て 
も 代 講 研 究 と と つて 重要 な こと と 思わ れる の で , 更に 検 
討 を 試み ょ うと 考え て いる 。 
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昭和 33 年 8 月 


要 約 

犬 鍋 虫 の 発生 に と も な う 物質 代謝 系 の 変化 を 研究 する 
ーー 環 と し て , 各 時 期 の 虫 体 に つき 組織 化学 的 研究 を 行 つ 
た 。 こ ゝ で は 感染 仔 につき, グリ ュー ゲン , 脂 及 
び 解 酸 酵 素 の 体内 分 布 と 仔 の 令 従う これ ら 物 質 
及び 酵素 の 消長 , 並び と に いわ ゆる 黒色 和 題 粒 の 性 状 を 組織 
化学 的 に 研究 し た 。 

1. PAS 法 で 検出 され る グリ ュー ゲン 及び Oil Red 
4B 可 魏 の 中 性 脂質 は , 初期 仔 虫 の 体 筋 , 腸管 , 排 洪 管 
細胞 に 状 及 び 拡 散 状 に 豊富 に 存在 する 。 こ 
れ ら は 仔 虫 の 令 に 従い 徐々 に 減少 し , グリ ュー ゲン は 90 
日 仔 虫 で 又 中 性 脂 加 は 60 日 仔 貝 で 全く 消失 し て いる 。 

2. Coupling Azo dye 法 で 検出 され る アル カ ヵ ゎ リ 性 解 
娠 酸 酵 素 は , 腸管 , 排 洪 管 , 食道 分 泌 腺 に 存在 する 。 酸 
性 解 炎 酸 酵素 は 体 筋肉 , 食道 腸管 , 排 江 管 の 細胞 中 に 存 
在 す る 。 そ の 活性 は 成虫 期 と 同様 酸性 酵素 が アル ヵ リ 性 
酵素 に 比 し 優越 し て いる と 思わ れる 。 位 貝 の 今 と よる 活 
性 の 変動 は 認め られ な い 。 

3. いわ ゆる 黒色 題 粒 は , 不 深 性 カル シウム 塩 を 含む 
も の で ある 。 この 征 粒 は 15 日 以後 の 仔 虫 の 腸管 細胞 質 
中 に 存在 し , 仔 貝 の 今 の 増加 に 従 つ て 集積 する 傾向 が あ 
る 。 

4. いわ ゆる 栄養 と いわ れ た も の は 脂 外 , グ 
リコ ー ゲ ン 及 び 不 深 性 みか ル ん シウム 塩 の 題 粒 か ら な つて い 


5. 検出 し た 物質 及び 酵素 の 機能 に つき 考察 を 加え 
た 

稿 を 終る に際し , 御 指導 と 御 校 関 の 労 を 賜 わ つ た 寄生 
虫 部 長 小 宮 義 孝博 士 並 びに 種々 御 教 示 い た だ いた 東京 教 
育 大 学 理学 部 動物 学 教室 中 島 雅 男 博士 に 対し て 深く 感謝 
の 意 を 表し ます 。 

本 研究 要旨 は 第 15 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 
に お いて 発表 し た 
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Summary 

In order to elucidate the mimetabolic changes 
during its development were carried out histocemical 
studies on the egg, larva, and adult of Ancylostoma 
Caninum, 

The present paper reported the studies on the 
localization of glycogen, lipid, and phosphatases, 
and on the histochemical properties of the so 
called ‘''dark granule ’’ in the infective larva. 

In young larva, the intestine cell, somatic cell, 
and excretory column wall contained a large 
amounts of both glycogen and neutral lipid chiefly 
in the form of granules. These substances were 
located in the other tissue in a small amount, 

As the larva aged, contents of glycogen and 
neutral lipid were reduced, in 60 day old larva no 
neutral lipid remained, but some amounts of gly- 
cogen remained. In 90 day old larva the glycogen 
was completly exhaused. 

Acid phosphatase occurred in the somatic cell, 


intestine cell, excretory columns wall etc., 


Alkaline phosphatase was revealed in the esoph- 
ageal excretory glands, intestine cell etc. 

In the infective larva the acid phosphatase activity 
seemed to be similarly predominant to that of the 
alkaline enzyme as the case of adult, 

The nature of ‘'' dark granule ”” were investigated 
with several histochemical methods,. From the . 
following histochemical tests the granule was con- 
sidered to consist of Ca salts : 

1) persistancy of the granule to the treatment 
of the microincineration as a white refractive 
granular body in the ash. 

2) positive reaction in Policard’s method and 
von K6ssa’s method, 

3) the insolubility in LisCO; solution. 

The granule appeared in the intestine cell of 15- 
day-old larva and progressively accumulated with 
increase of age. 

A discussion of these findings was given. 


Explanation of plate 


Fig. 1-4. Distribution of lipid in longitudinal sections of the mid-intestine level of the 
infective larvae. Baker’s formalin-Ca-fixed frozen section. Sudan Black B. X 1350. 
Fig. 1. 1l-day-old larva Fig. 2. 7-day-old larva 
Fig. 3. 30-day-old larva Fig. 4. 60-day-old larva 
Fig. 5-6. Distribution of lipid in transverse sections of 7-day-old larva. Baker’s formalin- 
Ca-fixed frozen section. Sudan Black B. X 1350. 
Fig. 5. Ata level of the esophagug. Fig. 6. Ata level of the intestine. 
Fig. 7-8. Distribution of glycogen in transverse sections of 7-day-old larva. Cold Gendre’s 
fluid-fixed paraffin section. PAS, Haemalum. X 1350. 
Fig. 7. Ata levelof the esophagus. Fig. 8. Ata level of the intestine. 
Fig. 9-11. Distribution of glycogen in longitudinal sections of the mid-intestine level of the 
infective larvae. Freeze-dried & alcohol-fixed section. PAS, Haemalum. X 1350. 
Fig. 9. 1-day-old larva. Fig. 10. 30-day-old larva. 
Fig. 11. 90-day-old lerva. 
Fig. 12. Location of the unstainable granule, possibly glycogen granule, in a longitudinal section 
of the mid intestine level. Baker’s formalin-Ca-fixed frozen section, Sudan Black B. X 1350. 
Fig. 13-14. Alkaline phosphatase activity in longitudinal sections of 7-day-old larva. Cold 
neutral formalin-fixed frozen section. Coupling Azo Dye technique, 100 min. at 17°C. X 400. 
Fig. 15-16. Acid phosphatase actvity in longitudinal sections of 7-day-old larva. Cold neutral 
formalin-fixed frozen section. Coupling Azo Dye technique, 30 min. at 17°C. X 400. 
Fig. 17. Distribution of ‘'' Dark granule ”’ in the intestine cell of a unfixed 30-day-old larva. 
x 600. 
Fig. 18. Distribution of ‘''Dark granule ’’ in the microinciuerated section. X 400. 
Fig. 19. Distribution of ‘'' Dark granule ’’ impregnated with silver. von K6ssa method. X 800. 
Fig. 20. Formation of the need-shaped crystals of calicium sulfate. Policard’s method. X 400. 
The following abbrevations are used; dg., dark granule ; g., glycogen; Ip., lipid; ug., unstainable 
granule; EC., excretory column; ES., esphagus; ESB., esophagael bulb: L, intestine;: IN., 
ntestine cell nucleus ; SM., somatic muscle cell; SMN., somatic muscle cell nucleus. 
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各種 化学 薬品 に ょ る 卵 試験 
(2) その また は 中 で の 効果 


[寄生 学 雑誌 ・ 7 ・ 第 4 号 


小林 昭夫 一 郎 斎藤 人 敏昭 熊田 三 由 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


さき に 著者 の 1 人 小林 ら (1955) は , マビ た 対 
する いわ ゆる (ネオ ク タク ン 新 剤 , 二 化 素 乳 
剤 , 亜 硝酸 , 揮発 性 油 ) の 直接 時 の 殺 減 効 
果 に つい て 試験 し , 同 条 件 下 で の 希 卵 効果 は , 井 子 油 に 
最大 に し て , 同 薬 剤 の 10°C 3 日 作用 時 の 効果 は 試験 時 
の 最高 濃度 32000 倍 液 作 用 に て を 完 
全 に 阻止 する こと を 明らか に し た 。 

し か し 剤 の 実地 応用 の 場 は 通常 で あり , し 
た が つて 当然 同 ォ え ヂ ウッ ム 中 で の 帝 卵 効果 の 解明 が 傘 た れ 
る わけ で ある が , 同 メ ヂ ウ ム 条 件 下 に お ける 帝 卵 剤 に よ 
る 虫 卵 試験 に 関し て は , わずか に 中 松 (1955), 
納 (1957) , 寺尾 (1958) ら に ょ る 二 硫 化 炭 素 お よび その他 
の 諸 種 禁 蒸 剤 に つい て の 知見 が み ら れ て いる に 過ぎ すず す , 
また 上 記 諸 家 の 成 績 に つい て みて も , いわ ゆる 殺 卵 剤 の 
屋 尿 中 各種 作用 条件 (浸漬 温度 , 作用 日 数 ) 下 に お ける 
錦 減 効果 に つい て は 未だ 必 ら ず し ゃ 詳 か で は な い 。 

そこ で 著者 ちら は, さき の 直接 々 触 試験 (水中 ) 時 に 用 
いた 4 種 薬 剤 に つき , これ ら の メ ヂ ウム ( 亜 硝 
達 の み 塩 酸 々 性 調整 水 ) 中 に お ける ー= 多 卵 減 
効果 を 直接 々 触 時 と 同様 各種 作用 条件 の 組み 合せ の も と 
に 試験 し , その 結果 に つき 検討 し た 。 


材料 お よび 方 法 

1. 虫 卵 材料 : ダビ = 多 貝 単独 保有 者 の 排 洪 直後 便 中 
の 虫 卵 を 用 いた 。 

2. 検 薬剤 : ネオ タ ン 新 剤 (明治 薬品 ), 二 破 
化 炭 素 乳 剤 (テル ペン 未 乳化 剤 25 必 含 有 物 と 称す る , 日 
本 , 硝酸 (純正 化学 製 ) お ょ び 揮 発 性 
油 (東京 化成 ) の 4 種 。 

AKIO KOBAYASHI, ICHIRO YASUDA, TOSHIAKI 

SAITO & MITSUYOSHI KUMADA: Ovicidal 

effects of several chemicals on hookworm ova in 


nightsoil (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo) 


(昭和 33 年 1 月 20 日 受領 ) 


3. 薬剤 の 作用 方 法 
a) ウム: 選 又は 水 (混合 各 1:5) と し , 
使用 つね に ー= 虫 単独 寄生 者 の 排 直後 の 便 と 
し た が , 試験 は 1 回 に 排 洪 され る 新鮮 必 量 と 作業 量 と に 
限定 され た ゝ くめ , その 全部 を 同時 に 実施 する こと が で き 
ず , た め に これ を 低温 浸漬 時 と 高温 浸 病 時 の 二 段 と し た 
の で (c の 参 照 ), に べき は , 便宜 上 同一 
氷 貯 溜 中 の ゃ の に つき 各 試 験 時 これ を 使用 し た 。 即 ち 低 
温 浸 漬 時 の 試験 に 用 いら れ た 尿 は , 対照 と も 夏期 室温 5 
間 の 貯 で あぁ あり, また 高温 時 の それ は , 同 
一 の 12~14 日 間 溜 ( 対 と も ) の も の で ある 。 た 

し 亜 硝酸 費 達 の み は , メデ ウム pH が と くに 酸性 で な い 
と 全く 無効 と な る こと が 上 卵 た に つい て の 試験 で 予 
あめ 判明 し て いる の で , メデ ウム を 必 水 と し , これ に 塩酸 
を 加え て (終末 漠 度 0.1 ) 酸 性 に 調整 (児玉 ら , 1954) し 
た も の を 用 いた 。 

b) 供 試 薬剤 各 稀 釈 液 の 作製 : 試験 薬剤 濃度 は 前 回 の 
直接 時 の 成績 を と し , ネオ ン 新 剤 , 二 
化 炭 素 乳 剤 等 既に 乳化 され て ある 製剤 に つい て は , これ 
を 原液 と し て 各 250 倍 稀 釈 よ り 4000 倍 ま で の 5 階 桶 と 
し , また 硝酸 お ょ び 子 油 は 各 1000 倍 ょ より 16000 
倍 ま で の 5 階 棚 と し これ を 各 作 笛 し た 。 試 験 に あ た つ て 
は , 答え ウ ム の 45cc 和 を 三角 ュ ペン に と り , これ 
に 楽 剤 の 各 一 定 磯 度 中 間 稀 釈 液 5cc 宛 を 加え て 所 定 の 
濃度 と な る 如く し た 。 た で ヾ し 井 子 油 は 水 に 難 深 で あぁ る の 
で , 原液 た 4 倍 量 の 乳化 剤 (花王 の テマ ルル ゲン 墓 408) 
を 加え て 乳化 し た も の に つき , これ を 蒸 汐 水 稀釈 に よ ょ り 
各 中 間 濃 度 液 を 作製 し た 。 

c) 薬剤 の 作用 条件 : 温度 を 低温 (10°C), 高温 
(20°C) と し , 各 浸 開 温 度 時 た に つき , その 作用 日 数 を そ 
れ ぞ れ , 3, 7, 14 日 と し た 。 薬 剤 作用 期間 中 は , ペラ 
フィ ォ ン 紙 に て 容器 の 日 を 独 い 輪ゴム で と め た 。 

4. 対照 : 薬剤 作用 に 対す る 対 央 試 験 と し て は , ネオ 
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ヂ ク ロン 新 剤 , 二 硫 化 炭 素 乳剤 使用 事例 に 対し て は 屋 必 
を , 井 子 油 使用 事例 に 対し て は 恒 尿 - テ マル ゲン を , ま 
た 亜 硝酸 合用 の も の に 対し て は 水 - 酸 ょ び 
水 と し ( 屋 に 対す る 尿 又 は 水 の 混 合 比 は 1:5 と す ), 上 
記 各 メ ヂ ウム の 45cc に 対し て 蒸 汐 水 5cc 宛 ( こ の 量 は 
各 薬 剤 混入 事例 に お ける 同 混入 中 間 稀 釈 液 量 に た 相当 す 
る ) を さら に 追加 し た も ゃ の を 以 て し た 。 舎 お 上 記 混 入 = 
マル ゲン お よび 塩酸 の 濃度 は , と も に その 終末 時 の それ 
が 夫々 250 倍 お よび 0.1 と な る 如く し た 。 た さ し テ エマ 
ル ゲ ン の 250 倍 濃度 は , エマ ル ゲ ン 使 用 薬剤 事例 に お け 
る 試験 最大 濃度 (1000 倍 ) 時 の 含有 ェ マ ル ゲ ン 量 に 相当 
する も の で ある 。 

5. 薬剤 の 殺 卵 効果 判定 : 薬剤 の 効果 は 薬液 浸 漬 直後 
洗 虫 卵 の 素 焼 培 養 を 施行 し , 一 間 培 に ょ る 
養 液 中 を の 仔 虫 海 出 阻止 の 有無 に ょ りこ れ を 判定 し , 導 
出 の 全く み ら れ ざる も の を を も つて 完全 殺 滅 と 見 仔 し た 。 
すなわち 薬 液 作用 直後 各 メデ ギ ウ ム の 12cc を 300cc 入 
り 尿 コッ プ に と り , これ に 水道 水 を 満た し て 薬剤 を 移 釈 
し , 1 時 間 放 置 後 に 上 除去 する 。 か る 洗 を 
3 反復 施行 後 , を さら に 遠 , その 全 部 
を 素 焼 上 に 移し , 水道 水 を 培養 液 と し て 型 の 如く , 28 
°C, 2 週間 の 培養 を 実施 し た の ち , 堪 養 液 全量 を と つて 
同 液 中 海 出 仔 虫 数 を 解剖 顕微 鏡 下 で 鏡 検 し 算 守 し た 。 

成 ・ 

薬剤 非 混入 対照 メデ ウム 中 な ら び に 各 薬 剤 作用 時 に お 
ける 多 貝 卵 殺 滅 成績 は 第 1, 2 表 に し めす 如く で ある 。 

1. 対照 

民 原 メデ ウム で は , エマ ル ゲ ン 混 入 の 有無 に た か わら 
ず , 両 温度 浸漬 の 場合 と も , 3 日 浸 漬 事例 で は いずれ も 
1000 上 の 仔 虫 を みとめ た が , 日 数 の 増加 に 
と も な い 潤 次 海 出 数 は 減少 し た 。 と り わ げ ば この 減少 傾向 
は 高温 浸漬 時 に いち ぢ る し く , 20°C, 14 日 間 浸 漬 に た ょ 
る と き は 仔 貝 の 海 出 は 完全 に 阻止 され た 。 


第 1 表 (薬剤 非 入 時 ) 
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し か し 尿 の 混入 な き 屋 水 メ ヂ デ ウ ム に あつ て は , 20°C, 
14 日 間 の と つて も な 卵 の 完全 は み ら れ 
な か つた 。 た 塩酸 加 屋 水 メ ヂ デ ウ ッ ム で は , その 14 日 浸 
に と ょ る と き は , 両 浸漬 時 と ゃ 仔 明 な 
減少 を みとめ た 。 

2. ネオ ク ピン 新 剤 

10°C, 3 日 作用 時 に お ける ネオ ク ピ 新 の 完 
全 限界 濃度 は 250 倍 で , 同 温 日 作用 に ょ る と き 
は , これ は 500 倍 ま で に 増大 し , さら に 14 日 作用 の 場 
合 に は ほ さ 1000 倍 ま で に 達し た 。 

20°C 浸 潰 の 場合 に は , 3 日 , 7 日 各 作 用 事例 と も 500 
倍 稀釈 まで 完全 に 希 減 効果 を 発揮 し , 14 日 作用 時 に は 試 
最高 4000 倍 に て も な お 完全 に 仔 の 出 を 

し た 。 

3. 二 硫 化 談 素 乳 剤 

10°C 浸 漬 の 場合 こ に は , いずれ の 作用 日 教 の も の と も 
その 完全 滅 は 250 倍 まで で あり , 20°C 時 に 
お いて も, 3 日 , 7 日 各 作用 時 と も その 完全 限 
度 は 250 倍 で あつ た 。 た ヾ し 20°C, 14 日 間 作用 の 場合 
に あつ て は , 試験 最高 移 釈 4000 倍 液 作用 に お いて も な 
お 仔 虫 の 完全 海 出 阻 止 を みた 。 

10°C, 3 日 作用 時 で は 4000 倍 , 同 温 度 7 日 作用 で は 
8000 倍 ま で 完全 に 殺 滅 を し めし , 同 14 日 作用 に ょ る と 
き は , 薬剤 の 試験 最高 稀釈 16000 倍 液 作用 時 で も 完全 殺 
を みた 。 

20°C 漫 漬 の 場合 に お いて も 低温 浸漬 の 場合 と ほ き 同 
等 の 毅 滅 効果 を し めし , 3 日 , 7 日 各 作用 事例 と も 8000 
倍 ま で 完全 で あり , 14 日 作用 に と ょ る と き は 試験 最高 稀釈 
16000 倍 液 作 用 に ょ つて も な お 完全 殺 滅 を し めし た 。 

5. 揮発 性 

10°C の 場合 に は , 各 数 作用 の 場合 と も ほ 同 
等 の 効果 を し めし , 7 , 14 日 作用 時 に 各 1 の 
出 仔 を みとめ た が , 何れ る も 4000 倍 稀 で 概ね 完全 


10°C 20°C 10°C 20°C 10°C 20°C 


3 1836 1238 1097 
7 1075 1112 668 
781 0 189 


2103 2730 3544 2564 2176 
690 3024 2944 1189 888 


0 462 1809 30 6 


各 項 数 値 は 仔 数 を し あず 


及び の 各 に 対す る た は 水 の 混 合 比 は 1:5 
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薬 日 数 

250 500 1000 2000 4000 8000 16000 
3 0 48 — — 
10°C 7 0 0 189 1905 1905 -— — 
14 0 0 1 736 2360 — 

ネオ ヂ ク ョ ロン 
3 0 9 29 = — — 
0 0 4 1108 1950 — 
14 0 0 0 0 0 — — 
3 0 1490 1506 2788 1976 — — 
14 0 4172: 466 1302 — 

二 化 炭 素 
; 3 0 304 1091 1184 819 — — 
2 7 0 26 172 826 1549 — — 
14 0 0 0 0 0 -- — 
3 ーー — 0 0 0 2 266 
10°C 7 — —- 0 0 0 0 34 
14 — — 0 0 0 0 0 

硝 . 酸 
3 — — 0 0 0 0 4 
20°C 7 — — 0 夫 0 0 18 
14 — — 0 0 0 0 0 
3 — — 0 0 0 720 2049 
10°C 7 — 0 0 
14 — — 0 0 1 445 146 

揮発 性 
3 — — 0 897 1414 1554 992 
20°C 7 — ーー 0 0 392 4290 882 
14 — — 0 0 0 0 0 

表 中 各 項 の 数 値 は 洗 出 仔 虫 数 を し あす 


上 記 薬 メデ ウム は ネオ デ ク タク ン 新 剤 , 二 硫 化 素 乳 剤 , 揮発 性 章子 油 た に た つい て は (1:5), 
亜 硝酸 曹達 に つい て は 尿 水 (塩酸 加 ) (1 : 5) と し た 。 


ーー 方 20°C 浸漬 の 場合 に は , 殺 減 効果 は 低温 浸漬 時 の 
それ より る も 反 つ て 低下 の 成績 が しめ され , その 完全 希 減 
限 四 濃 庶 は 3 日 作用 時 1000 倍 , 7 日 作用 時 の それ は 2000 
倍 で あぁ つた 。 た ヾ し 同 温 度 14 日 作用 た に ょ る と き は , 試 
験 最高 16000 倍 液 作用 時 に て 仔 貝 の 完全 出 
が みとめ られ 7 た る 


総括 お よび 考 接 
以上 の 成績 に も と ずい て 各 薬 剤 の 作用 条件 と それ の 殺 
減 効果 と の 関係 を 考察 する に , 各 薬 剤 作用 事例 と る 概 し 
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て 作用 日 数 が 長い 場合 に 殺 減 効果 高く , また 者 子 油 以 外 
の 薬剤 で は , その 高温 (20°C) は 低温 (10°C) 
時 より る も 効果 増大 化 の 傾向 が みとめ られ る 。 た ヾ し 貝 卵 
を 恒 尿 メ ヂ ウム 中 に 20°C, 14 日 間 浸 潰し た 場合 に は , 
薬剤 を 混ぜ ざる 対照 屋 尿 中 た あぁ つて る 完全 に これ が 死 減 
を みた こと は 注目 さる べき 事実 で ある と 考え る 。 

以上 著者 ちら に ょ つて えら れ た 薬剤 効果 の 成績 を 諸家 の 
それ に つい て 比較 考察 する と , ネオ タ ロン の 多 卵 
滅 効果 に つい て は , その 恒 尿 メ ヂ ウッ ウム 中 で の 成績 は 見 当 
ら な い が , 恒 水 中 で の それ に つい て は 久 津 見 ら (1955) の 
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報告 が ある 。 同 氏 ら は , 同 メ ヂ ウ ム 中 ネオ デ ク セ ビン 500 
倍 液 の 25~31°C, 10 日 間 の 作用 た にょ る と き は , マビ ピー=, 
アメ リカ 両 種 混合 虫 卵 た 対し て 100 の 効果 を 発 
し た と 述べ て お り , この 成績 は ら の ヂ ム 中 
で の それ と は ほ は き 近 似 し て いる 。 ま た 二 硫 化 炭 素 の 効果 に 
つい て は , 寺尾 (1958) は (1 : 4 メデ ウム 中 , 同 
の 100 倍 稀釈 液 , 15°C, 7 日 間 の 作用 で は , アメ リカ ヵ 多 
虫 卵 を 完全 に 殺 滅 する が , 同 1000 倍 稀釈 に な る と 無効 
と な る と 報告 し て いる 。 し か し 中 松 (1955) の ダビ = 多 貝 
卵 と つい て の 実験 で は , 司 尿 (1 : 4 中 1000 倍 液 , 20°C, 
7 日 間 の 作用 で 虫 卵 は 死 減 し た と 報じ て いる 。 著 者 ら の 
マビ ー つい て の 成績 で は , 10°C, 20°C 浸 時 
と も その 7 日 作用 時 の 完全 殺 減 濃度 は 250 倍 ま で で , こ 
れ と 寺尾 の 成績 と の 比較 は 各 使 用 虫 卵 材 料 お よび 薬剤 作 
用 条件 が 若干 異 る た め 厳 密 に は 不可 能 で ある が , 各種 試 
験 条件 が ほ ゞ 等 し いと 思わ れる 中 松 の 成績 と 比較 する な 
ら ば , 少く る 両者 の 聞 に は か な り 著しい 成績 の 不一致 
が み ら れ る よう で ある 。 また 弁 子 油 の 殺 卵 効果 に つい 
て は , 寺尾 (1958) に ょ れ ば , 同 薬 剤 の 1000 倍 液 , 15 
°C, 14 日 間 の 作用 た にょ つて も な お 少数 の 海 出 仔 虫 (アメ 
リカ 釣 虫 ) を みとめ た と 報じ て いる が , 著者 ら の 成績 で 
は 1000 倍 液 で は , 両 温度 (10°C, 20°C) 作用 時 と を も 3 日 
とし て 既に ヅ ビ = 卵 の 完全 殺 みて いる 点 を 
する と , 油 の 効果 に つい て 二 硫 化 素 の それ 
と 同様 , 成績 の 不一致 が 目立つ ょ うぅ う で ある 。 区 も 著者 ら 
の 試験 成績 と つい て みて も, 井 子 油 の 効果 は , その 高温 
時 の 効果 が 低温 時 の それ より も か ぁゃ つて 低下 を し めし た 
こと は 前 述 の 如く で ある が , この 変動 の 原因 的 考察 に つ 
いて は 後に も 触れ る 。 

つぎ に 中 で の 各 薬 剤 効果 と ヂ ウム 条 件 以外 
の 薬剤 作用 人 条件 を 同一 に し て 行 つ た 直接 々 触 時 の それ 
(小林 ら ,1955) と を 比較 考察 する に , いずれ の 薬剤 と も そ 
の 効果 は 屋 尿 え メ ヂ ウム 中 で は 著しく 減弱 し た が , と り わ 
け こ の 傾向 は 弁 子 油 と 二 硫 化 談 素 乳 剤 に お いて 著 明 に み 
られ た 。 そ こ で いま か り に , 10°C, 3 日 作用 時 の 成績 に 
も と ず き , 貝 卵 の 完全 殺 滅 に 要する 各 薬 剤 量 を 両 メ デ ヂ ウ 
条件 下 に つき 大 ま か な 比 率 を も つて し めす な ら ば , ネ 
ォ オォ ヂ ク ロン 新 剤 に つい て は 必 尿 中 で は 直接 々 触 時 の 2 倍 
量 を , 二 硫 化 談 素 乳剤 で は 4 倍 量 を , また 井 子 油 と た つい て 
は 8 倍 量 乃至 それ 以上 を 夫々 要する こと くき く な り , 上 記 3 
薬剤 の う ち で は , 屋 尿 え メデ ウッ ム 中 で の 薬剤 効果 減損 化 の 
程度 は 電 子 油 に 最大 で ある と い ょ うる 。 こ の 点 に 関し て 
は 寺尾 (1958) も , 恒 尿 の 存在 に ょ る 効果 の 低下 傾向 が 閉 
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し か つた 薬剤 と し て 弁 子 油 , 湊 度 , 二 臭 化 テ チレ ン を あ 
げ て お り , と くに 油 で は , 同一 の 殺 を あげ る 
の に 恒 尿 中 で は 水中 で の 20 倍 以 上 の 高 濃度 を 要 し た と 
述べ て いる 。 

さて 尿 中 電 油 の 卵 成績 と っ つい て は , その 高温 
の 効果 が 低温 浸 時 の それ も か を つて 著しい 低 
下 が し め さ れ た こと に つい て は さき に も ふれ た が , この 
は , 両 温度 浸 に お ける その 他 の 薬剤 と よる 効果 
傾向 と は 逆 の 結果 で あり , 一 見 矛盾 し た 成績 の ょ うに も 
考え られ る 。 し か し 本 試験 で は ,』 薬剤 の 作用 条件 と し て 
は , 温度 条件 の ほか に 両 温度 浸漬 時 に 用 いた ぇ メデ ヂ ウ ム 中 
氷 材 料 の 相違 が ある の で , 上 記 効 果 変動 の 原因 の 一 っ と 
し て これ を る 考慮 に 入れ る の が 当然 で ある と 考え る 。 
そこ で 選 尿 メ ヂ ウム 中 に お ける 効果 変動 の 原因 が , 果 
し て 低温 と い 3 浸 漬 温度 が 高温 の それ より も より 有効 に 
作用 し た こと に 因 つ た も の で ある の か , ある い は 温度 人 条 
件 以外 の 条件 , 就 中 使用 尿 材 料 の 相違 が ょ り 主 働 的 役割 
を 果 し た 結果 に も と ずい た も の で ある の か を 判断 する た 
め の 手 が か り と し て 以下 の 追加 試験 を 試み た 。 

中 油 の 効果 動 に 関す る 追加 試験 
追加 試験 の う ち , 浸漬 温度 条件 差 と ょ る 子 油 の 効果 
を 知る た め の 試 験 と し て は , 同一 の 屋 尿 メデ ウム を 使用 
し , 温度 だ け を か えて これ を 23 士 0.5°C( 高 温 ) 
と 13 土 3°C (低温 浸漬 ) の 2 種 と し て 試験 し , 一 方 メデ ウツ 
ム 条 件 と 井 子 油 の 殺 卵 効果 と の 関係 を みる た め の 試 験 と 
し て は , 温度 を 一 定 (23 0.5°C) と し , え メデ ウ 
だ け を か を, 使用 と し て 新 使用 の 場合 に は 
直後 の 人 尿 を , また 旧 使用 の 場合 は (25°~32° 
C の 無 温 ) 6 週間 貯溜 の 尿 を 以 て し た 。 試 験 開始 直前 に 
お ける 両 種 必 の pH 値 (Beckman pH meter に より 測 
は , 新 は 6.30, 旧 で は 9.19 で , 両 ァ 
モニ = ア 量 (Folin 法 に よ ょ り 測 定 ) は それ ぞ れ 0.047 %, 
0.504 で あつ た 。 な お に 伴う 対照 お ょ び 薬 剤 
混入 屋 必 メデ ウム (250 倍 , 2000 倍 , 32000 倍 の も の だ 
け に つい て ) pH の 変動 に つい て も 測定 し た 。 井 子 油 の 
作用 250 倍 よ り 倍 々 32000 倍 ま で の 8 階 と 
し , 作用 日 数 は いずれ も 3 日 と し た 。 

1. 同一 の え ヂ ウム (新屋 ・ 旧 ) を 用 い , 
条件 だ け を 変 を た 場合 の 電子 油 の 殺 卵 効果 

第 3 に みる よう に , 両 温度 浸 時 と ゃ 薬剤 の 虫 
完全 殺 減 限界 濃度 は いずれ る も 1000 倍 で , 2000 倍 稀 釈 に 
いた る と , 共に 仔 貝 の 海 出 を みて いる 。 た ぐし 2000 倍 
以上 の 高 各 作用 時 の 出 仔 絶対 数 に つい て は , 
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第 3 表 各種 メデ ヂ ウ ム 条件 下 に け る 油 の 卵 効果 
a) 油 作 用 
油 の 倍 数 
250 500 1000 2000 4000 8000 16000 32000 
新屋 ・ 旧 一 低温 0 0 0 198 1274 3144 3508 4290 
クタ ・ 旧 尿 一 高温 0 0 0 5 98 278 210 262 
クタ ・* 新 尿 一 高温 0 0 0 0 86 106 102 160 
b) 対 (薬剤 混入 ) 
62.5 ・ 2125 250 
新屋 ・ 旧 尿 一 低温 0 0 193 3248 3824 
ター ・ 旧 尿 一 高温 0 0 0 464 900 
ヶ ・ 新 尿 一 高温 0 1 218 1871 1520 
尿 1:5, 新 尿 と は 排 直 後 の 人 尿 を , また 旧 と は 夏期 6 週間 に て 貯溜 し た 尿 を いう 。 
低温 : 13 土 3°C, 高温 : 23 土 0.5°C 
高温 時 に 減少 傾向 が み ら れ る 。 く , と くに 新 新 メデ ッ ム で は , 両 温度 浸 と も 
2. 温度 条件 を 一 し , メデ ウム 中 条件 だ け 当初 の pH 値 (6.80~6.85) は 3 日 浸 後に は 8 以上 の 
を 変 を た 場合 の 油 の 効果 ルカ ヵ カリ 性 を し めす に いた つて いる 。 し か し 油 混入 


メデ ウム 中 の 原材料 と し て 旧 を 使用 し た 場合 の 
油 の 効果 は 1000 倍 ま で 完全 で , 2000 倍 至る 
と 若 出 を みた の に 対し て , 新 を 用 いた も の 
で は , 2000 倍 ま で 完全 に 仔 虫 の 海 出 を 阻止 し , 同 稀釈 倍 
以上 の 高 ( 低 度 ) 液 作用 の 場合 で も , 概して 新 
用 の も ゃ の に あつ て は , 旧 尿 使用 の 場合 より も 仔 虫 数 の 減 
少 傾 向 が み ら れ た (第 3 表 a 参照 )。 

3. 対照 メデ ウム 中 に お ける 成績 

ェ エマ ル ゲ ン 非 混入 屋 尿 え メ ヂ ウム に あつ て は , いずれ の 
条件 下 の も の と る の 出 を みとめ た 。 た 使用 
高温 の も の に お いて 出 仔 減少 傾向 が し 
め さ れ た 。 

一 方 チキ エマ ル ゲ ン 混 入 屋 尿 の 場合 に あつ て は , エマ ル ゲ 
ン 濃 度 62.5 倍 ( 電 子 油 使用 時 の 同 最大 濃度 250 倍 時 の 含 
有 エ マル ゲン 量 に 相当 ) の それ は , 両 温 度 漫 潰え メデ ウム 
の も の と 仔 の は 全く みとめ られ ず , 使用 , 
高温 事例 に あつ て は , エマ ル ゲ ン 度 250 倍 で も 
仔 の を 全く 陽 し た (第 3 表 参 照 )。 

4. メデ ウム pH 値 の 変動 

浸漬 前 後に お け * る メデ ウム pH の 変動 に つい て は 第 4 
: し めす 如く , の それ に あつ て は , 3 日 後に お 
いて る も 浸 漬 直前 の それ に 対し て 殆 ん ど 変 動 を し め さ な か 
つた の に 対し て , 民 尿 メデ ウッ ウム に あつ て は その 変動 閉 し 


尿 メ デ ウ ム で は , と くに 草子 油 2000 倍 以 下 の 高 濃度 の 
場合 に は , メデ ウム pH の アル カリ 化 は 全く み ら れ な い 
か また は 極め て 軽度 で あつ た 。 

以上 の 追加 試験 の 結果 に も ゃ と ず き , 子 油 の メデ 


第 4 表 メ ヂ ウム の pH 値 


pH 
メデ ヂ ウ ム 条 件 使用 佐 温 演 
尿 (薬剤 非 混 入 ) 新 尿 * 6.30 6.30 6.30 6.45 
旧 9.19.9.06 9.19 
非 混入 ) 新 新 尿 6.80 8.35 6.85 8.20 
・ 9.00 8.90 9.00 8.63 
250 倍 々 ・ 新 尿 6.92 6.92 6.90 6.79 
・ 旧 尿 9.00 8.70 9.00 8.70 
2000 倍 々 ・ 新 尿 6.93 7.50 6.93 7.62 
子 油 ・ 9.00 8.92 9.00 8.85 
32000 倍 々 ・ 新 尿 6.92 8.35 - 6.95 8.22 
・ 9.00 8.92 9.00 8.72 


: : 5, 新 尿 と は 直後 の 人 を , ま 
た 旧 尿 と は 夏期 6 週間 室温 た て 貯溜 し た 尿 を い 
らち 。 低温 : 13 土 3°C, 高温 : 23 土 0.5°C 
* NH;=0.047 ** NH:=0.504 
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ッ ム 中 に お ける 殺 卵 効果 に つい て 考察 する に , その 使用 
メデ ウム が 全く 同一 の も の で ある 限り に お いて は , 高温 
浸漬 (23 土 0.5°C) は 低温 浸漬 (13 土 3°C) と 同等 また は そ 
れ 以 上 の 効果 を 発揮 する が , 漫 病 温度 を 一 定 (23 士 0.5? 
C) と し た 場合 に は , その メデ ヂ ウ ム ぇ 条件, 換言 すれ ば 使 
用 料 の 新旧 の 差 に ょ 効果 変動 が 招来 され , 旧 使 
用 は 新 尿 使 用 に 比 し て 薬剤 効果 は 一 層 低 下す る も の で あ 
る と 考え られ る 。 た し この 場合 , 対 マル ゲン 混入 
え ウム 中 に お ける 仔 虫 の 出 状況 を みる と , 混入 
ェ マ ル ゲ ン 濃 度 が 比較 的 高い (62.5~125 倍 ) 場合 に は , 
いずれ の も の と る せる 仔 虫 の 海 出 は 完全 また は ほ き 完全 た に 阻 
止 さ れ , と り わ け 貞 原 使 用 ・ 高 温 浸 漬 の 場合 に は , テマ 
ル ゲ ン 250 倍 濃度 に て も 舎 お 完全 に 仔 虫 の 洲 出 阻止 を し 
めし た こと を る と , 中 に お ける 子 油 の 殺 卵 
効果 は , 井 子 油 自 体 の し ゃ し た 効果 の 他 に 乳化 剤 (テマ ル 
ゲン ) の それ と の 村 信 結果 と し て 表現 きれ た も の で ある 
と 考え る の が 妥当 で あろ う 。 し た が つて , か くる 論拠 よ 
り 弁 子 油 の 単独 効果 を 考え る と , 同 薬 剤 の 屋 尿 中 で の 効 
力 は 極め て 低い も の で あり , と り わ け そ の 恒 尿 中 で の 効 
力 減 弱 化 の 傾向 は , その 乳化 剤 単独 の 殺 卵 力 を も 併せ 考 
する な ら ば , 使用 メ ウム ・ 高 の それ に 著 
し いも の と 考え る こと が で きる 。 し か し 先 き の 試験 で は 
メデ ウム 中 ( 旧 使用 ・20°C ) テマ ル ゲ ン 度 
250 倍 作 用 に ょ つて も , 溢 出 仔 虫 数 の 減少 が ぶ み られ な か 
つた こと を 考え る と , 選 尿 メ ヂ ウム 中 エマ ル ゲ ン 単 独 作 
用 時 の 力 と つい て も, 使用 ウ ッ ム 条件 と 温度 
の わ づ か な 差異 (と くに 高温 部 20°C 附近 で は ) た にょ っ 
て , 殺 卵 効果 上 か な り の 変動 を みる こと が 想像 され る 。 

以上 の 考察 より , さき の 試験 で し され た 井 子 油 の 両 
温度 浸 漬 時 に お ける 効果 変動 の 原因 と つい て 考察 する 
と , その 高温 (20°C) 時 に 低温 (10°C) 時 ょ りゃ 
反っ つて 効力 低下 の 現象 が し ゃ され た の は , 高温 浸漬 時 に 
使用 され た 尿 材 料 が 低温 時 の それ に 比 し て 。 より 旧い も 
の で あつ た こと が その 原因 の 一 つと し て 考え られ る 。 

し か し この 推定 も , 追加 試験 に た おい て, 使用 尿 の 貯溜 
期間 の 差 を 大 きく し て 試験 し た に ゃ も 拘ら ず , 両 尿 使用 時 
の 薬剤 効果 間 に こそ れ は ほど 著しい 開き が み ら れ な か つた こと 
と や , 対照 テ = マル ゲン 自体 に み ら れ た 帝 卵 力 の 変動 等 を 
考慮 する と , 如 上 尺 貯 獣 条件 の 差 だ け に その 変動 原因 の 
全て を 求め る の は 困難 の ょ うに る ゃ 思わ れる 。 

ま た は 中 , 就 中 旧 使用 時 に ける 子 油 の 殺 
卵 効果 の 著しい 減弱 化 と 変動 の 事実 に つい て は , 著者 ら 
の 多 虫 卵 を 用 いて の 試験 終了 後に , 国井 ら (1955,1956) , 
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小宮 ら (1958) に よ ょ り 鍋 貝 卵 た に つい て る も 指摘 えさ れる に いた 


つて いる が , その 詳細 に つい て は こ ょ で は 触れ な い 。 


要 約 

いわ ゆる 卵 剤 中 , ネオ ク ク ン 新 剤 , 二 硫 化 素 
剤 , 酸 , 揮発 性 子 油 の ダビ = 多 
を ウム ( 亜 硝酸 の み 塩 酸 々 性 水 ) 中 で 各種 
作用 条件 ( : 10°C, 20°C, 作用 日 数 : 3, 7, 
14 日 ) 下 で 実施 し 下記 の 結論 を 得 た 。 

1) ネオ デ ク ン 新 剤 10°C の 効果 は , 3 
日 作用 時 に は 250 倍 , 同 7 日 作用 時 500 倍 , 同 14 日 作 
用 た に と ょ る と き は ほ で で 1000 倍 ま で 完全 で あり , 20°C 浸 沖 
の 場合 に は , 3 日 , 7 日 作用 と も 500 倍 ま で 完全 に 殺 卵 
効果 を し めし た 。 

2) 二 硫 化 乳剤 の 完全 殺 卵 濃度 は , 10°C 浸 , 
3,7, 14 日 作用 時 お ょ び 20°C 浸 漬 , 3, 7 日 各 作 用 
時 と も いずれ る も 250 倍 ま で で あり , 500 倍 以 上 の 低 漢 度 
こ 達する と 仔 の 出 を みた 。 

3) 亜 は , 両 温度 と も , 3 日 , 7 日 各 
作用 にょ る と き は 概ね 8000 倍 ま で 完全 で あり , 14 日 間 
の 作用 に ょ よる と き は 16000 倍 以 上 の 低 漠 度 で も 殺 減 し 

4) 子 油 の 殺 卵 力 は , 10°C , 3,. 7, 14 日 作 
用 時 で は 概ね 4000 倍 ま で 完全 で あぁ つた が , 20°C 浸 漬 の 
場合 に と ち つ て は , 低温 浸漬 時 の それ より も ゃ も 反 つて 低下 を 
し めし , 同 温 度 3 日 作用 時 1000 倍 , 7 日 作用 時 2000 倍 
まで に と で ぞ で 

5) 上 記章 子 油 の 高温 浸漬 時 に み ら れ た 帝 卵 効力 低下 
の 原因 は 追加 実験 成績 より 考察 し , 高温 浸漬 時 に 使用 せ 
られ た ウム 中 の 材 料 が 低温 浸 の 使用 に 比 し 
より 旧い も の で あつ た こと が その 原因 の 一 つと し て 推定 
され る こと を 述べ た 。 

6) な お 各 薬 剤 の 恒 尾 メ ヂ ウ ッ ム 中 , 20°C,14 日 間 の 作 
用 にょ る と き は , 各 試 験 最高 稀釈 に て な お ヅ ピ ビー= 多 貝 卵 
の 仔 中 海 出 完全 阻止 が みち られ た 。 し か し 同 作 用 条件 下 に 
あつ て は , 薬剤 混入 の な い 対 照屋 尿 え メデ ヂ ウ ム 中 だ け の 浸 
にょ つて も 卵 の 完全 殺 みとめ られ た の で , 同人 条 
件 下 で の 帝 滅 は , 屋 尿 単独 の 殺 卵 効果 に 帰す べき も ゃ の と 
思考 され る 。 


稿 を 終る に 臨み , つね に 御 艇 篤 な る 指導 , 校 関 の 労 を 
と られ た 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 基 な る 謝意 を 表す る 。 
本 研究 の 要旨 は 昭和 33 年 第 27 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 
に いて 発表 し た 。 
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Summary 


In the present study the experiments were 
carried out to know the ovicidal effects of 4 
chemicals, Neo-Dikuron, carbon disulfide, sodium 
nitrite and allyl-mustard oil upon Ancylostoma 
duodenale ova in nightsoil. The nightsoil here 
applied contained one part of feces and five parts 
of urine. The temperatures during the course of 
experiments were 10°C and 20°C respectively, 
The results obtained were as follows : 

l. The concentrations of various chemicals for 
the complete kill of ova were as follows: Neo- 
Dikuron 1: 250 at 10°C and 1: 500 at 20°C (for 3 
days) ; carbon disulfide 1:250 at 10°C and 20°C 
(for 3 days); sodium nitrite 1:4000 at 10°C and 
1:8000 at 20°C (for 3 days) and allyl-mustard oil 
1:4000 at 10°C (for 3 days). With the last men- 
tioned chemical, however, it was proved to be less 
effective at 20°C, which reason was discussed from 
results obtained by supplemental experiments. 

2. When the effects of these chemicals were 
tested in nightsoil, the results of all chemicals 
against ova at 20°C for 14 days showed their com.- 
plete kill even at the lowest diiutions applied in 
the above experiments. . But at that. time such an 
effectiveness was not considered to be attributed 
to the effects of various compounds themselves, 
because under the same condition ova were also 
killed only with nightsoil without chemicals. 
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昭和 33 年 8 月 (1958)] 


の 二 硫 化 炭 素 に ょ る 感染 予防 
の 野外 実験 (1) 一 農村 に 於 り る 場合 


友 


群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 (主任 松村 龍雄 教授 ) 


(昭和 33 年 2 月 26 日 受領 ) 
特 載 


言 
史 虫 の 感染 予防 は 困難 な 問題 で あつ て , 従来 , 改良 便 
所 こよ ょ よる を も の (岡田 ; 1932; 埼 王 県 , 1934; 大 橋 ; 1935 ; 松 
崎 , 1953. 小林 , 1953) , 屋 尿 の 分 離 処理 た ょ る も の (児玉 , 
1952; 児玉 ら , 1953) , 堆肥 に ょ る ゃ も の (水島 ら , 1949. 


1952) , 屋 尿 の 温熱 処理 に と ょ る も の に 三浦, 1952; 三浦 ら 。 


1954) な ど が 研究 され て いる 。 私 ども の 教室 で は , 昭和 
23 年 頃 か ら , の 薬剤 処理 ょ る 感染 予防 に つい 
て 研究 し , 実用 性 の 最も 高い 殺 卵 剤 と し て , 二 硫 化 炭 素 
を 得 た (松村 ら , 19501954; 大 沢 , 1955) 。 

ょ っ つて, 昭和 27 年 9 月 か ら 昭 和 29 年 4 月 まで , 一 諾 
村 に 於 て , の 二 硫 化 素 に と ょ る 予防 の 
野外 実験 を 行 つ て ,。 か な り に よい 成績 を 収め た の で , こ 
\ に 報告 する 。 

予備 実験 

1) 実験 目的 : 教室 の 大 沢 (1955) の 行 つ た 密 内 実験 に 
より, 剤 薬剤 が , コッ プ 内 の 中 で 強力 な 
殺 卵 力 を 示す こと が わか つた の で , まず , これ ら の 中 で 
優れ た 殺 卵 力 を 示 し た 臭 化 メ チル , 臭 化 テ チル 』 決 化 メ 
チル , 活化 テテ チル, 二 硫 化 炭 素 に つい て , 野外 の 実験 肥 
溜 の 中 で 予備 実験 を 行 つ た 。 

2) 実験 方 法 : 農家 で 実際 に 用 いて いる 肥 溜 に 模 し 
て , 深 さ は その まく ょ に (80 cm), 縦横 を 小さ く (30cm 
x 30cm) 区 画 し た , コン タリ ー ト 製 の 実験 肥 汐 を 作り , 
これ に 卵 保有 者 の 多い 家庭 の を 波 入れ た 後 , 
0.05 必 及 び 0.025 必 の 割合 に 薬剤 を 投入 し , 所 振 し て 放 
置 し た 。 一般 に 殺 卵 剤 は 温度 の 低い 時 は 効力 が 落ち る の 
で , この 実験 も , 最も 捧 い 季節 で ある 11 月 か ら 3 月 に 


SHINGO TOMOMATSU : Field work of preven- 
tion of ascaris infection by mixing night soil with 
carbon disulfide. (1) Field work in rural districts 
(Department of Pediatrics, School of Medicine, 
Gumma University, Maebashi) 


か け て 行 つ た 。 ま た , 二 硫 化 素 の 及び 肥 
効 に つい て , 群馬 県 農事 試験 場 に 於 て 実験 し た 。 

3) 実験 成績 : 前 述 の 薬剤 は , 実験 肥 汐 におい て, 土 
内 実験 を 凌ぐ 殺 卵 力 を 示し た 。 中 で も 二 硫 化 炭 素 は 特に 
好成績 を 示し , 肥 溜 の の 温 5°C 前 後 と いう ぅ 低温 
に かま わら ず , 0.05 の 濃度 な ら ば , 1 週間 で 90 

2 週間 で 100 と いう 強力 な 殺 卵 力 を 示し た (第 1 表 ) 。 


第 1 表 張力 な 殺 卵 剤 の 殺 卵 力 (実験 肥 溜 中 ) 
昭和 26 年 11 月 - 一 昭和 27 年 3 月 


肥 溜 底 温 5°C H+0.3°C 
死滅 率 (%) 
薬剤 名 濃 (%) 

0.025 20 40 

硫化 炭素 
0.05 90 100 

0.025 

臭 化 メ チル 

0.05 90 90 
0.025 

湊 化 メチ ル 
0.05 60 70 
0.025 20 40 

臭 化 テ チル 
0.05 50 100 
0.025 60 60 

化 テ = チル 
0.05 70 80 
対 10 10 


農事 試験 場 ける 成績 で は , 及 び 小 の 成 
育 及び 収穫 に 対し て , 二 硫 化 素 処理 無 処 理 屋 
こ 比 べ て 少し の も な か つた (第 2 。 
実験 対象 及び 実験 方 法 
.1) 実験 対象 及び 実験 期間 : 第 1 年 度 は , 群馬 県 勢多 
郡 富士 見 村 の 石井 部 落 (13 戸 , 66 人 ) を 二 硫 化 炭 素 乱 理 
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第 2 表 硫 化 素 処理 尿 の 作物 の 発育 に 


及ぼ す 影 


処理 96 5.620.3 5.0 6.1 9.5 


無 処理 99 5.522.0 3.9 4.9 9.5 


地区 と し て 選び , 初 室 部 落 (16 戸 , 70 人 ) を 無 処 理 対照 
地区 と し て , 昭和 27 年 9 月 か ら , 昭和 28 年 3 月 まで 実 
験 し た 。 

第 2 年 度 は , 前 年 か ら 実 施し て いる 石井 部 落 を 含め て 
4 部 落 (131 戸 , 841 人 ) を 処理 地区 と し て , 昭和 28 年 
7 月 か ら 昭 和 29 年 4 月 まで 実験 し た 。 これ ら の 住民 の 
中 , 全 期 間 を 通じ て 検便 し 得 た 469 人 を 観察 対象 と し 

2) 実験 方 法 : まず , 全 地 区 の 上 銅 虫 卵 保 有 者 に 叉 虫 を 
行 つ て , 住民 の 貞 虫 寄生 率 の 低下 を は か つた 。 次 いで , 
屋 尿 は 必ず 二 硫 化 炭 素 処 理 を 行 つ て か ら 施 肥 せ し め た 。 
か く て , 5 ヵ月 及び 8 ヵ月 を 経過 し た 後に , 再び 検便 し , 
その 期間 に 於 ける 遇 虫 卵 保 有 者 率 の 増加 に つい て , 処理 
地区 と 無 処理 対照 地区 と を 比較 し , 二 硫 化 素 
理 の 貞 虫 感染 予防 に 対す る 実際 的 効果 を 知ら ん と し た 。 
以下 , 実験 方 法 に つき 詳細 に 述べ る 。 

( イ ) の 二 硫 化 素 理 : 本 法 は 屋外 の 肥 の 
に た, 二 硫 化 素 を その 0.05 の に 混 て 充分 
に 所 , 2 週間 放置 し て , その 中 の を 殺 し た 
後に た , その 恒 尿 を 肥料 と し て 用 いる 方 法 で ある 。 そ の 詳 
細 に つい て は 第 3 和 荻 に 述べ る 。 

内 卵 検査 法 : 検査 は , 直接 抹 
に よ ょ つた 。 す な わ ち , 医 便 の 数 ヵ所 か ら 材 料 を 少量 づ ヽ 
取り , 18 mmXx18 mm の ヵ カバ ー グ ラス を か け , 3 枚 分 を 
調べ た 。 検便 成 績 , すなわち , 環 虫 卵 陽性 度 の 表し 方 は 
厚生 省 審 生 虫 検査 指針 専門 委員 会 案 こ と ょ つた 。 すなわち 
ヵ バ ー グ ラス 3 枚 分 を 調べ , その 平均 値 と し て , 上 銅 貝 卵 
が 全 視 野 に 1 個 の 時 は ( 十 ) , 11 100 個 の 時 は ( 
100 個 以上 の 時 は ( 紅 ) と し た 。 3 枚 全部 に 卵 を 見 出せ な 
か つた も の を , () と し た 。 

(へ ) 方 法 : 第 1 固 検 便 の 時 の 上 卵 保有 者 に 対 
し て , 集団 駅 虫 を 行 つ た 。 投 薬 は , 農 未 に 支障 を 来 さ な 
いよ うに 1 回 限り と し , 又 , 効果 が 確実 で ある よう に , 
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普通 量 の 倍 量 を 用 いた 。 ま ず , 午前 5 時 , 廊 虫 剤 服用 , 2 
時 間 後に 下剤 服用 , 更に 1 時 間 後 に 朝食 を と ら せ た 。 こ 
の 際 , 確実 に 服用 させ る た め に , 六 会 堂 , 或 は , 部 落 長 
の 家 に 集合 させ , 衛生 係 及び 保健 婦 の 協力 の 下 に , その 
場 で 服薬 させ た 。 虫 剤 は , 第 1 年 度 に は , アス キス 球 
(1 球 中 , アス カリ ドー ル , 0.15g 含 有 ), 或 は , マク = 
ン S (5 り , 局 方 サン ト = ン 0.05g, 精製 海 人 草 
0.3g を 含む ) を 用 いた 。 用 量 は , 成人 に は , アス キス 
球 6 球 , は マク タ = ン S と し て , 年 に 応じ て , 
適宜 減量 し た 。 第 2 年 度 に は , 団体 用 マタ = ン S 氏 (3 
鏡 中 , 局 方 サン ト = ン 0.05g, 精製 海 人 草 0.05g を 含 
む ) を 用 いた 。 用 量 は , 成人 に は 6 鐵 と し , 他 は 年 齢 に 
応じ て 減量 し た 。 

(=) 肥 中 の 卵 死滅 状況 検査 : 二 硫 化 
理 た にょ る 希 卵 効果 を みる た め に , 二 硫 化 談 素 投入 直前 と 
投入 2 週間 後に と , 肥 の 下層 部 か ら 採取 し , 
法 に ょ つて , その 中 の 貞 虫 卵 の 死滅 状況 を 調べ た 。 

下層 卵 採 取 用 器具 : 注射 器 に 似 た 構造 の 器具 を 用 いて 
下層 卵 を 採取 し た 。 すなわち , プリ キ 製 の ポン プ を 作 
り , 外 衣 と 内 簡 と に, 別々 た , 約 2m の 木製 の 柄 を つけ 
て , 内 簡 を ひき あげ る こと に ょ よ ょ つて, 外 殻 底部 の 孔 か ら 
を 吸い あげ た 。 

卵 の 生死 鑑別 : に ょ り 集 卵 し た に つい 
て , 堪 養 渋 を 行 つ た 。 すなわち , 採取 し た 恒 尿 は , 約 
300cc の コッ プ に と つて 放置 し , 上 薄 を す て , 更に 水道 
水 を 満 す 。 こ の ょ うに し て , 数 回 洗浄 し た 後 , ガーゼ ぞ で 
粗大 な 物 を 除き , 濾液 の 上 す て , 小型 シ 
ャ ー レ に 入れ , 2 ホ ル マ リ ン 水 を , 深 さ 約 0.5cm に 
加え , 27°C 器 入れ て , 3 週間 し , 最後 に , 
その 卵 を 鏡 検 し て , 不発 育 卵 を 以 て 死滅 卵 と 見 な し , 
100 個 の 卵 の 中 の , 単細胞 期 卵 の 数 を 以 て 死 江 率 と し 

実験 成績 


1) 卵 保有 者 率 の 推移 及び 陽 転 ら み た の 
二 硫 化 素 法 の 効果 

( イ ) 実験 前 , 虫 前 の 銅 虫 卵 保有 者 率 : 第 1 年 度 の 
実験 前 , 前 に 於 ける 卵 保 有 者 率 は , 石井 区 75 
, 初 室 地 区 81 で あつ て , か な り の 高 率 を 示し て い 
た (第 3 

第 2 年 度 の 対象 469 人 に 対す る 実験 前 , 騙 前 の 鍋 映 
卵 保 有 者 率 は 70 必 を 示し た (第 4 表 )。 こ れ を 部 落 別 に 
みる と , 石井 33 高松 83 , 引田 76 


= 
a 
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で あぁ つた 。 す な わ ち , 前 年 度 か ら , 引 | 続き 恒 尿 の 二 硫 化 
炭素 処理 を 実施 し て いた 石井 地区 で 特に 低く , 今年 度 か 
ら 新 た に 釣 理 を 始め る ん と し て いた 他 の 地区 で は , か な り 
に 高 か つ た 。 

第 3 尿 の 二 硫 化 素 処 理 の 卵 保 有 者 率 及 


び 陽 転 率 に 及ぼす 影 響 ( 筑 1 年 度 , 昭和 27 年 
9 月 一 昭和 28 年 3 月 ) 


卵 保 有 者 数 50 人 6 人 16 人 

処理 地区 保有 者 率 75% 9 24% 
66 人 陰性 者 数 ・ 16 人 60 人 50 人 

陽 転 率 17% 


卵 保有 者 57 人 0 人 33 人 


無 処理 地区 保有 者 率 81% 0 47% 
70 人 陰性 者 数 13 人 70 人 37 人 

陽 転 率 43% 

陽 転 率 P<0.01 


(r) 実験 前 , 貝 後 の 卵 保 有 者 率 : 第 1 年 度 に 
於 ける , 実験 前 , 後 の 卵 保有 者 は , 石井 9 
初 室 0 で あぁ つた (第 3 。 また, 第 2 年 度 に 於 て は , 
25 % で あつ た (第 4 表 )。 


第 4 二 化 炭 素 処理 の 卵 保 有 者 率 及 
び 陽 転 率 に 及ぼ す 影 響 ( 筑 2 年度 , 昭和 28 年 7 


月 一 昭和 29 年 4 月 ) 
卵 保有 者 数 330 人 117 人 226 人 291 人 
保有 者 率 70% 25% 48% 62% 
陰性 者 数 139 人 352 人 243 人 178 人 
陽 転 率 31%  .49% 

(実験 対象 469 人 ) 


(へ ) 実験 5 ヵ月 後 の 鎧 虫 卵 保 有 者 率 及び 陽 転 率 : 第 
1 年 度 に 於 て , 対照 の 無 狐 理 地 区 で は , 保有 者 率 は , 0 
る か ら 47 へ と 著 明 な 増加 を 示し た 。 これ に 対し て , 
処理 地区 で は , 9 か ら 24 へ と , 僅か た に 15 の 増加 
を 認め た に すぎ な か つた 。 ま た , 対照 地区 で は , 陽 転 率 
が 43 あつ た の に 対し て , 地区 で は 17 に り 
統計 学 的 に 有意 の 差 を 示し た (第 3 表 ) 。 : 
第 2 年 度 に は , 対照 無 候 理 地 区 は 設け な か つた が , 然 
理 地区 で は , 保有 者 率 は , 25 必 か ら 48 へ と , 23 の 
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増加 た に 止 つて いた 。 また , 


この 間 の 陽 転 率 は 31 必 で あ 
つた (第 4 表 )。 

また , 感染 程度 の 推移 を みみ る と , ( 十 ) の 者 が , 上 虫 卵 
保有 者 全体 の , 96 履か ら 94 へ と , 僅か に 減少 し , こと 
れ に 反し て , ( ) の 者 が 4 か ら 5 と , また , 


5 表 の 二 硫 化 炭 素 処理 た に た ょ る 感染 
推移 ( 筑 2 年 度 , 昭和 28 年 7 月 一 昭和 29 年 4 月 ) 


実験 前 実験 5 実験 8 

虫 前 後 後 ヵ月 

実数 200 人 112 人 213 人 268 人 
保有 者 


員 に 対す 61%' 96% 94% 


保有 者 全 
員 に 対す 31 4% 5% 
る 
( 数 28 人 2 人 
保有 者 
員 に 対す 8% 0% 1% 
る 


計 330 人 117 人 226 人 291 人 


の 者 が 0 必 か ら 1 へ と , 僅か に 増加 し た に すぎ な か つ 
た (第 5 表 こ の よう に , の 二 硫 化 素 が , 
虫 感 梁 を 明か に 抑え て いた こと が わか る 。 

(=) 実験 8 ヵ月 後 の 貞 虫 卵 保 有 者 率 及 び 貞 虫 卵 陽 転 
率 : 第 2 年 度 に 於 て は , 8 ヵ月 後 ま で , 押 虫 卵 保 有 者 率 
の 推移 及び 貞 虫 卵 陽 転 率 を みた 。 す な わ ち , 実験 8 ヵ月 
後 の 保有 者 率 は , 25 狐 か ら 62 履 へ と , 37 の 増加 を 示 
し た 。 また, この 間 の 陽 転 率 は 49 必 で あつ た (第 4 秦 ) 。 

また , 感染 程度 の 推移 を みる と , ( 十 ) の 者 が , 上 遇 虫 卵 
保有 者 全体 の 96 必 か ら 92 へ と 僅か に 減少 し , これ に 
反し て , ( の 者 が 4 ら 7 と , また , ( の 
者 が 0 必 か ら 1 へ と , 僅か に 増加 し た に すぎ な か つた 
(第 5 表 )。 こ の よ ょ うに, 8 ヵ月 間 の 観察 で も , 5 ヵ月 間 
と 同じ ょ うに , の 二 硫 化 素 理 が , 感染 を 明 
ら か に 抑え て いる こと が わか つた 。 
2) の 卵 死 率 か ら み た の 二 硫 化 

( イ ) 内 の 卵 死 : 第 1 年度 に は の 二 
硫化 炭素 外 理 を 9 月 10 日 , 10 月 22 日 , 12 月 3 日 の 3 回 
に わた つて 実施 し た 。 そ の 際 , 同一 肥 汐 に つい て , その 
中 の 貞 虫 卵 の 死滅 状況 を 経過 を 追 つ て 観察 し た (第 6 


1 
92% 
21 人 
7% 
1 4 
1% 
1 
1 


418 


第 6 表 同一 の 肥 溢 に つい て 経過 を 追 つ て 調べ た 
二 硫 化 炭 素 処 理 前 に 於 け る 処 虫 卵 死滅 状況 


( 築 1 年 度 ) 

1 99% 100% し 
2 96 96 100 
3 98 100 男 少 し 
4 67 少し 
5 68 74 98 
6 54 88 し 
7 69 93 100 
8 ‘51 100 100 


それに よる と , 第 1 回 処理 の 直前 の 溜 内 
の 死滅 率 は , 8 個 の 肥 汐 に つい て , 75 % (51~99 %) で 
あつ た 。 第 2 回 処理 直前 の 死 減 率 は , 検査 で きた 7 個 の 
肥 について, 93 (74~100 で あぁ つた 。 に , 第 3 
回 処理 直前 の 死滅 率 は , 検査 で きた 4 個 の 肥 溜 に つい て 
みる と , 98 の も の が 1 個 で , 他 は 皆 100 必 の 死滅 率 を 
示し て いた 。 こ の よう ぅ うに, 2 回 , 3 回 と 人 理 を 箇 ね る に 
つれ て , 肥 溜 内 の 上 の が 高まる ば か り で な く 
その 数 も 著しく 減少 し て , 遇 虫 卵 の 生死 の 鑑別 を 行い 得 
合 が 多く な つた 。 

後 の 卵 死滅 : 第 1 年 度 の 9 月 10 日 


第 7 表 化 素 処 理 た た ょ る 肥 内 の 
卵 死滅 率 の 推移 ( 1 年度 , 
昭和 27 年 9 月 10 日 ) 


肥 番号 処理 前 

14 

1 99 100 98 
2 96 100 100 
3 98 100 100 
4 67 98 100 
5 68 100 100 
6 54 100 100 _ 
7 69 100 100 
(8 51 98 98 


に 調べ た 処理 後 の 銅 虫 卵 死滅 率 は , 8 個 の 肥 漁 に つい て 
1 週間 後に と に すでに, 2 個 ( と も に 98 ) を 除き , 他 は 全 
部 100 必 の 死滅 率 を 示し た (第 7 表 )。 第 2 年 度 に は , 外 
理 2 週間 後 の 成績 を , 8 月 , 9 月 , 11 月 , 12 月 に 調べ 
た (第 8 表 )。 そ れ に よる と , 8 月 に は , 7 個 の 肥 溜 に つ 


いて , 99 %% (97100 %), 9 月 に は , 5 個 の 肥 汐 に つい 


( 86 ) 
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8 硫 化 炭 素 処 理 にょ る 肥 内 の 
死滅 率 の 推移 (第 2 年 度 , 昭和 28 年 8 月 


昭和 28 年 12 月 ) 
月 日 番号 処理 前 処理 14 後 
8.5 36% 98% 
2 17 99 
3 42 97 
8.6 4 19 100 
5 62 99 
6 97 100 
な 96 100 
9.23 8 82 95 
4 80 95 
9 93 98 
10 99 100 
6 95 99 
11.19 11 66 93 
12 40 97 
13 60 95 
14 48 94 
12.23 15 97 99 
5 52 90 
16 31 85 


て , 97 % (95~100 祖 ), 11 月 に は , 4 個 の 肥 兆 に つい 
て , 95 (93~97 ), 12 月 に は , 3 個 の 肥 汐 に つい て , 
91 (85~99 で あつ た 。 
考 接 

前 記 の 実験 成績 か ら , の 二 硫 化 素 の 
薬 予 防 に 対す る 効果 を 検討 し て みよ う 。 ま ず , 予防 効果 
を , 貝 卵 保有 者 率 の 推移 及び 上 銅 虫 卵 陽 転 率 か ら 観 察し 
よう 。 実験 5 ヵ月 間 の 保有 者 率 の 増加 は , 処理 地区 に 於 
て は , 第 1 年 度 に は 15 必 , 第 2 年 度 に は 23 履 で あつ て , 
同期 間 の 対照 無 独 理 地 区 の 保有 者 率 の 増加 が 47 で あ 
つた の に 比べ て , は る か に 少な か つた 。 さ ら に , この 期 
間 の 陽 転 率 は , 側 理 地 区 で は , 第 1 年 度 17 必 , 第 2 年 
度 31 で あつ て , 対照 地区 の 43 に 比べ て , や は り 少 
な か つた 。 また, 実験 8 ヵ月 後 の 保有 者 率 の 増加 は , 私 
理 地区 た に 於 て は , 第 2 年 度 に 於 て , 37 必 に 止 つ て いて , 
第 1 年 度 の 対照 無 区 の 5 ヵ月 間 の 増加 47 に 比 
べ て も , さら に 低 か つ た 。 また, この 期間 の 陽 転 率 も 49 
止 つ た 。 

感染 程度 の 推移 を みて も, 実験 8 ヵ月 後に 於 て , ( 十 ) 
の 者 が , 卵 保有 者 全体 の , 99 か ら 92 と , 
か に 減少 し , これ に 反し て , ( 半 ) の 者 が , 4 履か が か ら 7 
へ と , また , ( ) の 者 が , 0 か ら へ と , に 
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加 し た に すぎ な か つた 。 

以上 の , 卵 保 有 者 率 の 推移 , 卵 陽 転 率 及 び 感 
度 の 推移 か ら み て , 尿 の 二 硫 化 素 が , 
感染 を 明らか に 抑え て いる こと が わか る 。 

つぎ に, 肥 上 卵 の か ら , 予防 効果 を 観察 
し て みよ う 。 ま ず , 第 1 年 度 に 於 て ,・3 回 行 つ た , 二 硫 
化 直前 の 肥 の 卵 死 率 を , 同一 肥 に 
つっ ついて, 経過 を 追 つ て 観察 し た 成績 と ょ る と , 処 理 回 数 
を 重ね る に つれ て , 肥 汐 中 の 鍋 虫 卵 教 が 減少 し て , 検査 
が 困難 と な り , 第 2 回 多 理 の 際 は , 8 個 の 中 1 個 が , を ま 
た , 第 3 回 外 理 の 際 は , 8 個 の 中 4 個 が 検査 不能 と な つ 
た 。 こ れ は , 虫 効果 の みな ら ず , 再 感 染 防 止 に と にょ よる 影 
と ら れ , 二 硫 化 素 が 感染 予防 に 有効 で 
あぁ つた, 一 つの 証拠 と も 思わ れる 。 

っ ぎ に , 二 硫 化 素 理 後 の 卵 死滅 に た つい て み 
る と , 2 週間 後 の は , 90 100 あつ て , 
二 硫 化 素 た ょ り , 卵 死滅 が 閉 し く 高 まつ た 
こと が わか る 。 こ の 際 , 螺 貝 卵 殺 卵 作用 が , 夏 に 強く , 
鐘 に 弱く て , 季節 落 の ある と と が 注目 せら れる 。 す な わ 
ち , 夏 に は , 第 1 年 度 の 9 月 10 日 の 成績 で は , 8 個 の 肥 
の ち で 6 個 ま で が , 7 日 後に 100 必 の 率 を 示し 
て お り , 第 2 年 度 の 8 月 5 日 及び 6 日 の 成績 で も , 2 週 
間 後 に は , 7 個 の 肥 潤 の うち 3 個 が 100 必 の 死 減 率 を 示 
し , その 他 が 97 必 以 上 の 死滅 率 を 示し て いた 。 し か も , 
後 の 死 率 は , 処理 前 の と は 無関係 で , 
前 後 の 死 滅 率 を 比較 する と , 17 っ 99 %, 19 >100% 
の よ ょ うに, 大幅 に 死滅 率 の 高 ま つ て いる の も あつ た 。 要 
する に , 気温 の 高い 季節 に は , 処理 後 の 死 滅 率 は , 処理 


前 の 率 と は 無関係 に , 95~100 必 の 死滅 を 示し た 


の で ある 。 

また , 人 冬 に は , 第 2 年 度 の 11 月 19 日 及び 12 月 23 日 
の 成績 で は , 人 鉄 理 後 の 死 減 率 は , 7 個 の 肥 汐 の うち 6 個 
は , 90~99 範囲 た あり, 例外 的 に 1 個 の み が 85 
の に 止ま つた 。 す な わ ち , 気温 の 低い 季節 に 
大 部 分 の 肥 潤 は , 90 必 以 上 の 死 減 率 を 示し た が , 気温 の 
高い 季節 より は , 死滅 率 が 低 か つ た 。 

以上 述べ た 四 つ の 事実 , すなわち , 鍋 虫 卵 保 有 者 率 の 
増加 及び 卵 陽 転 を 明らか に 抑え た 点 , 感染 
度 の 高まる の を 抑 を た 点 , 肥 汐 中 の 押 貝 卵 が 減少 し て 
きた 点 さら に , 肥 中 の 卵 死 が , 処理 後に 閉 
し く 高 ま つ て , ほとん ど 100 必 を 示し た 点 か ら , 必 履 の 
一 硫化 が , 感染 予防 に 対し て , 明らか に 有 
効 で ある こと が わか る 。 
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さて , の 二 硫 化 に と ょ り , 感染 を 明 ら 
か に 抑え 得る の で ある が , な お , 多少 の 感染 が 認め られ 
た 。 つ ぎ に , その 原因 と つい て 考察 し て みよ う 。 まず , 
恒 尿 の 二 硫 化 炭 素 処 理 法 実 施 中 に 起 る 感染 の 原因 と し て 
次 の 五 つ の こと が 考え られ る 。 (1) 燃 理 し な か つた 基肥 


中 の 卵 が 野菜 に 附 し た た め の 感 (2) 


中 に 生き 残 つ た 細 虫 卵 が 野菜 に 附 着 し た た め の 感 楽 , 
(3) 実験 前 か ら 畑 に か れ て いた よる 感 
(4) 風 褒 に ょ る 感染 , (5) 注意 を 守ら な いで , 他 家 の , 
上 卵 と ょ り 汚 さ れ て いる お それ の ある 生野 菜 や 
を 食べ た た め の , 

1) 処理 し な か つた 基肥 中 の 押 虫 卵 が 野菜 に 附 落 し た 
た め の 感 , 

さて , 秋野 菜 に こ ょ る 鍋 虫 感染 を 防ぐ た め に は , 秋野 菜 
こ に 施肥 す る 恒 尿 を , 最初 か ら 最後 まで , 基肥 か ら 道 肥 ま 
で , 完全 に 殺 上 卵 し て お か ね ば な ら な い 。 こ の 実験 を 実施 
し た 富士 見 村 で は , 秋野 菜 は , 8 月 中 旬 か ら 下 旬 に か け 
て , 基肥 を 施し て まき つけ , つい で , 9 月 中 旬 か ら 下 旬 
に , 第 1 回 の 追肥 を 施し て いる 。 第 1 年度 に は , 最初 の 
原 尿 処 理 が 9 月 10 日 に 行わ れ て , まき つけ の 際 の 基肥 
に は 間に合わ な か つた か ら , 外 理 し な か つた 基肥 に ょ る 
感染 が 考え られ る 。 第 2 年 度 に は , 8 月 初旬 に 屋 尿 処理 
を 開始 し た の で , これ に よる 感染 は 考え られ な い 。 

2) 処理 中 に 生き 残 つ た 上 卵 が 野菜 に 附 し た 
た め の , 

前 記 の 成績 と み ら れ た よ ょ うに, 屋 の 卵 は , 
硫化 談 素 た にょ り , 大 部 分 は 殺 滅 され る の で ある が , な お 
数 履 の 生存 卵 が み ら れ る 。 一 般 に , 二 硫 化 談 素 の 肥 汐 中 
に お ける 希 卵 力 は , 作用 温度 に ょ り , か な り に 影響 され 
る よう で , 気温 の 高い , 夏 に は , 殺 卵 力 が 高まる が , 無 
温 の 低い , に は , 卵 力 が る 。 屋 尿 中 に 生き 
残 つ た 卵 と る 感染 が , 気温 の 低い 季節 , 一 応 
問題 と な ろう 。 し か し , 実験 を 継続 し て いく と , 肥 潤 中 
の 上 卵 は , 減少 する か ら , その 中 の な 生存 
卵 が , どの 程度 の 実際 問題 と な り 得 る か は 検討 の 余地 が 
あろ う 。 ま た , 冬 に は, 上 虫 卵 が 発育 し 難く , 従 つ て , 
感染 の 起り に くい 季節 で ある こと か ら も , この 原因 に と ょ よ 
る 感染 の 少 い こと が 推察 され る 。 と も あれ , 低温 時 に 希 
卵 力 が 低下 する こと に 対し て , その 対策 と し て , 作用 江 
度 を 高め る こと を 考え , 現在 で は , 1, 500 分 の 1 の 制 合 
で 投入 する ょ うに 指導 し て いる 。 

3) 実験 前 か ら 畑 に 撤 か れ て いた 上 卵 に ょ る 感染 , 
及び 4) 風塵 に ょ る 感染 
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こと これら に よる 感染 も 考え られ , 一 部 の 学者 に ょ り 強 調 
され て いる が (松林 , 1951, 1954) , 貞 虫 感染 の 実際 上 , 漬 
菜 な どの 生野 菜 に こ ょ る 経路 に 比べ て , どの 程度 の 重大 な 
意 蘭 を 有する か は , な お , 検討 され ね ば な る まい 。 前記 
の 成績 で は , 感染 が 一 部 に 限ら れ て いた こと か ら み て , 
と これら に よる 感染 は , 実際 に は , 余り 多く な い の で は な 
いか と され る 。 また, これら に よる 感染 も , の 
二 硫 化 内 素 処理 が , 広い 地域 に , 長い 期間 に わた つて 行 
われ る よう に な れ ば , 完全 に 防止 し 得る で あろ う 。 

5) 注意 を 守ら な いで , 他 家 の , 貞 虫 卵 に と より 汚染 さ 
れ て いる お それ の ある 生野 菜 を 食べ た た め の 感 染 

一 般 と に, この 地方 の 農村 で は , 来 容 に ,「 お 茶 う け 」』 
と 称し て , 漬物 を 出す 風習 が ある 。 ま た, 来 容 に 出す 食 
事 に も , 必ず , 漬物 を 添え る 。 こ の よう に , 漬物 の 形 で 
生野 菜 を 食べ る 機会 が , きわ め て 多い 。 

この 実験 に お いて , 上 銅 虫 卵 保 有 者 率 の 増加 及び 陽 転 率 
が , 予期 され た より も 多 か つ た こと は , この 風習 と 関連 
が ある の で は な いか と 想像 され る 。 

そこ で , 処理 地区 内 の 石井 部 落 に つい て , 他 家 の , 下 
虫 卵 で 汚染 され て いる お それ の ある 生野 菜 を 食べ た 群 と 
か きる 野菜 を 全く 食べ な か つた 群 と に 分 け て , 各々 の , 
上 虫 卵 保有 者 率 の 増加 及び 陽 転 率 を 比較 し た (第 9 表 ) 。 


第 9 表 処理 地区 に た て , 他 家 の , に よる 
染 の 3# ぉ それ ある 生野 菜 を 食べ た 群 と 食べ な か 
つた 群 と の 環 虫 卵 保 有 者 率 及 び 陽 転 率 の 比較 
(第 2 年 度 , 昭和 28 年 7 月 一 昭和 29 年 1 月 ) 


実験 前 


卵 保 有 者 数 20 人 
保有 者 率 35% 14% 18% 
陰性 者 数 37 人 49 人 47 人 
陽 転 率 4% 

卵 保 有 者 数 5 人 2 人 14 人 
保有 者 率 23 10% 
陰性 者 数 16 人 19 人 7 人 
陽 転 率 63% 


陽 転 率 54.49 P<0.01 


実験 5 
ヵ月 後 


食べ な か つ 
た 群 57 人 


食べ 
21 人 


その 結果 , 食べ な か つた 群 で は , 保有 者 率 の 増加 及び 


転 は , 実験 5 ヵ月 の 間 に , 僅か に 4 に 止ま っ て 


お り , 食べ た 群 で は , 保有 者 率 の 増加 は 57 履 , 陽 転 率 は 
63 % で あつ て , 著しく 多 か つ た 。 これら の 数 字 は , 無 
処理 地区 の 場合 と ほとんど 変 っ て いな い 。 
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以上 の 事実 か ら , 地区 において, され た より 
は 感染 が 多 か つ た 原因 は , 一 部 の 人 が , 他 家 の , 遇 虫 九 
に ょ る 染 の お それ ある 生野 某 を 食べ た た めで ある こと 
が わか つた 。 ま た, 処理 済み の 屋 尿 で 栽培 し た 野 護 だ け 
を 食べ て いる か た わら , 他 察 の , 上 虫 卵 で 汚染 され て い 
る お それ の ある 生野 食べ な けれ ば , 保 有 者 
の 増加 及び 陽 転 率 は , 僅か に 4 必 程 度 に 抑え られ る こと 
が わか つた 。 し た が つて , 本 法 の 実施 に 当 つ て は , 他 家 
の , 卵 に ょ る の お それ の ある 生野 菜 や 物 を 食 
べ な いよ うに , 厳重 に 注意 する こと が 大 切 で ある 。. 
以上 の 成績 か ら み て , 屋 尿 の 二 硫 化 炭 素 理 法 は , 細 
い 点 で は , な お , 改良 の 余地 が あろ う が , 屋 尿 を 肥料 と 
し て 用 いて いる 地方 に お ける 感染 予防 と し て 
ー つ の 優れ た 方 法 で ある と 思う ぅ 。 


総括 及び 


1) 群馬 県 下 の 一 農村 に 於 て , 昭和 27 年 9 月 か ら 昭 
和 29 年 4 月 まで , 訂 尿 の 二 硫 化 談 素 処 理 を 行い , その 
貞 虫 感染 に 対す る 予防 効果 を 調べ た 。 

2) 二 硫 化 素 後に ける 肥 汐 中 の 卵 死滅 
は , 第 1 年 度 に は , 9 月 に 平均 99 で あり , 第 2 年 慶 
に は , 8 月 に 9 月 に 97 11 月 に 95 月 
に 91 % で あつ た 。 す な ち , 二 硫 化 素 は , の 季 
人 節 に は , その 効果 が や 劣る と は いえ を , 肥 中 の 


ーー を, か な り に よく 殺し て いた 。 


3) 5 ヵ月 の 実験 期間 中 に お ける 貞 貝 卵 保 有 者 率 の 堪 
加 は , 第 1 年 度 に は 15, 第 2 年 度 に は 25 で あつ 
た 。 こ れ ら は , 第 1 年 度 の 対照 地区 の , ほ ゞ 同期 間 の 増 
加 が , 47 履 で あつ た の に 比べ て , 明か に 少 な か つた 。 
また , 5 ヵ月 間 の 実験 期間 中 に お ける 陽 転 率 は , 第 1 年 
度 17 第 2 年 度 31 で あつ て , これ ら も , 区 
の 陽 転 率 43 祈 に 比べ て , 明か に 少な か つた 。 これ ら の 
成績 か ら , の 二 硫 化 素 理 が , 感染 を 著しく 
抑 得 た と いる よう 。 

4) 地区 の 中 で , 他 家 の , 卵 と ょ る の お 
それ ある 生野 菜 を 食べ た 群 と , か くる 野菜 を 全く 食べ な 
か つた 群 と に 分 け て , 実験 5 ヵ月 間 の 貞 虫 保有 者 率 の 堪 
加 及 び 陽 転 率 を 比較 し た と ころ , 食べ た 群 で は , 保有 者 
率 の 増加 は 57 , 陽 転 は 63 % で あつ て , 無 地区 
の 増加 と , ほとん ど 変 らち な か つた 。 こ の 事実 か ら , 釣 理 
地区 に 於 て , 期待 より は 感染 が 多 か つ た 原因 は , 一 部 の 
人 が , 他 家 の , 卵 ょ る 染 の お それ ある 生野 菜 を 
食べ た た めで ある こと が わか つた 。 た, の 
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尿 で 栽培 し た 野菜 を 食べ て いて , 他 家 の , 環 虫 卵 で 汚染 
され て いる お それ の ある 生野 菜 を 食べ な けれ ば , 虫 感 
染 は , は な は だ 少な いこ と が わか つた 。 


5) の 二 硫 化 素 法 は , 自ら の 尿 を 肥料 
し て 用 いて , 野菜 を 自給 自足 し て いる 農村 に 於 て , 舞 虫 
感染 予防 の 一 つの 優れ た 方 法 で ある 。 た さ ゞ し , 他 家 の , 
卵 と る の お それ ある 生野 菜 を 食べ る た め の 
染 が 少く な い の で , 本 法 の 実施 に 際 し て は , この 点 た に たつ 
いて , 充分 に 啓 蒙 せ ね ば な ら な ぃ い 。 ; 


終り に 臨み , 松村 教授 の 御 指導 を 深謝 し , 協力 され た 
寺尾 助手 , 富士 見 村 当 局 者 に 感謝 する 。 な お , 本 論 六 の 
要旨 , 第 23 回 日 本 寄生 学会 (昭和 29 年 4 月) 及び , 
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Summary 


In Japan, night soil still constitutes the principal 
part of fertilizer, and almost all farmers manure 
the vegetable with it. Consequently those who 
eat raw vegetables are easily infected with Ascaris 
lumbricoides. 

We have found in preliminary experiments that 
carbon disulfide can kill ascaris eggs in night soil. 
Accordingly we lcarried out field work of ascaris 
prevention in rural districts, mixing night soil 
stored in the fields with carbon disulfide. 

The results were as follows: the increase rate 
of ascaris eggs carriers among finvestigated in- 
habitants was 15% during 5 months, whereas it 
was 47% in control district, 

From this the mixing night soil with carbon dis- 
sulfide was proved as one of the most effective: 
and practical methods for the prevention of ascaris 
infection in rural districts in Japan. 
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【 下 雑誌 ・ 7 巻 ・ 4 号 


尿 の 二 硫 化 炭 素 理 に ょ る 予防 
の 野外 実験 (2) 一 刑務 所 に 於 けり る 場合 


群馬 大 学 医学 部 小児 科学 教室 (主任 松村 龍 護 教授 ) 


(昭和 33 年 2 月 26 日 受領 ) 
特 別 


言 
第 1 , 農村 に 於 て , の 二 硫 化 素 にょ っ 
て , 明らか に 防止 し 得る こと を 述べ た 。 し か 


し な が ら , その 際 に , な お , 多少 の 感染 が 認め られ , そ ・ 


の 大 き な 原 因 と し て , 他 家 の 上 銅 虫 卵 に ょ る 汚染 の お それ 
ある 生野 菜 を 食べ た た あめ の 感染 が 多い こと が 認め られ 
た 。 従 つて , の 二 硫 化 素 の 真 の 予防 効果 を 
厳 才 に 知る た め に は , 他所 で 食事 を と る 機会 の な い 集 団 
を 対象 と する 必要 が ある 。 こ の ょ よう な 対象 と し て , 私 は 
自ら の 恒 尿 を 用 いて , 野菜 を 自給 自足 し て いる うぅ ょ ぇ に, 
他所 で 食事 を と る 機会 の な い 集 団 と し て , 一 刑務 所 を 選 
び , 昭和 28 年 7 月 か ら , 翌 29 年 4 月 まで 予防 実験 を 行 
い , 好成績 を 収め 得 た の で , こ ょ に 報告 する 。 
実験 対象 及び 実験 方 法 

(1) 実験 対象 及び 実験 期間 : 実験 を 行 つ た 前 橋 刑務 所 
は , 前 橋 市 の 南西 部 , 利根 川 の 東南 に ある 。 収 容 所 の 居 
住地 区 は , れん が 壁 で 周囲 の 地域 と 隔絶 され , 西 に は 附 
属 農 場 が あり , 東 及 南 に は 民有 農地 が ある 。 収 容 者 に 暴 
動 が 相当 ある が , 収容 人 員 は 常に 約 1,000 人 で ある 。 実 
験 対象 は , 実験 期間 中 引続き 所 内 に 居住 し , 所 外 で 食事 
し た こと の な い 者 に 限 つ た 。 こ れ を 実験 期間 の 長短 た にょ 
つて , 次 の 2 群 に 分 けた 。 

A 群 ; 昭和 28 年 7 月 か ら , 昭和 29 年 4 月 まで 所 内 に 
居住 し , その 間 , 4 回 に わた る 検便 を うけ た も の , 計 
146 人 。 

B 和 群 ; 昭和 28 年 7 月 か ら , 昭和 29 年 1 月 まで 所 内 に 
居住 し , その 間 , 3 回 の 検便 を うけ た も の , 計 368 人 , 
(A 群 を 含む ) 。 

SHINGO TOMOMATSU ; Field work of preven- 

tion of ascaris infection by mixing night soil with 

carbon disulfide. (2) Field work in a prison. (De- 


partment of Pediatrics, School of Medicine, Gum- 
ma University, Maebashi) 


(2) 実験 方 法 : の 二 硫 化 素 を 開始 する と 共 
に , 者 中 の 卵 保有 者 に 強力 に 虫 を 行 つ て , 
貝 率 の 低下 を は か つた 。 か く て , の 二 硫 化 素 
処理 を 継続 し つ ゝ , 5 ヵ月 後 及び 8 ヵ月 後 の 保 有 者 率 の 
増加 及び 陽 転 率 を 調べ , その 予防 効果 を 知ら ん と し た 。 
実験 方 法 の 詳細 は , 大 体 , 第 1 息 と 同じ で あぁ る の で , 記 
載 を 省略 し , 暴 る 点 の み 述 べ る 。 昭和 28 年 7 月 に 検便 
し , 保 有 者 に つい て , 集団 を 行 つ た 。 虫 は 
刑務 所 の 都合 に こと より, 7 月 30 日 か ら , 8 月 18 日 に わた 
つ で て た 。 

虫薬 は , マク = ン S (1 , 局 方 サケ ント = ン 
0.01g, 精製 海 人 草 0.06g 含有 ), ある い は , 局 方 サン 
ト = ン 末 を 使用 し た 。 羽 虫 方 法 は , 大 量 投与 法 に より , 
次 の 3 つの , いずれ か に 従 つ た 。 な お , 下剤 は 用 いな か 
つの 。 

(1) マク = ン S 10 錯 ザ つ を , 1 日 1 回 , 夕食 2 時 間 
後に 投与 し , 2 日 間 連 用 する 方 法 。 (2) サン ト = ン 末 
0.1g ずつ , 1 日 2 回 , 朝食 及び 食 2 時 間 後 に 投与 し 
2 日間 連用 する 方 法 。 (3) サン ト = ン 末 0.1g ずつ , 1 
日 1 回 , 夕食 2 時間 後に 投与 し , 3 日 間 連 用 する 方 法 。 

肥 中 の 卵 状況 は , 二 硫 化 素 投 入 前 と 
投入 2 週間 後に と 行 つ た が , 今回 は , 肥 汐 の 下層 の みな ら 
ず , 上 層 に つい て る 検索 し た 。 

実験 成績 

(1) 卵 保 有 者 率 の 推移 及び 陽 転 か ら み た の 
二 硫 化 炭 素 処 理 法 の 効果 

( イ ) 実験 前 , 原虫 前 の 上 虫 卵 保有 者 率 : A 群 , す な 
わ ち , 実験 8 ヵ月 後 ま で 観察 で きた 146 人 に つい て みる 
と , 実験 前 , の 卵 保有 者 率 は 50 必 で あつ た 。 
また , BB 和 群 , すなわち , 実験 5 ヵ月 後 ま で 観察 し た 368 
人 に つい て は , 46 必 で あつ た 。 い ずれ る ゃ も, 当時 の 農村 の 
環 虫 卵 保 有 者 率 が 70~80 で あぁ つた の に 比べ る と , 相 
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当 に 低 か つ た 。 そ の 原因 と し て は , 当 刑 務 所 で , 従来 , 
割合 に 回 行わ も も て いた こと が ら れる 。 

(=) 実験 前 , 駆虫 後 の 鎧 虫 卵 保有 者 率 : まず , A 群 
すなわち , 昭和 28 年 7 月 か ら , 29 年 4 月 まで 観察 で き 
た 146 人 に つい て みる と , 実験 前 , 廊 虫 後 の 軍 虫 卵 保 有 
者 率 は 4 % で あつ た 。 また, BB 和 群 , すなわち , 28 年 7 月 
か ら 29 年 1 月 ま で 観察 し た 368 人 に つい て みる と , 実 
験 前 , 貝 後 の 保有 者 率 は , や は り 4 で あつ た 。 こ れ 
ら の 成績 は , 集団 原虫 成績 と し て は , きわ め て 好成績 で 
あぁ つた 。 そ の 原因 と し て , 選 貝 剤 を 大 量 に 投与 し た こと 
及び , 服薬 が 確実 た に 行わ れ た こと が 考え られ る 。 

(へ ) 実験 5 ヵ月 後 の 銅 虫 卵 保有 者 率 及 び 陽 転 率 : 実 
験 5 ヵ月 後 の 卵 保有 者 率 は , A 群 で は 5 群 で 
は 8 を 示し た 。 す な わ ち , 5 ヵ月 の 問 に , A 群 で は 4 
か ら 5 へ と 加 し , B 群 で は 4 か ら 8% と 
4 増 加 す る に た 。 ま た , この 間 の 陽 転 , A 
で は 1.4 群 で は 4 つ た 。 

(=) 実験 8 ヵ月 後 の 上 虫 卵 保 有 者 率 及び 陽 転 率 : A 
群 の みた に つい て 調査 で きた の で ある が , 実験 8 ヵ月 後 の 
銅 貝 卵 保有 者 率 は , 10 必 で あつ た 。 す な ね わ ち , 8 ヵ月 の 
に , 4 ら 10 と , 6 加 す る に つ た 。 ま 
た , この 間 の 陽 転 素 は 5.7 愉 に 止 つ た 。 

(2) 肥 汐 の 卵 死 率 か ら み た の 二 硫 化 
法 の 効果 

( イ ) 処理 前 の 上 鎧 虫 卵 死滅 率 : 7 月 に は , 合計 3 個 の 
肥 について, 上層 で は , 61 (45~79 ) , 下層 
で は , 87 2 (85~91 ) で あつ た 。 8 月 に は , 倉 計 5 個 
の 肥 溜 について, 上 層 卵 で は , 74 % (4884 %), 下層 
卵 で は , 90 (82 一 100 ) で あつ た 。 9 月 に は , 延べ 8 
個 の 肥 つい て , 上 層 で は , 69 (49~90%%), 下 
層 で は , 77 (59~97 ) で あつ た 。10 月 た は , 
11 個 の 肥 汐 について, 上 層 で は , 48 (42~58 %) 
下層 卵 で は , 68 81 ) で あつ た 。12 月 た は , 
計 3 の 肥 汐 について, 上 層 で は , 14 7~25 %) , 
下層 で は , 26 30 ) で あぁ つた 。 こ の よう , 
肥 溜 内 の 前 の 卵 は , 上 が 下層 よ り 死 減 
率 が 低く , また , 気温 の 高い 季節 に , 死滅 率 が 高い こと 
が 認め られ た 。 

肥 内 た 於 ける 二 硫 化 理 後 の 卵 
率 : まず , 下層 卵 の 死滅 率 を 調べ て みる と , 7 月 に は , 
3 個 の 肥 溜 全部 が , また , 8 月 に は , 5 個 の 肥 溜 の 全部 
が 100 必 の 死滅 率 を 示し た 。 し か も, この 中 の 1 個 は 9 
日 目 に 調べ た の で ある が , すでに 100 % で あつ た 。 こ の 
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事実 か ら 推定 する と , 他 の 肥 潤 に 於 て も , 9 日 目 に は , 
すでに 100 で あつ た と 思わ れる 。 9 月 に は , 延べ 8 個 
の 肥 の 内 , 5 個 が 100 , 他 の 3 個 , 96 99 の 
死 減 率 で あつ た 。 し か も , この 中 の 1 個 は , 二 硫 化 炭 素 
投入 後 10 日 目 に 調べ た の で ある が , すでに 99 の 死 減 
率 を 示し て いた 。 10 月 に は , 延 べ 11 個 の 肥 汐 に つい て 
2 個 が 100 必 の 死 減 率 を 示し , 他 は 例外 的 な 1 個 (80) 
を 除い て , 91~99 の 死滅 率 を 示し て いた 。11 月 た は, 
合計 3 個 の 肥 溜 について, 95 (92~97 %) の 死 減 率 で 
あつ た 。12 月 に は , 3 個 の 肥 溜 について, 95 (94~95 
) の 死 減 率 で あつ た 。 

つぎ に , 上 層 卵 た つい て みる と , 7 月 に は , 3 個 の 肥 
に つい て , 98 (95~100 の 死滅 あぁ つた 。 8 月 
に は , 5 個 の 肥 潤 に つい て , 4 個 ま で が 100 履 で ぁ つ 
て , 他 の 1 個 は , 9 日 目 に 調べ た の に , すでに 98 で 
あつ た 。 9 月 に は , 延べ 8 個 の 肥 溜 に つい て , 3 個 が 
100 , 他 は 94 97 % で あつ た 。10 月 に は , 11 個 
の 肥 汐 に つい て , 83 % (75~97 %), 11 月 に は , 3 個 の 
肥 潤 に つい て , 82 必 (80~85 必 ), 12 月 に は , 3 個 の 肥 
溜 に つい て , 79 (72~82 ) で あつ た 。 

(3) 二 硫 化 素 た に 要 し た : 前 橋 務 所 
で , 昭 和 28 年 7 月 か ら , 昭和 29 年 6 月 まで の 1 年 間 に こ 
消費 し た 二 硫 化 炭 素 は , 約 3007 で あぁ つた 。 こ れ は , 時 
価 に し て , 約 26,000 円 で あぁ つた 。 前 橋 刑 務 所 の 収容 者 
は , 常時 , 約 1,000 人 で ある か ら , 収容 者 1 人 当り の 費 
用 は , 年 間 , 約 26 円 た 当る 。 


考 


第 1 て , の 二 硫 化 素 が , 一 農村 の 
虫 感染 予防 た に 対し て , 明か に , 優れ た 効果 を 示し た こと 

告 し た 。 すなわち , 無 息 理 対照 地区 に 於 ける , 実験 
5 ヵ月 後 の 所 虫 卵 保 有 者 率 が , 47 の 増加 を 示し , また , 
と の 期間 の 陽 転 率 が 43 で あつ た の に 対し て , 処理 地 
区 の 5 ヵ月 後 の 舞 虫 卵 保 有 者 率 の 増加 が , 15 必 ,。 ある 
い は , 23 り , 陽 転 も 17 ある い は , 31 
止 つ た 。 こ の よう に , の 二 化 素 は , 
を 肥料 と し て 用 いて いる 農村 地方 に お ける 下 虫 感染 予防 
法 と し て , 一 つの 優 密 た 方 法 で ある こ と が わか つた 。 し 
か し な が ら , な お , 期待 され た より も 感 梁 が 多 か つ た の 
で , 実情 を 調べ た と ころ , 他 家 の , 卵 に よる の 
お それ ある 生野 菜 を 食べ な か つた 和 群 で は , 興 虫 卵 保有 者 
率 の 増加 及び 陽 転 , と も に 4 と いう 低い 値 つ 
て お り , これ に 反し て , か まく る 野菜 を 食べ た 群 で は , そ 
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れ ぞ れ , 57 巡 , 63 と いう 著しく 高い 値 を 示し た こと 


が わか つた 。 す な わ ち , 自家 の 二 硫 化 素 理 を 行 


つて , 同時 に , 他 家 の , 卵 にょ る お それ ある 
生野 菜 を 食べ な けれ ば , 感染 は , は な は だ 少 い こと を 知 
り 得 た 。 同 時 に , 外 理 地区 と あつ て る も, 他 家 の , 上 虫 卵 
に ょ よる の お それ ある 生野 菜 を 食べ れ ば , 増加 
は , 無 処 理 地 区 と ほとんど 変 ら な いこ と が わか つた 。 
そこ で , 本 篇 で は , 周囲 と 隅 絶 され た 生活 を 営み , 野 
菜 を 自家 恒 尿 で 栽培 し て , 自給 自足 し て いて , 他所 の 野 
菜 を 食べ る 機会 の な い 集 団 と し て , 一 刑務 所 を 選ん で , 
実験 し た の で ある 。 こ の 実験 区 域 は , 北方 を 除い た 三 
を 農地 で 囲ま れ て お り , また , 収 容 者 は , 隣接 する 附属 
農場 で , 農 未 に 従事 する の で ある か ら , その 生活 環境 は 
農村 の それ と 近似 し て いる と 考え られ る 。 し か も , この 
場合 は , 無 屋 栽培 され た , にょ る の 
お それ ある 生野 菜 を 食べ る 機会 は な い 。 従 つて , この 実 
験 成 病 は , 恒 尿 を 用 いて 野菜 を 自給 自足 し て いる 集団 に 
いて, の 二 硫 化 素 が , 感染 に 対し て , 
どれ ほど の 予防 効果 を 収め あう る か を , 厳密 に , 正しく 示 
し て いる と 考え られ る 。 次 に , 前 記 の 実験 成績 か ら , 恒 
化 素 法 の , 感染 に 対す る 予防 効果 を 
検討 し て み ょ よう 。 


和 1 の 二 化 炭素 処理 の 卵 保 有 者 率 
及び 陽 転 率 に 及ぼ す 影 響 ( 昭 和 28 年 7 月 


昭和 29 年 4 月 ) 
前 5 実 8 
ヵ月 後 ヵ月 後 
前 後 
卵 保 有 者 数 人 6 人 8 人 14 人 
A 状 保有 者 率 50% 4% 5% 10% 
146 人 陰性 者 数 73 人 140 人 138 人 132 人 
陽 転 率 1.4% 5.7% 
映 虫 卵 保 有 者 数 。 168 人 14 人 28 人 
保有 者 率 46% 4% 8% 
368 人 陰性 者 数 。 200 人 354 人 340 人 
陽 転 率 4.0% 


まず , 保有 者 率 の 推移 及び 陽 転 ら 観察 す 
る 。 28 年 9 月 か ら , 29 年 1 月 まで 観 守 し た B 群 に つい 
て みる と (第 1 表 ), 野菜 に こ ょ る 感染 の 最も 多い と 考え ら 
れ て いる , この ぁ を ヵ月 間 に , 上 虫 卵 保有 者 率 の 増加 は 4 
り ま た, この 期間 の 陽 転 は , 1.4 の 僅少 に 
止 つ た 。 実験 農村 の 第 1 年 度 の 対照 地区 た と おけ る, 10 月 
か ら , 3 月 まで の 5 ヵ月 間 の , 貞 虫 卵 保有 者 率 の 増加 が 
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47 で あり , また , 陽 転 率 が 43 で あつ た の に 比べ て , 
保有 者 率 の 増加 及び 陽 転 率 が 著しく 少 い こと が わか る 。 
また , この BB 群 の 鯛 虫 卵 保 有 者 率 の 増加 及び 陽 転 率 は , 
と も に 4 で あつ て , 実験 農村 の 人 処理 地区 の 住民 で , 他 
字 の , 窒 虫 卵 で 汚染 され て いる お それ の ある 生野 菜 を , 
一 度 も 食べ な か つた 和 群 の , ほ ゞ 同期 間 の , 保有 者 率 の 増 
加 及 び 陽 転 率 に 等 し か つた 。 ま た , 保 々 (1955) の 報告 に 「 
よる と , 京都 刑務 所 に 於 て , 昭和 27 年 5 月 か ら , 1 年 


間 に わ た つて 観察 し 得 た 47 人 の うぅ ち , 16 人 が 感染 し た 


と いう 。 す な わ ち , ほ さ 1 年 間 の 陽 転 率 は 34 で あっ 
た 。 こ の 成績 に 比べ て も , 前 記 の 前 橋 刑 務 所 に 於 ける 感 
楽 は 著しく 少な か つた 。 こ の こと は , 屋 必 の 二 硫 化 談 素 
を 行い , 実験 区 域外 で 栽培 され , 上 卵 よる 
の お それ ある 生野 菜 を 食べ な けれ ば , 感染 は , は な は だ 
少 い こと を 示し て いる と 思わ れる 。 

つぎ に , 二 硫 化 素 理 後 の , 肥 中 の 上 卵 死滅 率 
か ら , 予防 効果 を 観察 する 。 各 肥 汐 について, 投入 前 と 
投入 2 週間 後 と に , 上 層 及 び 下 層 か ら 屋 尿 を 採取 し て , 
その 中 の 鎧 虫 卵 死滅 率 を 調べ た 。 ま ず , 下層 卵 た つい て 
みる と , 処理 後 の 死 滅 率 は , 91100 で あつ て , 実験 
農村 と 同じ く , 屋 二 硫 化 素 にょ 肥 溜 中 の 
貞 虫 卵 死滅 率 が , 閉 し く 高まる こと が わか る 。 こ の 際 , 
二 硫 化 素 の 作用 は , 第 1 同じ く , 夏 に 
強く , 冬 に 弱い 傾向 を 示す こと が 認め られ た 。 す な わ や もち 
夏 で は , 9 月 10 日 及び 14 日 の 成績 に ょ る と , 3 個 の 肥 
溜 の 全部 が 100 必 の 死滅 率 を 示 し た 。 そ の 他 ゃ も, 気温 の 
高い 季節 に は , 96 一 100 必 と 高い 値 を 示し て いた 。 ま た 
劉 た に は , 12 月 17 日 の 成績 と よ ょ る と , 3 個 の ぅ うち 2 個 が 
95 で , 他 の 1 個 が 94 で あつ た 。 すなわち , 死滅 幸 
は か な り に 高 か つ た が , 気温 の 高い 季節 比べ て , や ゝ 
低い 傾向 が 認め られ た 。 : 
つぎ に , 上 層 卵 た つい て みる と , 処理 後 の 死 滅 率 は , 
か な り に 高く , 72 一 100 で あつ て , 完全 に 死滅 し て い 
る 場合 も あつ た が , 死滅 の 不 充分 な 場合 も 見 られ た 。 こ 
れ は , 下層 卵 の 場合 に 比べ て , 二 硫 化 談 素 の 殺 卵 作用 が 
及び 上 難く, その 季節 差 が 著 明 に 現われ た た め と 考え られ 
る 。 す すなわち, 夏 に は , 9 月 10 日 及び 14 日 の 成績 に ょ 
る と , 3 個 の 肥 泡 の うち , 2 個 が 100 履 で あつ て , 他 の 
1 個 も 94 必 の 死滅 率 を 示し た の に , 人 冬 に た は, 12 月 17 日 
の 成績 に ょ る と , 3 個 の うち , 2 個 が 82 巡 , 他 の 1 個 
が 72 の 死滅 率 で あつ た 。 

以上 述べ た 二 つの 事実 , すなわち , 二 化 素 
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第 2 表 硫 化 炭素 処理 た ょ る 肥 内 の 卵 死滅 率 の 推移 


投入 月 日 
1 2 3 4 5 6 7 8 
45 ,95 58 _79 _,100 
7.30 91 100 85 100 85 100 
84 48 _,100 
8.18 i100 ‘100 85 100 
18 ,98 80 100 82 ,100 
26 88 100 96 99 82 ‘100 
(9) 
80 
9.2 86 "100 
7 88 ‘98 
58 _ 100 
10. 680 100 
63_,94 70 _,10 
14 24 100: 724 106 
63 
74 99 97 100 
(10) 
66 91 
3 
14 _58 82_ 
72 99 70 94 
49 85 
84 46 ,82 45_,88. 
62 ‘95 81 97 70 
12.17 30 62 
記載 例 : 
処理 前 処理 2 週間 後 
上 層 卵 死滅 率 上 層 死滅 率 
下層 卵 率 下層 死 率 


処理 法 に ょ り , 実験 期間 中 の , 顕 虫 卵 保有 者 率 の 増加 及 
び 卵 陽 転 を , きわ め て , わずか に 得 た 点 , 及 
び , 肥 汐 中 の 政 虫 卵 死滅 率 を 著しく 高 あ た 点 か ら み て , 
本 法 が , 上 虫 感染 予防 の 一 っ の 優れ た 方 法 で ある こと が 
わか る 。 

さて , 二 硫 化 素 に ょ り , 虫 感染 を 明 ら 
か に 抑え 得 た の で ある が , な お , 少数 で は ある が , 実験 


期間 中 の 感染 が 認め られ た 。 そ の 原因 と つい て は , 実験 
以前 に 農場 に 撤 か れ た 屋 尿 中 の 生 卵 にょ る 感染 , 無 婚 理 
地区 か ら の 風塵 に ょ る 感染 , の , は な は だ 少 
数 な が ら も , 生存 し て いた 卵 に ょ る 感染 な ど が 考え られ 

以上 の ょ うに , 屋 尿 の 二 硫 化 炭 素 処 理 法 は , 細い 点 で 


は , な お , 改良 の 余地 は あろ うぅ が , 自家 屋 尿 を 肥料 に 用 
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いて , 野菜 を 自給 自足 し て いる 集団 , ある い は , 農村 で 
は , 環 虫 感染 予防 の 一 っ つの 優れ た 方 法 で ある こと が わか 
る 。 

及び 結論 

1) の 二 硫 化 処理 法 の 予防 効果 を , 厳密 に 
る た め に , 自ら の 主 尿 を 肥料 に 用 いて , 野菜 を 自給 自足 
し て いる うえ に, 他所 で 食事 する 機会 の な い , 隔絶 され 
た 生活 を 営む 集団 と し て , 一 刑務 所 を 選び , 昭和 28 年 7 
月 か ら 29 年 4 月 まで , 尿 の 二 硫 化 素 にょ る , 
螺 虫 感染 予防 の 野外 実験 を 行 つ た 。 

2) 昭和 28 年 8 月 か ら , 29 年 1 月 に 至る 実験 期間 中 
5| 続 いて 在 所 し て いた 368 人 に つい て , 鉛 虫 感染 の 状況 
を 調べ た 。 実 験 5 ヵ月 後 の 鎧 虫 卵 保有 者 率 の 増加 及び 貞 
卵 陽 転 , いずれ も 4 止 つ た 。 こ の 字 は , 第 
1 息 に 述べ た 実験 農村 の , 処理 地区 の 住民 の うぅ ち , 他 家 
の , 鯛 虫 卵 と ょ る 染 の お それ ある 生野 菜 を , 一 度 る 食 
べ な か つた 群 の , ほ さ 同期 章 の , 幅 虫 卵 保有 者 率 の 増加 
及び 貞 虫 卵 陽 転 率 と 等 し か つた 。 ま た , 他 の 刑務 所 に お 
ける , 上 虫 感 茶 成績 と 比べ て も , 著しく 低 か つ た 。 こ の 
成績 は , の 二 硫 化 が , 感染 に 対し て , 
優れ た 予防 効果 を 有 し て いる こと を 示し て いる 。 

3) 二 硫 化 素 を , 0.05 に 投入 し て , 
2 週間 後に おける, 肥 汐 の 卵 の を みる に , 
第 1 篇 の 実験 農村 に 於 ける 成績 と 同じ く , か な り に 高 
く , 下層 卵 た つい て , 大 部 分 で は , 91~100 必 の 値 を 示 
し た 。 こ の 値 は , 気温 の 高い 季節 た 高く , 気温 の 低い 季 
館 に 低い 傾向 を 示し た 。 な お , 上 層 卵 の 死滅 率 は , 下層 
卵 の それ より 低く , 季節 と ょ る 影響 も ふ 著 しか つた 。 

4) 以上 の 成績 か ら , の 二 硫 化 素 法 は , 自 
ら の 属 尿 を 肥料 に 用 いて , 野菜 を 自給 自足 し て いる 集団 
の , 虫 感染 予防 の , 一 つの 優れ た 方 法 で ある こと が わ 
か る 。 

終り に 臨み , 松村 教授 の 御 指導 を 深謝 する 。 また, 実 
験 た 協力 され た , 前 橋 刑務 所 医務 課長 び 
実験 の 機会 を 与え られ た , 法務 省 矯 正 局 医療 分 類 課 長大 
津 正 雄 氏 , 東京 矯正 管区 第 三 部 長吉 野 明 氏 , 前 橋 刑 務 所 
長 , 富 下 淳吉 氏 に 感謝 する 。 な 3s, 二 硫 化 炭 素 を 寄贈 さ 
れ た , 日 本 曹達 株 式 会 社 に た 調 意 を 表す る 。 

本 論文 の 一 部 は , 第 23 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 て 昭和 29 
年 4 月), 第 57 回 日 本 小児 科学 会 総会 (昭和 29 年 5 月 ), 
第 10 回 日 本 公衆 衛 生 学 会 総会 (昭和 30 年 4 月 ) に 発表 し 
た 。 
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Summary 


A succesful field work of ascaris prevention in 
rural districts, which was carried out by mixing 
night soil with carbon disulfide, was stated in 
Report 1. 

Incidentally we found there a few investigated 
inhabitants who ate vegetables manured with non- 
treated night soil to be infected with ascaris. 
Upon this another field work was attempted in a 
Japanese prison, where prisoners eat only vege- 
tables manured with their own excrets, and have 
no chance to eat elsewhere. The results were as 
follows: only 14 of 534 ascaris egg free persons 
were infected during 5 months. 

Thus the methode was again proved as one of 
the most usefull ones to prevent ascaris infection. 
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赤痢 メー バ の に 関す る 研究 
第 1 人 加 の 検 討 及 び 培地 に つい て 


久 * 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 授 , 指導 猪木 正三 教授 ) 


(昭和 33 年 2 月 28 日 受領 ) 
特 別 


赤痢 アメ ー バ は , 1924 年 Boeck 及び Drobohlov ら 
に よっ つて , 細菌 と 共 は あぁ つた が , 初め て その 継 代 
養 が 成功 し た 。 そ の 後 多 く の 研究 者 は , 一 刻 も 早く 無 
菌 培養 を 得 た いも の と , 種々 様々 な 方 法 に ょ り そ の 法 成 
に 替 め た が , 残念 な が ら そ れ 等 の 計画 は すべ て 不 成 功 に 
終り 現在 に 至っ つっ て いる 。 そ の た め あめ 赤痢 アメ ー バ の 基礎 的 
な 研究 , 特に その 人 民放 の 研究 は , 他 の 純 堪 養 の 可能 な 原 
貝 枯 に 比較 し て 非常 に 遅れ て お り , 今 ま で 得 ら れ た 種々 
の 成績 は , 常に 共 棲 細菌 の 共存 する 条件 を 考慮 し て 判定 
せ ね ば な ら ぬ と いう 弱点 が あつ た 。 し か し な が ら , 種々 
の 共 菌 と 共に な が ら 痢 アメ ー バ の 色々 な 
条件 を きぐ り , 又 そ の 要求 成分 を 追求 する こと は , それ 
自体 を 直ちに 赤痢 アメ ー バ 自身 の 生育 条件 又は 発育 要素 
と 判定 する に は 当 を 得 な いと し て も , 赤痢 アメ ー バ の 純 
培 差 を 得る た め の 一 過程 と し て 歩 ま ね ば な ら な い 道 で あ 
る 。 す で に 報告 され て いる 多く の 業績 , 例え ば , Jacobs 
(1947), Saffer et al. (1948, 1949), Delamater et el. 
(1947), Rees et al. (1946, 1945), Chang (1942, 1943 
1946), Nelson (1947, 1950), Snyder & Meleney (1943) 
Karlson (1952), Nakamura et al.(1951, 1952, 1955) 等 
々 及び その 他 の 数 多く の 興味 深い 研究 報告 は , すべ て 以 
上 の 和 観点 の 下 に 行わ れ た も の で あつ て , それ 等 は 赤痢 ア 
メー バ の 培養 研究 に 大 い に 進 歩 を も た ら し た 。 

著者 も すでに 早く か ら , 以上 の 諸点 に 藩 目 し 率 と し て 
赤痢 アメ ー バ の 培養 に 関す る 諸 種 の 要因 た につい て 検討 を 
加 を て いる が , 1950 年 尻 師 猪木 正三 教授 及び 協同 研究 者 
と 共に , 旧来 の に 比較 し て アメ ー バ の 増殖 が 


SUEHISA TAKADA: Studies on the cultivation of 
Entamoeba histolytica I. Further studies on the 
whole blood media and autoclaved media. (De- 
partment of Parasitology, Research. Institute for 
Microbial Diseases, Osaka University) 


* (現在 所 属 大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 教室 ) 


で あつ て し か も 製法 の 簡単 な 三種 の 全面 加 を 
案 報 告 し アメ ー バ の 培養 及び 大 量 採集 を 非常 に 容易 な 
ら し め あめ た 。 そ の 後 こ の 培地 に 増殖 し た アメ ー バ に つい て 
種々 の 実験 を 進め る 一 方 , 全 血 加 培 地 に つい て も 更に 分 
折 履 良 を 加え , それ 等 の 培地 に お ける 培養 状況 より , 赤 
痢 アメ ー バ の 培養 に 必要 な 条件 の 追求 を 試み た 。 

叉 従来 か ら 赤 痢 アメ ー バ の 堪 養 に , し ば し ば 鶏卵 及び 
米 濾 粉 ( 殆 ん ど 必 須 の も の と 考え られ て いる ) が 用 いら れ 
て いる が , その 有効 成分 , 特に 卵黄 に 関し て は 殆 ん ど 知 
られ て いな い 。 そ こ で 卵黄 の 各種 成分 ( 主 に 脂 需 を 中 心 
と し て ), 及び 米 濾 粉 の 蛋白 等 を 出来 る だ け 除去 し た 成 
分 に つい て , 赤痢 アメ ー バ の 発育 増殖 に 及ぼ す 影 響 を 観 

本 その 内 , 全 加 地 の 型 面部 及び 液体 部 の 
組成 を 種々 改変 し た 培地 , 並び に 更に 耐熱 性 の 物 綿 の み 
より な る 13 種 の 所 調 耐 元 性 培地 を 試作 し , それ 等 に お 
ける 赤痢 アメ ー バ の 生育 状況 を 観察 し た 成績 に つい て 報 
告 す る 。 

: 実験 材料 及び 方 法 

使用 し た 赤痢 アメ ー バ は , 主として Y 株 (山神 株 ) で あ 
る が , これ と 比較 する 意味 に お いて 適時 他 の K,D,U,H, 
の 4 株 を も 用 いた 。 これ 等 の アメ ー バ は , すべ て 司 者 の 
械 便 よ り 分 離し , 最低 一 年 以上 専ら 全 血 加 培地 を も つて 
継 養 を つて きた 株 で ある 。 

培養 実験 は 先ず , 最も 良く 増殖 する WB2 ( 
部 : 人 血 消 1 部 , ブイ ョ ン 1 部 , 液体 部 : phosphate 
buffer saline pH 7.4, 5 家 全 米粉 ) た に ついて, 
その 固 型 部 の 策 薄 量 を 増減 し , アメ ー バ の 発育 に 要する 
最小 必要 量 及 び 至 適 濃 度 を 検討 し た 。 但し , 10 以下 に 
陣 を 加え る 場合 , する に は が 少な すぎ る 
た め , 更に 1.5 必 の に 粉末 和寒 天 を 加え て と し 
。 

次 いで , 同じ く WB1 ( 型 部 : 0.1 ア スパ ペラ 


本 研究 は 一 部 文部 省 科 学研 究 費 に ょ っ て 行わ れ た , と ょ に 記し て 謝意 を 表す る ( 猛 木 正三 )。 
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ギン , 1 必 和 , Ringer 液 , 液体 部 : WB 2 と 同 
様 ) に お ける 液体 部 の 血液 及び 面 球 に つい て その 導 要 量 
及び 至 適 濃度 を 追求 し た 。 血 球 の 場合 は , 一 定量 の 血液 
より 得 た 血球 を 血液 と 同 量 の Buffer saline に 浮 湊 せ し 
め て 原液 と し て 使用 し た 。 

最後 た と , WB 2 培地 を 基礎 と し , 主として その 液体 部 
の 性 物 み を 用 いた 及び , 更に 肝 ェ エキス, プ 
イ ョ ン 等 を 加え て 改変 考案 し た 13 種 の 培地 に つい て ア 
メー バ の 堪 養 状況 を 観察 し た 。 こ れ 等 は すべ て 二 層 性 の 
で あり , 減 に は 型 部 及び 液体 部 共に 15 ポ 
ンド 20 分 の 高圧 減 萩 を 行っ つた 。 又 液体 部 た 用 いた , ” 加 
は , 5 割合 に Buffer saline に 加え た 家 
全 , 100°C の 中 で 30 分 間 振 湯 加 , その 
ガー ゼ 及 び 濃 紙 に ょ っ て 濃 過 し た も の を 用 い , 同じ く 高 
を 行っ つた 。 

な 培地 条件 を 変え を えろ た め に , 流動 パラ 
チ ス テイ ン 等 を 用 いて 培地 の 酸素 分 圧 を 下げ , 又 共 接 攻 
と し て 新た に Clostridaum welchau を 加え た も の に つい て 
る 培養 実験 を 行 つ っ た が , いずれ の 堪 地 に つい て る も 3 回 以 
上 実験 を 反復 し , 各々 48 時 間 乃 至 72 時 間 毎 に 継 代 培 養 
を 行い , 20 代 以 上 継 代 培 養 の 出来 た も の を も ゃ つて, 培養 
可能 と 判 た 。 

実験 成 

1) WB2 地 部 の 

原潜 に 従え ば, ブイ ョ ン 1 部 に 対し て 血 消 を 1 部 乃至 
2 部 の 割合 に 加 % る の で ある が , 血清 量 50 必 以 上 で は , 
その 濃度 に ょ っ つて 特に アメ ぇ メー バ の 増殖 度 に 差 を 認め な か 
つた の で , 主として 低 漠 度 の 場合 に つい て 検討 し た 。 

Y,K,D, の 3 株 に つい て 行っ つた 成績 は 第 1 春 に 示し た 
が , 表 中 の 十 は 堪 養 可能 の も ゃ の で あり , 士 は 不定 の 成績 


第 1 表 WB 2 部 の 検討 
(液体 部 : Phosphate buffer saline 十 5 必 全 血 ) 


許 士 …… 部 継 代 培養 不能 で あつ た も ゃ の 
十 ……… 各 視野 (X100) 原虫 1= 以 下 
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を 示し 培養 可否 の 決定 し 難い も の を 指し , 一 は 継 代 培 養 
不能 の も の で ある 。 i 

各 株 に よっ て いさ さか 差異 は 認め られ る が , 大 体 5 
以下 で は 赤痢 アメ ー バ の 増殖 は 殆ど 見 られ ず , 10 必 以 
上 で は 各 和 株 共 確 央 と アメーバ の 増殖 が 見 られ た 。 し か し 
培養 48 時 間 乃 至 72 時 間 後 に 最高 の 増殖 を 得る た め に は 
少な く と る も 40 上 の 血 量 が 望ま し く , 50 上 60 
%, 70% 等 で は , 増殖 度 に 大 差 を 認め な か つた 。 

2) WB1 培地 液体 部 の 検討 

WB 1 培地 の 液体 部 は , Phosphate buffer saline に 家 
全 を 5 の 割合 に 加 る の で ある が , 第 2 
し た 様 に 5 以下 2%, 合 
こと 加え た 場合 に つい て 培養 実験 を 行い , 更に 全 血 に 代 ぁ を 
血球 の み を 用 い , 上 記 の 各 濃 度 に つい て , アメ ー バ の 増 
殖 度 を 観察 し た 。 


第 2 表 WB1 培地 液体 部 血液 量 の 検 対 
( 部 : Asparagin-Agar-Ringer) 


分 \ 名 

+ = ー 

D + + ー 

K + + 
球 D + + キ 


全 血 及び 血球 の 場合 共に , 5 必 以 上 の 濃度 で は , アメ 
ー バ の 増殖 に 大 し た 差 は 認め られ な い が , 全 血 を 用 いた 
方 が , 最高 増殖 度 が より 高い 様 で あつ た 。 

血 を 加え る 場合 は , 少な く と も : 以上 の に 加 
えな けれ ば アメ ー バ の 増殖 は 認め られ ず 継 代 不 能 で あぁ つ 
た が , の 場合 は 更に うす い リ る も 代 養 可 能 で 
あつ た 。 こ の 様 に た, 栄養 物 の 量 か ら 見 れ ば 全く 逆 の 様 な 
成績 を 得 た の で ある が , この 点 た ついては, 後述 べ る 
様 に 共 の 増殖 と アメ ぇ メー の 増殖 と の 間 の バラ ンス の 
問題 が 関係 する も の と 考え られ る 。 し か し 増殖 する 程度 
即ち 最高 増殖 度 の 点 を 比較 すれ ば , 5 必 以 上 で は や は り 
全面 の 方 が 明らか に 良好 で あつ た 。 

一 般 に 加え る 全 血 又は 血球 の 量 が 少な く な る に つれ て 
増殖 度 も 低下 する が , それ と 同時 に , 増殖 た 要する 時 間 
も 長く か か る 様子 が 見 られ た 。 


4 
| 
- 
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昭和 33 年 8 月 1958)】) 


3) 耐熱 性 培地 に つい て 。 

従来 報告 され て いる 各種 の 培地 の 内 , その 多く は 一 部 
に 名 熱 性 (Thermo-labile) の 組成 を 持つ て お り , 完全 な 
の で 且 メー の 増殖 す る は 少な 
い 。TInoki et aZ. (1950) は 先 に WB 2 地 の 型 部 及び 
液体 部 を 15 ポン ド 20 分 高圧 し た 培地 を 作成 
し , WB 2 培地 に 劣ら ぬ ア メー ペ の 増殖 が 見 られ た と 報 
告 し て いる 。 著 者 は 更に 改変 を 進め て , 血液 を 除い た 場 
合 , 培地 を 嫌気 性 に し た 場合 , 又 新 た に 共 枯 菌 と し て 
C1. welchu を 加え た 場合 等 に , 第 3 素 に 示し た 様 な 13 
種 の 耐熱 性 の 培地 に つい て , 主 に Y 株 アメ ー バ を 用 いて 
培養 実験 を 行 つ た 。 比 較 参 老 の た め に , WB1, WB2, 
及び 田辺 千葉 培地 を も 表 に 加え , その 組成 及び 成績 を 記 
載 し た が , その 結果 表示 の 如く 8 種 の 継 代 培養 可能 の 培 
を 得 た 。 

一 般 に それ 等 8 種 の 培地 は , WB 培地 に 比較 し て や ゝ 
ァ メ ー バ の 最高 増殖 席 は 劣る 様 で あつ た が , し か し 田辺 
千葉 堪 地 に お ける 場合 と 比 す れ ば , 優る と も 劣ら ぬ 成 績 
を 示し た 。 

表 中 で 最も 栄養 分 の 少な いと 考え られ る の は , S. BB., 
及び で ある が , アメ ー バ は 充分 に 増殖 し 上 且 継 代 
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養 が 可能 で あつ た 。 し か る に これ 等 より 笑 か に 栄養 の 高 
いと 思わ れる , L.B., B.O., B.B., B.C,, 及び A.C.P. 
の 各 堪 地 で は アメ ー バ の 増殖 も 少な く , 継 代 堪 養 が 不可 
能 で あつ た 。 し か し な が ら , LL.B., B.O., B.B., の 各 塔 
地 中 に 加え られ た プイ ョ ン , 和牛 肝 ェ キ ス 等 が アメ ー バ の 
増殖 を 抑制 し た と は 考え られ ず , 又 B.C., 及び A.C.P., 
等 に 加 % ら れ た 塩 酸 チ ステ イン 及び パラ フ ィ ン 等 が 直接 
アァ アメーバ を 死滅 せしめ た と も 考え られ な い 事 は , プイ ョ 
ン , 肝 ェ キス 等 は アメ ー バ の 培養 に し ば し ば 用 いら れる 
成分 で あり , 双 チ ステ イン , 流動 パラ フ 4 ン 等 を 加え た 
培地 で も , A.C.P.W. の 様 に CL welchg を 加え る 事 に 
よ ょ つて 非常 に 良く 増殖 継 代 さ れ た 事 に たよ ょ つて も 理解 され 
る 。 

B.C. の プ ドー に つい て も 同様 で ある 。 

この 様 に 一 見 矛盾 し た 様 な 現象 は , 前 述 の 血球 の み の 
培地 に お ける 場合 と 同様 アメ ー バ の 培養 の 必ず つき ま 
と うぅ 共 棲 菌 に 起因 する も の で あろ うぅ と 考え られ る 。 

継 代 堪 養成 功 し た 8 種 の 培地 の 内 , 最も 良く アメ ー 
バ が 増殖 し 上 且 長 期 保 存 の 出来 た の は , A.W., 及び A.C. 
P.W. 培地 で あつ て , A.W. 培地 中 で は 37°C に 保つ て 
栄養 型 の まま 35 日 間 生 存 し つ ヾ けた 例 が あつ た 。 又 A. 


第 3 表 各種 試供 培地 成分 比較 と その 培養 成績 


wB.2 o oO oO 0 oO 

S.B. fe) O + 72 

B.C. ノド ー 〇 x 

AC. o O 48—72 

AP, の 流 ペ ラ 0O O 48—72 

ACE 0 xO 
A.W. 流 ペ 〇 ウェ ル 〇 72|35 日 生存 

B.0O. ン (©) % 

BB. PO, Buffer プ ィ イィ ョ ン xO 

WB (0) 48 一 72| 既報 境地 
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C.P.W. 培地 で は 移植 後 15 日 目 の 培 地 よ り 継 代 に 成功 
し て いる 。 こ の 様 な 成績 は 普通 全く 望め な い 事 で あり , 
37°C で アメ ー バ は 4 有一 5 日 し か 生存 せ ず 且 継 代 に は 2 
ー 3 日 毎 に 行わ ね ば な ら な い の が 通例 で ある 。 従 つて こ 
の 成績 か ら , 赤痢 アメ ー バ の 増殖 こ は , 嫌気 性 の 条件 が 
必要 で あり , 且 CL welchg が 共 し て 好適 な も の 
で ある と いえ を る 。 : 
考 


赤痢 アメ ー バ の 培養 に お いて , 同一 培地 を 用 いて も, 
使用 する 株 が 変っ た 場合 , 又 同 一 株 で も 培地 組成 の わ ず 
か な 相違 に ょ つて も , 全く 増殖 し な く な る 事 は , し ば し 
ば 経験 する 事 で あり , 末 だ その 理由 た に つい て は 明快 な 解 
答 を 得 て い な い 。 古 く か ら 多 く の 研 究 者 達 は , 独自 の 方 
法 に ょ つて その 解明 た 努め, 更に 決定 的 な 赤痢 アメ ー バ 
の 培養 条件 の 解決 に 勢力 し て いる 。 著 者 も 又 そ れ 等 の 点 
を 少し で も 知り た いも の と , 全 血 加 培 地 (WB 培地 ) を 中 
心 と し て , その 培地 組成 を 種々 改変 し , 又 堪 養 条 件 を も 
変化 させ る 事 た にょ り , 赤痢 アメ ー バ 増殖 を の 影響 を 種々 
観察 し た 。 

全面 加 培 地 , 特に WB 1 培地 は , 名 の 示す 如く , 従来 
の 田辺 千葉 堪 地 の 液体 部 に 血 消 の み で な く 全 血 を 加え , 
又 Ringer の 代り に Phosphate Buffer Saline を 用 い 
る 事 に と より, アメ ー バ の 増殖 を 非常 に 容易 と し , 更に 固 
を 血清 ブイ ョ ン に 代え た WB 2 は 一 層 の 好 
成績 を 示し た の で ある が , 導 面 の 血清 量 及 び 全 血 の 必 要 
量 に 関し て は 未だ 充分 な 検討 が な され て いな か つた 。 

実験 1 及び 2 は これ 等 の 点 た つい て いさ さか 追求 し た 
も の で ある が , その 成績 の 示す 様 に , 液体 部 の 最低 全 血 
必要 量 は リ り 。 必 で あつ た 。 しかしながら , 最も 良き アメ ー 
バ の 増殖 を 期待 する な ら ば , や は り 原 法 の 如く , 家 融 全 
上 の 注 加 が 望ま し い 。 

一 方 血 部 の 血 薄 最低 必要 量 は , 5 至 10 
で あり , この 場合 も ,。 アメ ぇ メー バ を 最高 に 増殖 & る せる た 
め に は 40 以上 の 血清 を 加え る 必要 が ある 。 

こと れ を 要する に 全 血 加 培 地 に お いて は , 液体 部 の 全 訓 
は 5 用 以上 , 血 消 部 の 血 は 40 以 上 が 最適 で あ 
る と 結論 され る 5 ・ 

や 血球 , 特に その 中 の H&moglocin が アメ ー 
バ の 増殖 を 促 人 さ せる 事 は , か な り 古 く か ら 認 め ら れ て 
いる こと と で あつ て (Deschiem, 1933 ; 山本 , 1938 ; 畑 上 , 
1938), それ 等 両者 を 共に 含ん だ 全 血 が 理想 的 で ある 事 
は 当然 の こと で あり , 著者 ら の 全 血 加 培 地 の 優 秀 性 は こ 
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の 点 に 起因 する も の で あろ 5 。 

従来 用 いら れ て いる 赤痢 アメ ー バ の 培地 は , その 多く 
に , その 他 の 性 (Thermo-labile) 物質 が 加え ら 
れ て いる が , それ 等 の た め に 減 菌 操作 その 他 が 人 雑 と な 
り , その 上 長期 の 保存 等 も 困難 で あつ た が , 著者 の 考案 
し た 。 8 種 の 耐熱 性 培地 は , 上 記 の 様 な 欠点 が 無く , 堪 
地 作 成 も 容 克 で アメ ー バ の 増殖 も 可 成 り の 成績 を 示し , 
臨床 的 に ゃ 又 集団 検査 その 他 に も 好適 の も の と 思 3 。 

すでに 著者 等 は , 第 3 表 中 の 弓 堪 地 等 を 使用 し て , 赤 
痢 アメ ー バ の みな ら ず , 他 の アメ ー バ , 原虫 類 等 の 検出 
に 利用 し 好成績 を 得 て い る (片岡 ら , 1956) 。 叉 A.W., 
A.C.P.W. 培地 の 様 に , 嫌気 性 条件 及び Cl. welchii の 
応用 た に た ょ つて, アメ ー バ を 栄養 型 の まま 長期 間 の 保存 が 
可能 と な つた 事 は , 従来 の 報告 に は あま り 見 られ な い 成 
績 で あぁ つて , 赤痢 アメ ー バ の 継 僅 養 を 一 段 と 容易 な ら 
し め た も の で ある と 信ずる 。 

CL welchg の 応用 及び その 有効 性 に 関し て は , すでに 
Chinn (1942) , Chang (1946) , 斎藤 (1950), 山川 (1953) 
等 々 にょ つて 報告 され て いる が , 著者 も 上 記 の 如く , ア 
メー ババ の 共 栗 と し て 好適 な も の で ある 事 を 確認 し た 。 

A.C.P. 培地 と A.C.P.W. 培地 と を 比較 し て 考え られ 
る 事 は , 赤痢 アフ メー バ は Jacobs (1941~1950), Chang 
(1946) ら の 指摘 し た 様 に , 好 気 性 より も むし ろ 嫌 気性 の 
条件 を 必要 と し, 普通 の 培養 に お いて は , 共 棲 の 好 気 性 
先ず 増殖 し て の 酸素 分 圧 を 下げ る も の と 考 を ら 
れる が , 当初 より 性 に し て お く と , 共 性 
増殖 が お こら ず , た め に アメ ー バ の 増殖 が 見 られ な く な 
る が (A.C.P. ), この に 嫌気 性 CI. welchii 
を る と (A.C.P.W. ), その 増殖 より アメ ー 
に 好都合 な 環境 が 作ら れ , アメ ー バ の 増殖 が 起 る も の と 
思わ れる 。 

興味 深い 事 は , すでに 述べ た 如く , L.B., B.O., B.B., 
B.C., 培地 の 様 な 栄養 分 の 高い 培地 で アテ アメーバ が 増殖 せ 
ず 逆 に 養分 の 少な い , S.B., A., BB. 等 の 培地 に アメ ぇ メー バ 
が 良く 増殖 し た 点 で ある 。 こ れ は 結局 共 棒 菌 の 異常 な 増 
その た め の 件 の 悪化 エ .B., B.O., B.B. 
地 ), 逆 に 共 増殖 抑制 の た め (B.C., A.C.P, 地 ), 
アメーバ と 共 と の 聞 の バラ ンス が た た めで あろ 
う 。 その 他 種 々 の 解釈 が 考え られ る が , この 様 な 場合 に 
は 如何 に 高 栄 養 の 堪 地 で あつ て を も, アメーバ の 増殖 が 見 
られ な い 事 は 事実 で あつ て , 若 し 適当 な 共 棒 菌 の 増殖 が 
あれ ば , アメ ー バ は か な り 単 純 な , 低 栄養 の 培地 に お い 
て る も 充分 増殖 する も の で あろ うぅ と 推定 され る 。 こ の 点 に 


(98 ) 


! 
4 
) 


昭和 33 年 8 月 (1958)] 


"関し て は , 次 の 第 二 往 の 成績 にょ り 更 に 明らか に され た 


と 思う 。 

1) 全 血 加 を 検討 し た 結果 , 及び 血球 は 赤痢 
ァ メ ー バ の 増殖 を 促進 する こと を 認め た 。 且 これ 等 は 別 
個 に 加え る より る も 同時 に 加え た 方 が 効果 的 で ある 。 

2) WB 1 培地 の 液体 部 に 加え る 全 血 の 最低 必要 量 は 
で あり , 血球 の み の 場 合 は り : で あぁ つた 。 し か し 増 
殖 度 は 全 血 を 加え る 方 が 優 画 で あり , 最高 の 増殖 を 得る 
た め に は , 全 血 を 5 必 以 上 加え る 必要 が ある 。 

3) WB 2 地 の 固 型 部 に 加え る の 最低 必要 
量 は 10 % で あつ た 。 し か し 赤痢 アメ ー バ の 最高 の 増殖 
を 得る た め に は 40 履 以 上 加え る 必要 が ある 。 

4) WB 2 を し , 熱性 物 りな る 8 種 の 
熱性 培地 を 考案 し , ー バ の を 容 らし 
め た 。 

5) 赤痢 ュー バ は 性 培養 が 望ま し く , その 場合 
Clostridium welchii が 共 し て 好適 で ある 。 

6) 赤痢 ー バ は , その 共 と の 間 に 増 殖 の 
が 破れ た 場合 は , 如何 に 高 栄 養 な 培地 に お いて も 増殖 は 
見 られ な い 。 

文 

第 2 算 の 部 で ま と あめ て 記載 する 。 


Summary 


The author attempted to determine the best 
ulture conditions and reqguirements for Entamoeba 
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hustolytica by observing its growth behaviours in 
various mediums, 

In this part of experiments, it was made further 
observations on the whole blood mediums (The 
W B mediums) reported by Inoki et al. in 1950, and 
the following results were obtained. 

1) Either serum or erythrocytes can promote 
the growth of E. hastolytica, but more luxuriant 
growth is observed when these two are used 
together. 

2) The minimum effective dose of the whole 
blood or erythrocytes to be used for the WB 1 
medium was found to be 1/2% and 1/4% of liquid 
part respectively, but in the case of the whole 
blood, it should be employed more than 5% to 
obtain the maximum growth of the amoeba., 

3) The minimum effective dose of the serum to 
be added to the solid part of the WB 2 medium 
was 10% and it must be used more than 40% to 
expect the maximum growth., 

4) It was devised eight new autoclaved mediums, 
which were all superior to the Tanabe-Chiba 
medium. 

5) As others reported, it was found that the 
anaerobic condition is essential for the cultivation 
of E. histolytica. and Clostridium welchi is the most 
suitable associate bacteri under such a condition. 

6) Even in any rich nutritional mediums, the 
amoeba cannot multiply unless the associate bac- 
teria afford the good environmental condition. 
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赤痢 メー バ の 
第 2 赤痢 メー の に 及ぼ す 黄 
及び 米 中 の 微量 成分 の 影 つい て 


高 


別 


赤痢 アメ ー バ の 発育 要素 及び 培養 条件 を 知る た め に , 
多く の 研究 者 が 種々 の 方 法 こ に ょ り , その 解明 に 勢力 し て 
いる 事 は すでに 述べ た が , 第 1 息 に 報告 し た 成績 及び そ 
の 他 の 実験 成績 より 考え , 培地 組成 の ぁ ま り 複 雑 な 培地 
に ょ よる 実験 は , 老 え られ る 要素 , 因子 が あま り に も 多い 
た め , し ば し ば その 判定 に 苦し む 場 合 が 多い 。 そ こ で 培 
地 組 成 を 出来 る だ け 少 な く 単 純 な も の と し , アメ ー バ の 
増殖 た 必要 な 最低 量 と し た 堪 地 で 培 養 し , その 結果 より 
発育 要素 , ある い は 培 養 条件 を 追求 する の が , より 正 し 
い 結 論 を 得る 方 法 で あろ うと 思う 。 そ こ で , 従来 赤痢 ア 
メー ペ の 堪 地 に 比較 的 良く 用 いら れ て いる 鶏卵 , 並び に 
米 濾 粉 に つい て , それ 等 の 真 の 有効 成分 を 知る た め に , _ 
主として 卵黄 中 の 有機 溶媒 に 可 溶 な 物質 及び 米 滅 粉 中 の 
水 た に 可 溶 な 微量 成分 等 を 中 心 と し て 赤痢 アメ ー パ の 堪 養 
に 及ぼ す 影 響 を 検討 し た 。 
実験 材料 及び 方 法 

1) 試供 赤痢 ー 

全 実 験 を 通じ て Y 株 を 用 いた 。 本 株 は 1951 年 患者 燈 
便 り 分 離し , 以後 WB 1 培地 に ょ り を 行 つ て 
いる 株 で あり , 5 種 の 共 棲 細菌 を 持つ て いる 。 

2) 卵黄 成 分 と その 抽出 法 : 

卵黄 は その 種類 と ょ りや ゝ 異な る の で , 成績 の 変動 を 
少な くす る た め に , 著者 の 飼育 し た 白色 レグ ホン , プリ 
モー ス , 名 古屋 コー チン 及び その 雑種 より 得 た 卵黄 を 温 
合 し , 出来 る だ け 新 鮮 な も の を 使用 し た 。 


SUEHISA TAKADA: Studies on the cultivation 
of Entamoeba histolytica II. The influence of seve- 
ral ingredients of egg yolk and rice starch on the 
cultivation eof the amoeba. (Department of Para 
sitology, Research Institute for Microbial Diseases, 
Osaka University) 

* (現在 所 属 大 阪 市 立 大学 医 学部 医 動物 教室 ) 


大 阪 大 学 徴 生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教 授 , 指導 猪木 正三 教授 ) 
(昭和 33 年 2 月 28 日 受領 ) 
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養 関す る 研究 


各 成 分 抽出 に 用 いた 溶媒 及び 方 法 は 一 括 し て 第 4 表 に 
示し た が , 各 成 分 に つい て 抽出 の 都度 培養 実験 を 行い つ 
つっ 順次 抽出 を 進め た 。 


第 4 表 卵黄 分 割 抽出 法 (1) 


| 黄 | 
| 
| (Ng 
アル コ ュ コール 
| 可 物 除去 (1) 
| 水洗 2 回 ' 
エニ エニー テル 
CE)- 水 可 除去 (2) 
水洗 3 回 


ク = 
非 化物 
( 許 ) 最初 卵黄 10cc に アル コール 90cc を 
加え 48 時 間 経 過 し て 使用 する 


先ず 卵黄 10 cc に 純 エタ ノー ル 90cc を 加え 混和 
その 後 時 々 振 章 し な が ら 48 時 間 以 上 氷室 に 保存 する 。 
か くし て 得 ら れる 上 消 の 黄色 部 を , “卵黄 アル ュー ル エ 
キス ” と 名 づけ , 爾 後 の 各 成 分 の 抽出 に は すべ て この 
“ ェ キ ス ” より 出発 し , 各 着 分 に た ょ る 培地 調製 の 場合 の 
濃度 の 基準 と し た 。 


と この“ ェ キ ス "” 20cc を 取り , その アル コー ル を 加 温 


除去 乾燥 すれ ば , 黄色 物質 を 得る が , これ を N= 
キス と 名 づけ た 。 こ の N ェ キス は , Nelson (1947) が , 得 
て 彼 の 堪 地 に 使用 し た も の と ほぼ 同様 の も の と 思う 3 。 


本 研究 は 一 部 文部 省 科 学研 究 費 に ょ っ て 行わ れ た , と ょ に 記し て 講 意 を 表す る (猪木 正三 )。 
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次 いで N エ キス に ェ エー テル を 約 20 cc 加え 完全 に 溶解 し 
た 後 , 3000 回 , 10 分 間 遠 心 沈 滋 し た 上 消 の テー テル を 
加 温 除 去 す れ ば , 外見 上 全く N ェ キス と 同様 な 物質 E テ 
キス を 得る 。 以 下 ほ ぼ 同 様 な 方 法 に ょ つて 順次 温 ア セト 
ン , クロ ロホ ルム へ と 移行 せしめ , 各々 に 於 て 得 た エキ 
ス を 表 の 様 に A, cf, エキ ス と 名 付け た 。 こ の 過程 中 EE ェ 
キス を アセ トン に より 抽出 する 場合 , 可 成 り 多 量 の 黄色 
の 残 湾 EE^' テ キス を 得 た が , その 他 の 場合 は 殆 ん ど 使 用 に 
供し 得る 程 の も の を 得 な か つた 。 

さて , 上 記 の cf ェ キ ス に は , 卵黄 中 の 内 , 
質 を 除い た も の , 即ち ステ リン 体 を 中 心 と し た 脂 宮 の 大 
部 分 が 移行 し て いる も の と 考え られ る の で , 先ず この cf 
ェ エキ ス を 10 必 の KOH アル コー ル で 充分 穀 化 し , その 
ァ ル コー ル を 除去 し た 後 , 石油 エーテル, エー テル に 非 
夫 化 物 を 移行 せしめ , エー テル を 加 温 除去 する 事 に ょ る 


S ェ キス を 得 た 。 更 に ェ キス に 少量 の アル ュ コール を 


加え 溶解 し , 1 Digitonin-alkohol を 同 量 
離 レ ステ リン を 沈 その 上 の アル コー ル を 
加 温 除去 し た 後 , 再び 冷 ア ルコ ー ル を 加え て 残余 の 脂 暫 
を 溶解 し その 上 消 を 加 温 する 事 に ょ より D cf エキ ス を 抽 
出し た 。 

以上 に 述べ た 各 ェ キス の 内 NN ェ キス は , 最初 の 卵黄 中 
こ 可 成り の 水分 が ある た め , 脂 共に 水 に 可 成分 
も 混入 され て いる も の と 考え ね ば な ら な い , そこ で , そ 
れ 等 の 混入 を 避け る た め に , 卵黄 を 充分 乾燥 し て , これ 
を 純 ア ルコ ュー ル で 抽出 し た N。: そ エキ ス を 得 , 又 別 に , N= 
キス を 充分 水洗 する こと に より 表示 し た 様 に , N:, 及び 
の 各 ェ キス を 得 た 。 

この 様 に し て 得 た 合計 10 種 の 各 エ ェ キ ス は すべ て 出来 
る だ け 新 鮮 な 内 に 使用 し た 。 

3) 粉 及び その 精製 : 

米 濾 粉 は その 殆 ん ど が 糖 質 で ある が , その 約 8 必 の 割 
に 蛋白 含ま れ て お り , 他 は 少量 の 脂 ビタミン, 
無機 物 そ の 他 で ある と 云わ れ て いる 。 そ こ で 出来 る だ け 
濾 粉 を 純化 する た め に , 第 5 表 に 示し た 様 な 方 法 で , そ 
の 蛋白 , 脂 賀 , その 他 の 水 に 可 溶 な 物質 の 除去 を 試み 
た 。 即 ち , 充分 精白 し た 白米 を 数 日 間 水 鶴 中 で 水 潰し , 
これ を 乳鉢 で 粉 醍 する 。 そ の 乳 様 液 を ガー ゼ で 濃 過 し , 
遠心 後 する と , 原 a を 得る 。 こ の a 粉 に 
0.2 NaOH を 加え て 1 時 間 以 上 振 し 遠心 
て その 上 消 を 捨て る 。 この 操作 を 3 回 繰返し , 最後 に 
NaOH の 入 つ た まま 一 屋 夜 室温 に 放置 する 。 この 洗 深 
た メタ ノー ル を 加え て 2 回 洗い , 再び 一 屋 夜 え タ ノー ル 


5 表 米 の 脱脂 ・ 蛋白 法 


・ 砕 ・ 過 (が ガー ) 
乾燥 
粉 (a) 


中 に 放置 し , 最後 に 5 回 水洗 を 反復 する と , ビッ ウ レット 
反応 及び ラッ セー ニ = ュ 反 応 陰性 で ある が , ニン ヒド リン 反 
応 陽 性 の b 滅 粉 を 得る 。 同 様 の 操作 を 表 の 如く 更に 反復 
する 事 に ょ り 遂 に は , 小 量 の 茎 粉 で は , ニン ヒド リン 反 
応 も 陰性 で ある 様 な c 肖 粉 を 得る 事 が 出来 る 。 

以上 の 各 潤 粉 は , 充分 齋 燥 し た 後 , 120 °C, 1 時間 の 
を 3 回 行い , 各 に 10 mg~20 mg を 加え て 
培 養 実験 た 供し た 。 

4) 各 テ キス に よる 堪 地 の 製法 : 

堪 地 は , 固 型 部 と 液体 部 と ょ り 成 る 二 層 培地 で あり , 
各 テ キス は , その 固 型 許 面部 に 含ま れる 様 に する 。 そ の 
製法 及び 組成 は 第 6 青 に 示し た が , 先ず “卵黄 アル ュー 
ル ニ エキス” 10cc を 基 洪 と し て , これ より 得 た 各 エ キス 
に , 2 巡 箋 天 加 Phosphate buffer saline (pH 7.6) を 
20cc 加え 各 ェ キス が 均一 と 成る 様 に 混和 し な が ら 中 型 
試験 管 に と 約 1.5 cc 宛 分 注 , 10 ポン ド 30 分 間 の 滅 を 行 
つた 後 , 冷却 導 面 と する 。 但 し A テキ ス 以 下 は その 減量 
を 考慮 し て , 各 テ キス 量 を 2 倍 の 割合 に 加え た 。 


第 6 表 試供 境地 の 製法 


【I〕 液体 部 (Buffer・ 食 塩水 ) pH 7.6 
M/30 Na:HPO, 12H,0 


[ID 固 型 斜面 部 
各 卵 黄 抽 出 物 と 20 必 和 寒天 加 Buffer 食塩 水 
と を 混和 , と する 。 
混合 比率 は , 卵黄 アル ュー ル 深 液 10 cc 
に 対し 20cc の 割合 を 基準 と する 。 

米 
120°C 1 時間 回 
各 境 地 に 約 10mg 加え る 。 

の は 10 ポンド 30 分 の 高圧 

気 滅 行う 。 
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. 
-0.2 NaOH 処理 3 回 
メタ ノー ムル 処理 2 回 
_b 
~0.2% NaOH 処理 10 回 
メタ ノー ル 処 理 2 回 て 
} 水 5 回 
| 
) 
M/30 KH:PO,; 12,0cc 
NaCl 0.5g 
の 
. の 
\ 
得 
| 


434 


液体 部 は , pH 7.6 の Buffer saline の み を 約 2.5 cc 
宛 加 え , 米 潤 粉 は 前 述 の 如く 10 mg~20 mg 加え た 。 

部 に 使用 し た は , 海宝 化学 株 式 会 社 製 の 精製 
で あぁ つて, 比較 的 物 の 少な い で あつ た 。 

5) 各 地 に ょ る 実験 法 : 

一 般 に 赤痢 アメ ー バ は , 組成 の 非常 に な つた 
地 に 移植 し た 場合 , その 増殖 は 当初 か な り 不 安定 と な る 
事 が 多い , それ 故に WB 培地 に 増殖 し た アメ ー バ を 用 い 
て 直ちに 上 述 の 各 ェ キス を 用 いた 培地 に 移 殖 試験 を 行う 
こと こと は , 適当 な 方 法 と は 老 え られ な い 。 そ こ で WB 培 地 
に 増殖 し た アメ ー バ を , 一 且 N エ キス を 用 いた N 堪 地 に 
移植 し, 20 代 以 上 継 代 培 養 し て 売 分 培養 可能 な る こと を 
確か め , この 堪 地 に 増殖 し た アメ ー バ を 用 いて , 以下 の 
各 キス 及び 米 を 用 いた の 培養 実験 を 行っ つた 。 

又 ア メー バ の 移植 継 代 に は , ガラ スピ ビ ピペット を 用 いる 
た め , 元 の 培地 か ら 持 込ま れ た 成分 が か な り 影 響 を 与え 
る も の と 考え られ る の で , 3 日 乃至 4 日毎 の 移植 継 代 に 
より , 少な く と る 20 代 以 上 の 継 代 培養 を 行い , 培養 の 
可 否 を 決定 し , 且 時 期 を 変え を えて, 少な く と も 3 回 以上 同 
様 の 培養 実験 を 反復 し その 成績 を 判定 し た 。 

実験 成績 

1) 卵黄 各 分 及び 構成 物質 の 白 質 , 有機 
その 他 の 二 三 の 反応 に つい て 

上 述 の 各 ェ キス 及び 江 粉 は , その 抽出 法 よ り 見 て , 大 
部 分 の 有機 窒素 成分 , 特に 看 白 質 系 の 成分 が 除 か れ て い 
る も の と 考え られ る 。 そ こ で これ 等 の 全部 及び 培地 に 使 
期し た に た つい て 了 予備 検査 と し て , ラッ セー= 反応 
ビ ウ レッ ト 反 応 及 び = ン ヒド リン 反応 を 行い , 看 白 , ア 
ミノ 酸 , 及び その 他 の 有機 鶴 素 の 有無 を 検討 し , 更に 一 
部 に つい て は , サル コウ ッ ス キー 反応 , アン モニ = ア 性 硝酸 
勿 反 応 等 を 行 つ て , ステ リン 体 , 糖 質 の 有無 に つい て も 
検査 し た 。 

ビ ウ レッ ト 有 反応 ニン ヒド リン 反応 , アン モニ = ア 硝 酸 
銀 反 応 等 の 場合 に は , 試料 が 少量 で 且 水 に 不 深 の も の が 
多い の で , 適当 な 溶媒 に 溶かし , 紙 上 に 滴下 し て 発色 
せしめ る 方 法 を 併用 し た 。 

その 成績 は 一 括 し て 第 7 表 に 示し た が , Nz, N。, A, 
cf, Dcf S の 各 ェ キス 及び C 江 粉 , 筑 天 等 に は , 上 述 の 
各 反 応 を 陽 隆 に する 程 の 有機 鶴 素 その 他 が 存在 し な いも 
の と 考え られ る 。( 但 し 大 量 を 用 い 測 縮 し た 場合 に は 陽 
性 反応 が 見 られ た 事 が あつ た )。 又 N, N: 及び E, EE' 等 
は 完全 に 除 か れ な か つた 少量 の 蛋白 アミ ノ 酸 及び 炎 脂 体 
等 が 各 反 応 を 陽 隆 に し た も の と 考え られ る し , a 及び b 
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第 7 表 各 培 地 分 た 対す る の 色 反応 


酸 銀 反 応 ) 


同 上 


同上 


サル コウ スキ 

反応 (+) 
アン 
硝酸 反 応 
サル コウ スキ 


c 


ー 


滅 粉 も 又 残 存する 少量 の 蛋白 アミ ノ 酸 が 陽 隆 反応 を 示し 
た も の で , E' エ キス は 主として その 脂 体 が , ラッ セ = 
ュ 応 に 関 た も の と 思う 。 E' 及 び A キス 以下 の 
エキ ス に つい て , コレ ステ リン の 反応 で ある 。 サル コウ 
スキ ー 反 応 を 試み た と ころ , EP' 及 び Dcf エキ ス は , 陽 
性 又は 陰性 で ある の に 比較 し て , 他 は 強 陽 性 で あつ た 。 
この 点 よ り E' 及 び Dcf 中 に は , 海 離 の ュ レ ステ リン 等 は 
殆 ん ど 無 いか 又は 少量 で あつ て , 大 部 分 は , A, cf, S の 
各 テ キス に 移行 し て お り , 一 方 炎 脂 体 の 大 部 分 は , E' テ 
キス に 止ま つて いる も の と 考え られ る 。 

叉 糖 質 に つい て 行 つ た , アン モニ = ニア 性 硝酸 銀 反 応 は , 
表 の 如く , N エ キス の み 陽 性 で , A, cf の 各 ェ キス 及び 
N。 エキス に は 殆 ん ど 存 在 し な い 事 を 示し て いる 。 

2) 各 分 及び 米 に と ょ る 成績 

あら か じ め N 培 地 に 増殖 せしめ た アメ ー バ を , 他 の 各 ! 
エキ ス を 用 いて 作 つ た N。, N:…………S 堪 地 と , 3 種 の 米 江 
粉 と を 種々 に 組合 わせ た 20 種類 の 培 地 に 移植 し 培養 を 
試み た が , 第 8 表 に 示し た 様 に , Ns, Ni, Dcf 培地 以外 
の 各 で a 粉 を 用 いた 場合 は すべ て 継 代 養 可能 で 
あつ た 。 いずれ の 場合 も 培地 組成 が 委 弱 で ある た め , 


| | 
ラッ セ ウ レ . = ン ヒ 
- 
E | | 
Def 
| 
- 
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第 8 表 各 卵 黄 抽 出 成 分 境地 と 各種 米 淫 粉 を 
用 いて の 培養 成績 


WB2 


WB 培地 に 比較 し て 増殖 度 が 悪く 最高 増殖 時 間 が や ゝ 選 
れ , 72 時 間 乃 至 96 時 間 と な る 様 で あつ た が , アメ ー バ 
の 運動 その 他 は 全く 変ら ちず, 各 培 地 共 に 滅 粉 粒 及び 脂 状 
の 題 粒 を 摂 取 し , 活 毅 に 運動 する アメ ー ペ が 多数 認め ら 

た だ N。 堪 地 で の 成績 は , 非常 に 不定 で あり , ある 時 。 
は 数 代 で 継 代 不能 と な り , 又 あ る 時 に は 10 数 代 の 維 代 
が 可能 で あつ た の で か か る 場合 は その 成績 を 表 の 如く 二 
と 記載 し た 。 で アメ ー バ が 増殖 せ ず , 他 の 
地 に ょ つて , 継 代 培養 が 可能 で あつ た 点 よ り , 卵黄 アル 
コー ルル 抽出 物 中 に 存在 し , 水 に 可 溶 な 且 一 方 Ss ェ キ ス ま 
で 移行 する 様 な 極 く 微量 の ある 成分 が , 赤痢 アメ ー バ の 
増殖 に 重要 な 役割 を 果す も の と 老 え られ た の で , この 点 
に つい て , 次 節 で 更に 詳し く 検 討 を 加 % て みた 。 

こと の 様 に 赤痢 アメ ー バ Y 株 は , a 江 粉 を 用 いる 事 に よ 
つっ つて, 卵黄 成分 の 内 非常 に 微量 な ラ ェ キス の み で も 充分 


生育 し , 又 一 方 主として レ チ チ ン 等 を 含む と 考え られ る 


E' ェ キス の み で る 継 代 可 能 で ある 事 を 認め た 。 た だ し , 
Decf 培地 の 成績 が 示す 様 に , これ 等 の テキ ス 中 より , コ 
レス テリ ン を 除け ば , アメ ー バ の 生育 が 見 られ な か つた 
点 よ り , コレ ステ リン は 赤痢 アメ ー バ の 培養 に 不可 欠 の 
要素 と 考え られ る 。 

の 目的 で , 用 に と 各 テ キス を 全く 含ま な い 
天 面 の み の 地 に , a を 加え て アメ ー バ の を 
試み た が , アメ ー バ は 全く 増殖 し な か つた 。 

次 に , 脱脂 , 脱 看 白 を 行 つ た b 及 び c 滅 紛 で の 成績 は 
同じ く 第 8 表 た に 表示 し た が , b 滅 粉 で は , N 及 び E ェ キ 
で が 可能 で あつ た が , 他 は すべ て 成功 で あ 
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り , c 滅 粉 の 場合 は , すべ て の 堪 地 に お いて 培養 に 失敗 
し た 。 こ れ は , 中 に 含ま れる 蛋白 ビ タ ミ ン 等 の 
量 成分 が , 本 実験 の 様 な 低 栄 養 な 培地 で は 重要 な 要素 と 
成る も の と 考え られ る 。 対 照 と し て 常に 並行 し て 行 つ た 
WB 2 培地 で は , 各 潤 粉 に と ょ よ つ て アァ アメーバ の 増殖 に 何等 
の 差異 を も 認め な か つた 。 

cf 地 に 各 粉 を 加 % で , アメ ー バ を 48 時 間 
培養 し , その 培 養 液 を 5000 回 20 分 間 充 分 遠 沈 し て その 
上 消 を 集め , この 漠 繕 し た も の に つい て , ニン ヒド リン 
反応 を 行 つ て 見 た と ころ , a 濃 粉 使 用 例 で は 陽性 で ぁ つ 
た が , b, c 茎 粉 を 使用 し た 培地 液 で は , 弱 陽 性 又は 陰性 
で あつ た , これ は 後者 の 培地 液 た に は, アメ ー ペ の 増殖 に 
必要 な 程 の 直 白 アプ アミノ酸 等 が 含ま れ て いな い 事 を 意味 し 
その た め に 培養 が 不 成 功 に 終 つ っ た と を も 考え られ る 。 

興味 ある の は , a を 用 いて , び S と , 
エキス を 全く 含ま な い , 和 と 液体 部 の み の に 
N 中 の Y 株 の 共 の み を 加え て 24 時 間 し た 
が , その 混濁 度 の み の 比 較 で は 王者 は 全く 差 を 認め な か 
つた が , それ 等 に 一 定量 の アメ ー ペ を 加え て 更に 72 時 
間 堪 養 し た と ころ , S 及 び E 培 地 で は アメ ー バ の 増殖 が 
見 られ た が , a 粉 の み の 地 で は , アメ ー 
は 増殖 し な か つた 。 こ れ は , 各 ェ キス は 共 棲 苗 の 増殖 に 
は 大 し た 影響 を 与え を な い が , アメ ー バ の 増殖 に は 必ず 必 
要 な も の で ある 事 を 示 暴 する も の で あろ うぅ 。 

3) 各市 分 の 水 可 溶 微量 成分 た つい て 

前 和 侵 の 成績 より , 卵黄 アル ュー ル エ キス 中 に 存在 し , 
水 た に 可 深 で 凸 S エキ ス に まで 移行 する 様 な 極 く 微量 の 成 
分 が , アメ ー バ の 発育 に 重要 な 役割 を 演じ て いる 可能 性 
が ある が , 著者 の 行 つ た 様 な 抽出 法 で は , 最初 の 卵 英 に 
多量 の 水分 が 存在 する た め , それ 以後 の 分 笛 に 用 いる 各 
溶媒 中 に 多少 と も ゃ 水 と 共に 微量 の 水 可溶性 の 物 暫 が 移行 
する 事 が 考え られ る 。 そ こと で, 第 4 表 に 未 し た 各 ェ キス 
の 内 , N, E, E', A, ct, S の 6 種 の テキ ス に つい て , 更 
に 水 に 可 溶 な 成分 と 不溶 の 成分 と た に 分け, 特に その 水 可 
溶 視 分 に つい て , アメ ー バ の 発育 及び 堪 養 に 及ぼ す 影 響 
を 検討 し た 。 

6 種 の 内 N ェ キス は , “卵黄 アル ュー ル エ ェ エキス” 40cc 
より 得 た N ェ キス に 水 50cc を 加え 4 一 5 時間 ょ く 振 導 
し , 遠 と 濃 過 に ょ り 上 と に 分 ける 。 こ の 操作 
を 5 回 反復 し , 上 消 を 全部 集め (250 cc) 加 温 吸引 に ょ り 
5cc に まで し て その 液 を WN と 名 づけ た 。 
第 4 表 に 示し た N: に 相当 する も の で ある 。 

他 の 5 種 は , 一 上 呈 10cc の テー テル に 溶解 し , 分 液 漏 


(103 ) 


N, 
N 0 
:) 
A 
-) cf ~ 
-) に — 
-) 
) 
= 
ょ 
3 
。 


436 


入れ 水 50cc を 加え て 充分 振 し 分 離せ しめ る 。 
の 操作 を 3 回 繰 返 え し, 水 層 と ェ エー テル 層 に 分 け , 水 層 
を 集め (150 cc) 濃 繕 し て 5cc と し , テー テル 層 は 加 温 に 
より エー テル を 除き , 第 9 素 に 示し た 様 な , 12 種 の 分 視 


第 9 表 卵黄 分 劉 抽 出 法 (2) 
各 テ キス の 水 に よ ょ る 分 割 


卵黄 テキ ス 可 水 不 物 


N WN 
E WE RE 
E’ WE' RE' 
A WA RA 
cf Wcef Rcf 
S WS RS 


を 得 た 。 こ れ 等 の 視 分 を 用 いて 前 節 と 同様 に 培地 を 作成 
し その 培養 成績 を 検討 し た 。 使 用 し た 滅 粉 は すべ て a 派 
粉 で あつ て , 又 水 可 溶 成分 を 培地 用 面 に と 加え る 場合 は , 
抽出 操作 中 の 減量 を 考 し て 元 の ェ キ ス に 対し て 2 倍 の 
割合 に な る 様 に し た 。 

以上 の 様 に し て 得 た 12 種 の 培地 , 及び 水 可 溶 玉 分 と 
対応 する 水 不 深 社 分 と を 混合 し て 作成 し た 6 種 の 培地 。, 
計 18 種 の 培 地 に ょ り ア メー バ ベ の 培 養 を 行 つ た が , 前 者 
の 12 種 の 培地 で は , 長く て も 数 代 で アァ アメーバ の 増殖 は 
停止 し ; 培養 が 不 成 功 に 終っ た が , 後者 6 種 に お いて は 
いずれ も ゃ アメーバ は 増殖 し 各回 共 継 代 培 養 が 可能 で あぁ つ 
た 。 

以上 の 成績 より , アメ ー ベ は , 水 可 溶 成分 及び 不溶 禄 
分 の いずれ を 欠い て も 増殖 し な いも の と 考え られ る 。 
そこ で , この 水 可 溶 玉 分 に つい て 更に 追求 する た め に 
特に Wef 浪 分 を 選び , これ を 更に 濃縮 し て 1cc の 液 と 
し , それ に つい て , = ニン ヒド リン 反応 ビ ツ レッ トト 反応 
アン モニ ア 硝 酸 銀 反応 モリ シュ 反応 を 行 つ た が , = ン 
ヒド リン 反応 及び ビ ウ レット 反応 が 陽性 で あつ た が , 他 
は 陰性 で あつ た 。 こ の 点 よ り , この 水 可 溶 玉 分 は , 蛋白 
アミ ノ 酸 が 主体 で ある と 考え られ る 。 そ こ で この 液 を 更 
て 一 部 を , 一 次 元 フ ェ ノ ー ル 水 (4 : 1) , 二 次 元 
プ ブタノール ・ 水 ・ (2 : 4 : 1) に ょ り 元 ペ ー パ ペー 
クロ マト グラ フュ を 行 つ た と ころ , 三 つ の = ン ヒ ドリ ン 
陽性 の スポ ボッ ト を 得 た 。 (Rf. は 各 各 一 次 元 0.81, 0.73, 
0.36, 二 次 元 0.204, 0.29, 0.31)。 

こと の 3 種 の 物質 の , アメ ー バ 増殖 及ぼす 影 更に 
検討 する た め に , 残余 の 液 を 全部 同様 の 操作 に ょ っ て 決 
紙上 に 展 義 し , 充分 に 乾燥 し た 後 各々 に 対応 する 部 分 を 
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広く 切り 取り , 再び 水 に 溶解 し て 集め , それ 等 3 種 の 成 
分 を 別個 に , 又は 3 種 を 混合 し て 種々 の 江 度 に Rcf 培地 
の 面 部 に 加え て 培養 実験 を 試み た が , すべ て 培養 不 成 
功 に 終っ た 。 こ の 結果 より , アメ ー バ の 増殖 に は , 水 に 
可 深 な , 且 看 白 ア ミノ フ 酸 , 糖 質 以 外 の 何 か の 成分 が 必要 
な 様 に 考え られ る 。 

叉 前 述 の cf ェ キ ス よ り コ レス テリ ン を 除い た Dcf ェ キ 
ス 培 地 に , Wcf を 加え て 培養 を 試み た が , アメ ー バ の 
増殖 は 見 られ な か つた 。 

な お だ お S ェ キス に つい て , 更に クロ マト グラ フ 吸 着 法 を 
応用 し じ て 有 効 物 質 の 分 離 を 試み み , それ 等 に より アメ ー ペ バ 
の 培養 を 行 つ て 見 た が , すべ て 成功 し な か つた 。 

4) コレ ステ リン , レ チ チ ン 培地 の 検討 

著者 の 抽出 し た 卵黄 各 エ ェ テキ ス 中 特に cf, S テキ ス に は 
主として ステ リン 体 ,。 リポ クロ ー ム , 脂肪 酸 , 溶 脂 ビ タ 
ミン 類 が 含ま れ , その 内 コレ ステ リン が アメーバ の 発 
育 に 不可 久 で ある 事 は , Dcf 培地 プ の 成績 より 想像 され 
る 。 

他方 E' ェ キス に は , 主として レ チ チ ン が 含ま れ , その 
他 少 量 の a ュ レ ステ リン 等 が 存在 する も の と 思わ れる 。 
ュ コレ ステ リン に つい て は , Synder & Meleny (1943), 
Rees et al. (1944), Hansen & Anderson (1948), Griffin 
et al. (1949), 田辺 (1931) ら が アメ ー バ の 増殖 に 必要 で 
あろ うと し て お り , チチ ン に 関し て は Nelson 
(1950) が 20 mg Percent の が アメ ー バ の 増殖 に 
適 で ある と 報告 し て いる 。 

すでに 述べ た 著者 の 実験 成績 か ら ゃ も , これ 等 2 者 の 必 
要 性 は 充分 推定 され る の で , 各 報 告 を 参 老 として, 回 型 
部 又は 液体 部 に 種々 の 量 の ュ レ ステ リン , レ チ チ ン ( 久 
等 を 加え た 6 種 の を 作り , 更に ュ レ ステ リン 
を 除い た Dcf エキ ス に 再び コレ ステ リン を 加え た 培地 
等 , 第 10 表 た 示し た 7 種 の 培地 に つい て 培養 実験 を 行 
つた が , 最後 の Dcf+C 培地 以外 は すべ て 培養 不能 で あ 

こと の 結果 より , アメ ー バ は コレ ステ リン , レ チ チ ン の 
み で は その 増殖 は 不可 能 で あぁ つて 他 の 何等 か の 物質 が 約 
要 で ある 様 に 考え られ る 。 叉 Dcf+C 培地 に お いて も , 
アメーバ の 増殖 は 悪く , 継 代 が 非常 に 困難 で あぁ つた 。 こ 
れ は , 加え る = コレ ステ リン の 量 も 問題 と な る が , 加え ら 
れ た コレ ステ リン が どの 様 に 培地 内 で 分 散 し て いる か と 


いう 点 も 大 い に 関 係 し て いる の で は な か ろう か 。 


5) 各 地 に お ける Y 株 アメ ー バ の 共 と 嫌気 性 


養 に つい て 


5 
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第 10 表 各種 a ュ ョ レネ テリ ン ・ レ チチ ン 加 培地 と 培養 成績 


液 体 部 成績 及び 備考 


0.005% 
8mg/40cc 

レ と 
80mg/40cc 
レ チ チ ン 
20mg/100cc 
レ チチ ン 
20mg/100cc 
レ チチ ン 
20mg/100cc 
コレ ステ リン 
8mg/40cc 


Dcf +C 


Buffer 食塩 水 


コレ ステ リン 


Buffer 食塩 水 1~2 代 
Buffer 食塩 水 1~2 代 
Buffer 食塩 + "20mg/100ce ュー2 代 


Nelson 氏 等 の 報 
告 に ょ る と ( ) 


0.05mgl/cc 


Buffer 食塩 水 10 18 代 


第 1 お いて た 様 に , 赤痢 アメ ー バ の に は 
その 共 棲 苗 が 問題 に た な る の は 当然 で ある 。 そ こ で 実験 に 
用 いた Y 株 アメ ー バ の WB 地 に お ける 共 と , 各 
黄 成 分 培地 に お いて 20 代 以上 継 代 し た 後 の 共 盾 菌 と を , 
それ ぞ れ , プイ ョ ン , 血液 , T.G. C. 培地 に ょ り 分 
離し , その 各 菌 に つい て 検討 し た 。 

その 結果 , Y 株 は 元 の WB 堪 地 に 継 代 さ れ て いる 場合 

に 5 種 の 菌 を 隊 伴 し , それ 等 は 各々 仮称 Y,( グ ラム 陽 
性 杏 ) , Y,( グ ラム 人 陰性 杏 Y:( グ ラム 陽性 球菌 ), 
グ ラム 陽性 小 球菌 ), Ys (グラ ム 陰性 小 ) で ある 
が , 抽出 成分 に と ょ る , 特に cf 及び S で は Ys; 
Y,, Y。 の 3 種 は 消失 し , Y: 及び Y。 の 2 種 の み と 成 つて 
いた 。 

実験 の 都合 上 , 後者 の Y:, Y。 の 2 種 に つい て , 各種 の 
解 糖 試験 , イン ドー ル 産 生 , メチ レン プラ ウ 寅 元 , M.R. 
試験 , Voges-proskauer 反応 , カタ ラー ゼ 産 生 等 に つい 
て 検査 を 行い 同定 を 試み た が , 各種 の 成 書 を 参照 し て も 
適 確 に 概 当 する 菌株 が 見 当ら ず , 強い て 近似 の 性 状 を 示 
す も の を 探せ ば , Y: 菌 は Alkaligenes 属 に , 又 Y。 菌 は 
Paracoli 属 に 各々 近似 し て いる 様 に 思 を る 。 

この 2 種 の に つい て 興味 ある 点 は , = シリ 
ン 及 び ス トマ イ 共 に 感受 性 を 示し , lec に 穫 々 1000 単 
及び 1mg 位 で その 増殖 が 抑え られ た が , Y。: 菌 は スト マ 
イ に 対し て は か な り 抵 抗 を 示し た こと で ある 。 そ こと で YY 
スト マイ で 抑制 し , の み の 共 る 培養 を 得 た 
いも の と 考 を N 堪 地 の 液体 部 1cc に 対し て スト マイ 
1mg を 加え て 培養 し た が , アメ ー バ は 増殖 し な か つ 
た 。 元 来 ア ァ ィ ー バ は スト マイ , マニ = シリ ン 等 に 対し て は 


か な り 抵 抗 性 を 有する も の で あつ て , スト マイ が アメ ー 
バ に 作用 し た の で は 無く , Y 攻 が 抑制 され た た め に アメ 
ー バ が 増殖 し な か つた も の と 思え を る 。 こ の 点 よ り , アメ 
ー Y 株 の 増殖 と は , 菌 叉 は Y: Y。 の 共 必要 で 
ある も の と 考え られ る 。 

さて , 第 1 お いて , 赤痢 バ 株 は 嫌気 性 の 
条件 が 望ま し く , 上 有 E 共 接 菌 と し て は CZ welceg が 好適 
で ある 事 を 明らか に し た 。 そ こと で , N 培 地 で 2 種 の 共 林 
菌 を 有する の み と な つた アメ ー ペ を , 更に N 培 地 の 液体 
部 に 0.1 チ ス テイ ン 及 び 流動 パラ 』 ン を 
気性 と し , 且 肝 肝 プ イ ョ ン に 増殖 し た CZ. welchii を 充 
分 水 洗 し て 加え る 事 に ょ り 嫌 気性 培養 を 行 つ た が , 各回 
共 24 時 間 目 に は , か な り 増 殖 し た アメ ー バ が 見 られ た 
が , 48 時 間 以 後に は 全く その を 消し , 継 代 堪 養 は すべ 
て 不 成 功 と に 終っ た 。 こ れ は , 本 実験 た 用 いた 様 な 低 栄 養 
の で 且 嫌 気 条 件 で は , Y: 及び CL. welchii が 
アァ アメーバ の 生育 に 必要 な 程度 の 増殖 が 起ち らち なかつ たため 
で あろ うと 考え られ る 。 こ の 事 よ り , 赤痢 アメ ー バ の 培 
養 に は , 嫌気 性 条件 は 必要 で は ある が , し か し 常に 活 毅 
に 増殖 する 様 な 菌 の 存在 が 必要 で あり , 上 且 共 林 菌 は 多く 
の 研究 者 の 主張 する 如く , た だ 培地 の 酸素 分 圧 を 下げ る 
の みな ら ず , アメ ー ペ の 増殖 に 価 等 か の 役割 を 演じ て い 
る 事 を 改 た め て 確認 し た 。 _ 

第 1 息 に お いて は , WB 堪 地 を 中 心 と し て , 主 に 栄養 
価 の 高い 培地 に つい て 赤痢 アメ ー バ の 堪 養 条件 及び 発育 
要素 を 検討 し た が , 本 入 は 逆 に 極度 に 培地 成分 を 単純 化 
し た 状態 で 発育 要素 等 を 推 害 する た め , 卵黄 より 得 ら れ 


(105 ) 


437 
摘 
C 1 食塩 水 0.1 mg/cc 代 
Ls 
れ 
In 
で 
1 
と 
3 


438 


る 小 量 の 脂 綿 を 中 心 に 培地 を 作成 し , その 中 の 発育 要素 
に つい て 考察 を 行い , 他方 米粉 中 の 水 に 可 深 な 微量 成分 
の 効果 に つい て も 追求 し た 。 

卵黄 中 た に は, 赤痢 アメ ー バ に 対す る 多く の 促進 物質 が 
含ま れ て いる 事 は 考え られ る が , 特に 溶 脂性 の 物質 に 関 
し て は , た だ Nelson (1947, 1950) ら が 二 三 の 検討 を 行 
つて いる の み で , . 他 に あま り 詳 細 な 実験 を 行っ つた 例 は 見 
られ な か つた 。 本編 の 実験 は この 点 を 更に 詳し く 追 求 し 
た も の で , 純 堪 養 の 出来 な い 赤痢 アメ ー バ の 性 四 上 その 
実験 手技 の 困難 か ら , その 成績 は 未だ 完全 と は 云え な い 
が , し か し この 実験 に たよ つて 一 応 所 期 の 目的 を 達し 得 た 
も の で は な いか と 思 3 。 

卵黄 の 溶 脂 成 分 中 赤痢 アメ ー バ の 発育 増殖 と 必要 な 物 
質 又 は 促進 する と 思わ れる 物質 は , アル コー ル , エー テ 
ル に 可 深 で , アセ トン に 不溶 な 物質 選 ' ェ キス と , アセ ト 
ン に も 可 溶 で 更に クロ ロホ ルム に 移行 する 成分 の 内 の 非 
油 化 物 S ェ キス に 多く 含ま れる 事 を 確認 し た 。 こ の 内 前 
者 E' ェ キス に は 主として レ チ チ ン 及 び 小 量 の ステ リン 体 
その 他 が 含ま れる も の と 考え られ , 了 記 方 Ss ェ キ ス に は , 
多く の ステ リン 体 。 リ ポ ボク ロー ム , 脂肪 酸 そ の 他 を 含む 
も の と 推定 され る 。 こ れ 等 の 点 よ り , 他 の 寄生 原虫 類 で 
明らか に され て いる 発育 要素 を 参 老 と し て 一 応 ニ レス テ 
リン , レ チ チ ン 並 びに 小 量 の り ポ クタ クローム 等 が アメ ー バ 


の 発育 を 促進 する 物 暫 で は な いか と 概 像 され る 。 特 に = . 


レス テリ ン が 不可 欠 の 物質 で ある 事 は , コレ ステ リン を 
除い た Decf 堪 地 で 全く アメ ー バ が 増殖 を ず , これ に 適 
量 の ュ レ ステ リン を 加え た 場合 の み 増 殖 が 見 られ た 点 よ 
り 充 分 理解 され る も の で ある 。 

この コレ ステ リン に つい て は , Synder & Meleny 
(1943) が 最初 に 赤痢 アメ ー バ の 堪 養 に 重要 な 役割 を 果す 
事 に 注目 し , これ に 続い て , Reest et aZ. (1944) ら は , 
ュ レ ステ リン の み で は , アメ ー バ を 増殖 えさ せる 作用 は な 
い が , ビタ ミン , 等 の 加 に ょ っ つて アメーバ の 増殖 
が 昨 万 と な り , その 培地 か ら = ュ レス テリ ン を 除け ば 増殖 
が 見 られ な く な る と 報告 し て いる 。 コレ ステ リン の 作用 
に つい て は 種々 の 意見 が あり 未だ 定説 は な い が , Lwoff 
(1951) は 彼 の 縮 説 に お いて , 培地 中 に 出来 る 有害 な 脂 
肪 酸 を 中 和 す る も の で あろ うぅ と 推論 し て お り , 又 逆 に 
Griffin et al. (1949) ら は , 一 定 の 脂肪 酸 を 加え る 事 に よ 
つて , コレ ステ Je ソン の 作用 が 強化 され る と も 述べ て いる 。 
し か し いずれ も コレ ステ リン が 直接 アメ ー バ の 栄養 を 司 
る も の と は 考 を て いな い 様 で あつ て , コレ ステ リン 以外 
に 更に 何等 か の 栄養 物 が 必要 で あろ うぅ と 推定 し て いる 。 
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著者 の 得 た S ェ キス は 勿論 コミ レ ステ リン 以外 に リボ タク 
ロー ム る も 可 成 り 含 まれ , その 他 の 微量 成分 と 共に , アメ 
ー バ の 増殖 に 重要 な 役割 を 果して いる も の と 推定 され る 
が , し か し 卵白 中 の 成分 は 何等 含ま れず , Rees (1944) ら 
の 云 5 様 に , 卵白 中 の ある 成分 (決定 され て いな い ) が 必 
要 と する 成績 と は や ょ ゝ 景 な り 興 味 の あ る 点 で ある 。 

レ チ チ ン に 関し て は , Nelson が 1950 年 , 卵黄 中 の アァ 
メー べ バ 増 殆 促 進物 質 で ある と 指摘 し , 20 mg percent の 
濃度 が 至 で あろ うぅ と 報告 し た 。 本 成績 に お いて も 
その 有効 性 は 充分 認め られ , コレ ステ リン の 如く 不可 欠 
の 物質 で は な い が , レ チ チ ン を 除い た A 培地 で の アメ ー 
バ の 増殖 度 は , レシ チチ ン を 含む E 培 地 に 比較 し て 明らか 
こ 不 和良 で あつ た 点 か ら る 推察 され る 。 

いずれ に し て も, コレ ステ リン , レ チ チ ン ,。 リポ クロ 
ー ム 等 の み で は アメ ー バ の 増殖 と 決し て 見 られ ず , これ 
等 に 更に 米粉 及び 適量 の 蛋白 アミ ノ 酸 , ビタ ミン 類 の 共 
存 が 必要 で ある 事 は 諸家 の 一 致し た 意見 で あつ て , 著者 
の 実験 成績 と も 一 致す る と ころ で ある 。 

更に 興味 の ある こと は , 実験 3 に 示さ れ た 成績 で あつ 
て , 各 ェ キス を 充分 水洗 し , 水 可 溶 物 と 不溶 物 と に 分 け 
る と , その いずれ の 一 方 を 欠い て も , アメ ー ペ が 増殖 し 
な か つた 点 で ある 。 そ の 上 水 可 深 物 中 , = ニン ヒド リン 挨 
応 及 び モ リ シ ュ 反応 陰性 の , 即ち , アミノ酸 
及び 糖 質 以 外 の も の と 考え られ る 微量 の 成分 が な , アメ ー 
バ の 増殖 に 重要 な 役割 を 果して いる 様 に 思わ れ た 。 こ れ 
は 従来 の 報告 に 見 られ な か つた 事 で あり , この 微量 成分 
を 同定 する た め 種 々 の 試み を 行 つ た が , 残念 な が ら 今 の 
と ころ 全く 不明 で あぁ つて , この 点 今 後に 残さ れ た 大 切な 
問題 で あろ ぅ 。 

赤痢 アメ ー バ の 培養 に は , 本 来 嫌気 性 の 条件 が 必要 で 
ある 事 は すでに 述べ た が , 本 実験 5 に お ける 性 
培養 は すべ て 失敗 し て いる 。 こ の 理由 と し て 考え られ る 
事 は , 尋 気 性 の 条件 が 直接 赤痢 アメ ー バ の 増殖 を 抑制 し 
た の で は な く , 共 棲 細菌 Y,, Y: 菌 が 嫌気 性 で は 充分 に 
増殖 を し め さ ず , 又 N 培 地 の 様 な 低 栄 養 の 培地 は , CZ. 
welchig の 発育 に 不適 当 で あつ た た め , アメ ー バ の 発育 
増殖 を 誘起 する まで に 至ら な か つた も の と 考え られ る 。 
故に 若 し 低 栄養 で も 充分 に 増殖 する 様 な 適当 な 嫌気 性 細 
菌 を 加え る な ら ば , アメ ー バ の 増殖 も 可能 で あつ た か も 
知れ な い 。 

以上 の 成績 は すべ て に 無 の a を 用 いて 行 
つた 場合 で ある が , この a 濾 粉 を 脱 看 白 し た b 及 び c 江 
粉 を 使用 し た 場合 は , 実験 2 の 第 8 青 に 示さ れ た 様 に , 
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地 を 構成 する 各種 の 卵黄 及び 天 に は 殆 ん ど 源 
が 無く , に 増殖 する アメ ー 及び 共 は , その 
素 源 及び 糖 質 等 は すべ て 米 潤 粉 より 得 て い る も の と 考え 
られ る 。 従 つて この 軍 要 な 成分 の 一 部 を 除 か れ た b 及 び 
c 滅 粉 で は アメ ー バ の 増殖 が 見 られ な か つた の で あろ 
米 は , Dobell Laidlaw (4926) ら に ょ っ つて 初め 
て 赤痢 アメ ー バ の 培養 た 利用 され て 以来 , 1 , 2 の 例外 を 
除い て は , すべ て の 培地 に 使用 され , まさ に 必須 の 培地 
成分 で ある と され て いる 。 そ うぅ し て , 若 し 潤 粉 の 代り に 
可溶性 の 含水 炭素 , 例え ば グル ュー ス , マル トー ス 等 を 
用 いた 場合 は , アメ ー バ より も ゃ も 先 に 共 楼 苗 が それ ら を 消 
増 し , その た め 地 条 件 が 不利 に な つ て, ア メー バ 
の 増殖 が 見 られ な く な る 。 これ に 反し て 滋 粉 は 不 深 で あ 
る た め 細 に る より 前 アメーバ の 体内 に 込 ま 
れ , アメ ー バ に 必要 な 含水 炭素 は 充分 供給 され 上 且 培 地 条 
件 の 悪化 も 来 さ な い の で あろ うと 考え られ て 来 た 。 こ の 
推定 は 一 応 も つと も な 考 で は ある が , 本 息 に 述べ た 成績 
か ら , 更に 米 潤 粉 は , た だ 単なる 含水 炭 素 の 供給 源 の み 
な ら ず , 軍 要 な 蛋 和 白質 の 提供 者 と な つて いる 事 が わか 
る 。 こ の 様 な 事 は 従来 の 高 栄養 培地 で は 全く 問題 た され 
な か つた こと で あつ た が , 本 息 に お ける 様 な 低 栄 養 の 培 
地 に お ける 培養 実験 に お いて は じ め て 明らか に され た 点 
で あり , 赤痢 ア メー バ の 発育 要素 研究 に 一 新知 見 を 加え 
た も の で ある と 考え る 。 


1) 本 来 5 種 の 共 棲 菌 を 有する 赤痢 アメ ー バ 山神 株 を 
卵黄 抽出 成分 に と ょ る 培地 に 長期 継 代 堪 養 す る こと に より 
3 種 の は 消失 し , 2 種 の み と な つた 。 

2) 卵黄 の 各種 成分 中 , 赤痢 アメ ュー バ の 増殖 に 必要 な 
物質 は , アル コー ル , エー テル , アセ トン を 経て クロ 
ホル ム に 移行 する 部 分 の 内 , 非 坦 化物 に 多量 に 存在 する 
こと を 確認 し た 。 

3) コレ ステ リン , レ チ チ ン , リポ クビ ピー ム 等 は 赤痢 
ァ メ ー バ の 増殖 を 促進 する 作用 を 有する 様 で あり , その 
内 , 特に ュ レ ステ リン は 赤痢 アメ ー バ の 堪 養 に は 不可 欠 
の 要素 で ある と 老 を られ る 。 


4) 赤痢 アメ ー バ は , ュ レ ステ リン 及び レ チ チ ン を そ を 


れ ぞ れ 多 量 に 含む と 考え られ る 卵黄 禄 分 と 米 濾 粉 の 存在 
に より 増殖 する が , コレ ステ リン , レ チ チ ン 及 び 米 濾 粉 


殆 ん どす べ て の 培養 に お いて 失敗 し て いる 。 こ れ は , 塔 
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の み で は 生育 し な い 。 
5) 抽出 成分 中 , 水 に 可 な 物質 で 且 ニ = ン セ 
ビリ ン 反 応 及 びそ モリ シュ = 反応 陰性 の 成分 が 特に 赤痢 アメ 
ー バ の 増殖 に 必要 と 考え られ る 。 

6) 米 は , 赤痢 ー バ に 対す る 単なる 含水 
の 供給 源 の みな ら ず , 重要 な 蛋白 質 そ の 他 の 供給 源 で も 
ある 。 


終り に 了 御 校 を 賜 つ た を 森下 教 授 並 びに 終始 御 
指導 と 御 校 開 を 賜 わ やわ つた 猪木 正三 教授 に 対し て 深く 感謝 
する と 共に , 実験 を 進め る に 当り , 種々 の 御 助 言 と 御 援 
助 を 御 与 え 下 さ つ た , 大 阪 大 学 医学 部 薬学 科 有 川崎 近 太 慰 
教授 , 熊本 大 学 医学 部 生化 学 教室 内 田 教授 ( 元 阪 大 医学 
部 生化 学 教室 } 及び 奈良 医科 大 学 細 昔 学 教室 北浦 謗 師 に 
対し て 厚く 感謝 し ます 。 

本 論文 要 引 は , 第 6 回 及び 第 9 回 日 本 寄生 虫 学会 近 毅 
支部 会 , 第 21 回 及び 第 22 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に # い 
て 発表 し た 。 
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Summary 

In this part of experiments, several growth 
factors for Entamoeba histolytica were followed up 
in both egg yolk and rice starch. Consequently, 
the following results were obtained. 

1) Y-strain of E. histolytica used for this series 
of experiments was accompanied by five different 
species of bacteria, but three of these could not 
grow in the modified alcohol-extracted egg yolk 
medium. 

If the other two species capable of growth in 
that medium were eliminated addition of anti- 
biotics, the amoeba stop their growth. 

2) Several fractions of egg yolk were extracted 
by using alcohol, ether, aceton and chloroform in 
series. After tested them, it was revealed that 


: the growth factors were moved into the final un- 


saponified and the aceton-insoluble parts either, 

3) It was considered that cholesterol, lecithin 
and lipochrom stimulated the growth of the amoeba, 
and cholesterol was indispensable for it. How- 
ever, cholesterol or lecithin alone has no such 
effect. 

4) Some constituents of the alcohol extract of 
egg yolk, which are soluble in both organic 
solvents and water, are indispensable for the 
growth of the amoeba. Further experiments dis- 
closed! that they were neither protein nor car- 
bohydrate. 

5) It was known that rice starch supplies not 
only carbohydrate ‘but also protein and vitamins 
towards the amoeba. 
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Cortisone に ょ る 若菜 病 の 治療 に 関す る 
実験 的 並び に 臨床 的 研究 * 


幸 


寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 和 4 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 小林 晴 治郎 議 師 ) 


(昭和 33 年 4 月 23 日 受領 ) 
特 別掲 


従来 多く の 若菜 病 自 然 発 生 例 た に 就 て の 観察 及び 釣 仔 貝 
人 体感 染 実 験 等 と ょ り 若 菜 病 は 釣 仔 虫 , 就 中 ダビ = 釣 貝 
仔 貝 の 経 日 感染 と 密接 な 関係 の ある 事 は も は や 疑う 事 は 
出来 な い 。 併 し 一 方 若菜 病 の 治療 に関し て は 従来 か な り 
の 報告 が ある が 未だ 確実 な 方 法 が 見 出さ れ て いな い 現 状 
で ある 。 若 菜 病 の 発生 は 文献 を 接 ず る に 殆ど 日 本 全土 か 
ら 報 告 が あり , 又 他 疾患 と 混同 され て いる 場合 も 少く な 
いと 老 え られ , その 症状 の 潤し さと 相 供 っ て 更に 厳密 な 
調査 と 治療 法 の 確立 が 要望 され る 。 

若菜 病 の 治療 に 関し て の 報告 を 見 る と , 北山 (1951), 
大 萩 (1951 a, b) , 岡本 (1952) ら は テト レン の 吸入 が 有効 
で ある と 報告 し , 光井 ら (1952) , 飯野 (1952) , 川嶋 (1957) 
ら は テト レン の 吸入 は 殆ど 効 無く アド レナ リン , アミ ノ 
フォ ィ リン, カル シウム 剤 が 奏効 する 場合 の あぁ る 事 を 報じ 
原田 ら (1950) は 精製 癌 苗 , 牛尾 ら (1949) は 抗 ヒ ス タ ミ ン 
剤 が 有効 と 報じ , 又 局 所 療法 に 就 て 山崎 (1951) は 塩酸 
カ カ イン, コカ イン 加 プ ロタ ル デー 注入, 小島 (1951) は 
プロ タル ご デール, アド レナ リン 次 布 が 有効 と 報告 し て い 
る が , 併 し 一 方 , 石原 (1956) は 今 の 所 その 治療 に は 決 
害 的 な 方 法 が な いと し て いる 。 我 が 教室 に 於 て も 種々 若 
菜 病 治療 剤 の 研究 を 行い , 吉田 (1956) が Hetrazan, 浦 
(1956) が Cortisone, 三谷 ら (1957) が Neo-arsphena- 
mine, 囚 橋 (1957) が Chlorpromazine に 就 て その 効果 
を 検討 し て きた 。 

さて Cortisone に て は , 欧米 に 於 て 要 な 寄生 
症 で ある 旋 毛 虫 症 に 本 剤 及び ACTH が 著 効 を 示す 事 が 
Luongo etal (1951), Davis et al. (1951), Rosen 


YUKIO YOSHIDA & YASUO NAKANISHI : Experi- 
mental and clinical studies on the cortisone tr- 
eatment of ‘'‘Wakana-disease (Department of 
Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of 
Medicine) 


(1952) 其他 に ょ り 報 告 さ れ , 叉 Luongo et al. (1951) , 
Coker (1955) , Weinstein (1955) ら の 動物 実験 に より そ 
れ ら 薬剤 の 作用 機 序 が 晒 示 され て いる 。 著 者 あら は 若菜 病 
の 発症 機転 が 旋 毛 虫 症 の それ に 類似 する と 考え られ る 点 
か ら , 1956 年 以 向 若菜 病 治療 剤 と し て Cortisone の 効 
果 を 検討 し , 良好 な 治療 結果 を 得 た の で 既に 概要 を 学会 
こ < 報告 し た が , こく ゝ に 実験 的 結果 と 臨床 的 結果 を 縮 合 し 
精細 に 報告 する 次 第 で ある 。 " 
若菜 病 の Cortisone 治療 に 就 て は , 石原 ら (1954) が 
若菜 病 の 家族 的 発症 例 の 中 , 慢性 セイ マチ ス の 為 Corti- 
sone 使用 中 で あつ た 患者 は 若菜 病 が 軽く 経過 し た 事 を 
報じ , 教室 の 蒲 (1956) は 若菜 病 自 験 例 に 於 て Cortisone 
が 著 効 を 示し た 事 を 述べ , 又 最 近 , 石倉 ら (1957) は ュー 
トン に ょ る 一 治験 例 を 報告 し て いる 。 


実験 方 法 並 びに 材料 


先ず 著者 ら は 多 貝 感染 と ょ っ て 発症 し た 真 の 若菜 病 に 
就 て Cortisone の 効果 を 検討 する 事 が 必要 で ある と 駐 
え , 3 例 の 人 体 に ダビ = 釣 貝 仔 貝 を 経口 投与 し て 若菜 病 
を 起 さ し め , 之 に 就 て 観察 を 行 つ た 。 即 ち マ ビ = 釣 虫 保 
有 者 の を 紙 培養 し て 得 た 被 (培養 後 7 
日 目 ) を 多 虫 卵 陰性 の 3 名 の 人 体 (学生 : 男子 2 名 , 女 
子 1 名 ) に 水 と 共に 距 下 せしめ , 数 日 後 か ら 発症 し た 若 
菜 病 た 対し , 先ず 鎮 明 剤 或 は Hetrazan 等 を 投与 し , 効 
果 の 無い 事 を 認め て か ら Cortisone (内 服用 た に は ュー ト 
ン メル : 注射 用 に は シェ ッ シェ ー リ ン 
グ 製 ) の 投与 を 行い , 総量 ほ は ゞ 500mg を 1 クー ル と し 
た 。 各 例 に 就 て 自覚 症状 の 観察 と 共に 赤血球 , 白血球 数 
の 血色 素 量 ( ザ ー リ ー 潜 並び 血液 た け 
る 血球 像 及び チ セ リッ ウス 電 気 法 に ょ る 蛋白 分 
に 就 て 検査 を 行っ た 。 内 虫 卵 検査 は 毎回 , 
浮 , の 3 法 を 併用 し , 卵 陽 転 後に は 卵 が 認 
め ら れ な く な る 人 迄 数 回 叉 虫 し 排出 貝 体 数 を 調査 し た 。 


* 昭和 31 年 度 文 部 省 科学 研究 助成 補助 金 に ょ る . 
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第 1 図 ヅダ ビー= 多 虫 経口 感染 第 1 例 の 若菜 病 症 状 と 治療 の 経過 


次 に 兵庫 県 北部 豊岡 市 附近 で 発症 し た 例 に 就 て は , そ 
の 原因 及び 特有 の 症状 か ら 若 菜 病 と 診断 し た 5 例 ( 男 3 
例 , 女 2 例 ) に 対し , Cortisone 投与 を 行い , 六 と し て 
その 自覚 症状 の 動揺 に 関し 観察 し 薬効 の 判定 を 行っ つた 。 

A. 実験 的 若 茶 病 例 た に 於 ける 成績 

第 1 例 姿 〇 陽 〇 , 23 歳 , 男子 (第 1 図 参照 ) 

被 検 者 は 18 歳 迄 神戸 市 内 に 在住 し , 家庭 は 非 租 家 で 
ある 。18 歳 以 来 現在 和 半 京都 市 内 に 下宿 生活 を 管 む 学生 で 
ある 。 多 に 感染 せる 既 応 く , 現在 も 又 虫 卵 陰性 
で ある 。 

昭和 31 年 11 月 1 日 , ダビ = 多 被 虫 (培養 後 7 
日 目 , 活 漢 に 運動 せる も の ) 80 令 を 多量 の 水 と 共に 一 気 
こ せ し め , 更に 日 洗う ぅ 目的 で 直後 に 多量 の 水 を 
急 に 下 せしめ た 。 

仔 虫 試食 後 , 消化 器 症 状 は 発現 し な か つた が , 一 両日 
内 に 軽度 の 異常 と 軽度 の 作 を 生じ た が 一 
間 後 に は 消 想 し て 了 っ つた ので, 12 月 3 日 ( 初 感染 後 16 
日 目 ) に 更に ビ = 被 虫 ( 養 後 9 日 目 ) 20 
を 上 記 と 同様 方 法 で せしめ た 所 翌日 か ら 頭 感 
が 起り , 3 日 目 よ り 発作 が 泊 く 起 り 初 め た 。 こ 
の 再 感 染 後 9 日 目 (発病 後 8 日 目 ) か ら Hetrazan を 1 日 
1g 宛 4 日 間 投 与 し た 所 , 緩 蹴 発作 は 一 時 的 に 少し く 軽 


快 し た が 再び 増悪 し た の で 再 感染 後 16 日 目 か ら Corti- 
son 内 服 を 開始 し た 。 薬 量 は 第 1 日 250mg, 第 2 日 150 
mg, 第 3 日 100 mg (いずれ も 分 3 服用) と か な り 一 時 に 
大 量 を 与え を た 所 , 第 1 の 投与 で 既に 咽頭 , 
発作 等 は 全く 消失 し た 。 併 し 投薬 終了 後 1 週間 目 頃 か ら 
責 び 症状 が 現れ た が , 投薬 前 の 症状 に 比較 する と 軽度 で 
あつ た の で 喘息 治療 剤 アド アス トン (黒田 製薬 ) 1 日 6 錯 
宛 6 日 間 投 与 し て 治療 に 向 わ し め た 。 


実験 期間 中 の 血液 所 見 と し て は , 赤血球 数 は 350 万 乃 : 


500 万 の 間 を 動揺 し , 血色 素 量 も 102 は 
認め られ な い 。 白血球 数 も 4200~7800 の 間 で 症状 の 極 
期 た や ゃ や ゝ 増加 が 見 られ る 程度 で ある 。 血 消 令 白 分 害 像 も 
閉 変 を 示さ な い , 唯 , 好 酸 球 の み は 著 明 な 変化 を 示し , 
感染 前 及び 初期 に は 1 一 4 で あつ た が , 若菜 病 症 状 の 
発現 に 一 致し て 閉 明 に 増加 し 初め Cortisone 治療 の 頃 
は 28 を 示し , その 最高 36 を 示し た 。 初 
感染 後 43 日 目 に 初め て 陽 転 し , 54 日 目 頃 か ら 上 正 卵 が 増 
加 し 初め た の で 四 塩 化 そ チレン (テト レン ソン)4.5~5.4g に 
よる 原 虫 を 6 同行 つて 卵 陰性 た 至ら し め た 。 排 出さ れ た 
マビ ー ニ = 成虫 は 計 45 令 あぁ つた 。 

第 2 例 山 O 〇 O 牙 〇 19 歳 , 女子 (第 2 図 参 照 ) 

被 検 者 は 前 住地 岐阜 県 恵那 郡 岩 村 町 で 家庭 は 非 豊 家 で 
ある 。 昭和 30 年 4 月 より 京都 市 内 某 看 護 学院 生徒 と な 
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第 2 ジ ヅ ゼ ビー 釣 虫 経口 感染 第 2 例 の 若菜 病 症 状 と 治療 の 経過 


り 寮 生活 を 営ま で 現在 に 到 る 。 生 来 鍋 虫 に 感染 せる 記憶 
な し と 。 , 実験 開始 前 卵 陰性 で あつ た 。 
昭和 31 年 12 月 21 日 = 被 虫 (培養 後 25 

日 目 の 活 に 運動 せる ) 57 多量 の 水 と 共に 一 
に せしめ , その 後 直ちに 多量 の 水 を に せ 
た 。 ズ 感染 当 日 より 悪心 , 胃 部 不快 感 , 食欲 不振 等 の 症状 
が 起り , 第 3 日 目 に 少量 の 嘱 吐 が あつ た 。 こ の 様 な 消化 
器 症 状 は 約 6 日 間 続 き 自 然 に 消 鶴 し た が , 次 で 咽頭 部 
凌 感 及び 中 蹴 発作 が 始ま り 増 強し て きた の で ェ エフ ェ ド リ 
ン 0.01g を 2 日間, 次 で Hetrazan 1g を 2 日 間 投 与 し た 


"が 悪心 等 の 副作用 の 為 , 投薬 を 中 止 し た 。 そ こ で 仔 虫 試 


食後 24 日 目 (発症 後 16 日 目 ) か ら Cortisone 投与 を 開 
始 し た 。 即 ち 第 1 日 200 mg, 第 2 日 150 mg, 第 3 日 100 
mg, 第 4 日 50mg, 総量 500mg を 内 服 せ し め た 所 , 第 
1 の 投与 後 か ら 既 に 発作 が し , この 1 ター 
ル の 投与 で 殆 ん ど 症 状 は 消失 し た 。 本 例 に 於 て は Corti- 
sone 投与 と 好 酸 球 消長 と の 関係 を 知る 為 , ほ き 毎日 検 
血 し た 所 第 2 図 に 示 し た 如く Cortisone 投 己 中 は 著 明 な 
好 酸 球 減 少 を 示し , 中 止 する と 再び 増加 の 傾向 を 示し 
た 。 之 は 先 人 の 示し た 結果 と 一 致す る も の で ある 。 若菜 
病 症 状 は Cortisone 投与 終了 後 約 1 週間 し て 再び 発症 
し 始め た の で 更に 1 タール Cortisone 投与 を 実施 し た 。 
即ち 仔 貝 試食 後 45 日 目 か ら 今回 は 500 mg を 10 日 間 か 


ぇ つて 少量 づ ゝ 与え る 方 式 を と つた 。 即ち 第 1 日 100 
mg, 第 2 日 75mg, 第 3 日 第 7 日 50mg, 第 8 日 第 
10 日 25 mg の 量 を 分 服 せ し め た 。 その 結果 , 投 藻 時 間 
の 半ば 頃 か ら 全 く 症 状 は 消失 し , 又 こ の 間 好 酸 球 の 低下 
が 前 回 同様 認め られ た 。 そ の 後 約 1 ヵ年 間 に 豆 り 症 状 の 
再発 に 注意 し つ > 経過 を 観察 し た が 症状 は 起 ら ず , 大 体 
に 於 て 若菜 病 症 状 を 治療 せしめ た も の と 考え る 。 

血液 所 見 と し て 実験 期間 中 , 赤血球 数 は 330 万 乃至 
430 万 , 血色 素 量 も 多 感染 後 状 態 を 

し た と は 考え ら れ な い 。 白血球 数 は 大 体 56009800 の 
間 を 動揺 し た が 症状 と 一 定 の 関係 は 認め られ な か つた 。 
酸 球 は 本 例 に 於 て も 特 感染 前 5 前 後 で あつ た 
も の が 感染 後 14 日 目 頃 か ら 増加 し 初め , 症状 の 極 期 に 
は 25 必 に 達し , 前 述 の 如く Cortisone 投与 で 一 時 減少 
し た が その 後 大 体 20 必 前 後 を 保つ て 経過 し て いる 。 又 
蛋白 分 像 に は 変 は な い 。 本 例 は マビ = 多 仔 
試食 後 62 日 目 に 虫 卵 陽 転 し , 四 塩 化 テ チレ ン (テト レ 
ン ) 4.5 5.4g 投与 に よる 3 回 を 繰返し ビ = 
17 得 て 虫 卵 陰 性 と な つた 。 事 に 本 例 は アメ リ 
ヵ 多 を 同時 に 排出 し た 。 は 以前 か ら 生 し て 
いた も の と 考え られ る が 実験 開始 前 後 の 塗 抹 , 浮 海 , 塔 
養 にょ よっ つて る 検出 され ず , 陽 転 の 培養 に 
よ ょ る 検出 仔 虫 は すべ て ダビ = 銘 虫 で あつ た 。 
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1 (Jan.1957) て い な い 。 像 に も 変 は な 
本 例 は 仔 試食 後 87 日 目 和 の 検 
便 に 拘ら ず 卵 陰性 で , その 検査 が 出来 
+ ず 162 日 目 に 検査 し た 所 , 虫 卵 陽性 と な つ 
7 Ny て いた の で 直ちに 四 塩 化 テ チレ ン (テト レ 
ン ) 4.5~5.4g に よる 4 回 実施 し , 
- etote | 陰性 に し め た 。 採 取 虫 体 総 
B. 病 野 外 発生 例 ける 成績 
EE 0 以下 述べ る 治療 例 は 昭和 32 年 9 月 か ら 
- - - ーー | 10 月 の 間 , 兵庫 県 豊岡 市 附近 に 於 て 発生 し 
8 た 若菜 病 5 例 た に 対し Cortisone 投与 を 行 
つて 治療 し た も ゃ も の で ある 。 本 地方 は 毎年 秋 


第 3 図 ダビ = 多 虫 経口 感染 第 3 例 
の 若菜 病 義 状 と 治療 の 経過 


第 3 例 松 〇 健 〇 , 23 歳 , 男子 (第 3 図 参 照 ) 

被 検 者 は 18 歳 迄 福岡 県 に 在住 し , 家庭 は 非 農家 で あ 
る 。18 歳 以 後 現存 半 京都 市 内 に 下宿 生活 を 営む 学生 で あ 
る 。 在 に 感染 し た 前 な い 。 

昭和 31 年 12 月 4 日 , ダビ = 被 虫 (培養 後 10 
日 目 の 活 運動 せる も の) 152 多量 の 水 と 共に 
下 せ し あめ, 後 直ちに 多量 の 水 を 飲ま せ 日 腔 等 を 洗 浴 し 
た 。 本 例 た に 於 て は 第 1 例 と 同じ く 何 等 消化 器 症 状 は な か 
つた が , 虫 試食 後 3 日 目 り 頭 , 発作 等 
が 初 ま り , 試 食後 14 日 目 (発症 後 11 日 た に アド ナ (アド 
レノ クビ ロム ・ モ ノ セ ミカ ル バ ゾ ン , 田辺 製薬 ) を 4 日 間 
に 計 7 本 注射 し た が 消 槍 せ ず 益 * 増強 し た の で 試食 後 25 
日 目 (発症 後 22 日 目 ) か ら Cortisone の 注射 を 開始 し 
た 。 第 1 日 125mg, 第 2 日 138mg, 第 3 日 75mg 計 
338 mg を 使用 し た 所 , 本 例 も 前 2 例 と 同じ く 著 明 な 治 
効 果 が 見 られ , , 等 は 第 1 日 目 の 
注射 後 か ら 消失 し , その 後 約 1 ヵ年 観察 を 続け た が 再発 
せ ず , 本 剤 に より 若菜 病 症 状 を 消 窟 せ し め 得 た も の と 考 
える 。 

陣 液 所 見 に 関し て は , 赤血球 数 は 全 経過 を 通じ 370 万 
乃至 470 万 , 血色 素 量 も 74~103 感染 に と ょ っ て 
を た と は 考え られ な い 。 白血球 4200 乃 
至 8600 で 特に 症状 と 一 定 の 関係 は み ら れ な か つた 。 叉 
好 酸 球 は 実験 当初 2 必 前 後 で 感 朱 後 若菜 病 極 期 に 13 必 
に 増加 し , Cortisone 投与 に より 4 に 低下 し た が 全体 
を 通じ 前 述 の 2 例 た 見 られ る 程 高度 な 好 酸 球 増 多 を 示し 
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季 多 数 の 若菜 病 馴 者 の 発生 す る 地区 で あ 
る 。 

第 1 例 山 〇 雄 , 58 歳 , 男子 , 農業 

昭和 32 年 9 月 15 日 頃 , 大 根 の 間 引 を し て 
し , 同月 20 日 頃 か ら 及び 発作 が 初 り 次 
第 た 浜 し く な つた 。 こ の 間 引 菜 は 1 家 5 名 が 食し , 全員 
に と これら の 症状 が 認め られ た 。 本 例 は 初診 時 (9 月 27 
日 ) 多 卵 陽性 で , 9 月 27 日 か ら 10 月 3 日 (1 
日 量 リ ンコ ュ デ 0.05g, ドミ アン 1.0g, アレ ル ギ ン 1.0g) 
を 用 いた が 無効 で あつ た の で 10 月 9 日 か ら Cortisone 
投与 を 行 つ た 。 即 ち 第 1 日 75mg, 第 2 日 75mg, 第 3 
日 50mg, 第 4 日 50mg, 計 4 日間 に 250 mg を 内 服 せ 
し あめ た 所 , 胡 者 は 第 1 日 目 の 服 薬 で 症状 が 半減 し , 第 2 
日 目 服薬 以後 は 殆ど 無 症 状 に な つた と 訴え た 。 

第 2 例 新 〇 君 〇 , 48 歳 , 女子 , 農家 主婦 

昭和 32 年 9 月 中 旬 , 大 根 及 び 白菜 の 聞 引 菜 を 浅 潰 に 
し て 食べ , 同月 20 日 頃 か ら 感 , 作 , 
鳴 , 上 等 が 起り 食 振 , 不眠 を 伴い 起 呼吸 を 余 
僕 な くさ れる 位 の で あつ た 。 人 例 も 初診 時 虫 
陽性 で あつ た 。 10 月 16 日 より Cortisone 投与 を 開始 し 
た 。 即 ち 第 1 日 75mg, 第 2 日 75mg, 第 3 日 ~ 第 5 日 
50mg, 計 5 日 間 に 300 mg を 内服 せしめ た 所 , 第 1 日 


目 の 内 服 で その 夜 り 横 が 出来 る 様 に な り , 


発作 も リ : 程 度 に 減少 し た と 訴え, Cortisone 投薬 開始 後 
3 日 に は 始 ど 作 な く 療 終了 後 全く 治療 に 移行 
ti 

第 3 例 寺 〇 光 〇 , 16 歳 , 男子 , 学生 

昭和 32 年 9 月 18 日 頃 よ り , 播種 後 20 日 程 諾 の 大 根 
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及び 菜 の 間 引 菜 を 連日 に し て 食べ , 1 7 名 中 
全員 が 発症 し た 。 本 例 で は 10 月 初め 頃 か ら 曖 中 発 作 増 
強し , 睡眠 が 妨げ られ る 程 で あぁ つた 。 初診 時 卵 陽性 
で あつ た 。 10 月 30 日 か ら Cortisone 投与 を 初め た 。 
第 1 日 75mg, 第 2 日 75mg, 第 3 日 50mg, 第 4 日 50 
mg 計 250 mg を 4 日 間 に 分 服 せ し め た 。 本 例 た に 於 て も 
王 閉 な 治療 効果 を 認め , 第 1 日 目 の 服 薬 に ょ っ て 既に 暇 
発作 が し 睡眠 が 可能 と な り , 3 日 目 頃 より 
量 は 投与 前 の リ 。 程度 に な っ つた と 訴 を た 。 投 薬 終 了 後 も 
再発 せ ず 治 疲 に 移行 し た 。 

第 4 例 広 O 春 〇 , 57 歳 , 男子 

和 年 9 月 14 日, 大 根 及 び 菜 の 間 引 菜 を 塩もみ 
に し て 食し , 一 家 3 名 中 本 人 の み 発 症 し た 。 即ち 9 月 17 
より , , 中 は げ し く , 21 か 
ら 散 剤 (1 日 量 : リン コ ュ デ 0.06g。 メ チル エフ ェ ド リン 
プロ ヒ 0.25g, ルミ ナー ル 0.08g) 及び 
(ペナ ドリ ン 0.03g。 メ デコ ュ ン 0.02g) 等 の 薬剤 を 与え 
る る も 軽快 し な い の で , 24 日 か ら Cortisone 投与 を 初め 
た 。 即ち 1 日 100mg を 2 日 連用 し 次 で 2 日 休み , 次 に 
75mg を 2 日 与 を て 2 日 休み , 次 で 50mg を 2 日 与え , 
計 450 mg を 投与 し た 。 そ の 間 , 投薬 中 は 著 明 に 暇 蹴 発 
作 が 軽減 する が 投薬 休止 期 た と 少し く 現 われ る 様 で ある が 
第 に し 治 向 つ た 。 

第 5 例 太 〇 と O 〇 , 59 歳 , 女子 

昭和 32 年 8 月 24 日 , 大 根 の 若菜 を 塩もみ に し て 食し 
26 か ら 始 り 第 に 増強 し 9 月 12 日 より 第 4 
例 と 同一 の 鎮 暖 剤 を 2 日 間 用 うる も 全く 無効 で 暇 中 発作 


治し く 歳 眠 が 著しく 妨げ られ た の で 9 月 14 日 か ら Co- 


rtisone 投与 を 開始 し た 。 即ち 9 月 14, 15 日 に 75 mg づ 
ゝ , 19, 20 日 に 50mg づ ゝ , 24, 25, 26, 27, 28, 29 日 
に 50mg づ ょ 計 550 mg を 用 いた 所 , 曖 発 作 は 投薬 中 
は 著しく 減少 する が 休止 期 に は 又 少 し く 発現 する 様 で あ 
つた 。 併 し 投薬 終了 後 は 再発 を 認め ず 治 療 に 移行 し た 。 


考 
Luongo et az.(1951) は 3 例 の 旋 毛 貝 症 患 者 に ACTH 


を 1 日 10~40 mg, 6 日 間 投与 し た 所 , 初日 の 投与 で 症 


状 が 好転 し 6 日 間 の 投薬 で 全く 治 閥 し た 事 を 報じ , 又 動 
物 実 験 を 行い , 旋 毛 由 感 染 動 物 の 内 ACTH 処置 群 は 対 
照 に 比 し 生存 期間 が 延長 する 事 を 認め て いる が , ACTH 
の 作用 機 序 に つい て は 宿主 の 反応 が ACTH に よ ょ つて 
変化 する らし いと 述べ て いる の み で ある 。 Davis ef al 
(1951) も 旋 毛虫 症 の 避 者 に ACTH 1 日 200 mg, 17 日 
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間 連 続投 与 し 好 結 果 を 得 た 事 を 報じ , ACTH 及び Co- 
rtisone の 効果 の 本 態 は 未明 で ある が 抗体 の 増加 が 認め 
られ , 生体 の 反応 を 変化 す る も ゃ の で あろ うと 述べ て い 
る 。 Rosen (1952) は 旋 毛 虫 症 に Cortisone 計 700 mg を 
4 日 間 に 使 用 し て 著 効 を 履 め た が 投 中 止 後 再 発し た の 
で 更に 1900 mg を 14 日 間 に 分 用 し 治 閥 せしめ た 例 を あ 
げ , Cortisone 及び ACTH 等 は 宿主 の 反応 に 或 変化 を 
与え 症状 を 無く せしめ る も の で あろ うぅ と 述べ て いる 。 
Coker (1955) は 非 免 疫 マ ウス に Trichinella spiralis を 
感染 せしめ, Cortisone 投与 群 は 対照 に 比 し て 小腸 内 で 
多く の 成虫 が 長く 生存 し , 筋肉 中 の 多い 事 を 
認め , Cortisone は 得 発現 を 妨げ る も の で あろ 
ぅ と 論じ た 。 又 Weinstein (1955) は Nippostrongylus 
uns で 免疫 し た ラッ ト を Cortisone で 鈴置 し , 更に 
同 虫 を 経 皮 的 再 感 染 せ し め る と 非 処置 群 に 比 し て 成虫 の 
数 及び 体長 に 於 て 大 と な っ つた 。 又 経 皮 的 責 感 染 に 際 し 友 
の 細胞 反応 が 処置 に 低い 事 等 か ら Cortisone 
は 宿主 の 刈 疫 性 反応 の 鎮圧 に 関係 が ある と 述べ て いる , 
Cortisone に よる 若菜 病 治療 た に つい て は 既 述 の 如く 石 
原 ら (1954) は 一 家 4 名 の 若菜 病 例 た 於 て 1 名 は 兼 て ロイ 
マチ ス の 為 ュ ー チ ゾン を 使用 店 で あつ た が この 例 は 他 の 
3 例 に 比較 し て 若菜 病 症 状 が 転 く 経過 し , 治療 上 興味 あ 
る 外 , アレ ルギー が 関 爺 する こと を 示唆 する と 述べ て い 
る 。 又 教 室 の 蒲 (1956) は 若菜 病 自 験 例 た 就 て 初め て Co- 
rtisone を 用 い , 1 日 100 mg 宛 7 日 間 連 用 し て 有効 で 
あつ た 事 を 報告 し た 。 又 石 含 ら (1957) は 香川 県 に 於 て 野 
外 発 生 し た 若菜 病 1 例 に 計 400mg の ュー トン を 6 日 間 
に 分 与 し 有効 で あつ た 事 を 報じ た 。 

我々 は 今回 これ ら ホ ル モ ン の 効果 を 確認 する 為 , 実験 
的 若菜 病 例 及び 野外 発生 例 計 8 例 た 就 て 種々 の 薬 量 に たつ 
き , 又 投 与 期 間 と 休止 期間 等 の 問題 に っ き 検討 を 行っ 
た 。 そ の 結果 投薬 休止 後に は 再発 の 傾向 が 見 られ る の で 
投薬 は 断続 する より も る も 1 週間 程 減 量 し っ ゝ 連 続 し て 使用 
する の が 良い と 考 を られ た 。 又 薬 量 は 総量 500 mg 前 後 
で 有効 で ある と 考える 。 

若菜 病 の 成因 に関し て は 仔 の 単なる 機械 的 刺 説 
と アレ ルギー 説 と が 考え られ る が , 若菜 病 の 際 , か な 
り 長 期 に 豆 り の 中 に 仔 が 検出 され る 点 か ら 
migrate し た 仔 虫 が 肺 , 気管 或 は 喉頭 部 等 に 存在 する 事 
は ほ で あろ が , の 生物 学 的 性 ら 考 えて 
も 早く migration を 終え , 小腸 に 定住 する 事 を 拘 す る 
も の と 考え を られ る 。 併 し 宿主 の 反応 に ょ り 上 記 の 如き 場 
所 に 包囲 され 移行 を 陽 止 され て いる の で は な いか と 我々 


(114) 


3 
3 
§ 1 
| 
| 
| 
| 
. 


昭和 33 年 8 月 (1958)] 


は 考え る 。 に 感 , の 直接 原因 は 虫 仔 
虫 の 直接 刺 埋 か も 知れ な い が , それ を 援助 し て いる の は 
生体 の 抵抗 で は な いか と 考え て いる 。 

Cortisone 或 は ACTH 等 の 生体 た に 対す る 作用 は 未だ 
充分 明らか で な い が 細 菌 性 感染 等 に 多量 の これ ら の ホル 
モン を 用 うぅ うる 時 は , 生体 の 炎症 性 反応 が 抑制 され , 一 時 
的 に その 症状 が 消失 する が 再び 増悪 の 傾向 を た どる 事 が 
認め られ て いる 。 俳 し 征 ら 若菜 病 の 如き 釣 仔 虫 に よ ょ る 急 
性 疾患 に 於 て は 原因 と な つて いる 仔 貝 は 体内 で 増加 する 
も の で は な いか ら Cortisone 等 に より 宿主 の 抵抗 を 減 
弱 せ し め , 組織 内 に 於 て 移行 を 阻止 され て いる 仔 貝 を 早 
に 腸管 内 た 送り 込め ば 後 は 虫 に ょ っ て 排 せ 
し め う る と 我々 は 考え を, 本 実験 結果 か ら ゃ 或 程度 そ の 裏 
付け を 得 た も の と 信ずる 。 

我々 は マビ ー= 多 被 を 人 体 に 経 日 投与 し て 若菜 
病 を 発症 せしめ た 3 例 と , 兵庫 県 北部 に 於 て 昭和 32 年 
秋 発 生 し た 5 例 の 若菜 病 患 者 に 対し Cortisone 250 mg 
乃至 550 mg を 1 ター ル と し , 1 乃至 2 ター ル の 投与 で 
著しく 症状 を 軽快 せしめ 治 立 に 導き 得る 事 を 認め , 従来 
治療 法 の 確立 され て いな か つた 本 症 に Cortisone が 有 
効 で ある 事 を 確 め た 。 我 々 は 若菜 病 の 発症 並び た に 症状 の 
居 延 が 宿主 の 過剰 反応 の 為 で あり , Cortisone に より こ 
の 反応 が 抑制 され た 結果 で は な いか と 考え る 。 


当り, 御 指 導 御 校 労 を と られ た 小林 晴 治郎 
先生 に 深謝 する 。 双 豊岡 に た 於 け る 若菜 病 治 療 に つき 御 援 
助 頂 いた を 藤戸 孝 純 博士 , 金子 逸 四 博士 , 宮本 正実 保健 所 
長 , 村井 知也 予防 課長 の 諸 兵 に 感謝 する 。 
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Summary 
So called '' Wakana-disease ’”’ or ‘'' Young greens 
disease ’”’ means the symptom-complex with nausea, 
vomitting, bad cough, dispnoe and eosinophilia 
after eating the young greens such as radish and 
turnip without boil, and is said to be caused of 
hookworm infection, living worm larvae being 
swallowed with greens. But therapeutic aspects of 
this disease has not yet established. Luongo et al. 
(1951), Davis et al. (1951) and Rosen (1952) reported 
that cortisone and ACTH showed the high effective- 
ness on the improvement of clinical symptomes of 
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'The mechanism of ‘Wakana-disease is 

resernble to it of trichinosis that cortisone was 

"tested on the treatment of “Wakana-disease ”, as 
follows : 

1) Three experimental cases : Encysted larvae 
of Ancylostoma duodenale were swallowed to three 
healthy volunteers (100, 57, 157 larvae respectively). 
Cough medicine and hetrazan was non-effective on 
the specific symptoms of ‘''Wakana-disease oc- 
cured in a few days after swallowing larvae. 
Thereafter the cortisone treatment was started 
against them, Total amount of cortisone admini- 
stered within several days were 500mg in case l, 
1000 mg in case 2 and 338 mg in case 3 respectiyely. 
In all cases the above symptoms were improved 
rapidly after 1st administration of this drug and 
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virtually afbsence ater treatment,. 

2). Five natural cases: These cases suffered 
from '' Wakana-disease ’”’ by eating young greens 
were observed in a rural village of Hyogo Pre: 
fecture in autumn, 1957. In all cases any cough 
medicine were non-effective, so the total amount 
of 250 mg-500 mg of cortisone were administered, 
After cortisone treatment, acute severe symptoms 
of all cases were much lessed as well as experi- 
mental cases. 

We believed that the symptoms of ‘'‘Wakana- 
disease ’’ in present experiment might disappeared 
by cortisone treatment and cortisone might be 
effective in suppression of inflammatory or im- 
mune response. 
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南 日 本 支部 大 会 (第 11 回 ) 

鹿児島 市 煙草 会 館 

昭和 33 年 10 月 24 日 (8 月 20 日 演題 締切 ) 

会 長 佐藤 信郎 教授 (鹿児島 大 ・ 医 ・ 二 内 科 ) 
西日本 支部 大 会 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 

昭和 33 年 11 月 2・3 日 

会 長 森川 義 金 教授 (徳島 大 ・ 医 ・ 病 理 ) 


学会 雑誌 の 略称 + 左記 の よう に 統一 いた し まし た の で 


御 利 用 下さ い 
本 邦文 称 : 虫 誌 
: Jap. J. Parasit. 


(Japanese Journal of Parasitology) 
Vol. 7 Suppl., 1958 


昭和 33 年 7 月 25 日 印刷 
昭和 33 年 8 月 1 日 発行 


編集 行 日 本 寄 生 虫 学会 
印 人 向 久 
印 所 一 印 式 会 


予防 衛生 研究 所 内 
内 69, 70 
(編集 ) (会 計 ) 
振替 口座 東京 1451 
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